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一
、
本
論
文
で
は
以
下
の
通
り
に
略
号
を
用
い
る
。 
・
大
正
／
大
正
蔵
…
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』（
大
蔵
出
版
） 
 
一
、
本
文
、
引
用
文
、
固
有
名
詞
の
漢
字
は
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
を
用
い
る
。 
 
一
、
漢
文
文
献
は
引
用
の
際
、
適
宜
訓
読
し
、
仮
名
遣
い
は
現
代
仮
名
遣
い
を
用
い
る
。 
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序
論 
  
一
、
は
じ
め
に 
 
漢
訳
の
仏
教
経
典
の
中
に
は
『
大
般
涅
槃
経
』
と
い
う
経
典
が
あ
る
。
こ
の
名
の
経
典
に
は
初
期
経
典
か
ら
大
乗
と
呼
ば
れ
る
経
典
ま
で
、
そ
の
内
容
が
異
な
る
経
典
が
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
『
涅
槃
経
』
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
多
少
の
経
典
名
の
異
な
り
が
あ
れ
ど
も
、
意
味
や
内
容
的
に
は
同
様
の
経
典
と
見
做
さ
れ
て
い
る
も
の
も
数
多
く
存
在
す
る
。
こ
れ
は
、
釈
迦
牟
尼
仏
の
入
滅
が
仏
教
徒
に
与
え
た
影
響
の
大
き
さ
を
物
語
る
も
の
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
中
で
も
、
釈
迦
牟
尼
仏
の
入
滅
前
後
を
伝
記
的
に
扱
っ
た
も
の
が
初
期
経
典
に
は
多
く
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
れ
ら
と
は
異
な
り
、
伝
記
的
な
釈
迦
牟
尼
仏
の
入
滅
を
新
た
な
思
想
を
主
張
す
る
た
め
の
舞
台
と
し
て
、
設
定
し
、
使
用
し
た
も
の
が
大
乗
の
『
涅
槃
経
』
と
呼
ば
れ
る
経
典
で
あ
る
。
こ
の
大
乗
『
涅
槃
経
』
の
主
な
教
理
は
「
如
来
常
住
無
有
変
易
」
（
以
後
、
「
如
来
常
住
」
）
と
「
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
」
（
以
後
、
「
悉
有
仏
性
」
）
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
前
者
の
「
如
来
常
住
」
は
大
乗
『
涅
槃
経
』
を
通
徹
す
る
、
経
典
の
軸
と
も
い
え
る
思
想
で
あ
り
、
こ
の
思
想
だ
け
み
て
も
初
期
経
典
の
『
涅
槃
経
』
と
は
語
ら
れ
る
内
容
が
異
な
る
こ
と
が
容
易
に
理
解
で
き
る
。
本
論
文
は
こ
の
大
乗
の
『
涅
槃
経
』
を
扱
う
も
の
で
あ
る
。 
昨
今
の
大
乗
『
涅
槃
経
』
に
対
す
る
研
究
は
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
思
想
や
経
典
の
成
立
に
迫
る
研
究
が
幾
つ
も
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
僅
か
に
残
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
断
文
と
チ
ベ
ッ
ト
訳
か
ら
そ
の
原
形
を
推
し
量
り
、
漢
訳
と
の
比
較
を
行
い
、
研
究
す
る
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
様
な
中
で
、
大
乗
『
涅
槃
経
』
に
説
か
れ
る
思
想
の
原
形
を
求
め
る
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
や
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
断
文
を
研
究
対
象
と
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
中
国
・
日
本
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の
仏
教
思
想
へ
の
影
響
を
考
察
す
る
上
で
は
漢
訳
大
乗
『
涅
槃
経
』
を
使
用
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
中
国
の
文
化
的
な
背
景
を
考
慮
し
つ
つ
翻
訳
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
大
乗
『
涅
槃
経
』
が
中
国
で
翻
訳
さ
れ
た
後
、
中
国
や
日
本
の
多
く
の
諸
師
達
に
よ
っ
て
受
容
さ
れ
、
そ
の
教
理
の
研
鑽
が
な
さ
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
中
国
で
は
竺
道
生
・（
嘉
祥
）
吉
蔵
・（
章
安
）
灌
頂
を
は
じ
め
と
し
て
、
多
く
の
仏
教
者
が
注
釈
書
や
綱
要
書
を
記
し
て
お
り
、（
天
台
）
智
顗
な
ど
は
そ
の
著
書
で
多
く
の
援
用
を
行
っ
て
い
る
。
日
本
で
は
法
隆
寺
の
玉
虫
厨
子
に
描
か
れ
る
「
施
身
聞
偈
図
」
や
、
親
鸞
や
道
元
な
ど
の
著
作
に
も
依
用
さ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
東
ア
ジ
ア
の
仏
教
思
想
へ
の
影
響
と
い
う
こ
と
を
看
取
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
様
に
、
中
国
や
日
本
で
の
大
乗
『
涅
槃
経
』
の
受
容
は
、
漢
訳
大
乗
『
涅
槃
経
』
を
そ
の
対
象
と
し
て
行
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
等
の
影
響
を
正
確
に
理
解
す
る
た
め
の
基
礎
的
な
作
業
と
し
て
、
ま
ず
は
現
存
す
る
漢
訳
大
乗
『
涅
槃
経
』
間
の
緻
密
な
比
較
研
究
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。 
し
か
し
、
現
状
で
は
そ
の
漢
訳
間
で
の
比
較
研
究
は
未
だ
充
分
に
な
さ
れ
た
と
は
言
い
難
い
。
し
た
が
っ
て
本
論
文
で
は
、
そ
の
漢
訳
の
大
乗
『
涅
槃
経
』
の
中
で
も
、
東
ア
ジ
ア
地
域
に
最
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
漢
訳
大
乗
『
涅
槃
経
』
を
比
較
考
察
の
対
象
と
す
る
。
主
に
は
曇
無
讖
訳
四
十
巻
『
大
般
涅
槃
経
』
一
と
、
比
較
対
象
と
し
て
法
顕
訳
六
巻
『
大
般
泥
洹
経
』
の
二
つ
を
扱
う
。 
  
二
、『
涅
槃
経
』
の
諸
翻
訳 
  
本
論
文
で
扱
う
漢
訳
大
乗
『
涅
槃
経
』
に
は
、
現
存
す
る
も
の
が
三
本
あ
る
。
そ
れ
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 
 
①
『
大
般
泥
洹
経
』
六
巻
、
法
顕
訳 
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②
『
大
般
涅
槃
経
』
四
十
巻
、
曇
無
讖
訳 
③
『
大
般
涅
槃
経
』
三
十
六
巻
、
慧
厳
・
慧
観
・
謝
霊
運
等
再
治 
 
①
『
大
般
泥
洹
経
』
六
巻
、
法
顕
訳 
法
顕
訳
六
巻
『
大
般
泥
洹
経
』
は
東
晋
の
義
熙
十
三
‐
十
四
年
（
四
一
七
‐
四
一
八
年
二
）
に
訳
出
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
現
存
す
る
中
国
で
最
も
早
く
に
伝
来
し
訳
出
さ
れ
た
大
乗
『
涅
槃
経
』
で
あ
る
。
梁
の
慧
皎
『
高
僧
伝
』
（
以
下
、
『
高
僧
伝
』
）
巻
第
三
の
「
法
顕
伝
」
に
よ
れ
ば
、
法
顕
は
イ
ン
ド
へ
の
求
法
の
旅
の
際
に
、
こ
の
経
典
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
を
中
イ
ン
ド
の
パ
ー
タ
リ
プ
ト
ラ
、
現
在
の
ビ
ハ
ー
ル
州
の
パ
ト
ナ
で
入
手
し
た
と
さ
れ
る
三
。
こ
の
経
典
は
『
高
僧
伝
』
や
『
出
三
蔵
記
集
』
第
十
五
巻
の
法
顕
の
伝
記
で
は
、
東
晋
の
道
場
寺
で
仏
大
跋
陀
（
仏
駄
跋
陀
羅
）
と
共
訳
し
た
と
伝
え
て
い
る
。
ま
た
布
施
・
横
超
・
藤
井
氏
等
は
『
出
三
蔵
記
集
』
第
八
巻
所
収
の
「
六
巻
泥
洹
已
記
第
十
八 
出
経
後
記
四
」
な
ど
に
依
っ
て
覚
賢
（
仏
駄
跋
陀
羅
）
と
法
雲
と
の
共
訳
、
も
し
く
は
法
顕
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
を
将
来
し
た
だ
け
で
あ
る
と
い
う
説
を
と
り
あ
げ
て
い
る
五
。 
こ
の
経
典
は
曇
無
讖
訳
四
十
巻
本
の
部
分
的
な
異
訳
と
し
て
認
識
さ
れ
て
お
り
、
内
容
的
に
は
曇
無
讖
訳
四
十
巻
『
大
般
涅
槃
経
』
の
前
半
十
巻
分
に
対
応
す
る
部
分
で
終
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
文
章
の
量
も
曇
無
讖
訳
四
十
巻
本
と
の
対
応
箇
所
と
比
べ
れ
ば
、
か
な
り
簡
素
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
法
顕
訳
六
巻
本
に
し
か
な
い
箇
所
も
存
在
す
る
六
。 
法
顕
は
こ
の
他
に
も
旅
行
記
で
あ
る
『
仏
遊
天
竺
記
』
一
巻
（
『
仏
国
記
』
）
を
記
し
、『
方
等
泥
洹
経
』
二
巻
（
欠
本
）
七
、『
摩
訶
僧
祇
律
』
四
十
巻
、
『
僧
祇
比
丘
戒
本
』
一
巻
（
欠
本
）
、
『
雑
阿
毘
曇
心
』
十
三
巻
（
欠
本
）
、
『
雑
蔵
経
』
一
巻
な
ど
を
訳
出
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。 
 
②
『
大
般
涅
槃
経
』
四
十
巻
、
曇
無
讖
訳 
曇
無
讖
訳
四
十
巻
『
大
般
涅
槃
経
』
の
訳
出
年
は
北
涼
の
玄
始
十
年
（
四
二
一
年
）
で
あ
り
、
法
顕
訳
六
巻
『
大
般
泥
洹
経
』
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が
訳
出
さ
れ
て
間
も
な
い
頃
に
訳
出
さ
れ
た
経
典
で
あ
る
。
両
者
の
間
で
最
も
異
な
る
点
は
、
法
顕
訳
六
巻
『
大
般
泥
洹
経
』
に
は
無
い
現
病
品
か
ら
憍
陳
如
品
ま
で
の
長
大
な
部
分
の
増
広
で
あ
る
。 
『
高
僧
伝
』
巻
第
二
「
曇
無
讖
伝
」
に
よ
れ
ば
、
曇
無
讖
は
部
派
仏
教
に
お
い
て
出
家
し
、
後
に
白
頭
禅
師
と
出
会
い
大
乗
に
転
向
し
て
「
樹
皮
の
涅
槃
経
本
八
」
を
授
か
っ
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
曇
無
讖
は
中
国
の
北
涼
に
至
り
言
葉
を
学
び
翻
訳
を
行
っ
た
。
し
か
し
曇
無
讖
は
自
ら
が
将
来
し
た
大
乗
『
涅
槃
経
』
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
（
前
半
十
巻
分
）
の
内
容
が
未
完
で
あ
り
不
足
し
て
い
る
こ
と
を
感
じ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
経
典
の
残
り
の
巻
を
数
度
、
西
域
の
于
闐
な
ど
に
求
め
、
三
回
に
分
け
て
大
乗
『
涅
槃
経
』
を
段
階
的
に
訳
出
し
た
と
さ
れ
て
い
る
九
。
こ
の
段
階
的
な
翻
訳
の
記
述
と
経
典
の
内
容
か
ら
経
典
の
構
成
が
、
初
分
（
十
巻
）
、
中
分
（
十
巻
）
、
後
分
（
二
十
巻
）
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
通
称
、
北
本
と
呼
ば
れ
る
。 
曇
無
讖
は
こ
の
他
に
も
、『
方
等
大
集
経
』
二
十
九
巻
、『
方
等
大
雲
経
』
四
巻
、『
悲
華
経
』
十
巻
、『
金
光
明
経
』
四
巻
、『
海
龍
王
経
』
四
巻
、『
菩
薩
地
持
経
』
八
巻
な
ど
を
訳
出
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。 
 
③
『
大
般
涅
槃
経
』
三
十
六
巻
、
慧
厳
・
慧
観
・
謝
霊
運
等
再
治 
 
 
再
治
本
三
十
六
巻
『
大
般
涅
槃
経
』
は
梵
本
か
ら
の
翻
訳
で
は
な
く
、
曇
無
讖
訳
四
十
巻
と
法
顕
訳
六
巻
本
を
校
定
し
て
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
編
纂
の
正
確
な
成
立
年
代
に
関
し
て
は
不
明
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
主
な
編
纂
作
業
を
担
っ
た
人
物
の
伝
記
に
は
正
確
な
年
代
が
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
で
あ
る
。
先
行
研
究
一
〇
に
拠
れ
ば
、
劉
宋
の
元
嘉
十
‐
十
三
年
（
四
三
三
‐
四
三
六
年
）
に
編
纂
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。 
 
 
再
治
本
三
十
六
巻
『
大
般
涅
槃
経
』
が
ど
の
様
に
編
纂
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
主
な
編
纂
者
で
あ
る
慧
厳
の
伝
記
が
記
さ
れ
て
い
る
『
高
僧
伝
』
「
慧
厳
伝
」
に
依
れ
ば
、
法
顕
訳
六
巻
本
を
元
に
品
（
章
）
を
細
分
化
し
て
増
や
し
、
難
解
で
あ
っ
た
文
や
字
句
を
修
正
し
た
と
あ
る
一
一
。
通
称
、
南
本
と
呼
ば
れ
る
。 
 
5 
 
・
そ
の
他
の
漢
訳
大
乗
『
涅
槃
経
』 
先
の
①
、
②
、
③
の
他
に
漢
訳
大
乗
『
涅
槃
経
』
に
は
早
く
か
ら
失
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
智
猛
が
将
来
し
て
翻
訳
し
た
と
さ
れ
る
『
般
泥
洹
経
』
二
十
巻
が
あ
っ
た
と
『
出
三
蔵
記
集
』
に
は
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
経
典
に
関
し
て
は
そ
の
巻
数
が
、
法
顕
訳
と
曇
無
讖
訳
と
の
中
間
に
位
置
す
る
巻
数
で
あ
る
た
め
、
大
乗
『
涅
槃
経
』
の
成
立
に
関
す
る
、
諸
の
先
行
研
究
に
お
い
て
注
目
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
経
典
は
『
出
三
蔵
記
集
』
編
纂
当
時
、
既
に
欠
本
と
な
っ
て
い
る
と
記
述
さ
れ
て
い
る
一
二
。
『
高
僧
伝
』
巻
第
三
「
智
猛
伝
」
に
は
、
智
猛
は
後
秦
の
弘
始
六
年
（
四
〇
四
年
）
に
イ
ン
ド
に
向
け
て
求
法
の
旅
に
出
発
し
、
法
顕
と
同
じ
く
パ
ー
タ
リ
プ
ト
ラ
で
「
大
泥
洹
梵
本
一
部
」
を
得
て
い
る
。
そ
し
て
中
国
の
涼
州
に
お
い
て
『
般
泥
洹
経
』
二
十
巻
を
訳
出
し
た
と
し
て
い
る
一
三
。
翻
訳
の
年
代
に
関
し
て
は
、『
高
僧
伝
』
に
は
「
甲
子
歳
を
以
て
、
天
竺
を
発
つ
一
四
」
と
あ
り
、
こ
の
「
甲
子
歳
」
は
劉
宋
の
元
嘉
元
年
（
四
二
四
年
）
に
あ
た
る
た
め
、
四
二
四
年
以
降
か
ら
智
猛
が
元
嘉
十
四
年
（
四
三
七
年
）
に
入
蜀
す
る
ま
で
に
翻
訳
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
時
に
は
す
で
に
法
顕
訳
や
曇
無
讖
訳
が
訳
出
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
慧
厳
・
慧
観
・
謝
霊
運
等
に
よ
る
再
治
本
も
す
で
に
完
成
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
智
猛
の
『
般
泥
洹
経
』
二
十
巻
が
実
際
に
ど
の
様
な
理
由
に
よ
り
失
わ
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
い
く
つ
か
の
研
究
一
五
で
は
中
国
へ
の
伝
来
や
翻
訳
の
完
成
が
遅
す
ぎ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
一
六
。 
 
 
ま
た
、
横
超
［
一
九
八
一
］
ｂ
や
藤
井
［
二
〇
一
四
］
に
よ
る
と
西
晋
の
竺
法
護
訳
二
巻
『
方
等
般
泥
洹
経
』
や
、
隋
の
闍
那
崛
多
訳
三
巻
『
四
童
子
三
昧
経
』
も
現
存
す
る
漢
訳
大
乗
『
涅
槃
経
』
で
あ
る
と
い
う
一
七
。
し
か
し
、
藤
井
氏
は
竺
法
護
訳
『
方
等
般
泥
洹
経
』
の
内
容
は
、
法
顕
訳
や
曇
無
讖
訳
な
ど
に
見
ら
れ
る
「
仏
身
常
住
」
の
思
想
な
ど
は
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
一
八
。 
以
上
の
漢
訳
大
乗
『
涅
槃
経
』
の
中
で
も
、
本
論
文
で
は
①
『
大
般
泥
洹
経
』
六
巻
、
法
顕
訳
及
び
②
『
大
般
涅
槃
経
』
四
十
巻
、
曇
無
讖
訳
の
二
つ
を
主
な
考
察
対
象
と
す
る
。 
 
6 
 
・
そ
の
他
の
大
乗
『
涅
槃
経
』 
 
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
に
関
し
て
は
、
現
在
ま
で
に
完
全
な
形
で
残
さ
れ
た
も
の
は
未
だ
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、
断
簡
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
断
簡
に
関
し
て
は
、
先
行
研
究
で
は
次
の
三
種
の
断
簡
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
高
崎
［
二
〇
〇
九
］
ａ
（
一
六
二
‐
一
六
三
頁
）
参
照
）
。 
 
①
高
野
山
発
見
の
断
片
。
大
正
蔵
十
二
巻
（
六
〇
四
頁
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 
②
中
央
ア
ジ
ア
出
土
ヘ
ル
ン
レ
断
片
。 
③
『
宝
性
論
』
が
引
用
し
て
い
る
一
部
。 
 
ま
た
チ
ベ
ッ
ト
訳
は
二
種
類
現
存
し
て
い
る
。 
一
つ
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
か
ら
の
翻
訳
で
あ
る
、
九
世
紀
に
翻
訳
さ
れ
た
と
さ
れ
る
ジ
ナ
ミ
ト
ラ
・
ジ
ュ
ニ
ャ
ー
ガ
ル
バ
・
デ
ー
ヴ
ァ
チ
ャ
ン
ド
ラ
訳
十
三
巻
で
あ
る
一
九
。
内
容
と
し
て
は
法
顕
訳
六
巻
『
大
般
泥
洹
経
』
に
相
当
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
法
顕
訳
よ
り
も
増
広
さ
れ
て
お
り
曇
無
讖
訳
四
十
巻
『
大
般
涅
槃
経
』
よ
り
も
短
い
た
め
、
経
典
の
発
展
の
中
で
は
漢
訳
の
二
本
と
の
中
間
に
位
置
す
る
存
在
で
あ
る
と
の
指
摘
も
あ
る
二
〇
。
ま
た
、
こ
の
翻
訳
の
内
容
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
に
忠
実
に
翻
訳
し
て
い
る
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。 
も
う
一
つ
は
漢
訳
か
ら
の
重
訳
で
あ
る
。
こ
の
重
訳
は
曇
無
讖
訳
四
十
巻
『
大
般
涅
槃
経
』
と
、
荼
毘
な
ど
の
内
容
を
含
ん
だ
唐
代
の
若
那
跋
陀
羅
訳
二
巻
『
大
般
涅
槃
経
後
分
』
（
九
世
紀
前
半
）
と
を
合
わ
せ
て
チ
ベ
ッ
ト
語
に
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。 
以
上
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
断
簡
や
チ
ベ
ッ
ト
訳
諸
翻
訳
は
本
論
文
で
は
考
察
の
対
象
と
は
し
な
い
。 
 
次
頁
に
漢
訳
品
名
対
照
表
を
掲
載
す
る
。 
7 
 
 
 
漢訳品名対照表  
南本『涅槃経』  六巻本『泥洹経』 北本『涅槃経』   
序品（一）  
序品（一）  
寿命品（一～三）  
初
分  
大身菩薩品（一） 
純陀品（二）  長者純陀品（一） 
哀歎品（二）  哀歎品（二）  
長寿品（三）  長寿品（二）  
金剛身品（三）  
金剛身品（三）  金剛身品（二）  
名字功徳品（三）  受持品（二）  名字功徳品（三）  
四相品（四～五）  四法品（三）  
如来性品  
（四～一〇）  
四依品（六）  四依品（四）  
邪正品（七）  分別邪正品（四） 
四諦品（七）  四諦品（五）  
四倒品（七）  四倒品（五）  
如来性品（八）  如来性品（五）  
文字品（八）  文字品（五）  
鳥喩品（八）  鳥喩品（五）  
月喩品（九）  月喩品（五）  
菩薩品（九）  問菩薩品（六）  
一切大衆所問品（一〇）  随喜品（六）  一切大衆所問品（一〇）  
現病品（一〇）   現病品（一一）  
中
分  
聖行品（一一～一三）  聖行品（一一～一四）  
梵行品（一四～一八）  梵行品（一五～二〇）  
嬰児行品（一八）  嬰児行品（二〇）  
光明遍照高貴徳王菩薩品  
（一九～二四）  
光明遍照高貴徳王菩薩品  
（二一～二六）  
後
分  
師子吼菩薩品  
（二五～三〇）  
師子吼菩薩品  
（二七～三二）  
迦葉菩薩品（三一～三四）  迦葉菩薩品（三三～三八） 
憍陳如品（三五～三六）  憍陳如品（三九～四〇）  
・この表は、横超［一九八一］、織田［二〇一〇］を参考とした。  
・（  ）内の漢数字は、経典の巻数である。  
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三
、
先
行
研
究
と
本
研
究
の
方
向
性
と
方
法 
 
近
現
代
の
大
乗
『
涅
槃
経
』
に
対
す
る
研
究
は
、
経
典
自
体
に
対
す
る
研
究
と
い
う
よ
り
は
大
乗
『
涅
槃
経
』
に
説
か
れ
る
教
説
に
対
す
る
も
の
が
多
い
。
そ
れ
は
「
如
来
常
住
」
や
「
仏
性
」
、
「
一
闡
提
」
な
ど
の
思
想
解
明
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
経
典
自
体
に
対
す
る
研
究
は
少
な
い
と
言
え
る
。
そ
の
様
な
研
究
の
多
く
は
、
漢
訳
で
あ
る
曇
無
讖
訳
や
再
治
本
も
し
く
は
チ
ベ
ッ
ト
訳
を
中
心
に
な
さ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
漢
訳
を
中
心
と
し
た
研
究
は
一
見
す
る
と
曇
無
讖
訳
の
研
究
の
様
に
み
え
る
が
、
中
心
課
題
が
「
如
来
常
住
」
な
ど
の
思
想
的
な
考
察
と
な
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
こ
の
た
め
、
経
典
の
構
成
や
異
訳
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
考
察
は
未
だ
不
十
分
で
あ
る
と
言
え
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
経
典
の
全
体
を
概
観
す
る
研
究
は
僅
か
で
あ
る
。
ま
た
、
曇
無
讖
訳
・
法
顕
訳
の
漢
訳
間
で
の
比
較
研
究
も
同
様
の
状
況
で
あ
る
。 
以
下
で
は
、
漢
訳
大
乗
『
涅
槃
経
』
を
中
心
と
し
た
代
表
的
な
研
究
を
、
経
典
の
構
造
な
ど
に
対
す
る
言
及
に
注
目
し
つ
つ
確
認
し
て
い
く
。 
 
・
一
闡
提
を
中
心
と
し
た
研
究 
一
闡
提
を
中
心
と
し
た
研
究
で
は
、
常
盤
［
一
九
三
〇
］
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
研
究
で
は
仏
性
思
想
の
展
開
を
中
心
と
し
た
研
究
で
あ
り
な
が
ら
も
、
漢
訳
大
乗
『
涅
槃
経
』
の
内
容
に
つ
い
て
は
一
闡
提
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
「
悉
有
仏
性
」
の
論
理
と
「
一
闡
提
」
の
成
仏
の
関
係
が
問
題
と
な
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
全
体
と
し
て
は
中
国
に
お
け
る
諸
師
の
「
仏
性
」
思
想
の
受
容
を
概
観
し
た
も
の
と
言
え
る
。
ま
た
、『
涅
槃
経
』
の
構
成
に
対
す
る
考
察
も
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
一
闡
提
思
想
の
展
開
を
も
っ
て
、
経
典
の
構
成
を
三
段
階
（
初
分
：
序
品
～
現
病
品
、
中
分
：
聖
行
品
～
嬰
児
行
品
、
後
分
：
光
明
遍
照
高
貴
徳
王
菩
薩
品
～
嬌
陳
如
品
）
に
分
け
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
常
盤
の
法
顕
訳
と
曇
無
讖
訳
と
を
一
括
り
に
し
て
考
察
の
対
象
と
す
る
姿
勢
や
、
一
闡
提
を
も
っ
て
経
の
構
成
を
三
段
階
に
分
け
る
こ
と
に
対
し
て
、
織
田
［
二
〇
一
二
］
が
疑
問
を
呈
し
て
お
り
、
常
盤
9 
 
氏
の
論
述
に
は
矛
盾
が
見
ら
れ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。 
ま
た
、
望
月
［
一
九
八
八
］
で
も
一
闡
提
を
中
心
と
し
た
考
察
を
行
っ
て
い
る
。
望
月
氏
は
仏
教
教
団
史
的
な
立
場
か
ら
大
乗
『
涅
槃
経
』
を
研
究
す
る
も
の
と
述
べ
て
い
る
が
、
大
乗
『
涅
槃
経
』
の
思
想
研
究
で
は
な
く
、
仏
教
に
お
け
る
「
一
闡
提
」
の
研
究
と
す
る
の
が
適
切
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
大
乗
『
涅
槃
経
』
の
成
立
や
構
造
に
関
し
て
は
先
行
研
究
を
挙
げ
る
の
み
で
あ
り
、
自
ら
は
ど
の
様
な
立
場
で
あ
る
か
を
明
言
し
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 
 
・
チ
ベ
ッ
ト
訳
を
中
心
と
し
た
研
究 
 
チ
ベ
ッ
ト
訳
を
中
心
と
し
た
思
想
研
究
で
は
高
崎
［
二
〇
〇
九
］
ａ
・
ｂ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
一
九
七
四
年
に
出
版
さ
れ
た
も
の
に
追
記
・
訂
正
を
行
い
分
冊
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
一
部
に
大
乗
『
涅
槃
経
』
に
対
す
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
研
究
は
如
来
蔵
思
想
上
か
ら
大
乗
『
涅
槃
経
』
を
考
察
し
て
お
り
、
如
来
蔵
思
想
を
説
く
経
典
と
し
て
大
乗
『
涅
槃
経
』
を
位
置
付
け
た
研
究
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
曇
無
讖
訳
の
増
広
部
分
は
イ
ン
ド
成
立
と
は
判
断
し
難
い
と
し
て
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
断
簡
や
チ
ベ
ッ
ト
訳
に
比
べ
て
大
幅
な
増
広
を
持
つ
曇
無
讖
訳
に
対
す
る
構
造
や
成
立
な
ど
へ
の
検
討
は
保
留
し
て
い
る
。 
続
い
て
チ
ベ
ッ
ト
訳
を
中
心
と
す
る
研
究
と
し
て
は
下
田
［
一
九
九
七
］
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
研
究
で
は
イ
ン
ド
成
立
と
考
え
ら
れ
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
断
簡
や
チ
ベ
ッ
ト
訳
・
法
顕
訳
・
曇
無
讖
訳
の
前
半
十
巻
分
な
ど
の
大
乗
『
涅
槃
経
』
諸
翻
訳
の
全
て
を
考
察
対
象
に
し
て
い
る
。
こ
の
研
究
は
大
乗
『
涅
槃
経
』
を
大
乗
経
典
と
し
て
捉
え
、
大
乗
経
典
の
成
立
ひ
い
て
は
大
乗
教
団
形
成
に
ま
で
視
野
を
広
げ
て
研
究
し
て
い
る
。
下
田
氏
は
既
存
の
大
乗
『
涅
槃
経
』
の
段
階
的
な
成
立
説
（
横
超
［
一
九
八
一
］
な
ど
）
を
認
め
つ
つ
、
大
乗
『
涅
槃
経
』
の
核
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
「
原
始
大
乗
涅
槃
経
」
の
推
定
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
下
田
氏
が
、
経
典
を
第
一
類
と
第
二
類
と
大
き
く
二
つ
の
階
層
に
分
け
（
そ
れ
を
更
に
二
つ
に
細
分
化
で
き
る
と
し
て
い
る
）
、
そ
し
て
経
典
成
立
時
の
仏
教
的
な
社
会
背
景
の
変
化
や
思
想
的
な
転
換
か
ら
見
出
し
た
、
大
乗
『
涅
槃
経
』
研
究
に
お
け
る
新
た
な
見
解
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
を
中
心
と
し
て
大
乗
『
涅
槃
経
』
の
源
流
を
求
め
る
様
な
方
向
性
の
研
究
で
あ
る
た
め
に
、
チ
ベ
ッ
ト
10 
 
訳
・
法
顕
訳
に
比
べ
て
大
幅
な
増
広
が
認
め
ら
れ
る
曇
無
讖
訳
に
対
す
る
考
察
は
不
十
分
で
あ
る
と
考
え
る
。 
 
・
漢
訳
大
乗
『
涅
槃
経
』
を
概
観
す
る
研
究 
 
曇
無
讖
訳
を
中
心
と
し
て
経
典
全
体
を
概
観
す
る
研
究
と
し
て
は
横
超
［
一
九
八
一
］
ｂ
を
挙
げ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
横
超
氏
は
、
法
顕
訳
に
関
し
て
は
布
施
［
一
九
七
三
］
に
譲
っ
て
お
り
、
比
較
内
容
に
関
し
て
は
ほ
と
ん
ど
述
べ
て
い
な
い
。
横
超
［
一
九
八
一
］
ｂ
の
内
容
と
し
て
は
、
経
典
の
全
体
を
各
品
や
巻
の
重
要
な
思
想
ご
と
に
分
け
て
詳
細
な
解
説
を
行
っ
て
い
る
。
曇
無
讖
訳
の
構
成
に
関
し
て
は
、
経
典
内
容
を
七
段
落
に
分
け
て
捉
え
、
思
想
的
な
面
か
ら
編
集
が
な
さ
れ
て
現
存
の
形
に
な
っ
た
と
し
て
い
る
。
経
典
の
文
脈
と
し
て
は
、
序
品
～
一
切
大
衆
所
問
品
ま
で
と
、
現
病
品
～
嬰
児
行
品
ま
で
の
二
つ
は
ま
と
ま
っ
た
も
の
と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
再
治
本
で
あ
る
南
本
を
使
用
し
て
経
典
全
体
の
概
観
し
て
い
る
織
田
［
二
〇
一
〇
］
が
更
に
進
め
て
い
る
。
織
田
氏
は
漢
訳
大
乗
『
涅
槃
経
』
を
中
心
に
考
察
し
て
お
り
、
漢
訳
諸
本
の
伝
来
と
翻
訳
の
背
景
を
伝
記
や
序
文
か
ら
読
み
解
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
曇
無
讖
訳
を
大
乗
『
涅
槃
経
』
の
完
成
形
と
仮
定
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
漢
訳
諸
本
の
構
成
も
ふ
ま
え
て
曇
無
讖
訳
の
構
造
が
、
初
分
・
中
分
・
後
分
の
三
重
構
造
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
織
田
氏
は
曇
無
讖
訳
の
主
要
な
課
題
と
し
て
、「
秘
密
蔵
」
と
仏
性
の
性
の
問
題
で
あ
る
「
本
有
今
無
偈
」
と
「
一
闡
提
」
を
挙
げ
て
、
経
典
全
体
を
概
観
し
て
考
察
し
て
い
る
。
「
一
闡
提
」
に
関
し
て
は
法
顕
訳
と
の
比
較
も
行
っ
て
い
る
。 
 
・
曇
無
讖
訳
・
法
顕
訳
間
の
比
較
研
究 
 
次
に
本
研
究
に
大
き
く
関
わ
る
漢
訳
間
の
比
較
研
究
を
確
認
す
る
。
布
施
［
一
九
七
三
］
で
は
曇
無
讖
訳
・
法
顕
訳
は
両
翻
訳
間
で
の
文
字
数
や
表
現
の
違
い
が
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
曇
無
讖
訳
は
法
顕
訳
の
影
響
を
多
分
に
受
け
て
発
展
し
た
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
布
施
氏
は
曇
無
讖
訳
に
確
認
さ
れ
る
哀
歎
品
と
四
相
品
に
見
ら
れ
る
「
伊
字
三
点
」
と
菩
薩
品
の
「
本
有
今
無
偈
」
が
、
法
顕
訳
に
は
全
く
存
在
し
な
い
「
特
異
思
想
」
で
あ
る
と
の
指
摘
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
特
異
思
想
に
関
し
て
の
詳
11 
 
細
な
考
察
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。 
布
施
氏
の
研
究
成
果
を
ふ
ま
え
て
、
河
村
［
一
九
七
〇
］
は
、
曇
無
讖
訳
・
法
顕
訳
間
の
比
較
箇
所
の
経
文
を
示
し
な
が
ら
、
更
に
多
く
の
相
異
箇
所
を
細
か
く
提
示
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
布
施
氏
と
同
じ
く
、
相
異
箇
所
に
対
し
て
の
詳
細
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
以
上
の
成
果
か
ら
河
村
氏
は
、
大
乗
『
涅
槃
経
』
の
成
立
史
的
考
察
に
は
法
顕
訳
を
、
経
典
の
特
徴
を
把
握
す
る
の
な
ら
ば
曇
無
讖
訳
を
依
用
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
の
結
論
に
至
っ
て
い
る
。 
そ
し
て
織
田
氏
は
先
の
［
二
〇
一
〇
］
に
続
き
、［
二
〇
一
二
］
に
お
い
て
、
曇
無
讖
訳
・
法
顕
訳
間
の
比
較
を
行
い
「
秘
密
蔵
」
や
性
の
問
題
と
し
て
の
「
本
有
今
無
偈
」
を
採
り
上
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、
曇
無
讖
訳
の
構
成
に
お
い
て
後
半
部
に
繋
が
る
思
想
と
の
関
わ
り
を
指
摘
し
、
曇
無
讖
訳
の
構
成
に
関
す
る
研
究
の
新
た
な
切
り
口
を
示
し
て
い
る
。 
  
四
、
問
題
の
所
在 
 
 
以
上
、
本
論
文
に
関
わ
る
主
要
な
先
行
研
究
を
概
観
し
た
。
こ
れ
等
を
踏
ま
え
る
と
、
大
乗
『
涅
槃
経
』
の
思
想
や
経
典
の
成
立
に
迫
る
研
究
で
は
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
や
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
断
簡
を
主
と
し
つ
つ
漢
訳
と
も
比
較
し
て
い
る
が
、
漢
訳
の
内
容
が
あ
た
か
も
チ
ベ
ッ
ト
訳
な
ど
と
同
様
か
の
様
に
述
べ
ら
れ
る
事
例
も
確
認
さ
れ
る
。
ま
た
漢
訳
毎
に
細
か
く
指
摘
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
漢
訳
間
で
の
思
想
の
異
な
り
を
考
慮
で
き
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
次
に
漢
訳
の
大
乗
『
涅
槃
経
』
に
対
す
る
研
究
で
は
曇
無
讖
訳
や
再
治
本
が
主
な
対
象
と
な
る
も
の
が
多
い
が
、
経
典
の
考
察
範
囲
が
広
大
で
あ
る
た
め
に
、
そ
の
構
造
や
経
典
内
で
の
思
想
の
発
展
に
関
す
る
考
察
が
主
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
法
顕
訳
と
の
漢
訳
間
に
関
す
る
考
察
が
布
施
氏
以
降
か
ら
大
き
く
進
ん
で
い
る
と
は
言
い
難
い
。
更
に
法
顕
訳
に
対
す
る
研
究
に
関
し
て
は
、
ま
と
ま
っ
た
研
究
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
漢
訳
間
の
比
較
研
究
を
行
う
こ
と
は
、
今
後
の
大
乗
『
涅
槃
経
』
研
究
に
資
す
る
も
の
と
な
る
と
考
え
る
。 
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五
、
論
文
の
方
向
性
と
構
成 
 
・
本
論
文
で
扱
う
範
囲 
 
本
論
文
は
漢
訳
大
乗
『
涅
槃
経
』
の
比
較
研
究
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
比
較
対
象
で
あ
る
法
顕
訳
『
大
般
泥
洹
経
』
六
巻
は
そ
の
全
て
を
範
囲
と
す
る
が
、
曇
無
讖
訳
『
大
般
涅
槃
経
』
四
十
巻
は
法
顕
訳
に
相
当
す
る
範
囲
の
み
を
主
な
対
象
と
す
る
。
そ
の
曇
無
讖
訳
の
範
囲
は
、
四
十
巻
の
内
の
前
半
十
巻
分
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
以
降
、
本
論
文
で
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
断
簡
や
チ
ベ
ッ
ト
訳
・
漢
訳
を
総
称
す
る
場
合
に
は
「
大
乗
『
涅
槃
経
』
」
、
法
顕
訳
と
曇
無
讖
訳
に
加
え
再
治
本
を
含
め
た
漢
訳
大
乗
『
涅
槃
経
』
を
「
『
涅
槃
経
』
」
、
曇
無
讖
訳
を
「
大
本
」
、
法
顕
訳
を
「
六
巻
本
」
と
呼
称
す
る
。
ま
た
比
較
研
究
を
す
る
に
あ
た
っ
て
、
経
典
内
の
章
立
て
（
品
名
）
を
指
示
す
る
場
合
の
名
称
は
便
宜
上
再
治
本
で
あ
る
南
本
の
も
の
を
使
用
す
る
。
ま
た
、
経
典
内
で
説
か
れ
る
譬
喩
の
名
称
は
、
可
能
な
限
り
中
国
に
お
け
る
注
釈
書
や
先
行
研
究
が
使
用
し
て
い
る
名
称
を
使
用
す
る
。 
 
・
論
文
の
方
向
性 
先
行
研
究
に
よ
る
漢
訳
間
の
比
較
研
究
の
成
果
か
ら
、
曇
無
讖
訳
・
法
顕
訳
間
で
の
重
要
な
相
異
箇
所
を
挙
げ
る
の
な
ら
ば
、
以
下
の
様
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 
・
純
陀
品
の
二
種
施
食 
・
哀
歎
品
の
秘
密
蔵 
・
哀
歎
品
と
四
相
品
の
伊
字
三
点 
・
菩
薩
品
の
本
有
今
無
偈 
こ
れ
ら
は
大
乗
『
涅
槃
経
』
に
お
け
る
重
要
な
教
説
で
あ
る
「
如
来
常
住
」
と
「
悉
有
仏
性
」
に
深
く
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
法
顕
訳
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。 
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本
論
文
で
は
上
記
の
先
学
に
よ
る
比
較
研
究
の
成
果
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
相
異
点
の
中
か
ら
、
織
田
氏
が
指
摘
し
て
い
る
曇
無
讖
訳
の
重
要
課
題
で
あ
る
「
秘
密
蔵
」
を
中
心
と
し
て
、
河
村
［
一
九
七
〇
］
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
大
乗
『
涅
槃
経
』
の
特
徴
を
求
め
る
と
い
う
方
向
性
の
も
の
で
あ
る
二
一
。
し
た
が
っ
て
、
大
乗
『
涅
槃
経
』
の
成
立
に
関
す
る
考
察
を
行
う
も
の
で
は
な
く
、
成
立
史
的
考
察
に
関
し
て
は
先
述
し
た
先
行
研
究
の
成
果
に
依
り
、
そ
れ
を
前
提
と
す
る
た
め
本
論
文
で
は
行
わ
な
い
。
つ
ま
り
、
イ
ン
ド
撰
述
と
判
断
し
難
い
増
広
部
分
を
持
つ
曇
無
讖
訳
の
特
徴
を
法
顕
訳
と
の
比
較
を
通
し
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。 
  
以
上
の
様
な
論
文
の
方
向
性
か
ら
、
本
論
文
は
四
つ
の
章
に
よ
っ
て
構
成
す
る
。
以
下
に
各
章
の
概
要
を
述
べ
て
お
く
。 
 
第
一
章
、
曇
無
讖
訳
に
現
れ
る
「
秘
密
蔵
」 
第
一
章
で
は
、
ま
ず
先
行
す
る
大
本
・
六
巻
本
間
の
比
較
研
究
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
、
大
本
の
「
秘
密
蔵
」
の
初
出
箇
所
を
確
認
す
る
。
そ
し
て
次
に
、「
秘
密
蔵
」
が
「
如
来
常
住
」
思
想
を
意
味
す
る
語
句
と
し
て
導
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
察
す
る
。
そ
の
後
、
先
行
研
究
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
「
秘
密
蔵
」
に
関
連
す
る
「
伊
字
三
点
」
が
、
ど
の
様
に
大
本
に
登
場
す
る
の
か
を
確
認
す
る
。
ま
た
、
「
秘
密
蔵
」
を
は
じ
め
と
し
た
大
本
の
増
広
箇
所
が
、
『
涅
槃
経
』
の
構
成
上
で
六
巻
本
と
比
較
し
た
場
合
に
ど
の
様
な
役
割
を
持
つ
も
の
か
を
、
六
巻
本
と
の
比
較
を
通
し
て
検
討
す
る
。 
 
第
二
章
、
「
秘
密
蔵
」
の
影
響 
第
二
章
で
は
、
大
本
に
導
入
さ
れ
た
「
秘
密
蔵
」
の
用
例
を
確
認
し
、
ま
た
そ
の
導
入
の
影
響
を
受
け
て
増
広
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
箇
所
を
確
認
す
る
。「
秘
密
蔵
」
の
導
入
に
よ
っ
て
増
広
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
大
本
の
箇
所
に
関
し
て
は
、
他
経
典
と
共
通
す
る
素
材
を
引
用
し
て
い
る
と
先
行
研
究
で
は
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
他
経
典
と
の
比
較
を
行
い
つ
つ
、
大
本
で
の
役
割
や
「
秘
密
蔵
」
の
影
響
の
有
無
な
ど
を
、
六
巻
本
と
の
比
較
を
通
し
て
検
討
す
る
。 
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第
三
章
、
「
秘
密
蔵
」
と
「
仏
性
・
如
来
性
」 
第
三
章
で
は
、
ま
ず
大
本
に
お
い
て
確
認
で
き
る
「
秘
密
蔵
」
に
類
似
す
る
語
句
が
、
「
秘
密
蔵
」
の
異
称
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
次
に
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
大
本
・
六
巻
本
で
の
「
仏
性
・
如
来
性
」
の
語
句
の
用
例
の
異
な
り
に
「
秘
密
蔵
」
が
影
響
を
与
え
て
い
る
可
能
性
に
関
し
て
検
討
す
る
。 
 
第
四
章
、
法
顕
訳
と
の
思
想
的
相
異 
第
四
章
で
は
、
第
一
章
か
ら
第
三
章
ま
で
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、
上
記
で
検
討
し
た
範
囲
内
で
の
考
察
を
行
う
。
具
体
的
に
は
、
大
本
の
様
な
特
徴
的
な
教
義
が
存
在
し
な
い
六
巻
本
が
、
ど
の
様
に
し
て
展
開
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
大
本
・
六
巻
本
の
相
異
が
ど
の
様
な
視
点
か
ら
く
る
も
の
か
を
検
討
す
る
。 
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序
論 
注
                                        
          
 
一 
本
来
、
中
国
・
日
本
仏
教
に
対
す
る
影
響
を
考
え
る
の
な
ら
ば
、
再
治
本
で
あ
る
三
十
六
巻
『
大
般
涅
槃
経
』
を
採
用
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
法
顕
訳
六
巻
『
大
般
泥
洹
経
』
と
の
比
較
に
際
し
て
は
、
梵
本
か
ら
の
翻
訳
で
あ
る
曇
無
讖
訳
四
十
巻
『
大
般
涅
槃
経
』
が
適
切
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
本
論
文
で
は
曇
無
讖
訳
四
十
巻
『
大
般
涅
槃
経
』
を
比
較
対
象
と
し
て
採
用
す
る
。 
二 
『
出
三
蔵
記
集
』
巻
第
九
に
あ
る
「
六
巻
泥
洹
記 
出
経
後
記
」
に
依
れ
ば
、
経
典
の
校
定
が
完
了
し
た
の
は
四
一
八
年
と
さ
れ
て
い
る
。 
三 
「
後
に
中
天
竺
に
至
り
、
摩
竭
提
の
邑
波
連
弗
の
阿
育
王
塔
の
南
天
王
寺
に
於
い
て
、
摩
訶
僧
祇
律
を
得
る
。
又
、
薩
婆
多
律
抄
、
雑
阿
毘
曇
心
綖
経
、
方
等
泥
洹
経
等
を
得
る
」
（
大
正
五
十
、
三
三
八
ａ
、
一
七
行
‐
一
九
行
）。 
四 
根
拠
と
な
る
箇
所
に
は
「
義
熙
十
三
年
十
月
一
日
、
謝
司
空
石
の
立
つ
る
所
の
道
場
寺
に
於
い
て
、
此
の
方
等
大
般
泥
洹
経
を
出
だ
す
。
十
四
年
正
月
二
日
に
至
り
て
、
校
定
尽
く
訖
わ
る
。
禅
師
仏
大
跋
陀
、
手
に
胡
本
を
執
り
、
宝
雲
伝
訳
す
。
時
に
座
に
二
百
五
十
人
有
り
」（
大
正
五
十
五
、
六
〇
ｂ
、
七
行
‐
一
一
行
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。 
五 
布
施
［
一
九
七
三
］
（
七
三
‐
七
四
頁
）
、
横
超
［
一
九
八
一
］
ａ
（
三
二
、
三
四
頁
）
、
横
超
［
一
九
八
一
］
ｂ
（
七
一
‐
七
二
頁
）
。
ま
た
藤
井
［
二
〇
一
四
］
（
三
〇
三
‐
三
〇
四
頁
）
に
は
、
「
胡
本
を
誦
出
し
た
仏
大
跋
陀
は
、『
如
来
蔵
経
』
を
訳
出
し
た
仏
駄
跋
陀
羅
の
こ
と
で
、
訳
出
し
た
場
所
も
同
じ
く
建
康
の
道
場
寺
に
お
い
て
で
あ
る
。
こ
の
時
の
伝
訳
者
宝
雲
は
、
南
朝
仏
教
界
で
梵
語
を
最
も
よ
く
し
た
人
で
あ
り
、
『
勝
鬘
経
』
の
訳
出
の
際
に
も
伝
訳
に
当
た
っ
た
人
で
あ
っ
た
。
テ
キ
ス
ト
の
経
題
の
下
に
は
訳
者
と
し
て
〈
東
晋
平
陽
沙
門
法
顕
訳
〉
と
あ
る
が
、
法
顕
が
直
接
翻
訳
に
関
わ
っ
た
か
ど
う
か
は
疑
問
で
、
経
の
後
記
に
あ
る
の
が
実
状
で
あ
っ
た
ろ
う
」
（
三
〇
四
頁
）
と
あ
り
、
布
施
・
横
超
と
概
ね
同
様
の
見
解
で
あ
る
。
ま
た
塚
本
啓
祥
・
磯
田
煕
文
（
校
注
）［
二
〇
〇
八
］
の
解
題
に
よ
れ
ば
、
『
出
三
蔵
記
集
』『
歴
代
三
宝
紀
』
『
大
唐
内
典
録
』『
開
元
釈
教
録
』
な
ど
の
資
料
に
（
資
料
そ
の
も
の
の
成
立
時
期
に
ば
ら
つ
き
は
あ
る
が
）
、
共
通
し
て
法
顕
・
覚
賢
・
法
雲
に
よ
っ
て
訳
経
作
業
が
行
わ
れ
た
と
し
て
い
る
。 
六 
法
顕
訳
の
翻
訳
事
情
に
関
し
て
は
布
施
［
一
九
七
三
］
（
七
二
‐
八
一
頁
）
、
横
超
［
一
九
八
一
］
ａ
（
三
一
‐
三
五
頁
）、
織
田
［
二
〇
一
〇
］
（
九
‐
一
一
頁
）
等
に
詳
し
く
、
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。 
七 
こ
の
欠
本
と
な
っ
て
い
る
法
顕
訳
『
方
等
泥
洹
経
』
二
巻
に
関
し
て
、
布
施
［
一
九
七
三
］
に
お
い
て
大
乗
の
『
涅
槃
経
』
で
は
な
く
、
仏
伝
と
し
て
の
初
期
経
典
で
あ
る
と
の
考
察
を
し
て
い
る
。 
八 
「
禅
師
即
授
以
樹
皮
涅
槃
経
本
」
（
大
正
五
十
、
三
三
五
ｃ
、
二
五
行
‐
二
六
行
）
。 
九 
曇
無
讖
の
翻
訳
事
情
に
関
し
て
は
布
施
［
一
九
七
三
］
（
一
〇
〇
‐
一
一
六
頁
）
、
横
超
［
一
九
八
一
］
ａ
（
二
五
‐
三
一
頁
）、
織
田
［
二
〇
一
〇
］
（
一
三
‐
一
七
頁
）
等
に
詳
し
く
、
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。 
一
〇 
布
施
［
一
九
七
三
］
で
は
四
三
六
年
、
横
超
［
一
九
八
一
］
ｂ
で
は
四
三
三
年
ま
で
に
編
纂
さ
れ
た
と
推
定
し
て
い
る
。
屈
［
一
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九
九
四
］
は
布
施
氏
と
同
様
の
根
拠
か
ら
四
三
六
年
と
し
て
い
る
。
尾
崎
［
二
〇
一
三
］
で
は
布
施
説
の
根
拠
と
な
る
曇
無
讖
訳
北
本
の
建
康
へ
の
伝
来
時
期
（
四
三
〇
年
）
に
対
し
て
、
謝
霊
運
の
生
涯
を
伝
記
等
か
ら
没
年
を
推
定
し
た
場
合
、
四
年
ほ
ど
早
ま
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
尾
崎
氏
の
指
摘
が
事
実
で
あ
れ
ば
、
再
治
本
三
十
六
巻
『
大
般
涅
槃
経
』
の
成
立
を
よ
り
正
確
に
確
定
で
き
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。 
一
一 
（
『
高
僧
伝
』
）「
大
涅
槃
経
、
初
め
て
宋
土
に
至
る
。
文
言
は
善
を
致
す
も
、
品
数
は
疎
簡
な
り
。
初
学
は
以
て
懐
を
措
く
こ
と
難
し
。
厳
、
迺
ち
慧
観
、
謝
霊
運
等
と
共
に
、
泥
洹
本
に
依
り
て
之
に
品
目
を
加
う
。
文
は
質
に
過
ぎ
る
有
り
て
、
頗
り
は
亦
改
め
治
め
る
」（
大
正
五
十
、
三
六
八
ａ
、
二
〇
行
‐
二
三
行
）
。
ま
た
再
治
本
の
編
纂
事
情
に
か
ん
し
て
は
布
施
［
一
九
七
三
］
（
一
五
六
‐
一
七
六
頁
）、
横
超
［
一
九
八
一
］
ａ
（
三
五
‐
三
七
頁
）
、
等
に
詳
し
く
、
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。 
一
二 
「
般
泥
洹
経
二
十
巻
闕
」（
大
正
五
十
五
、
一
二
ｃ
、
一
〇
行
）
。 
一
三 
大
正
五
十
、
三
四
三
ｂ
、
二
六
行
‐
ｃ
、
五
行
。 
一
四 
大
正
五
十
、
三
四
三
ｃ
、
三
行
。 
一
五 
布
施
［
一
九
七
三
］
（
六
七
頁
）
、
織
田
［
二
〇
一
〇
］
（
一
七
頁
）
、
藤
井
［
二
〇
一
四
］
（
三
〇
五
頁
）
な
ど
。 
一
六 
智
猛
訳
『
般
泥
洹
経
』
の
翻
訳
事
情
に
関
し
て
は
布
施
［
一
九
七
三
］
（
六
四
‐
七
二
頁
）
、
横
超
［
一
九
八
一
］
ａ
（
三
二
‐
三
五
頁
）
、
織
田
［
二
〇
一
〇
］
（
一
一
‐
一
三
頁
）
等
に
詳
し
く
、
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。 
一
七 
藤
井
［
二
〇
一
四
］
で
は
漢
訳
の
大
乗
『
涅
槃
経
』
に
は
「
巻
数
が
一
、
二
巻
の
小
本
テ
キ
ス
ト
と
そ
れ
以
上
の
大
本
テ
キ
ス
ト
の
二
種
あ
る
」（
三
〇
三
頁
）
と
し
て
、
小
本
テ
キ
ス
ト
の
中
で
現
存
す
る
の
は
竺
法
護
訳
の
『
方
等
般
泥
洹
経
』
の
み
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
横
超
［
一
九
八
一
］
ｂ
に
よ
れ
ば
、（
『
四
童
子
三
昧
経
』
を
指
し
て
）「
仏
が
入
涅
槃
の
時
、
四
方
仏
国
の
四
菩
薩
が
四
童
子
と
な
っ
て
仏
処
に
至
れ
る
を
説
き
仏
身
滅
す
る
も
法
身
存
す
と
な
し
兼
ね
て
諸
三
昧
の
功
徳
を
述
べ
る
。
こ
の
経
中
、
阿
闍
世
王
が
四
童
子
の
一
人
に
導
か
れ
て
仏
所
に
到
る
と
な
す
は
、
大
本
涅
槃
経
の
闍
王
帰
仏
と
相
通
ず
る
」
（
二
八
頁
）
と
あ
り
、
曇
無
讖
訳
と
の
共
通
す
る
内
容
を
含
ん
で
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
隋
の
闍
那
崛
多
訳
三
巻
『
四
童
子
三
昧
経
』
は
竺
法
護
訳
『
方
等
般
泥
洹
経
』
と
は
、
「
九
品
あ
る
中
の
初
六
品
の
異
訳
」
（
二
八
頁
）
と
い
う
見
解
を
示
し
て
お
り
、
両
者
は
異
訳
本
の
関
係
に
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
横
超
［
一
九
八
一
］
ａ
に
お
い
て
も
同
様
に
、
竺
法
護
訳
『
方
等
般
泥
洹
経
』
と
闍
那
崛
多
訳
三
巻
『
四
童
子
三
昧
経
』
は
同
本
異
訳
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、「
大
本
涅
槃
経
の
一
部
分
と
称
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
」
（
四
五
頁
）
と
、
法
顕
訳
や
曇
無
讖
訳
の
部
分
訳
で
は
無
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。 
一
八 
藤
井
［
二
〇
一
四
］
（
三
〇
三
頁
）
。 
一
九 
佐
藤
［
二
〇
一
三
］
（
七
四
‐
七
五
頁
）
。
下
田
［
一
九
九
三
］
（
Ⅹ
Ⅹ
ⅰ
ⅰ
頁
）
。 
二
〇 
高
崎
［
二
〇
〇
九
］
ａ
（
一
六
二
頁
）
。 
二
一 
「
大
乗
涅
槃
経
の
成
立
史
的
考
究
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
そ
の
研
究
は
よ
り
原
初
的
な
六
巻
本
を
依
用
し
、
大
乗
涅
槃
経
の
も
つ
特
徴
い
か
に
と
い
う
こ
と
な
れ
ば
、
思
想
的
に
熟
し
た
四
十
巻
本
を
依
用
す
る
と
い
う
こ
と
の
方
が
よ
り
適
切
な
取
扱
い
で
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あ
る
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
と
思
う
」
（
河
村
［
一
九
七
〇
］
、
八
一
頁
）
。 
18 
 
本
論 
 
第
一
章
、
曇
無
讖
訳
に
現
れ
る
「
秘
密
蔵
」 
  
は
じ
め
に 
  
大
乗
『
涅
槃
経
』
と
い
う
経
典
の
中
で
最
も
重
要
な
思
想
は
「
如
来
常
住
」
で
あ
り
、
最
も
注
目
さ
れ
る
の
は
「
悉
有
仏
性
」
で
あ
ろ
う
。
ま
た
『
涅
槃
経
』
の
比
較
研
究
に
お
い
て
重
視
さ
れ
る
の
は
「
伊
字
三
点
」
や
「
本
有
今
無
偈
」
な
ど
で
あ
ろ
う
。『
涅
槃
経
』
の
比
較
研
究
で
は
「
伊
字
三
点
」
に
注
目
す
る
先
行
研
究
が
多
い
が
、
そ
の
「
伊
字
三
点
」
の
端
緒
と
な
っ
て
い
る
「
秘
密
蔵
」
の
初
出
箇
所
を
指
摘
す
る
も
の
は
少
な
い
。
こ
の
「
秘
密
蔵
」
の
語
句
は
、「
伊
字
三
点
」
と
同
時
に
唐
突
に
提
示
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。「
秘
密
蔵
」
の
初
出
箇
所
は
、「
伊
字
三
点
」
に
先
行
す
る
大
本
の
増
広
箇
所
に
存
在
し
て
い
る
。
だ
が
、「
秘
密
蔵
」
に
連
関
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
「
伊
字
三
点
」
が
教
理
的
に
重
要
で
あ
る
た
め
か
、「
伊
字
三
点
」
に
対
す
る
関
心
が
高
く
、
端
緒
と
な
っ
て
い
る
「
秘
密
蔵
」
に
対
す
る
関
心
は
低
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
大
本
に
お
い
て
「
秘
密
蔵
」
が
重
要
な
語
句
で
あ
る
と
の
視
点
を
持
て
ば
、「
秘
密
蔵
」
の
呼
称
の
始
ま
り
を
大
本
が
記
述
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
そ
し
て
、「
秘
密
蔵
」
は
「
伊
字
三
点
」
に
限
定
し
て
付
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
、
経
典
の
進
行
に
よ
っ
て
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。
ま
ず
第
一
章
で
は
、
本
論
文
に
お
い
て
重
要
な
語
句
と
な
る
「
秘
密
蔵
」
の
語
句
の
初
出
箇
所
か
ら
確
認
し
、「
伊
字
三
点
」
ま
で
の
範
囲
で
の
「
秘
密
蔵
」
に
関
連
す
る
こ
と
が
ら
の
確
認
を
行
う
こ
と
に
し
た
い
。 
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第
一
節
、
大
本
に
お
け
る
「
秘
密
蔵
」
の
存
在 
 
大
本
に
「
秘
密
蔵
」
の
語
句
が
最
初
に
確
認
で
き
る
の
は
哀
歎
品
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
秘
密
蔵
」
が
本
当
に
『
涅
槃
経
』
内
に
現
れ
る
の
か
を
確
認
し
た
い
。
そ
の
哀
歎
品
で
最
初
に
確
認
で
き
る
「
秘
密
蔵
」
が
、
大
本
に
お
い
て
現
れ
る
発
端
と
な
る
の
は
哀
歎
品
の
一
つ
前
の
純
陀
品
に
お
い
て
で
あ
る
。
こ
の
純
陀
品
で
は
「
如
来
常
住
」
思
想
、「
如
来
は
無
常
な
も
の
で
は
な
く
、
常
住
で
あ
る
」
と
い
う
考
え
方
が
示
さ
れ
る
。
こ
の
「
如
来
常
住
」
は
『
涅
槃
経
』
の
根
幹
を
な
す
思
想
で
あ
り
、
大
本
・
六
巻
本
に
お
け
る
示
さ
れ
方
に
は
若
干
の
差
は
あ
る
も
の
の
、
共
通
し
て
純
陀
品
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る
。
純
陀
品
に
お
い
て
、「
如
来
常
住
」
と
い
う
思
想
は
初
め
て
明
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
大
本
で
は
そ
の
直
後
に
「
如
来
常
住
」
思
想
を
「
秘
密
蔵
」
と
し
て
扱
い
始
め
る
。
大
本
で
は
純
陀
品
で
示
さ
れ
始
め
た
「
如
来
常
住
」
の
教
え
に
対
し
て
、
続
く
哀
歎
品
に
お
い
て
比
丘
衆
に
よ
っ
て
「
秘
密
の
教
え
」
を
意
味
す
る
「
秘
密
蔵
」
の
語
句
を
使
用
し
始
め
る
。
そ
し
て
そ
の
「
秘
密
蔵
」
の
内
容
の
開
示
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
足
早
に
経
典
内
で
の
「
秘
密
蔵
」
の
成
り
立
ち
を
説
明
し
た
が
、
そ
の
場
面
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 
 
【
大
本
】 
「
世
尊
よ
、
譬
え
ば
国
王
の
諸
子
の
形
貌
端
正
に
し
て
、
心
常
に
愛
念
す
。
先
に
伎
芸
を
教
え
て
悉
く
通
利
せ
し
め
て
、
然
る
後
に
将
て
魁
膾
に
付
し
て
殺
さ
し
む
る
が
如
し
。
世
尊
よ
、
我
等
今
日
法
王
子
と
為
り
、
仏
の
教
誨
を
蒙
る
を
以
て
正
見
を
具
う
。
願
わ
く
ば
放
捨
す
る
こ
と
莫
れ
。
如
其
し
放
捨
す
れ
ば
則
ち
王
子
と
同
じ
か
ら
ん
。
唯
だ
願
わ
く
ば
久
し
く
住
り
て
涅
槃
に
入
り
た
ま
わ
ざ
れ
。 
世
尊
よ
、
譬
え
ば
人
有
り
て
善
く
諸
論
を
学
び
、
復
此
の
論
に
於
い
て
而
も
怖
畏
を
生
ず
る
が
如
し
。
如
来
も
亦
爾
り
。
諸
法
に
通
じ
て
、
而
も
諸
法
に
於
い
て
復
怖
畏
を
生
ず
。
若
使
如
来
を
し
て
世
に
住
り
て
、
甘
露
味
を
説
き
て
一
切
を
充
足
し
た
ま
わ
ば
、
是
の
如
き
の
衆
生
は
則
ち
復
地
獄
に
堕
ち
る
を
畏
れ
ず
。
世
尊
よ
、
譬
え
ば
人
有
り
て
初
め
作
務
を
学
び
、
官
の
為
に
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収
め
ら
れ
、
之
を
囹
圄
に
閉
づ
。
人
有
り
て
之
に
問
う
、〈
汝
、
何
事
か
受
く
る
や
〉
と
。
答
え
て
曰
く
、〈
我
、
今
大
憂
苦
を
受
く
。
若
其
し
脱
す
る
こ
と
を
得
ば
、
則
ち
安
楽
を
得
ん
〉
と
。
世
尊
も
亦
爾
り
。
我
等
の
為
の
故
に
諸
の
苦
行
を
修
し
た
ま
え
り
。
我
等
、
今
は
、
猶
お
未
だ
生
死
の
苦
悩
を
免
る
る
こ
と
を
得
ざ
る
に
、
云
何
が
如
来
は
安
楽
を
受
け
た
ま
う
こ
と
を
得
ん
。 
世
尊
よ
、
譬
え
ば
医
王
の
善
く
方
薬
を
解
し
、
偏
え
に
秘
方
を
以
て
其
の
子
に
教
授
し
て
、
其
の
余
の
外
の
受
学
の
者
に
教
え
ざ
る
が
如
し
。
如
来
も
亦
爾
り
。
独
り
甚
深
秘
密
の
蔵
を
以
て
偏
え
に
文
殊
に
教
え
、
我
等
を
遺
棄
し
て
顧
愍
せ
ら
れ
ず
。
如
来
は
法
に
於
い
て
応
に
慳
悋
無
か
る
べ
し
。
彼
の
医
王
の
偏
え
に
其
の
子
に
教
え
て
、
外
来
の
諸
の
受
学
の
者
に
教
え
ざ
る
が
如
し
。
彼
の
医
の
普
く
教
え
る
こ
と
能
わ
ざ
る
所
以
は
、
情
に
勝
負
存
す
る
が
故
に
秘
惜
有
る
な
り
。
如
来
の
心
は
終
に
勝
負
無
し
。
何
の
故
に
是
の
如
く
教
誨
せ
ら
れ
ざ
る
や
。
唯
だ
願
く
は
久
し
く
住
ま
り
て
般
涅
槃
し
た
ま
う
こ
と
莫
れ
。 
世
尊
よ
、
譬
え
ば
老
、
少
、
病
、
苦
の
人
の
、
善
径
を
離
れ
険
路
を
行
か
ば
、
路
険
し
く
渋
難
に
し
て
、
多
く
の
苦
悩
を
受
け
ん
。
更
に
異
人
有
り
て
、
之
を
見
て
憐
愍
し
て
、
即
便
ち
示
す
に
平
坦
の
好
道
を
以
て
す
る
が
如
し
。
世
尊
よ
、
我
も
亦
是
の
如
し
。
所
謂
少
と
は
、
未
だ
法
身
を
増
長
せ
ざ
る
の
人
を
喩
う
。
老
と
は
、
重
煩
悩
を
喩
う
。
病
と
は
、
未
だ
生
死
を
脱
せ
ざ
る
を
喩
う
。
険
路
と
は
、
二
十
五
有
を
喩
う
。
唯
だ
願
わ
く
ば
如
来
よ
、
我
等
に
甘
露
の
正
道
を
示
導
し
て
、
久
し
く
世
に
住
り
て
、
涅
槃
に
入
り
た
ま
う
こ
と
勿
れ
」
と
。 
（
大
正
十
二
、
三
七
六
ａ
、
三
行
‐
二
八
行
、
傍
線
筆
者
） 
  
右
の
引
用
箇
所
は
五
つ
の
譬
喩
一
と
そ
の
解
説
か
ら
な
っ
て
い
る
。
そ
の
多
く
は
如
来
に
対
し
て
「
私
達
を
見
捨
て
て
入
滅
し
な
い
で
欲
し
い
」
と
い
う
趣
旨
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
注
目
す
べ
き
箇
所
が
あ
る
。
そ
れ
は
右
の
傍
線
部
（
以
後
、
こ
の
大
本
に
の
み
存
在
す
る
箇
所
を
「
偏
教
文
殊
」
と
呼
称
す
る
）
に
前
後
す
る
段
落
で
あ
る
。
こ
れ
は
純
陀
品
に
お
い
て
明
か
さ
れ
た
「
如
来
常
住
」
の
説
が
、
比
丘
衆
に
よ
っ
て
「
秘
密
蔵
」
と
受
け
取
ら
れ
て
い
る
場
面
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
が
大
本
に
お
け
る
「
秘
密
蔵
」
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の
語
句
の
初
出
箇
所
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
引
用
箇
所
は
先
に
挙
げ
た
先
行
研
究
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
通
り
二
、
漢
訳
間
で
は
六
巻
本
に
は
全
く
存
在
し
な
い
大
本
の
増
広
箇
所
で
あ
る
。
更
に
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
か
ら
の
チ
ベ
ッ
ト
訳
で
は
、
右
に
引
用
し
た
増
広
箇
所
は
存
在
す
る
が
、
傍
線
部
の
「
偏
教
文
殊
」
と
い
う
「
秘
密
蔵
」
の
語
句
の
導
入
は
存
在
し
な
い
と
い
う
三
。 
 
先
に
も
述
べ
た
が
、『
涅
槃
経
』
に
お
け
る
「
如
来
常
住
」
思
想
の
初
出
は
、
大
本
・
六
巻
本
の
間
で
異
な
り
は
あ
る
も
の
の
ど
ち
ら
も
純
陀
品
に
お
い
て
確
認
で
き
る
。
大
本
で
は
独
自
の
増
広
箇
所
で
初
め
て
確
認
で
き
る
（
そ
の
箇
所
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
）
が
、
六
巻
本
で
は
最
後
の
布
施
者
と
な
っ
た
純
陀
と
文
殊
師
利
と
の
問
答
に
お
い
て
「
如
来
常
住
」
思
想
が
示
さ
れ
て
お
り
、
純
陀
品
の
範
囲
で
出
揃
う
こ
と
に
は
違
い
は
な
い
。
そ
の
問
答
で
は
終
始
、
文
殊
師
利
が
純
陀
を
導
く
様
な
姿
勢
を
見
せ
て
お
り
、『
涅
槃
経
』
の
物
語
上
に
お
い
て
初
め
て
示
さ
れ
た
は
ず
の
「
如
来
常
住
」
思
想
を
、
文
殊
師
利
は
確
か
に
理
解
し
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
。 
こ
の
様
な
物
語
の
流
れ
を
受
け
て
、「
偏
教
文
殊
」
前
後
の
比
丘
衆
に
よ
る
釈
尊
へ
の
譬
喩
を
交
え
た
訴
え
は
、「
如
来
常
住
と
い
う
新
た
に
示
し
た
教
え
を
教
え
ず
に
、
我
々
（
比
丘
衆
）
を
見
捨
て
て
入
滅
し
な
い
で
欲
し
い
」
と
い
う
趣
旨
の
も
の
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
の
一
つ
に
引
用
の
傍
線
部
分
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
大
本
で
初
め
て
「（
甚
深
）
秘
密
蔵
」
と
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
箇
所
は
純
陀
と
文
殊
師
利
と
の
問
答
を
念
頭
に
お
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
独
り
甚
深
秘
密
の
蔵
を
以
て
偏
え
に
文
殊
に
教
え
」
と
い
う
比
丘
衆
の
台
詞
か
ら
窺
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
大
本
は
こ
の
「
偏
教
文
殊
」
と
い
う
流
れ
を
作
り
、『
涅
槃
経
』
の
中
に
「
秘
密
蔵
」
と
い
う
術
語
を
導
入
し
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。 
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第
二
節
、
如
来
常
住 
 
二
種
施
食 
 
で
は
次
に
、
経
典
内
で
の
登
場
の
順
序
は
逆
と
な
る
が
、
大
本
の
「
偏
教
文
殊
」
の
文
脈
で
「
秘
密
蔵
」
と
さ
れ
た
「
如
来
常
住
」
思
想
が
『
涅
槃
経
』
で
提
示
さ
れ
る
箇
所
を
確
認
し
て
い
く
。
先
に
も
述
べ
た
が
「
如
来
常
住
」
は
『
涅
槃
経
』
の
根
本
的
な
思
想
で
あ
り
、
そ
の
思
想
が
表
れ
始
め
る
の
は
大
本
・
六
巻
本
と
も
に
純
陀
品
か
ら
で
あ
る
。
次
に
こ
の
思
想
は
ど
の
様
に
『
涅
槃
経
』
に
現
れ
る
の
か
を
見
て
み
た
い
。 
 
『
涅
槃
経
』
の
「
如
来
常
住
」
思
想
は
純
陀
品
に
お
い
て
示
さ
れ
始
め
て
い
る
。
し
か
し
、
六
巻
本
・
大
本
の
間
で
は
純
陀
品
自
体
に
増
広
に
よ
る
内
容
の
異
な
り
が
確
認
で
き
る
。
そ
れ
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 
 
【
六
巻
本
】 
爾
の
時
、
世
尊
、
一
切
種
智
、
一
切
の
時
を
知
り
て
純
四
陀
に
告
げ
て
言
わ
く
、「
如
来
、
応
供
、
等
正
覚
と
諸
の
大
衆
と
は
、
当
に
汝
の
請
う
最
後
供
養
を
受
く
る
べ
し
」
と
。
時
に
諸
天
、
人
、
阿
修
羅
、
如
来
、
応
供
、
等
正
覚
の
長
者
純
陀
の
最
後
供
養
を
受
く
る
を
聞
く
。
一
切
大
衆
、
内
に
歓
喜
を
懐
き
、
異
口
同
声
に
「
未
曾
有
な
り
」
と
歎
ず
。「
善
き
哉
、
善
き
哉
。
純
陀
長
者
は
、
徳
、
願
を
満
足
せ
り
、
甚
だ
奇
な
り
純
陀
よ
」
と
。 
（
大
正
十
二
、
八
五
八
ａ
、
九
行
‐
一
三
行
） 
 
右
に
示
し
た
六
巻
本
で
は
、
釈
尊
に
食
事
等
を
布
施
す
る
こ
と
を
許
可
さ
れ
た
純
陀
が
、『
涅
槃
経
』
の
会
に
参
集
し
た
大
衆
か
ら
褒
め
称
え
ら
れ
る
場
面
へ
と
即
座
に
移
っ
て
い
く
。
こ
こ
で
は
特
に
思
想
的
な
記
述
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
様
な
六
23 
 
巻
本
に
対
し
て
、
次
に
示
す
大
本
の
場
面
で
は
純
陀
が
施
食
を
許
可
さ
れ
た
後
、
大
衆
か
ら
讃
嘆
を
受
け
る
ま
で
の
間
に
「
二
種
施
食
五
」
に
つ
い
て
の
や
り
と
り
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
で
は
、「
二
種
施
食
」
が
増
広
さ
れ
た
大
本
を
見
て
み
る
。 
 
【
大
本
】 
爾
の
時
、
世
尊
、
一
切
種
智
、
無
上
調
御
、
純
陀
に
告
げ
て
曰
わ
く
、「
善
き
哉
、
善
き
哉
。
我
、
今
汝
の
為
に
貧
窮
を
除
断
し
、
無
上
法
雨
を
汝
の
身
田
に
雨
ら
せ
法
芽
を
生
ぜ
し
む
る
な
り
。
汝
、
今
我
に
於
い
て
寿
命
、
色
力
、
安
弁
を
求
る
を
欲
す
。
我
当
に
汝
に
常
命
、
色
力
、
安
無
礙
弁
を
施
す
べ
し
。
何
を
以
て
の
故
に
。
純
陀
よ
、
施
食
に
二
有
り
て
果
報
に
差
無
し
。
何
等
を
か
二
と
為
す
や
。
一
は
受
け
已
り
て
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
得
。
二
は
受
け
已
り
て
涅
槃
に
入
る
な
り
。
我
は
今
汝
の
最
後
供
養
を
受
け
、
汝
を
し
て
檀
波
羅
蜜
を
具
足
せ
し
む
る
な
り
」
と
。 
爾
の
時
、
純
陀
即
ち
仏
に
白
し
て
言
く
、「
仏
の
説
き
た
ま
う
所
の
如
く
、
二
施
の
果
報
に
差
別
無
し
と
は
、
是
の
義
は
然
ら
ず
。
何
を
以
て
の
故
に
。
先
の
施
を
受
く
る
は
、
煩
悩
を
未
だ
尽
く
さ
ず
、
未
だ
一
切
種
智
を
成
就
す
る
を
得
ず
。
亦
、
未
だ
衆
生
を
し
て
檀
波
羅
蜜
を
具
足
せ
し
む
る
こ
と
能
わ
ず
。
後
の
施
を
受
く
る
は
、
煩
悩
已
に
尽
き
、
已
に
一
切
種
智
を
成
就
す
る
を
得
て
、
能
く
衆
生
を
し
て
普
く
檀
波
羅
蜜
を
具
足
す
る
こ
と
を
得
せ
し
む
。
先
の
施
を
受
く
る
は
、
直
だ
是
れ
衆
生
な
り
。
後
の
施
を
受
く
る
は
、
是
れ
天
中
天
な
り
。
先
の
施
を
受
く
る
は
、
是
れ
雑
食
身
、
煩
悩
の
身
、
是
れ
後
辺
身
、
是
れ
無
常
身
な
り
。
後
の
施
を
受
く
る
は
、
無
煩
悩
身
、
金
剛
の
身
、
法
身
、
常
身
、
無
辺
の
身
な
り
。
云
何
が
而
る
を
〈
二
施
の
果
報
は
等
し
く
差
別
無
し
〉
と
言
う
や
。
先
の
施
を
受
く
る
は
、
未
だ
檀
波
羅
蜜
乃
至
般
若
波
羅
蜜
を
具
足
す
る
こ
と
能
わ
ず
。
唯
だ
肉
眼
の
み
を
得
て
、
未
だ
仏
眼
乃
至
慧
眼
を
得
ず
。
後
の
施
を
受
く
る
は
、
已
に
檀
波
羅
蜜
乃
至
般
若
波
羅
蜜
を
具
足
す
る
こ
と
を
得
て
、
仏
眼
乃
至
慧
眼
を
具
足
す
。
云
何
が
而
る
を
〈
二
施
の
果
報
は
等
し
く
差
別
無
し
〉
と
言
う
や
。
世
尊
よ
、
先
の
施
を
受
く
る
は
、
受
け
已
り
て
食
噉
し
、
腹
に
入
り
て
消
化
し
て
、
命
を
得
、
色
を
得
、
力
を
得
、
安
を
得
、
無
礙
弁
を
得
。
後
の
施
を
受
く
る
は
、
食
せ
ず
、
消
せ
ず
、
五
事
の
果
無
き
な
り
。
云
何
が
而
る
を
〈
二
施
の
果
報
は
等
し
く
差
別
無
し
〉
と
言
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う
や
」
と
。 
仏
言
わ
く
、「
善
男
子
よ
、
如
来
は
已
に
無
量
無
辺
阿
僧
祇
劫
に
於
い
て
、
食
身
、
煩
悩
の
身
有
る
こ
と
無
く
、
後
辺
身
無
し
。
常
身
、
法
身
、
金
剛
身
な
り
。
善
男
子
よ
、
未
だ
仏
性
を
見
ざ
る
者
、
煩
悩
身
、
雑
食
の
身
、
是
れ
後
辺
身
と
名
づ
く
な
り
。
菩
薩
、
爾
の
時
、
飲
食
を
受
け
已
り
て
金
剛
三
昧
に
入
る
。
此
の
食
を
消
し
已
り
て
即
ち
仏
性
を
見
、
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
得
る
な
り
。
是
の
故
に
、
我
は
〈
二
施
の
果
報
は
等
し
く
差
別
無
し
〉
と
言
う
な
り
。
菩
薩
、
爾
の
時
、
四
魔
を
破
壊
す
。
今
、
涅
槃
に
入
り
て
、
亦
四
魔
を
破
す
。
是
の
故
に
、
我
は
〈
二
施
の
果
報
は
等
し
く
差
別
無
し
〉
と
言
う
な
り
。
菩
薩
、
爾
の
時
、
広
く
十
二
部
経
を
説
か
ざ
る
と
雖
も
、
先
に
已
に
通
達
す
。
今
、
涅
槃
入
り
て
広
く
衆
生
の
為
に
分
別
し
て
演
説
す
。
是
の
故
に
、
我
は
〈
二
施
の
果
報
は
等
し
く
差
別
無
し
〉
と
言
う
な
り
。
善
男
子
よ
、
如
来
の
身
は
已
に
無
量
阿
僧
祇
劫
に
於
い
て
飲
食
を
受
け
ず
。
諸
の
声
聞
の
為
に
説
き
て
、〈
先
の
難
陀
、
難
陀
波
羅
の
二
牧
女
の
、
奉
ず
る
所
の
乳
糜
を
受
け
、
然
る
後
乃
ち
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
得
〉
と
言
う
。
我
は
実
に
は
食
せ
ず
。
我
は
今
、
此
の
会
の
大
衆
の
為
に
、
是
の
故
に
汝
の
最
後
に
奉
ず
る
所
を
受
く
。
実
に
は
亦
食
せ
ず
」
と
。
爾
の
時
、
大
衆
、
仏
、
世
尊
の
普
く
大
会
の
為
に
、
純
陀
の
最
後
供
養
を
受
く
る
を
聞
き
て
、
歓
喜
、
踊
躍
し
て
声
を
同
じ
く
し
て
讃
じ
て
言
わ
く
、「
善
き
哉
、
善
き
哉
。
希
有
な
り
純
陀
よ
」
と
。 
（
大
正
十
二
、
三
七
二
ａ
、
三
行
‐
ｂ
、
一
五
行
、
傍
線
・
点
線
筆
者
） 
  
大
本
の
該
当
箇
所
を
長
々
と
引
用
し
た
が
、
対
応
箇
所
で
あ
る
六
巻
本
の
引
用
文
と
比
べ
て
、
右
記
の
様
に
大
本
は
増
広
し
て
い
る
の
で
あ
る
。『
涅
槃
経
』
と
し
て
共
通
し
て
い
る
内
容
と
し
て
は
、
釈
尊
が
自
ら
に
対
す
る
供
養
を
純
陀
に
許
し
、
そ
れ
を
最
後
の
説
法
の
会
座
に
集
っ
た
大
衆
が
純
陀
を
讃
嘆
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
右
に
引
用
し
た
傍
線
部
の
様
に
、
大
本
で
は
釈
尊
が
純
陀
の
施
食
を
許
す
場
面
で
は
、
そ
の
当
初
か
ら
釈
尊
に
よ
っ
て
施
食
に
は
二
種
あ
る
事
が
言
及
さ
れ
て
い
る
六
。
そ
し
て
、
こ
の
言
及
を
き
っ
か
け
と
し
た
、
大
本
の
傍
線
以
降
に
み
ら
れ
る
純
陀
と
釈
尊
の
「
二
種
施
食
」
に
関
す
る
や
り
と
り
は
、
六
巻
本
に
は
見
ら
れ
な
い
七
。 
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「
二
種
施
食
」
と
は
、『
長
阿
含
経
』「
遊
行
経
」
八
な
ど
か
ら
類
推
す
る
に
、
一
つ
は
釈
尊
の
成
道
直
前
の
ス
ジ
ャ
ー
タ
（
難
陀
波
羅
）
に
よ
っ
て
乳
粥
を
布
施
さ
れ
た
事
九
を
指
し
、
も
う
一
つ
は
成
道
後
の
最
後
の
遊
行
中
の
釈
尊
に
対
し
て
鍛
冶
工
チ
ュ
ン
ダ
（
純
陀
）
が
布
施
し
た
食
事
の
事
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。『
涅
槃
経
』
純
陀
品
で
は
、
前
述
の
純
陀
の
布
施
を
題
材
と
し
て
変
形
さ
せ
て
用
い
て
『
涅
槃
経
』
を
物
語
っ
て
い
く
発
端
と
し
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。 
し
か
し
大
本
で
は
、
釈
尊
成
道
前
の
ス
ジ
ャ
ー
タ
の
布
施
と
成
道
後
の
純
陀
の
布
施
と
は
、「
布
施
者
へ
の
果
報
の
違
い
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
の
問
題
提
起
が
純
陀
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
釈
尊
は
、
無
量
阿
僧
祇
劫
の
昔
よ
り
既
に
食
事
を
必
要
と
し
な
い
身
体
、「
法
身
」
で
あ
る
事
を
明
か
す
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ス
ジ
ャ
ー
タ
の
乳
粥
を
食
し
た
の
は
衆
生
を
導
く
た
め
の
方
便
で
あ
り
、
物
語
上
こ
れ
か
ら
示
す
で
あ
ろ
う
入
滅
や
純
陀
の
布
施
を
食
す
こ
と
も
全
て
は
衆
生
を
導
く
た
め
で
あ
る
と
説
明
す
る
。
こ
れ
が
大
本
に
見
ら
れ
る
「
二
種
施
食
」
に
関
す
る
や
り
と
り
で
あ
る
。 
こ
の
中
で
、
先
述
し
た
如
来
が
法
身
で
あ
る
と
す
る
、「
如
来
常
住
」
を
示
唆
す
る
釈
尊
の
記
述
が
存
在
す
る
。
そ
れ
が
点
線
部
分
の
記
述
で
あ
る
。
こ
れ
は
純
陀
か
ら
の
質
問
に
対
す
る
回
答
の
一
部
で
あ
り
、
先
述
し
た
「
無
量
阿
僧
祇
劫
の
昔
か
ら
法
身
で
あ
っ
た
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
過
去
世
か
ら
法
身
で
あ
っ
た
と
い
う
如
来
身
に
関
す
る
記
述
が
如
来
の
不
変
性
を
表
し
て
お
り
、
大
本
に
お
け
る
「
如
来
常
住
」
思
想
開
示
の
始
ま
り
で
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
こ
の
回
答
に
よ
っ
て
、
純
陀
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
「
二
種
の
施
食
に
は
差
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
物
語
上
の
問
題
の
解
消
も
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 
大
本
で
は
こ
の
様
に
「
如
来
常
住
」
を
示
唆
す
る
釈
尊
の
教
説
が
存
在
す
る
。
し
か
し
六
巻
本
に
は
「
二
種
施
食
」
自
体
が
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
で
は
、
六
巻
本
で
は
ど
こ
で
「
如
来
常
住
」
が
示
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
純
陀
の
施
食
が
釈
尊
よ
り
認
め
ら
れ
た
後
に
始
ま
る
、
純
陀
と
文
殊
師
利
と
の
論
争
に
お
い
て
で
あ
る
。 
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純
陀
と
文
殊
師
利
の
論
争 
 
純
陀
と
文
殊
師
利
に
よ
る
論
争
は
両
本
と
も
に
存
在
し
て
お
り
、
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
。
こ
の
論
争
は
最
後
の
布
施
者
に
選
ば
れ
た
純
陀
を
文
殊
師
利
が
導
い
て
い
く
様
な
内
容
で
あ
る
。
純
陀
が
「
如
来
を
し
て
久
し
く
世
に
住
ま
り
て
涅
槃
に
入
ら
ざ
ら
し
め
ん
こ
と
を
欲
す
一
〇
」
と
発
言
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
文
殊
師
利
は
「
汝
、
今
当
に
諸
行
の
性
相
を
観
ず
べ
し
一
一
」
と
、
た
し
な
め
る
こ
と
が
契
機
と
な
り
問
答
が
始
ま
る
。
そ
し
て
、
純
陀
の
「
如
来
を
諸
行
と
同
じ
く
観
ず
る
こ
と
勿
れ
一
二
」
と
い
う
内
容
の
主
張
に
対
し
て
、
文
殊
師
利
が
純
陀
の
主
張
の
正
当
性
を
認
め
て
「
汝
は
今
…
能
く
如
来
は
是
れ
常
住
法
、
不
変
異
法
、
無
為
の
法
な
る
を
知
る
一
三
」
と
、
如
来
は
常
住
で
あ
り
、
無
為
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
こ
の
文
殊
師
利
と
純
陀
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
如
来
に
対
す
る
理
解
が
、『
涅
槃
経
』
中
に
初
め
て
確
認
で
き
る
明
確
な
「
如
来
常
住
」
の
記
述
で
あ
る
。
こ
の
様
に
純
陀
と
文
殊
師
利
に
よ
っ
て
仏
身
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
く
。
こ
う
し
て
入
滅
に
臨
む
釈
尊
と
い
う
有
為
で
あ
り
、
無
常
で
あ
る
仏
が
、
無
為
で
あ
り
常
住
な
存
在
と
し
て
経
典
の
読
み
手
に
示
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
の
後
の
論
争
で
は
、
釈
尊
に
も
純
陀
の
主
張
の
正
当
性
が
認
め
ら
れ
つ
つ
収
束
し
て
い
く
。 
 
本
論
文
で
は
、
こ
の
論
争
で
の
文
殊
師
利
の
役
割
を
純
陀
の
教
導
役
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
し
か
し
、
実
際
の
物
語
上
で
は
、
文
殊
師
利
は
純
陀
に
論
破
さ
れ
続
け
て
い
る
様
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
横
超
氏
は
「
余
り
に
も
み
じ
め
な
姿
に
お
か
れ
て
い
る
の
を
想
起
せ
ら
れ
る
」
と
の
感
想
を
述
べ
て
い
る
。
そ
の
理
由
を
「
こ
れ
文
殊
を
抑
え
た
の
は
、
畢
竟
純
陀
を
高
め
ん
が
た
め
の
手
段
に
外
な
ら
ぬ
」
と
の
考
え
を
示
し
て
い
る
一
四
。
横
超
氏
が
述
べ
る
様
に
、
文
殊
師
利
が
み
じ
め
で
あ
る
よ
う
に
経
典
で
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
純
陀
の
経
典
内
で
の
地
位
を
高
め
る
た
め
で
あ
ろ
う
し
、
経
典
終
盤
の
一
切
大
衆
所
問
品
で
は
終
に
純
陀
が
「
十
住
の
菩
薩
地
を
得
た
一
五
」
と
釈
尊
に
宣
言
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
も
、
敢
え
て
純
陀
に
『
涅
槃
経
』
内
で
の
重
要
な
立
場
を
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 
こ
の
様
な
論
争
の
流
れ
に
お
い
て
、
六
巻
本
で
は
初
め
て
「
如
来
常
住
」
思
想
が
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
様
に
、
釈
尊
の
入
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滅
を
目
前
に
し
た
会
座
で
の
文
殊
師
利
菩
薩
と
純
陀
と
の
や
り
と
り
に
よ
っ
て
、『
涅
槃
経
』
に
お
い
て
「
如
来
常
住
」
思
想
が
説
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
大
本
で
は
こ
の
「
如
来
常
住
」
思
想
を
「
秘
密
蔵
」
と
す
る
、「
偏
教
文
殊
」
が
呼
び
起
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
大
本
に
お
い
て
「
秘
密
蔵
」
と
い
う
語
句
が
用
い
ら
れ
始
め
る
。 
  
第
三
節
、
伊
字
三
点 
 
次
に
、
本
論
文
で
重
要
視
し
て
い
る
「
秘
密
蔵
」、
こ
の
「
秘
密
蔵
」
に
直
接
関
連
す
る
「
伊
字
三
点
」
に
注
目
す
る
。
こ
こ
で
は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
も
大
本
と
六
巻
本
と
の
相
異
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
「
伊
字
三
点
」
が
、
ど
の
様
に
し
て
大
本
に
登
場
し
た
の
か
を
確
認
し
た
い
。 
引
用
す
る
の
は
大
本
に
お
け
る
「
伊
字
三
点
」
の
初
出
箇
所
で
あ
り
、
比
丘
衆
に
よ
っ
て
「
秘
密
蔵
」
と
さ
れ
た
「
如
来
常
住
」
思
想
に
対
し
て
、
比
丘
衆
の
「〈
如
来
常
住
〉
の
教
え
を
開
示
し
て
欲
し
い
」
と
い
う
要
望
が
釈
尊
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
る
箇
所
を
確
認
す
る
。
当
該
箇
所
直
前
に
は
釈
尊
が
「
比
丘
衆
の
疑
念
を
晴
ら
し
た
後
に
涅
槃
す
る
一
六
」
と
い
う
こ
と
を
述
べ
、
比
丘
衆
の
要
望
に
応
え
る
中
で
「
秘
密
蔵
」
が
「
伊
字
三
点
」
と
し
て
示
さ
れ
る
箇
所
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
は
六
巻
本
に
は
存
在
し
な
い
大
本
に
の
み
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
比
較
の
た
め
に
六
巻
本
で
の
同
内
容
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
と
並
べ
て
挙
げ
て
み
た
い
。 
 
【
六
巻
本
】 
「
復
次
に
比
丘
よ
、
百
穀
、
薬
木
及
び
諸
の
珍
宝
、
皆
地
従
り
出
で
、
一
切
衆
生
は
依
り
て
生
長
を
得
。
如
来
は
是
の
如
く
に
妙
善
た
る
諸
の
甘
露
の
法
を
生
出
し
、
衆
生
は
此
れ
に
因
り
て
法
身
を
長
養
す
。
是
の
故
に
、
比
丘
よ
、
当
に
疑
う
所
を
問
う
べ
し
。
如
来
は
悉
く
為
に
決
定
義
を
説
き
、
然
る
後
泥
洹
す
。
一
切
の
諸
の
衆
生
を
安
楽
せ
ん
が
故
に
」
と
。 
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（
大
正
十
二
、
八
六
一
ｃ
、
五
行
‐
九
行
） 
 
【
大
本
】 
「
諸
比
丘
よ
、
譬
え
ば
大
地
の
諸
山
、
薬
草
を
衆
生
の
為
に
用
い
る
が
如
し
。
我
が
法
も
亦
爾
り
。
妙
善
た
る
甘
露
の
法
味
を
生
出
し
て
、
而
し
て
衆
生
の
種
種
の
煩
悩
病
の
良
薬
と
為
す
。
我
、
今
当
に
一
切
衆
生
及
び
我
が
子
四
部
の
衆
を
し
て
、
悉
く
皆
秘
密
蔵
中
に
安
住
せ
し
む
る
べ
し
。
我
も
亦
復
当
に
是
の
中
に
安
住
し
て
涅
槃
に
入
る
べ
し
。 
何
等
を
名
づ
け
て
秘
密
の
蔵
と
為
す
や
。
猶
お
伊
字
の
三
点
の
如
し
。
若
し
並
べ
ば
則
ち
伊
を
成
ぜ
ず
、
縦
も
亦
成
ぜ
ず
。
摩
醯
首
羅
の
面
上
の
三
目
の
如
く
に
し
て
、
乃
ち
伊
の
三
点
を
成
ず
る
こ
と
得
。
若
し
別
な
る
も
亦
成
ず
る
を
得
ず
。
我
も
亦
是
の
如
し
。
解
脱
の
法
も
亦
涅
槃
に
非
ず
、
如
来
の
身
も
亦
涅
槃
に
非
ず
、
摩
訶
般
若
も
亦
涅
槃
に
非
ず
。
三
法
各
異
な
る
も
亦
涅
槃
に
非
ず
。
我
、
今
是
の
如
き
の
三
法
に
安
住
し
て
、
衆
生
の
為
の
故
に
涅
槃
に
入
る
と
名
く
。
世
の
伊
字
の
如
し
」
と
。 
（
大
正
十
二
、
三
七
六
ｃ
、
六
行
‐
一
七
行
、
傍
線
・
点
線
筆
者
） 
  
右
記
が
、
哀
歎
品
で
確
認
で
き
る
「
伊
字
三
点
」（
点
線
部
）
の
初
出
箇
所
で
あ
る
。
比
較
の
為
に
両
本
の
該
当
箇
所
を
挙
げ
た
。
こ
の
箇
所
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
大
本
・
六
巻
本
と
も
に
「
入
滅
は
す
る
こ
と
に
は
間
違
い
な
い
が
、
如
来
常
住
に
つ
い
て
比
丘
衆
を
は
じ
め
と
し
た
会
衆
に
説
明
し
た
後
に
入
滅
す
る
」
と
い
う
内
容
に
違
い
は
無
い
こ
と
が
分
か
る
。 
ま
た
、
大
本
の
引
用
に
は
「
偏
教
文
殊
」
に
お
け
る
比
丘
衆
か
ら
の
要
望
が
叶
え
ら
れ
る
様
子
が
見
て
取
れ
る
。
具
体
的
な
釈
尊
か
ら
の
回
答
と
し
て
は
、「
一
切
衆
生
及
び
我
が
子
四
部
衆
」
に
対
し
て
「
秘
密
蔵
」
と
さ
れ
た
内
容
を
示
し
、
ま
た
そ
の
内
容
に
沿
っ
て
自
ら
も
涅
槃
に
入
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
六
巻
本
の
引
用
で
は
「
比
丘
は
当
に
疑
う
所
を
問
う
べ
し
。
如
来
は
悉
く
為
に
決
定
義
を
説
き
、
然
る
後
泥
洹
す
」
に
相
応
す
る
で
あ
ろ
う
。
大
本
・
六
巻
本
の
「
～
し
た
後
に
涅
槃
（
泥
洹
）
に
入
る
」
と
い
う
内
容
ま
で
で
は
両
者
は
大
き
く
異
な
る
こ
と
は
な
い
が
、
大
本
は
そ
の
後
に
「
秘
密
蔵
」
の
具
体
的
な
内
容
の
開
示
が
行
わ
れ
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る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
「
秘
密
蔵
」
の
内
容
と
し
て
示
さ
れ
る
「
伊
字
三
点
」
に
関
連
す
る
部
分
で
あ
る
。 
「
伊
字
三
点
」
と
は
、
先
行
研
究
一
七
で
は
三
つ
の
点
で
構
成
さ
れ
る
「
ｉ
」
に
当
た
る
悉
曇
文
字
の
「
冠
」
の
字
を
指
す
と
さ
れ
て
い
る
。そ
し
て
大
本
の
説
明
の
中
で
は
、「
摩
醯
首
羅
の
三
つ
の
眼
の
配
置
の
様
で
あ
り
、そ
れ
は
横
や
縦
に
並
ぶ
も
の
で
は
無
い
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
三
つ
の
点
が
付
か
ず
離
れ
ず
、
増
減
せ
ず
、
相
即
不
離
の
関
係
に
あ
る
事
を
説
明
し
て
い
る
。
そ
し
て
大
本
で
は
、
そ
の
「
伊
字
三
点
」
が
「
解
脱
」「
如
来
身
」「
摩
訶
般
若
」
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
（
傍
線
部
）。
そ
し
て
、
こ
の
場
面
で
初
め
て
明
か
さ
れ
る
「
秘
密
蔵
」
の
内
容
と
は
、
こ
の
摩
醯
首
羅
の
眼
の
配
置
の
様
な
、
悉
曇
文
字
の
伊
字
の
三
点
の
様
な
関
係
を
模
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
伊
字
の
三
点
の
様
に
「
解
脱
」「
如
来
身
」「
摩
訶
般
若
」
の
三
つ
が
備
わ
る
状
態
の
涅
槃
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
涅
槃
と
は
、
常
住
で
あ
り
つ
つ
も
衆
生
教
化
の
方
便
と
し
て
の
涅
槃
で
あ
る
こ
と
を
大
本
で
は
示
し
て
い
る
。 
こ
れ
に
対
し
て
「
秘
密
蔵
」
と
い
う
語
句
を
使
用
し
な
い
六
巻
本
で
は
、
大
本
の
「
伊
字
三
点
」
が
無
い
た
め
に
、
直
接
的
に
「
如
来
常
住
」
に
対
す
る
比
丘
衆
の
疑
問
に
応
え
て
か
ら
衆
生
教
化
の
た
め
の
涅
槃
に
入
る
と
い
う
流
れ
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
六
巻
本
で
も
「
秘
密
蔵
」
を
導
入
す
る
こ
と
は
な
く
「
伊
字
三
点
」
を
説
く
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
存
在
し
な
い
。
そ
し
て
、
大
本
で
は
「
秘
密
蔵
」
と
い
う
語
句
に
包
括
さ
れ
る
も
の
の
一
つ
と
し
て
関
連
付
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。 
ま
た
、
こ
の
「
伊
字
三
点
」
の
開
示
以
降
に
『
涅
槃
経
』
の
「
如
来
常
住
」
思
想
は
更
な
る
展
開
を
見
せ
て
い
る
。
そ
れ
が
「
常
楽
我
浄
」
の
教
え
で
あ
る
。
こ
れ
は
大
乗
『
涅
槃
経
』
の
四
不
顚
倒
説
と
も
言
え
る
も
の
で
あ
る
。
経
典
の
中
で
は
、
比
丘
衆
が
か
つ
て
釈
尊
か
ら
受
け
た
「
無
常
・
苦
・
無
我
・
不
浄
」
の
四
顚
倒
の
教
え
と
「
如
来
常
住
」
の
説
示
と
が
矛
盾
す
る
と
い
う
指
摘
に
対
し
て
開
示
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
一
八
。
そ
の
内
容
と
は
、
常
・
楽
・
我
・
浄
が
法
身
・
涅
槃
・
如
来
・
法
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
如
来
常
住
」
の
教
え
を
前
提
と
し
て
お
り
、
如
来
の
大
般
涅
槃
の
内
容
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
一
九
。
も
っ
と
も
、
六
巻
本
で
は
大
本
の
「
二
種
施
食
」
や
「
秘
密
蔵
」
と
「
伊
字
三
点
」
が
無
い
た
め
に
理
解
し
難
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
ま
た
河
村
［
一
九
七
〇
］
で
は
、
こ
の
「
常
楽
我
浄
」
に
も
大
本
の
増
広
が
確
認
で
き
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
二
〇
。 
 
次
に
大
本
で
は
哀
歎
品
の
「
伊
字
三
点
」
に
続
き
、
四
相
品
に
お
い
て
も
「
伊
字
三
点
」
を
「
秘
密
蔵
」
の
内
容
と
し
て
説
い
て
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い
る
。 
 
【
大
本
】 
声
聞
、
縁
覚
は
是
の
如
き
の
甚
深
の
義
を
解
せ
ず
。
伊
字
の
三
点
の
解
脱
、
涅
槃
、
摩
訶
般
若
を
成
じ
て
、
秘
密
蔵
を
成
ず
る
を
聞
か
ず
。
我
、
今
、
此
に
於
い
て
闡
揚
し
分
別
し
て
、
諸
の
声
聞
の
為
に
慧
眼
を
開
発
す
。 
（
大
正
十
二
、
三
八
七
ｂ
、
一
〇
行
‐
一
三
行
） 
 
こ
の
四
相
品
に
お
け
る
「
伊
字
三
点
」
は
哀
歎
品
の
も
の
と
は
若
干
構
成
が
異
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
哀
歎
品
か
ら
四
相
品
で
「
解
脱
・
如
来
身
・
摩
訶
般
若
」
→
「
解
脱
・
涅
槃
・
摩
訶
般
若
」
へ
と
変
化
し
て
お
り
、
三
点
に
例
え
ら
れ
た
内
の
一
つ
で
あ
る
「
如
来
身
」
が
「
涅
槃
」
へ
と
変
化
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
変
化
は
お
そ
ら
く
『
涅
槃
経
』
の
進
行
上
の
都
合
で
あ
ろ
う
か
ら
、
特
に
二
つ
の
「
伊
字
三
点
」
が
異
な
る
「
秘
密
蔵
」
を
指
す
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
進
行
上
の
都
合
と
は
、
四
相
品
以
前
の
長
寿
・
金
剛
身
品
で
の
「
如
来
身
」
の
説
明
の
完
了
し
た
こ
と
と
、
名
字
功
徳
品
に
お
い
て
「
大
般
涅
槃
」
の
語
句
が
使
用
さ
れ
始
め
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
様
に
経
典
内
で
の
一
つ
の
課
題
の
説
示
の
完
了
と
新
た
な
課
題
の
提
起
に
よ
っ
て
、
哀
歎
品
と
四
相
品
で
の
「
伊
字
三
点
」
の
内
の
一
つ
が
「
如
来
身
」
か
ら
「
涅
槃
」
へ
と
変
化
し
て
い
る
と
考
え
る
。
又
、
四
相
品
で
「
伊
字
三
点
」
開
示
し
た
後
、
同
品
の
終
盤
で
『
涅
槃
経
』
の
「
解
脱
」
が
説
か
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
伊
字
三
点
」
と
は
開
示
以
降
の
経
典
の
流
れ
を
示
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
伊
字
（
三
点
）」
の
使
用
は
四
相
品
の
「
伊
字
三
点
」
ま
で
で
あ
る
。
そ
れ
以
後
は
六
巻
本
に
存
在
し
な
い
大
本
後
半
部
（
一
一
‐
四
〇
巻
分
）
を
含
め
て
も
一
切
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。 
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小
結 
  
以
上
の
こ
と
か
ら
、「
秘
密
蔵
」
が
大
乗
『
涅
槃
経
』
に
お
い
て
大
本
に
導
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
第
一
章
で
は
、「
秘
密
蔵
」
と
は
何
か
、
と
い
う
こ
と
に
重
点
を
置
い
た
た
め
に
、
経
典
内
で
説
か
れ
る
順
序
を
無
視
す
る
形
で
「
秘
密
蔵
」
の
初
出
箇
所
か
ら
紹
介
し
た
。
こ
れ
を
経
典
で
説
か
れ
る
順
序
に
整
理
し
て
、
大
本
と
六
巻
本
と
の
間
に
あ
る
教
説
の
相
異
を
確
認
し
て
み
た
い
。 
 
六
巻
本
に
拠
っ
て
、
第
一
章
で
取
り
扱
っ
た
範
囲
か
ら
考
え
れ
ば
、
大
ま
か
な
『
涅
槃
経
』
の
内
容
は
次
の
様
に
な
る
。 
㊀
釈
尊
の
入
滅
の
宣
言 
㊁
如
来
常
住
（
純
陀
と
文
殊
師
利
の
論
争
） 
㊂
常
楽
我
浄 
 
次
に
大
本
で
の
増
広
箇
所
を
ふ
ま
え
て
考
え
て
み
る
。 
①
釈
尊
の
入
滅
の
宣
言 
②
二
種
施
食 
③
如
来
常
住
（
純
陀
と
文
殊
師
利
の
論
争
） 
④
偏
教
文
殊
（
秘
密
蔵
） 
⑤
伊
字
三
点
（
哀
歎
品
の
も
の
） 
⑥
常
楽
我
浄 
 
こ
の
、
お
よ
そ
哀
歎
品
ま
で
の
範
囲
で
整
理
す
る
と
、
大
本
で
は
「
秘
密
蔵
」
に
関
わ
っ
て
三
つ
の
増
広
（
②
、
④
、
⑤
）
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
等
の
増
広
は
ど
の
様
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
か
を
振
り
返
っ
て
み
る
。 
六
巻
本
で
は
純
陀
品
に
お
い
て
「
如
来
常
住
」
思
想
を
開
示
し
た
後
、
そ
の
ま
ま
「
常
楽
我
浄
」
を
説
い
て
い
る
。
こ
れ
は
「
如
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来
常
住
」
の
在
り
方
は
「
常
楽
我
浄
」
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
根
拠
と
な
る
「
法
性
」「
法
身
」
を
後
の
長
寿
・
金
剛
身
品
で
説
き
、
そ
し
て
名
字
功
徳
品
で
「
大
般
泥
洹
」
を
明
示
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
構
成
で
は
先
に
問
題
提
起
を
し
て
、
後
に
そ
れ
を
解
説
す
る
と
い
う
形
を
は
っ
き
り
と
採
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
た
め
、
大
乗
『
涅
槃
経
』
の
主
要
な
思
想
を
開
示
、
展
開
す
る
た
め
に
は
、
大
本
に
見
ら
れ
る
「
秘
密
蔵
」
や
「
伊
字
三
点
」
が
必
要
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。 
で
は
翻
っ
て
大
本
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
純
陀
品
で
説
か
れ
る
②
の
「
二
種
施
食
」
で
あ
る
。
純
陀
品
で
は
『
涅
槃
経
』
の
根
幹
と
な
る
「
如
来
常
住
」
思
想
が
開
示
さ
れ
た
。
こ
の
開
示
の
さ
れ
方
は
大
本
と
六
巻
本
と
で
は
異
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
大
本
の
増
広
で
あ
る
「
二
種
施
食
」
で
あ
っ
た
。
大
本
は
こ
の
「
二
種
施
食
」
で
六
巻
本
に
先
ん
じ
て
、
如
来
は
「
無
量
阿
僧
祇
劫
の
昔
か
ら
法
身
で
あ
っ
た
」
こ
と
、
ま
た
法
身
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
衆
生
教
化
の
た
め
の
変
化
身
と
し
て
二
種
の
施
食
を
受
け
た
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
し
か
し
、
六
巻
本
で
は
両
本
に
共
通
す
る
「
純
陀
と
文
殊
師
利
の
論
争
」
の
み
で
「
如
来
常
住
」
思
想
を
開
示
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
に
、
長
寿
品
で
の
「
法
性
」
の
説
示
と
金
剛
身
品
で
の
「
法
身
」
の
説
示
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
大
本
は
六
巻
本
よ
り
も
強
く
、
経
典
内
で
の
「
法
身
」
を
前
提
と
し
た
「
如
来
常
住
」
と
い
う
仏
身
観
を
印
象
付
け
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。 
 
次
に
哀
歎
品
で
説
か
れ
る
④
の
「
偏
教
文
殊
」
で
あ
る
が
、「
秘
密
蔵
」
の
語
句
の
初
出
箇
所
で
あ
る
。
こ
れ
は
六
巻
本
で
は
確
認
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
偏
教
文
殊
」
は
②
と
③
で
の
「
如
来
常
住
」
の
開
示
に
影
響
を
受
け
て
い
る
。
特
に
③
か
ら
の
影
響
が
強
い
こ
と
は
、
文
殊
師
利
の
名
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
偏
教
文
殊
」
は
「
如
来
常
住
」
思
想
を
「
秘
密
蔵
」
の
名
称
で
呼
び
、
大
本
内
に
新
た
な
術
語
を
導
入
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 
 
次
に
⑤
の
「
伊
字
三
点
」
で
あ
る
。
こ
れ
も
大
本
の
増
広
で
あ
り
、
六
巻
本
で
は
確
認
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
伊
字
三
点
」
は
、
④
の
「
偏
教
文
殊
」
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
「
秘
密
蔵
」
の
内
容
と
し
て
開
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
は
「
如
来
常
住
」
と
い
う
如
来
の
在
り
方
を
開
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
「
伊
字
三
点
」
に
よ
っ
て
涅
槃
に
入
る
と
い
う
記
述
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
常
住
で
あ
る
は
ず
の
如
来
が
衆
生
教
化
の
方
便
と
し
て
行
う
も
の
で
あ
り
、
法
身
で
あ
る
如
来
に
し
か
で
き
な
い
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も
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
後
に
名
字
功
徳
品
で
初
め
て
経
典
上
に
明
示
さ
れ
る
「
大
般
涅
槃
」
を
表
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
大
本
で
は
「
伊
字
三
点
」
と
い
う
仏
身
観
の
展
開
上
に
⑥
の
「
常
楽
我
浄
」
が
説
か
れ
て
お
り
、
こ
の
「
常
楽
我
浄
」
も
「
秘
密
蔵
」
に
包
摂
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
「
秘
密
蔵
」
と
し
て
の
「
伊
字
三
点
」
が
四
相
品
で
再
び
説
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
理
解
が
で
き
る
。 
 
以
上
の
こ
と
か
ら
、
大
本
の
構
成
は
六
巻
本
に
比
べ
て
複
雑
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
理
由
は
「
秘
密
蔵
」
の
導
入
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
で
は
大
本
の
「
秘
密
蔵
」
と
は
、
ど
の
様
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
は
「
如
来
常
住
」
思
想
を
指
し
て
「
秘
密
蔵
」
と
呼
ば
れ
始
め
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
経
説
を
含
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。
次
に
「
伊
字
三
点
」
は
こ
の
「
秘
密
蔵
」
を
開
示
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、「
伊
字
三
点
」
で
あ
る
「
解
脱
・
如
来
身
（
四
相
品
で
は
涅
槃
）・
摩
訶
般
若
」
等
の
教
義
も
内
包
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
様
に
、
四
相
品
の
「
伊
字
三
点
」
ま
で
の
範
囲
で
、
大
本
の
文
脈
を
踏
ま
え
て
そ
の
意
味
を
捉
え
る
の
な
ら
ば
、「
秘
密
蔵
」
と
は
『
涅
槃
経
』
の
思
想
を
収
め
て
い
る
「
法
蔵
」
と
い
う
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。 
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第
一
章 
注 
                                        
          
 
一 
河
村
［
一
九
七
〇
］（
五
九
頁
の
下
段
）
は
中
国
天
台
の
章
安
灌
頂
の
『
大
般
涅
槃
経
疏
』
に
依
っ
て
、
こ
の
増
広
箇
所
は
「
有
始
無
終
の
譬
、
怖
畏
の
譬
、
違
誓
の
譬
、
不
平
等
の
譬
、
無
慈
悲
の
譬
」
の
五
つ
の
譬
喩
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。 
二 
布
施
［
一
九
七
三
］（
八
六
頁
）
で
は
、
六
巻
本
と
比
べ
た
時
に
、
大
本
に
二
種
施
食
と
と
も
に
「
増
補
せ
ら
れ
」
た
箇
所
で
あ
り
、「
甚
深
秘
密
之
蔵
即
ち
大
乗
涅
槃
経
説
法
の
伏
線
が
見
受
け
ら
れ
る
」
と
捉
え
て
い
る
。
し
か
し
、
特
別
に
「
秘
密
蔵
」
に
注
目
し
て
は
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
横
超
［
一
九
八
一
］
ｂ
（
四
一
頁
）
に
お
い
て
も
大
本
に
あ
っ
て
六
巻
本
に
は
な
い
箇
所
の
一
つ
と
し
て
「
三
徳
秘
密
蔵
」
を
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
の
言
及
も
な
い
た
め
、「
秘
密
蔵
」
に
関
し
て
は
布
施
氏
と
同
様
の
見
解
で
は
な
い
か
と
類
推
す
る
。
ま
た
河
村
［
一
九
七
〇
］（
五
九
頁
）
で
は
、
こ
の
大
本
に
説
か
れ
て
い
る
が
六
巻
本
に
は
説
か
れ
て
い
な
い
も
の
と
し
て
引
用
箇
所
を
挙
げ
て
お
り
、
こ
の
箇
所
に
対
す
る
考
察
と
し
て
「
経
意
の
上
か
ら
は
偈
頌
の
敷
衍
と
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
」（
五
九
頁
の
下
段
）
と
の
理
解
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
増
広
箇
所
に
お
い
て
最
も
重
要
で
あ
る
の
は
「
秘
密
蔵
」
の
語
句
で
あ
り
、
こ
の
語
句
を
経
典
の
内
容
に
組
み
込
む
た
め
に
増
広
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。 
三 
下
田
［
一
九
九
三
］
の
注
解
で
は
「
こ
の
譬
喩
は
（
Ｔ
）（
曇
）（
３
７
６
ａ
１
５
‐
２
２
）
で
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
が
（
Ｔ
）
で
〈
自
分
の
息
子
に
教
え
る
〉
箇
所
が
（
曇
）
で
は
〈
偏
教
文
殊
〉
と
変
わ
っ
て
い
る
。
文
殊
を
高
く
評
価
し
た
記
述
で
あ
る
」（
一
六
七
頁
）
と
の
指
摘
が
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
大
本
の
み
が
文
殊
師
利
を
絡
め
て
「
秘
密
蔵
」
を
説
い
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。 
四 
原
文
で
は
「
淳
陀
」
と
「
淳
」
で
あ
る
が
、
大
正
十
二
、
八
五
八
頁
の
注
三
の
「
淳
陀
＝
純
陀
○三
○宮
」
を
採
用
し
た
。 
五 
こ
の
『
涅
槃
経
』
の
中
で
も
大
本
に
見
ら
れ
る
「
二
種
施
食
」
に
関
し
て
、
河
村
［
一
九
八
一
］
や
加
治
［
一
九
八
四
］
が
『
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
』（
大
正
二
十
七
）
内
で
「
二
種
施
食
」
の
記
述
と
の
関
係
を
考
察
し
て
い
る
。 
六 
『
涅
槃
経
』
を
軸
と
し
た
純
陀
の
供
養
と
い
う
事
跡
に
関
し
て
は
、
佐
藤
［
二
〇
一
三
］
に
お
い
て
、
多
く
の
テ
キ
ス
ト
と
の
比
較
考
察
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。 
七 
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
河
村
［
一
九
七
〇
］（
五
八
‐
五
九
頁
の
上
段
）
に
お
い
て
、
六
巻
本
に
説
か
れ
て
い
な
い
箇
所
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
大
本
に
見
ら
れ
る
「
二
種
施
食
」
に
関
し
て
、
河
村
［
一
九
八
一
］
や
加
治
［
一
九
八
四
］
な
ど
の
論
考
が
存
在
す
る
。 
八 
横
超
［
一
九
八
一
］
ｂ
（
九
二
頁
）
で
も
、「
遊
行
経
」
の
「
二
種
施
食
」
の
記
述
と
の
関
わ
り
を
指
摘
し
て
い
る
。
横
超
氏
は
大
本
に
対
し
て
「
遊
行
経
」
で
の
「
二
種
施
食
」
の
記
述
を
「
純
陀
の
罪
を
救
っ
て
仏
の
涅
槃
を
正
常
視
し
よ
う
と
す
る
宗
教
的
情
操
の
発
露
」（
九
二
頁
）
と
捉
え
て
い
る
。 
九 
こ
の
大
本
に
お
け
る
「
二
種
施
食
」
の
内
、
難
陀
・
難
陀
波
羅
の
二
牧
女
に
よ
る
釈
尊
へ
の
乳
糜
の
供
養
に
関
し
て
は
、
河
村
［
一
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九
七
四
］（
九
一
八
頁
）
に
お
い
て
は
『
雑
阿
含
経
』
巻
二
三
（
大
正
二
）、『
阿
育
王
経
』
巻
二
（
大
正
五
十
）、『
大
毘
婆
娑
論
』
巻
一
三
一
（
大
正
二
十
六
）
に
、
そ
の
素
材
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
指
摘
し
て
い
る
。 
一
〇 
【
大
本
】
大
正
十
二
、
三
七
三
ｃ
、
五
行
‐
六
行
。
六
巻
本
で
も
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
「
願
使
如
来
長
存
於
世
不
願
泥
洹
」（
大
正
十
二
、
八
五
九
ｂ
、
二
一
行
）。 
一
一 
【
大
本
】
大
正
十
二
、
三
七
三
ｃ
、
一
〇
行
‐
一
一
行
。
六
巻
本
で
は
「
当
作
是
観
。
有
為
行
法
性
自
如
是
」（
大
正
十
二
、
八
五
九
ｂ
、
二
二
行
‐
二
三
行
）。 
一
二 
【
大
本
】
大
正
十
二
、
三
七
三
ｃ
、
二
一
行
。
六
巻
本
で
は
「
莫
作
是
観
、
如
来
、
応
供
、
等
正
覚
、
是
行
数
也
」（
大
正
十
二
、
八
五
九
ｃ
、
七
行
‐
八
行
）。 
一
三 
【
大
本
】
大
正
十
二
、
三
七
四
ｂ
、
一
九
行
‐
二
〇
行
。
六
巻
本
で
は
「
応
如
是
知
、
如
来
常
住
、
無
為
、
非
変
易
法
」（
大
正
十
二
、
八
六
〇
ａ
、
二
七
行
‐
二
八
行
）。 
一
四 
横
超
［
一
九
八
一
］
ｂ
（
九
四
‐
九
五
頁
）。 
一
五
【
六
巻
本
】「
汝
、
今
純
陀
も
亦
復
菩
薩
の
功
徳
、
十
地
の
行
を
成
就
す
」（
大
正
十
二
、
八
九
七
ａ
、
二
二
行
‐
二
三
行
）
。【
大
本
】「
純
陀
よ
、
汝
は
今
皆
已
に
菩
薩
摩
訶
薩
の
行
を
成
就
し
て
、
十
地
に
住
ま
る
こ
と
を
得
て
、
菩
薩
の
所
行
を
具
足
し
成
辦
す
」（
大
正
十
二
、
四
二
五
ａ
、
一
六
行
‐
一
七
行
）。 
一
六 
こ
の
箇
所
は
、
純
陀
や
文
殊
師
利
を
除
い
た
会
座
に
参
集
し
た
者
達
が
、
釈
尊
の
涅
槃
を
聞
い
て
悲
嘆
に
く
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
の
、
釈
尊
の
対
応
で
あ
る
。
六
巻
本
は
「
秘
密
蔵
」
を
使
用
し
な
い
た
め
、
そ
の
導
入
部
で
あ
る
「
偏
教
文
殊
」
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
が
、
経
典
の
進
行
上
の
問
題
は
無
い
と
思
わ
れ
る
。【
六
巻
本
】「
復
次
に
諸
の
比
丘
よ
、
若
し
疑
惑
有
ら
ば
、
今
皆
当
に
問
う
べ
し
。
…
是
の
如
く
の
種
種
の
法
中
に
諸
の
疑
惑
有
れ
ば
、
今
皆
応
に
問
う
べ
し
。
当
に
汝
等
の
為
に
随
順
し
て
之
を
説
く
べ
し
。
当
に
汝
等
の
為
に
不
死
の
門
を
開
き
、
然
る
後
に
滅
度
せ
ん
。
是
の
故
に
、
汝
今
心
に
疑
う
所
を
現
じ
て
、
各
各
当
に
問
う
べ
し
」（
大
正
十
二
、
八
六
一
ｂ
、
二
六
行
‐
ｃ
、
二
行
）。【
大
本
】「
復
次
に
比
丘
よ
、
若
し
疑
念
有
れ
ば
、
今
皆
当
に
問
う
べ
し
。
…
是
の
如
き
等
の
種
種
の
法
中
に
疑
う
所
有
ら
ば
、
今
当
に
諮
問
す
べ
し
。
我
当
に
随
順
し
て
汝
の
為
に
之
を
断
ず
べ
し
。
亦
当
に
汝
の
為
に
先
の
甘
露
を
説
き
、
然
る
後
に
乃
ち
当
に
涅
槃
に
入
る
べ
し
」（
大
正
十
二
、
三
七
六
ｂ
、
九
行
‐
一
五
行
）。 
一
七 
布
施
［
一
九
七
三
］
九
九
頁
、
注
の
（
八
）。
横
超
［
一
九
八
一
］
ｂ
（
九
六
頁
）。
織
田
［
二
〇
一
〇
］
六
六
頁
、
注
の
（
１
）
な
ど
に
依
る
。 
一
八 
こ
の
『
涅
槃
経
』
の
「
常
楽
我
浄
」
の
教
説
に
関
し
て
は
、
下
田
［
一
九
九
一
］、［
一
九
九
七
］（
二
四
四
‐
二
四
七
頁
）
に
詳
し
く
、
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。 
一
九 
横
超
［
一
九
八
一
］
ｂ
で
は
「
法
身
と
い
い
涅
槃
と
い
い
法
と
い
い
仏
と
い
う
も
帰
す
る
所
は
大
涅
槃
に
外
な
ら
ぬ
か
ら
、
結
局
大
涅
槃
は
常
楽
我
浄
を
属
性
と
し
」（
九
七
頁
）
と
、
常
楽
我
浄
を
大
涅
槃
の
属
性
と
捉
え
て
い
る
。
織
田
［
二
〇
一
〇
］
で
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は
「
衆
生
の
当
面
の
課
題
を
示
し
た
に
過
ぎ
ず
、
そ
れ
は
〈
常
楽
我
浄
〉
で
あ
る
真
実
の
涅
槃
に
至
ら
し
め
る
た
め
の
過
程
で
あ
っ
た
」（
三
八
‐
三
九
頁
）
と
し
て
、
横
超
氏
と
同
じ
く
常
楽
我
浄
を
大
涅
槃
と
捉
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
か
つ
て
衆
生
に
示
し
た
四
顚
倒
説
は
対
機
説
法
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。 
二
〇 
河
村
［
一
九
七
〇
］（
六
一
頁
の
下
段
‐
六
四
頁
の
上
段
）
で
は
、【
大
本
】「
何
以
故
。
世
間
之
法
、
有
四
顚
倒
故
不
知
義
。
所
以
者
何
。
有
想
顚
倒
心
倒
見
倒
。
以
三
倒
故
世
間
之
人
、
楽
中
見
苦
、
常
見
無
常
、
我
見
無
我
、
浄
見
不
浄
。
是
名
顚
倒
。
以
顚
倒
故
世
間
知
字
、
而
不
知
義
。
何
等
為
義
。
無
我
者
名
為
生
死
。
我
者
名
為
如
来
。
無
常
者
声
聞
縁
覚
。
常
者
如
来
法
身
。
苦
者
一
切
外
道
。
楽
者
即
是
涅
槃
。
不
浄
者
即
有
為
法
。
浄
者
諸
仏
、
菩
薩
所
有
正
法
。
是
名
不
顚
倒
。
以
不
倒
故
知
字
知
義
。
若
欲
遠
離
四
顚
倒
者
、
応
知
如
是
常
楽
我
浄
」（
大
正
十
二
、
三
七
七
ｃ
、
四
行
‐
一
四
行
）
以
上
の
部
分
が
六
巻
本
に
は
無
い
、
大
本
の
増
広
で
あ
り
、「
四
顚
倒
の
ほ
か
に
三
顚
倒
を
説
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
想
顚
倒
、
心
倒
、
見
倒
の
三
倒
…
こ
の
三
倒
は
六
巻
本
に
は
説
か
れ
て
い
な
い
」（
六
四
頁
の
上
段
）
と
大
本
の
み
に
み
ら
れ
る
教
説
が
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。 
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第
二
章
、「
秘
密
蔵
」
の
影
響 
  
は
じ
め
に 
 
 
第
一
章
で
は
、『
涅
槃
経
』
間
に
お
い
て
大
本
に
の
み
明
記
さ
れ
る
「
秘
密
蔵
」
の
存
在
を
確
認
し
た
。
第
二
章
で
は
六
巻
本
に
は
確
認
で
き
な
い
大
本
で
の
「
秘
密
蔵
」
の
用
例
を
確
か
め
つ
つ
、
大
本
で
「
秘
密
蔵
」
の
導
入
の
影
響
を
受
け
て
増
広
し
た
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
を
確
認
す
る
。
続
い
て
、
同
じ
く
大
本
で
「
秘
密
蔵
」
導
入
の
影
響
に
よ
っ
て
、
他
の
経
典
な
ど
か
ら
引
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
の
確
認
を
行
う
。 
 
大
本
に
お
い
て
「
秘
密
蔵
」
の
導
入
の
影
響
と
し
て
最
初
に
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
第
一
章
で
も
確
認
し
た
「
伊
字
三
点
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
伊
字
三
点
」
は
経
典
の
構
成
を
（
大
本
前
半
十
巻
以
内
に
対
し
て
）
ま
と
め
、
先
行
し
て
提
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
読
み
手
に
示
唆
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
に
単
純
に
「
秘
密
蔵
」
導
入
の
影
響
を
受
け
て
増
広
さ
れ
た
も
の
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
第
二
章
で
は
「
秘
密
蔵
」
の
語
句
を
使
用
し
、
同
時
に
大
本
の
増
広
に
直
接
的
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
箇
所
か
ら
確
認
し
た
い
。
そ
の
箇
所
は
四
相
品
後
半
の
冒
頭
部
分
で
あ
る
。
大
本
・
六
巻
本
を
比
較
す
る
と
大
本
に
増
広
が
確
認
で
き
る
箇
所
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
『
涅
槃
経
』
の
教
え
が
秘
匿
さ
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。
特
に
大
本
で
は
「
秘
密
蔵
」
の
語
句
を
使
用
し
つ
つ
、「
秘
密
蔵
」
の
「
秘
密
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
箇
所
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
秘
密
蔵
」
の
一
部
の
用
例
と
大
本
増
広
の
意
図
を
考
察
す
る
。 
次
に
他
経
典
か
ら
の
引
用
、
あ
る
い
は
共
通
す
る
物
語
の
素
材
を
使
用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
を
確
認
す
る
。
そ
の
箇
所
に
関
し
て
は
、『
涅
槃
経
』
を
構
成
す
る
挿
話
な
ど
の
素
材
の
同
定
を
行
っ
て
い
る
、
河
村
［
一
九
七
四
］
を
参
照
し
つ
つ
確
認
し
た
い
。
他
経
典
か
ら
の
引
用
や
共
通
す
る
素
材
の
使
用
が
あ
る
箇
所
は
、
大
本
の
増
広
箇
所
で
あ
り
、
特
に
注
目
す
べ
き
は
「
波
斯
匿
王
」
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と
「
摩
訶
波
闍
波
提
憍
曇
弥
」
の
挿
話
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
挿
話
は
「
秘
密
蔵
」
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
存
在
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 
  
第
一
節
、
大
本
四
相
品
後
半
の
「
秘
密
蔵
」 
  
大
本
の
四
相
品
に
は
、
他
の
経
典
か
ら
の
引
用
と
思
わ
れ
る
増
広
箇
所
が
確
認
で
き
、
河
村
［
一
九
七
〇
］［
一
九
七
四
］
に
お
い
て
そ
の
該
当
箇
所
が
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
一
。
そ
の
中
で
も
本
章
で
最
初
に
注
目
し
た
い
の
が
「
波
斯
匿
王
」
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
波
斯
匿
王
」
に
関
す
る
増
広
箇
所
は
六
巻
本
の
四
法
品
に
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
増
広
箇
所
の
導
入
の
役
割
を
持
つ
教
説
も
増
広
さ
れ
た
箇
所
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
は
「
秘
密
蔵
」
の
語
句
が
多
用
さ
れ
て
お
り
、
六
巻
本
の
同
箇
所
で
は
こ
の
「
秘
密
蔵
」
の
語
句
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
大
本
で
の
四
相
品
後
半
の
冒
頭
の
、「
秘
密
蔵
」
を
多
用
す
る
そ
の
増
広
箇
所
を
六
巻
本
と
比
較
し
つ
つ
検
討
を
行
う
。 
 
【
六
巻
本
】 
迦
葉
菩
薩
、
仏
に
白
し
て
言
く
、「
云
何
ぞ
世
尊
よ
、
如
来
は
亦
隠
秘
の
法
有
り
て
幻
師
の
如
く
な
る
や
」
と
。
仏
言
わ
く
、「
不
な
り
。
我
が
所
説
の
法
は
譬
え
ば
秋
月
の
盛
満
の
時
の
如
し
。
婬
、
怒
、
癡
を
離
れ
、
諸
の
障
蔽
無
く
、
亦
隠
秘
も
無
し
」
と
。 
（
大
正
十
二
、
八
七
二
ａ
、
二
五
行
‐
二
八
行
、
傍
線
筆
者
） 
 
【
大
本
】 
爾
の
時
、
迦
葉
菩
薩
、
仏
に
白
し
て
言
く
、「
世
尊
よ
、
仏
の
所
説
の
如
く
〈
諸
仏
、
世
尊
に
秘
密
蔵
有
り
〉
と
は
、
是
の
義
は
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然
ら
ず
。
何
を
以
て
の
故
に
。
諸
仏
、
世
尊
は
唯
だ
密
語
有
る
の
み
に
し
て
密
蔵
有
る
こ
と
無
け
れ
ば
な
り
。
譬
え
ば
幻
主
の
機
関
の
木
人
の
如
し
。
人
は
屈
伸
し
俯
仰
す
る
と
覩
見
る
と
雖
も
、
其
の
内
を
知
る
こ
と
莫
く
、
之
を
し
て
然
ら
し
む
。
仏
法
は
爾
ら
ず
。
咸
衆
生
を
し
て
悉
く
知
見
を
得
せ
し
む
る
に
、
云
何
が
当
に
〈
諸
仏
、
世
尊
に
秘
密
蔵
有
り
〉
と
言
う
べ
き
や
」
と
。 
仏
、
迦
葉
を
讃
じ
た
ま
わ
く
、「
善
き
哉
、
善
き
哉
。
善
男
子
よ
。
汝
の
言
う
所
の
如
く
、
如
来
に
は
実
に
秘
密
蔵
無
し
。
何
を
以
て
の
故
に
。
秋
の
満
月
の
空
に
処
し
て
顕
露
す
る
こ
と
、
清
浄
に
し
て
翳
り
無
し
と
人
は
皆
覩
見
る
が
如
し
。
如
来
の
言
も
亦
復
是
の
如
し
。
開
発
し
て
顕
露
す
る
こ
と
清
浄
に
し
て
翳
り
無
き
も
、
愚
人
は
解
せ
ず
し
て
之
を
秘
蔵
と
謂
う
。
智
者
は
了
達
し
て
則
ち
蔵
と
名
づ
け
ず
。 
善
男
子
よ
、
譬
え
ば
人
有
り
て
多
く
の
金
銀
を
積
み
て
無
量
億
に
至
る
も
、
其
の
心
は
慳
悋
に
し
て
、
肯
え
て
恵
施
し
て
貧
窮
を
拯
済
わ
ざ
る
が
如
し
。
是
の
如
く
の
積
聚
す
る
を
乃
ち
秘
蔵
と
名
づ
く
。
如
来
は
爾
ら
ず
、
無
辺
劫
に
於
い
て
無
量
の
妙
法
の
珍
宝
を
積
聚
す
る
も
、
心
に
慳
悋
無
く
、
常
に
以
て
一
切
衆
生
に
恵
施
す
。
云
何
が
当
に
〈
如
来
秘
蔵
〉
と
言
う
べ
き
や
。 
善
男
子
よ
、
譬
え
ば
人
有
り
て
身
根
を
具
え
ず
、
或
は
一
目
、
一
手
、
一
足
無
く
、
羞
恥
を
以
て
の
故
に
人
を
し
て
見
せ
ざ
る
が
如
し
。
人
に
見
せ
ざ
る
が
故
に
名
づ
け
て
秘
蔵
と
為
す
。
如
来
は
爾
ら
ず
、
所
有
の
正
法
は
具
足
し
て
缺
く
る
こ
と
無
く
、
人
を
し
て
覩
見
せ
し
む
れ
ば
、
云
何
が
当
に
〈
如
来
秘
蔵
〉
と
言
う
べ
き
や
。 
善
男
子
よ
、
譬
え
ば
貧
人
の
多
く
人
の
財
を
負
い
、
債
主
を
怖
畏
し
て
隠
れ
て
現
わ
る
る
こ
と
を
欲
せ
ざ
る
を
、
故
に
名
づ
け
て
蔵
と
為
す
が
如
し
。
如
来
は
爾
ら
ず
、
一
切
衆
生
の
世
法
を
負
わ
ず
、
衆
生
の
出
世
の
法
を
負
う
と
雖
も
、
而
も
亦
蔵
せ
ざ
る
な
り
。
何
を
以
て
の
故
に
。
恒
に
衆
生
に
於
い
て
一
子
の
想
を
生
じ
て
、
為
に
無
上
の
法
を
演
説
す
る
が
故
に
。 
譬
え
ば
長
者
に
多
く
財
宝
有
る
に
、
唯
だ
一
子
の
み
有
り
て
、
心
に
甚
だ
愛
重
し
て
情
を
捨
離
す
る
こ
と
無
く
、
所
有
の
珍
宝
を
悉
く
用
い
て
之
に
示
す
が
如
し
。
如
来
も
亦
爾
り
。
諸
の
衆
生
を
視
る
こ
と
一
子
に
同
じ
。
善
男
子
よ
、
世
間
の
人
が
男
女
の
根
の
醜
陋
、
鄙
悪
な
る
を
以
て
、
衣
を
以
て
覆
蔽
す
る
が
如
き
を
、
故
に
名
づ
け
て
蔵
と
為
す
。
如
来
は
爾
ら
ず
。
永
く
此
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の
根
を
断
ず
。
無
根
を
以
て
の
故
に
覆
蔵
す
る
所
無
し
。 
善
男
子
よ
、
婆
羅
門
の
所
有
の
語
論
を
、
終
に
刹
利
、
毘
舎
、
首
陀
等
を
し
て
聞
か
し
む
る
を
欲
せ
ざ
る
が
如
し
。
何
を
以
て
の
故
に
。
此
の
論
中
に
過
悪
有
る
を
以
て
の
故
に
。
如
来
の
正
法
は
則
ち
是
の
如
く
な
ら
ず
。
初
も
中
も
後
も
善
な
り
。
是
の
故
に
名
づ
け
て
秘
蔵
と
為
す
こ
と
を
得
ず
」
と
。 
（
大
正
十
二
、
三
九
〇
ｂ
、
一
五
行
‐
ｃ
、
一
五
行
、
傍
線
筆
者
） 
  
こ
こ
で
確
認
す
る
の
は
、『
涅
槃
経
』
の
教
説
を
「
隠
し
て
い
る
」
と
す
る
表
現
に
つ
い
て
で
あ
る
。
右
の
六
巻
本
と
大
本
の
比
較
箇
所
で
は
、
六
巻
本
で
は
「
隠
秘
の
法
」
と
い
う
表
現
で
釈
尊
の
教
法
の
中
に
は
秘
匿
し
て
い
る
も
の
が
有
る
の
か
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
大
本
も
同
趣
旨
で
あ
る
が
、「
秘
密
蔵
」
の
語
句
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
、「
秘
密
蔵
が
有
る
こ
と
に
は
納
得
で
き
な
い
」
と
い
う
文
脈
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
大
本
と
六
巻
本
と
の
表
現
の
異
な
り
に
注
目
し
た
い
。 
大
本
と
六
巻
本
と
の
相
応
部
分
は
「
幻
師
」
と
「
幻
主
の
機
関
の
木
人
」、「
秋
の
満
月
」
な
ど
の
譬
喩
ま
で
の
二
段
落
目
ま
で
で
あ
る
。
そ
れ
以
降
、「
長
者
教
子
の
譬
喩
」
の
直
前
ま
で
は
大
本
の
増
広
で
あ
る
。
そ
し
て
注
目
す
べ
き
表
現
の
異
な
り
は
、
大
本
と
六
巻
本
の
相
応
部
分
か
ら
す
で
に
確
認
で
き
る
。
大
本
で
は
「
秘
密
蔵
」
の
存
在
を
は
じ
め
と
し
て
、
傍
線
部
で
示
し
た
「
蔵
」
に
関
す
る
表
現
が
全
て
の
段
落
で
確
認
で
き
る
。 
 
ま
ず
表
現
方
法
で
あ
る
が
、
冒
頭
か
ら
六
巻
本
・
大
本
が
異
な
る
説
き
方
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
両
本
は
と
も
に
迦
葉
菩
薩
か
ら
釈
尊
に
対
す
る
問
い
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
六
巻
本
で
は
「
ど
う
し
て
如
来
に
は
隠
秘
の
教
え
が
あ
り
、
幻
を
見
せ
る
奇
術
師
の
様
な
こ
と
を
な
さ
る
の
で
す
か
」
と
問
う
て
い
る
。
こ
れ
は
「
如
来
常
住
」
や
「
大
般
泥
洹
（
涅
槃
）」
等
の
『
涅
槃
経
』
が
説
く
主
な
思
想
を
指
し
て
、「
隠
秘
」
と
し
、
そ
れ
を
説
く
釈
尊
を
「
幻
師
」
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
大
本
で
は
迦
葉
菩
薩
は
「
諸
仏
や
釈
尊
に
は
秘
密
蔵
が
有
る
」
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
異
議
を
立
て
て
い
る
。
そ
し
て
続
け
て
、
諸
仏
や
釈
尊
に
は
、
今
迄
語
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
教
え
と
い
う
「
密
語
」
は
有
る
が
、「
密
蔵
」
と
い
う
秘
密
に
し
て
し
ま
っ
て
お
く
様
な
行
為
を
行
う
は
ず
が
無
い
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と
し
て
い
る
。
大
本
で
も
『
涅
槃
経
』
の
主
要
な
思
想
を
秘
し
て
い
た
こ
と
が
問
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
六
巻
本
と
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
、
大
本
で
は
そ
の
『
涅
槃
経
』
の
教
え
を
「
秘
密
蔵
」
の
語
句
に
よ
っ
て
表
わ
し
て
い
る
。
特
に
「
蔵
」
の
語
に
対
し
て
、
こ
の
箇
所
で
は
「
隠
し
て
外
に
は
出
さ
な
い
」
と
い
う
様
な
意
味
を
与
え
て
い
る
と
考
え
る
。 
 
対
す
る
釈
尊
の
回
答
は
、
大
本
・
六
巻
本
と
も
に
「
隠
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。
迦
葉
菩
薩
の
問
い
で
あ
る
「
幻
師
」
や
「
幻
主
の
機
関
の
木
人
」
の
譬
喩
に
対
し
て
、
釈
尊
は
ま
ず
「
秋
の
満
月
」
の
譬
喩
に
よ
っ
て
回
答
し
て
い
る
。
こ
の
回
答
の
譬
喩
は
、
釈
尊
の
教
説
は
「
秋
の
満
月
の
様
に
明
ら
か
で
あ
り
、
秘
匿
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
二
」
と
い
う
内
容
の
も
の
で
あ
る
。
大
本
に
は
こ
の
釈
尊
の
回
答
で
あ
る
譬
喩
以
外
に
も
、
更
に
五
つ
の
譬
喩
が
増
広
さ
れ
て
い
る
。
増
広
の
一
つ
目
の
譬
喩
で
は
、
蓄
え
た
財
産
を
惜
し
ん
で
使
わ
な
い
こ
と
に
例
え
て
い
る
。
二
つ
目
で
は
身
体
に
欠
陥
が
存
在
し
て
自
身
の
姿
を
披
露
し
な
い
、
三
つ
目
で
は
社
会
的
な
責
任
か
ら
逃
れ
て
隠
れ
る
、
四
つ
目
で
は
心
根
が
賤
し
い
た
め
に
財
物
を
隠
す
、
五
つ
目
で
は
間
違
い
が
あ
り
他
者
に
教
え
な
い
、
等
の
事
柄
に
例
え
て
釈
尊
が
教
え
「
秘
匿
」
し
て
い
る
こ
と
を
否
定
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
様
に
五
つ
の
増
広
の
全
て
に
、『
涅
槃
経
』
の
教
説
の
「
秘
匿
」
を
表
わ
す
「
如
来
秘
蔵
」「
秘
蔵
」「
蔵
」「
覆
蔵
」
等
の
語
句
の
使
用
が
見
て
取
れ
る
。
以
上
の
語
句
に
全
て
「
蔵
」
の
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
大
本
と
六
巻
本
と
の
冒
頭
で
の
相
異
で
あ
る
、
大
本
で
の
「
秘
密
蔵
」
の
導
入
が
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
何
故
な
ら
ば
、「
秘
密
蔵
」
が
関
連
し
な
い
の
な
ら
ば
、
六
巻
本
の
「
覆
隠
」
や
大
本
で
使
わ
れ
る
「
覆
蔽
」
等
の
語
句
に
よ
っ
て
、「
秘
匿
す
る
こ
と
」
を
表
現
す
れ
ば
よ
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
を
敢
え
て
「
蔵
」
の
字
を
使
用
し
て
表
わ
し
て
い
る
の
は
、
や
は
り
大
本
の
「
秘
密
蔵
」
の
影
響
で
あ
る
と
考
え
る
。 
 
こ
の
「
秘
密
蔵
」
と
い
う
教
え
の
秘
匿
性
の
否
定
を
し
た
後
、『
涅
槃
経
』
で
は
新
た
な
譬
喩
が
説
か
れ
る
。
そ
の
譬
喩
に
よ
っ
て
、
『
涅
槃
経
』
の
教
説
が
今
ま
で
説
か
れ
な
か
っ
た
理
由
が
、
衆
生
の
機
根
に
合
せ
た
対
機
説
法
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
「
長
者
教
子
の
譬
喩
」
で
あ
る
。 
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長
者
教
子
の
譬
喩 
  
次
に
注
目
す
る
の
は
、
先
に
引
用
し
た
大
本
で
の
四
相
品
後
半
の
冒
頭
部
か
ら
の
続
き
で
あ
る
「
長
者
教
子
の
譬
喩
」
で
あ
る
。
六
巻
本
で
は
、
先
の
短
い
引
用
箇
所
の
直
後
に
続
く
箇
所
で
あ
り
、
大
本
と
比
較
す
れ
ば
、
大
本
で
は
ど
れ
だ
け
増
広
さ
れ
て
い
る
の
か
が
分
か
る
で
あ
ろ
う
。 
こ
の
「
長
者
教
子
の
譬
喩
」
は
、『
涅
槃
経
』
を
概
観
す
る
研
究
で
も
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
る
箇
所
で
あ
る
。
し
か
し
、
先
行
研
究
で
は
、
こ
の
箇
所
直
前
の
譬
喩
の
増
広
等
に
触
れ
て
い
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
そ
れ
で
は
ま
ず
、「
秘
密
蔵
」
の
導
入
と
い
う
視
点
で
は
な
い
先
行
研
究
で
は
、
ど
の
様
な
意
図
で
「
長
者
教
子
の
譬
喩
」
に
注
目
し
て
い
る
の
か
を
確
認
し
て
み
た
い
。 
 
・
横
超
［
一
九
八
一
］
ｂ 
「
声
聞
の
た
め
の
教
え
が
半
字
で
、
涅
槃
経
の
説
は
毗
伽
羅
論
な
り
と
い
う
の
は
、
声
聞
法
と
菩
薩
法
を
批
判
し
た
も
の
な
る
こ
と
勿
論
で
あ
る
が
、し
か
し
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
涅
槃
経
は
ま
た
、わ
れ
い
ま
声
聞
弟
子
の
た
め
に
毗
伽
羅
論
を
説
く
、
い
わ
ゆ
る
如
来
常
存
無
有
変
易
な
り
と
い
う
て
い
る
か
ら
、
そ
の
意
を
汲
め
ば
涅
槃
経
は
声
聞
が
今
や
涅
槃
の
時
に
臨
ん
で
既
に
大
乗
の
教
え
を
受
け
得
る
ま
で
に
調
熟
さ
れ
来
た
っ
た
こ
と
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
」（
一
一
六
頁
） 
・
織
田
［
二
〇
一
〇
］ 
「
こ
れ
ま
で
声
聞
に
教
え
て
き
た
半
字
教
は
、
大
乗
の
教
え
を
聞
く
た
め
に
必
要
な
準
備
だ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
決
し
て
隠
匿
し
て
い
る
の
で
は
な
い
と
説
く
」（
四
七
頁
） 
  
こ
の
様
に
、
先
行
研
究
で
は
「
長
者
教
子
の
譬
喩
」
の
主
旨
の
み
を
解
説
し
て
お
り
三
、「
秘
密
蔵
」
の
「
蔵
」
な
ど
の
語
句
の
使
用
に
は
着
目
し
て
い
な
い
。
で
は
、
実
際
に
「
長
者
教
子
の
譬
喩
」
の
主
旨
と
、
六
巻
本
・
大
本
と
に
「
蔵
」
な
ど
の
語
句
の
使
用
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に
異
な
り
が
存
在
す
る
の
か
を
確
認
し
て
み
た
い
。 
 
【
六
巻
本
】 
「
又
、
長
者
の
銭
財
巨
億
に
し
て
、
唯
だ
一
子
の
み
有
り
て
情
の
愛
重
す
る
所
な
る
が
如
し
。
将
い
て
師
門
に
詣
り
て
、
教
え
て
半
字
を
学
ば
し
む
。
時
節
未
だ
久
し
か
ら
ざ
る
に
、
速
や
か
に
成
ぜ
ざ
る
を
懼
れ
て
、
父
は
自
ら
追
い
還
し
て
昼
夜
に
教
え
て
慇
懃
に
半
字
を
学
ば
し
む
。
云
何
が
善
男
子
よ
、
其
の
父
は
子
に
教
え
て
半
字
を
学
ば
し
む
時
、
寧
ん
ぞ
能
く
悉
く
一
切
の
記
論
を
知
る
や
不
や
。
若
し
能
く
悉
く
一
切
の
記
論
を
知
ら
ば
、
其
の
父
、
云
何
が
教
え
て
半
字
を
学
ば
し
む
や
。
豈
に
愛
子
に
於
い
て
隠
覆
す
る
所
有
り
て
、
記
論
を
教
え
ざ
る
や
」
と
。 
迦
葉
、
答
え
て
曰
く
、「
不
な
り
、
世
尊
よ
。
其
の
子
は
童
蒙
に
し
て
未
だ
能
く
論
を
知
ら
ざ
る
が
故
に
教
学
せ
ず
。
若
し
当
に
秘
悋
す
べ
く
ば
名
づ
け
て
隠
覆
と
為
す
。
虚
心
に
勤
励
し
て
力
に
随
っ
て
漸
く
教
え
る
は
隠
覆
と
名
づ
け
ず
」
と
。 
仏
、
迦
葉
に
告
げ
た
ま
わ
く
、「
善
き
哉
、
善
き
哉
。
善
男
子
よ
、
汝
の
所
説
の
如
し
。
恚
根
、
慳
惜
に
し
て
秘
悋
す
る
者
を
名
づ
け
て
隠
覆
と
名
づ
く
と
為
す
。
我
、
一
切
衆
生
に
於
い
て
慈
心
に
し
て
愛
念
す
る
こ
と
一
子
の
想
の
如
し
。
其
の
童
蒙
を
以
て
未
だ
深
法
に
堪
え
ざ
る
が
故
に
為
に
説
か
ず
。
彼
の
子
を
教
う
る
に
初
め
に
半
字
を
学
ば
し
む
が
如
し
。
我
も
亦
是
の
如
く
九
部
経
を
説
く
。
十
種
智
力
、
四
真
諦
法
、
八
聖
道
分
の
甚
深
な
る
記
論
、
方
等
大
乗
の
悉
く
を
為
に
説
か
ず
。 
復
次
に
善
男
子
よ
、
譬
え
ば
長
者
の
其
の
愛
子
を
教
え
る
が
如
し
。
先
に
半
字
を
学
び
、
半
字
既
に
正
し
く
ば
、
次
第
し
て
教
う
る
に
甚
深
の
記
論
を
学
ば
せ
、
子
を
し
て
成
就
せ
し
む
。
我
も
亦
是
の
如
し
。
但
だ
弟
子
の
為
に
九
部
経
を
説
き
、
其
れ
堪
受
す
る
を
知
り
て
、
然
る
後
に
為
に
大
乗
の
記
論
を
説
く
。
如
来
は
長
存
に
し
て
変
易
法
に
非
ず
。
諸
の
衆
生
を
し
て
慧
眼
を
開
広
せ
し
む
る
な
り
」
と
。 
（
大
正
十
二
、
八
七
二
ａ
、
二
八
行
‐
ｂ
、
一
七
行
、
傍
線
筆
者
） 
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【
大
本
】 
「
善
男
子
よ
、
譬
え
ば
長
者
に
唯
だ
一
子
の
み
有
り
て
、
心
に
常
に
憶
念
し
憐
愛
し
て
已
む
こ
と
無
き
が
如
し
。
将
い
て
師
の
所
に
詣
り
て
受
学
さ
せ
し
む
る
を
欲
す
る
も
、
速
や
か
に
成
ぜ
ざ
る
こ
と
を
懼
れ
尋
い
で
便
ち
将
い
て
還
り
、
愛
念
を
以
て
の
故
に
昼
夜
に
慇
懃
に
其
れ
に
半
字
を
教
え
、
而
も
毘
伽
羅
論
を
教
誨
せ
ず
。
何
を
以
て
の
故
に
。
其
れ
幼
稚
に
し
て
力
未
だ
堪
え
ざ
る
を
以
て
の
故
な
り
。
仮
使
し
長
者
が
半
字
を
教
え
已
れ
ば
、
是
の
児
は
即
時
に
能
く
毘
伽
羅
論
を
了
知
す
る
こ
と
を
得
る
や
不
や
」
と
。「
不
な
り
、
世
尊
よ
」
と
。 
「
是
の
如
き
の
長
者
は
是
の
子
の
所
に
於
い
て
秘
蔵
有
有
り
や
不
や
」
と
。「
不
な
り
、
世
尊
よ
。
何
を
以
て
の
故
に
。
子
の
年
の
幼
な
る
を
以
て
の
故
に
為
に
説
か
ず
。
秘
を
以
て
せ
ざ
る
が
故
に
悋
を
説
か
ず
。
所
以
は
何
ん
。
若
し
嫉
妬
、
秘
悋
の
心
有
ら
ば
乃
ち
名
づ
け
て
蔵
と
為
す
。
如
来
は
爾
ら
ず
。
云
何
が
当
に
〈
如
来
秘
蔵
〉
と
言
う
べ
き
や
」
と
。 
仏
言
わ
く
、「
善
き
哉
、
善
き
哉
。
善
男
子
よ
、
汝
の
言
う
所
の
如
し
。
若
し
瞋
心
、
嫉
妬
、
慳
悋
有
ら
ば
、
乃
ち
名
づ
け
て
蔵
と
為
す
。
如
来
に
瞋
心
、
嫉
妬
有
る
こ
と
無
き
に
、
云
何
が
蔵
と
名
づ
け
ん
や
。
善
男
子
よ
、
彼
の
大
長
者
と
は
如
来
を
謂
う
な
り
。
言
う
所
の
一
子
と
は
一
切
衆
生
を
謂
う
な
り
。
如
来
が
一
切
衆
生
を
視
る
こ
と
猶
お
一
子
の
如
し
。〈
一
子
を
教
え
〉
と
は
声
聞
弟
子
を
謂
う
な
り
。
半
字
と
は
九
部
経
を
謂
う
な
り
。
毘
伽
羅
論
と
は
所
謂
方
等
大
乗
経
典
な
り
。
諸
の
声
聞
は
慧
力
有
る
こ
と
無
き
を
以
て
、
是
の
故
に
如
来
は
半
字
の
九
部
経
典
を
説
く
を
為
し
、
而
も
毘
伽
羅
論
の
方
等
大
乗
を
説
く
を
為
さ
ざ
る
な
り
。
善
男
子
よ
、
彼
の
長
者
子
の
既
に
長
大
し
て
読
学
す
る
に
堪
任
せ
ん
に
、
若
し
毘
伽
羅
論
を
説
く
を
為
さ
ざ
れ
ば
、
名
づ
け
て
蔵
と
為
す
べ
き
が
如
し
。
若
し
諸
の
声
聞
に
堪
任
の
力
有
り
て
、
能
く
大
乗
の
毘
伽
羅
論
を
受
く
る
に
、
如
来
が
秘
惜
し
て
説
く
こ
と
を
為
さ
ざ
れ
ば
、〈
如
来
に
秘
密
蔵
有
り
〉
と
言
う
べ
し
。
如
来
は
爾
ら
ず
。
是
の
故
に
如
来
に
秘
蔵
有
る
こ
と
無
し
。
彼
の
長
者
が
半
字
を
教
え
已
り
て
、
次
に
為
に
毘
伽
羅
論
を
演
説
す
る
が
如
し
。
我
も
今
亦
爾
り
。
諸
の
弟
子
の
為
に
半
字
の
九
部
経
を
説
き
已
り
て
、
次
に
為
に
毘
伽
羅
論
を
演
説
す
。
所
謂
〈
如
来
は
常
存
に
し
て
不
変
な
り
〉」
と
。 
（
大
正
十
二
、
三
九
〇
ｃ
、
一
五
行
‐
三
九
一
ａ
、
一
〇
行
、
傍
線
筆
者
） 
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以
上
の
様
に
、
譬
喩
の
主
旨
と
し
て
は
先
行
研
究
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
譬
喩
で
は
「
声
聞
弟
子
の
習
熟
度
に
合
わ
せ
て
教
え
を
説
い
て
き
た
だ
け
で
あ
る
」
と
説
明
し
て
い
る
。
つ
ま
り
「
長
者
教
子
の
譬
喩
」
で
は
、
長
者
が
我
が
子
に
半
字
を
教
え
て
、
子
が
成
長
し
て
学
ぶ
力
が
付
い
た
後
に
毘
伽
羅
論
（
記
論
）
を
教
え
る
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
は
大
本
・
六
巻
本
と
も
に
同
じ
内
容
で
あ
る
。
ま
た
、
大
本
で
の
釈
尊
に
よ
る
こ
の
譬
喩
の
解
説
部
分
で
は
、
明
確
に
長
者
は
如
来
を
、
一
子
と
は
一
切
衆
生
、
更
に
転
じ
て
声
聞
弟
子
を
例
え
、
半
字
は
九
部
経
、
毘
伽
羅
論
は
方
等
大
乗
経
典
に
例
え
て
い
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
最
後
に
毘
伽
羅
論
（
記
論
）
と
例
え
ら
れ
た
大
乗
の
教
え
の
内
容
は
「
如
来
常
存
不
変
」
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
、
譬
喩
の
解
説
は
終
わ
っ
て
い
る
。 
 
つ
ま
り
、
こ
の
箇
所
で
は
九
部
経
は
大
乗
を
教
え
る
為
に
必
要
な
も
の
で
あ
っ
た
と
認
め
て
お
り
、
こ
こ
で
毘
伽
羅
論
（
記
論
）
に
例
え
ら
れ
た
大
乗
（
経
典
）
と
は
、「
如
来
常
住
」
を
説
く
経
典
で
あ
る
『
涅
槃
経
』
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
の
『
涅
槃
経
』
は
、
大
乗
以
前
の
初
期
仏
教
も
大
乗
の
教
え
も
共
に
肯
定
し
て
お
り
、
段
階
的
に
教
導
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。 
 
で
は
、「
秘
密
蔵
」
の
導
入
の
影
響
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
先
の
大
本
で
の
四
相
品
後
半
冒
頭
部
分
の
引
用
か
ら
続
く
こ
の
譬
喩
で
も
、
大
本
で
は
「
蔵
」
の
語
句
を
使
用
す
る
傾
向
が
確
認
で
き
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
大
本
の
引
用
の
中
に
は
先
に
引
用
し
た
四
相
品
冒
頭
部
に
も
見
ら
れ
た
、「
如
来
秘
蔵
」
や
「
秘
密
蔵
が
有
る
」
こ
と
に
関
し
て
の
言
及
も
確
認
で
き
る
四
た
め
、
や
は
り
こ
れ
は
「
秘
密
蔵
」
の
影
響
で
あ
ろ
う
。
対
す
る
六
巻
本
で
も
引
き
続
き
「
隠
覆
」
の
語
句
を
使
用
し
て
お
り
、
こ
れ
に
対
応
す
る
形
で
大
本
で
は
「
蔵
」
や
「
蔵
」
の
字
が
入
る
語
句
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
も
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。 
 
以
上
の
こ
と
か
ら
「
長
者
教
子
の
譬
喩
」
と
い
う
釈
尊
の
回
答
で
は
、『
涅
槃
経
』
は
煩
悩
に
よ
っ
て
「
秘
悋
」
す
る
こ
と
が
、「
蔵
」
や
「
隠
覆
」
と
い
う
「
秘
匿
す
る
こ
と
」
に
当
た
る
と
述
べ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
、
仏
・
如
来
と
呼
ば
れ
る
釈
尊
に
は
、
そ
の
様
な
煩
悩
は
無
い
た
め
、『
涅
槃
経
』
の
教
説
に
対
し
て
、「
蔵
」
や
「
隠
覆
」
等
と
呼
ぶ
こ
と
が
不
適
当
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
で
は
、
大
本
は
こ
の
箇
所
以
降
に
「
秘
密
蔵
」
の
語
句
を
使
用
し
な
く
な
る
の
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
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な
く
、
使
用
し
続
け
て
い
く
の
で
あ
る
。
大
本
で
は
「
蔵
」
の
語
句
に
対
し
て
、「
秘
密
に
し
て
悋
し
む
」
な
ど
の
意
味
を
充
て
な
い
こ
と
が
了
解
さ
れ
た
だ
け
で
あ
り
、「
如
来
常
住
」
思
想
な
ど
を
指
す
「
秘
密
蔵
」
の
術
語
は
使
用
さ
れ
続
け
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
大
本
に
お
け
る
「
秘
密
蔵
」
を
導
入
し
た
た
め
に
生
じ
た
矛
盾
で
あ
ろ
う
。 
  
第
二
節
、「
波
斯
匿
王
」 
 
次
に
、
大
本
に
お
け
る
増
広
箇
所
で
あ
り
、
他
経
典
か
ら
の
引
用
な
ど
と
考
え
ら
れ
る
、「
波
斯
匿
王
」
の
挿
話
が
増
広
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
こ
の
「
波
斯
匿
王
」
に
関
す
る
挿
話
の
直
前
ま
で
の
内
容
は
、
大
本
中
に
お
い
て
は
「
秘
密
蔵
」
と
い
う
教
え
を
「
秘
密
」
に
し
て
、「
蔵
（
秘
匿
）」
し
て
い
た
の
は
何
故
か
が
迦
葉
菩
薩
に
よ
っ
て
問
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
質
問
に
対
し
て
釈
尊
は
、
先
の
「
長
者
教
子
の
譬
喩
」
に
よ
っ
て
、
秘
密
に
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
教
え
を
受
け
る
側
の
成
熟
度
に
よ
っ
て
教
え
て
い
な
か
っ
た
だ
け
で
あ
る
と
回
答
し
て
い
る
。
こ
の
譬
喩
の
後
に
続
け
て
大
本
・
六
巻
本
の
両
本
は
、「
夏
の
大
雨
が
植
物
を
生
い
茂
ら
せ
る
様
に
、
如
来
も
法
の
雨
を
衆
生
に
降
ら
せ
る
」
と
い
う
譬
喩
五
を
説
く
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
大
本
で
は
再
び
「
長
者
教
子
の
譬
喩
」
の
末
の
内
容
を
使
用
し
て
、
迦
葉
菩
薩
が
非
難
し
て
い
る
。
そ
れ
は
か
つ
て
釈
尊
が
説
い
た
で
あ
ろ
う
偈
頌
の
内
容
と
、『
涅
槃
経
』
が
説
く
「
如
来
常
住
」
が
矛
盾
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
釈
尊
の
回
答
が
「
波
斯
匿
王
」
の
挿
話
な
の
で
あ
る
。
こ
の
挿
話
は
六
巻
本
に
は
確
認
で
き
な
い
大
本
の
増
広
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
次
に
、
大
本
の
増
広
で
あ
る
、
直
前
の
迦
葉
菩
薩
の
非
難
を
含
め
た
波
斯
匿
王
の
挿
話
を
確
認
す
る
。 
 
【
大
本
】 
迦
葉
、
復
言
わ
く
、「
我
、
今
定
ん
で
如
来
、
世
尊
に
秘
蔵
す
る
所
無
き
を
知
る
。
仏
の
所
説
の
如
く
、
毘
伽
羅
論
に
〈
仏
、
如
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来
は
常
存
に
し
て
不
変
な
り
〉
と
謂
う
。
是
の
義
は
然
ら
ず
。
何
を
以
て
の
故
に
。
仏
は
昔
、
偈
を
説
き
た
ま
え
り
。 
 
 
 
 
 
 
諸
仏
と
縁
覚
、 
及
以
声
聞
弟
子
衆
は 
猶
お
無
常
の
身
を
捨
つ 
何
に
況
や
諸
の
凡
夫
を
や 
今
は
乃
ち
常
存
無
変
を
説
き
た
も
う
。
是
の
義
は
云
何
」
と
。
仏
言
わ
く
、「
善
男
子
よ
、
我
は
一
切
声
聞
弟
子
の
為
に
半
字
を
教
え
る
が
故
に
偈
を
説
け
り
。
善
男
子
よ
、
波
斯
匿
王
の
其
の
母
命
終
し
、
悲
号
恋
慕
す
る
に
自
ら
に
勝
え
る
こ
と
能
わ
ず
し
て
我
が
所
に
来
至
す
。
我
即
ち
問
う
て
言
わ
く
、〈
大
王
よ
、
何
の
故
に
悲
苦
懊
悩
し
乃
ち
此
に
至
る
や
〉
と
。
王
言
わ
く
、〈
世
尊
よ
、
国
大
夫
人
の
是
日
命
終
せ
り
。
仮
使
し
能
く
我
が
母
を
し
て
命
還
る
こ
と
本
の
如
く
な
ら
し
む
る
者
有
ら
ば
、
我
、
当
に
国
を
捨
て
象
馬
、
七
珍
及
以
び
身
命
の
悉
く
を
以
て
之
に
賞
す
べ
し
〉
と
。
我
、
復
語
り
て
言
わ
く
、〈
大
王
よ
、
且
く
愁
悩
憂
悲
し
て
啼
哭
す
る
こ
と
莫
れ
。
一
切
衆
生
の
寿
命
の
尽
く
と
は
、
之
を
名
づ
け
て
死
と
為
す
。
諸
仏
、
縁
覚
、
声
聞
弟
子
も
尚
お
此
の
身
を
捨
つ
。
況
や
復
凡
夫
を
や
〉
と
。
善
男
子
よ
、
我
、
波
斯
匿
王
の
為
に
半
字
を
教
う
る
が
故
に
是
の
偈
を
説
く
。
我
、
今
諸
の
声
聞
弟
子
の
為
に
毘
伽
羅
論
を
説
か
ん
。
謂
く
、〈
如
来
は
常
存
に
し
て
変
易
有
る
こ
と
無
し
〉
と
。
若
し
人
有
り
て
〈
如
来
は
無
常
な
り
〉
と
言
わ
ば
、
云
何
が
是
の
人
の
舌
、
堕
落
せ
ざ
ら
ん
や
」
と
。 
（
大
正
十
二
、
三
九
一
ａ
、
一
七
行
‐
ｂ
、
五
行
、
傍
線
筆
者
） 
 
右
の
様
に
、
迦
葉
菩
薩
は
「
長
者
教
子
の
譬
喩
」
の
解
説
末
に
も
見
ら
れ
る
、『
涅
槃
経
』
中
で
繰
り
返
し
説
か
れ
る
「
如
来
常
存
不
変
」
と
、
か
つ
て
釈
尊
が
説
い
た
教
え
で
あ
る
「
諸
仏
与
縁
覚 
声
聞
弟
子
衆 
猶
捨
無
常
身 
何
況
諸
凡
夫
」
が
示
さ
れ
る
偈
頌
と
の
矛
盾
を
指
摘
す
る
。こ
の
迦
葉
菩
薩
の
指
摘
に
対
し
て
釈
尊
は
、声
聞
弟
子
に
半
字
を
教
え
る
為
に
偈
頌
を
説
い
た
と
し
て
、
波
斯
匿
王
と
の
故
事
を
用
い
て
説
明
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
母
親
を
亡
く
し
て
悲
嘆
に
暮
れ
て
い
る
波
斯
匿
王
に
、
釈
尊
が
先
の
「
長
者
教
子
の
譬
喩
」
に
お
い
て
半
字
と
し
た
九
部
経
の
「
無
常
」
の
教
え
を
示
し
て
導
く
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
半
字
」「
毘
伽
羅
論
」
な
ど
の
語
句
を
使
用
し
て
お
り
、
故
事
を
引
き
出
す
迦
葉
菩
薩
の
疑
問
と
併
せ
て
考
え
れ
ば
、
こ
の
「
波
斯
匿
王
」
の
挿
話
は
「
長
者
教
子
の
譬
喩
」
の
内
容
を
念
頭
に
お
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。 
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迦
葉
菩
薩
の
疑
問
に
よ
っ
て
引
き
出
さ
れ
た
こ
の
波
斯
匿
王
と
の
故
事
は
、
河
村
［
一
九
七
四
］
に
よ
れ
ば
求
那
跋
陀
羅
訳
『
雑
阿
含
経
』（
第
一
二
二
七
経
）
六
な
ど
に
同
内
容
の
も
の
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
で
は
そ
の
同
内
容
の
経
典
と
比
較
し
て
、
大
本
の
増
広
の
意
味
を
検
討
し
て
み
た
い
。 
 
【
雑
阿
含
経
（
第
一
二
二
七
経
）】 
是
の
如
く
我
聞
き
き
。
一
時
、
仏
、
舎
衛
国
の
祇
樹
給
孤
独
園
に
住
ま
り
た
ま
え
り
。
時
に
波
斯
匿
王
、
祖
母
有
り
て
極
め
て
敬
重
す
る
所
な
る
も
、
忽
爾
と
し
て
命
終
す
。
城
よ
り
出
で
て
闍
維
し
、
舎
利
を
供
養
し
畢
る
。
衣
を
弊
り
髪
を
乱
し
て
仏
所
に
来
詣
す
。
仏
足
に
稽
首
し
退
き
て
一
面
に
座
す
。
爾
の
時
、
世
尊
、
波
斯
匿
王
に
告
げ
た
ま
わ
く
、「
大
王
よ
、
何
れ
の
所
よ
り
来
た
り
て
衣
を
弊
り
髪
を
乱
れ
る
や
」
と
。
波
斯
匿
王
、
仏
に
白
さ
く
、「
世
尊
よ
、
我
、
祖
母
の
極
め
て
敬
重
す
る
所
を
亡
く
せ
り
。
我
を
捨
て
て
命
終
せ
り
。
城
外
に
出
で
て
闍
維
し
供
養
し
畢
り
て
、
世
尊
に
来
詣
す
」
と
。
仏
、
大
王
に
告
げ
た
ま
わ
く
、「
極
め
て
祖
親
を
愛
重
し
敬
念
す
る
や
」
と
。
波
斯
匿
王
、
仏
に
白
さ
く
、「
世
尊
よ
、
極
め
て
敬
重
に
し
て
愛
恋
せ
り
。
世
尊
よ
、
若
し
国
土
の
所
有
る
象
、
馬
、
七
宝
乃
至
国
位
、
悉
く
持
ち
て
人
に
与
え
、
祖
母
の
命
救
う
こ
と
能
わ
ば
、
悉
く
当
に
之
を
与
う
べ
し
。
既
に
生
死
を
長
く
辞
し
て
救
う
こ
と
能
わ
ず
。
悲
恋
憂
苦
し
て
自
ら
に
堪
勝
せ
ず
。
曾
て
世
尊
の
所
説
を
聞
け
り
〈
一
切
衆
生
、
一
切
虫
、
一
切
神
、
生
ず
る
者
は
皆
死
し
て
窮
尽
せ
ざ
る
無
し
。
出
生
し
て
死
せ
ざ
る
者
有
る
こ
と
無
し
〉
と
。
今
日
、
乃
ち
世
尊
の
善
く
説
き
た
ま
え
る
を
知
る
」
と
。
仏
、
大
王
に
言
わ
く
、「
是
の
如
し
、
是
の
如
し
。
一
切
衆
生
、
一
切
虫
、
一
切
神
、
生
ず
る
者
は
輒
ち
死
し
て
終
に
窮
尽
に
帰
す
。
一
と
し
て
生
じ
て
死
せ
ざ
る
者
有
る
こ
と
無
し
」
と
。
仏
、
大
王
に
告
げ
た
ま
わ
く
、「
正
使
い
、
婆
羅
門
大
姓
、
刹
利
大
姓
、
長
者
大
姓
も
、
生
ず
る
者
は
皆
死
し
て
死
せ
ざ
る
者
無
し
。
正
使
い
、
刹
利
大
王
の
灌
頂
し
て
位
に
居
し
、
四
天
下
に
王
と
な
り
力
自
在
な
る
こ
と
を
得
、
諸
の
敵
国
に
於
い
て
降
伏
せ
ざ
る
無
き
も
、
終
に
帰
し
て
極
有
り
て
死
せ
ざ
る
者
無
し
。
若
し
復
、
大
王
よ
、
長
寿
天
に
生
じ
て
、
天
宮
に
王
と
な
り
て
快
楽
自
在
た
る
も
、
終
に
亦
帰
尽
し
て
死
せ
ざ
る
者
無
し
。
若
し
復
、
大
王
よ
、
羅
漢
比
丘
は
諸
漏
已
に
尽
き
、
諸
の
重
担
を
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離
れ
、
所
作
已
に
作
し
、
己
利
を
逮
得
し
、
諸
の
有
結
を
尽
く
し
、
正
智
も
て
心
は
善
く
解
脱
す
る
も
、
彼
も
亦
帰
尽
し
て
、
身
を
捨
て
涅
槃
す
。
若
し
復
、
縁
覚
は
善
調
、
善
寂
な
る
も
、
此
の
身
命
を
尽
く
し
、
終
に
涅
槃
に
帰
す
。
諸
仏
、
世
尊
は
十
力
を
具
足
し
て
、
四
無
所
畏
に
し
て
、
勝
師
子
吼
す
る
も
、
終
に
亦
、
身
を
捨
て
て
般
涅
槃
を
取
る
な
り
。
是
の
如
く
を
比
ぶ
る
を
以
て
、
大
王
よ
、
当
に
知
る
べ
し
、
一
切
衆
生
、
一
切
虫
、
一
切
神
、
生
ず
る
有
ら
ば
輒
ち
死
し
て
、
終
に
磨
滅
に
帰
し
て
、
死
せ
ざ
る
者
無
し
」
と
。
爾
の
時
、
世
尊
、
復
偈
を
説
き
て
言
わ
く
、 
 
 
 
 
一
切
衆
生
の
類
は 
命
終
し
て
死
に
帰
す
る
有
り
。 
各
お
の
の
業
の
所
趣
に
随
い
て 
善
悪
の
果
を
自
ら
受
く
。 
悪
業
は
地
獄
に
堕
し 
善
を
為
せ
ば
天
に
上
昇
す
。 
勝
妙
道
を
修
習
し 
漏
尽
き
て
般
涅
槃
す
。 
如
来
及
び
縁
覚 
仏
の
声
聞
弟
子
も
、 
会
し
て
当
に
身
命
を
捨
つ
べ
し
。 
何
に
況
や
俗
凡
夫
を
や
。 
仏
、
此
の
経
を
説
き
已
り
た
ま
う
に
、
波
斯
匿
王
、
仏
の
所
説
を
聞
き
て
、
歓
喜
し
随
喜
し
て
礼
を
作
し
て
去
る
。 
（
大
正
二
、
三
三
五
頁
ｂ
、
八
行
‐
ｃ
、
一
六
行
、
傍
線
筆
者
） 
 
『
雑
阿
含
経
』（
第
一
二
二
七
経
）
で
は
、
祖
母
（
同
本
異
訳
で
は
「
母
」
と
す
る
場
合
も
あ
る
）
の
死
に
対
し
て
、
哀
し
み
に
く
れ
た
波
斯
匿
王
が
葬
儀
の
後
に
祇
園
精
舎
の
釈
尊
の
も
と
を
訪
れ
る
。
釈
尊
は
波
斯
匿
王
に
対
し
て
、「
生
け
る
者
す
べ
て
に
は
必
ず
死
が
訪
れ
る
」
と
説
き
、
仏
や
声
聞
、
縁
覚
も
死
で
は
な
い
が
、
修
行
の
結
果
と
し
て
己
が
身
を
捨
て
る
事
、
つ
ま
り
「
無
常
」
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
様
に
『
雑
阿
含
経
』（
第
一
二
二
七
経
）
と
大
本
と
は
細
か
な
違
い
は
あ
れ
ど
も
、
内
容
は
概
ね
同
様
で
あ
る
。 
大
本
と
『
雑
阿
含
経
』（
第
一
二
二
七
経
）
の
単
純
な
異
な
り
は
、
大
本
で
は
偈
頌
が
故
事
の
中
に
は
無
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
偈
頌
は
故
事
を
引
き
出
す
手
掛
か
り
と
し
て
い
る
の
で
、
大
き
な
問
題
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
で
は
大
本
の
独
自
性
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
大
本
の
独
自
の
ま
と
め
部
分
に
表
れ
て
い
る
。
大
本
の
引
用
箇
所
の
偈
頌
の
後
に
存
在
す
る
ま
と
め
部
分
に
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
波
斯
匿
王
に
偈
を
説
い
た
当
時
に
は
、「
波
斯
匿
王
に
半
字
（
九
部
経
）
を
教
え
る
為
に
説
い
た
の
で
あ
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る
」
と
述
べ
、
続
け
て
「
今
は
（『
涅
槃
経
』
が
説
か
れ
て
い
る
会
座
で
は
）
声
聞
弟
子
の
為
に
、
如
来
は
常
存
で
あ
り
変
易
す
る
こ
と
は
無
い
、
と
説
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
述
べ
る
。
つ
ま
り
、「
無
常
」
の
教
え
を
説
い
た
の
は
、
説
話
当
時
の
波
斯
匿
王
の
為
で
あ
り
、
今
は
『
涅
槃
経
』
の
教
え
を
説
く
会
座
に
い
る
者
達
の
為
に
、「
如
来
常
住
」
を
説
い
て
い
る
事
が
説
明
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
迦
葉
菩
薩
に
よ
る
矛
盾
に
対
す
る
指
摘
、
無
常
か
ら
常
の
教
え
へ
と
仏
説
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
指
摘
へ
の
釈
尊
の
回
答
で
あ
る
。
こ
の
回
答
は
、
先
の
「
長
者
教
子
の
譬
喩
」
と
同
様
に
教
義
の
矛
盾
で
は
な
く
、
教
え
を
授
け
る
者
へ
の
対
機
説
法
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
秘
密
蔵
」
の
根
本
的
な
内
容
で
あ
る
「
如
来
常
住
」
思
想
は
、
嘘
偽
り
で
は
無
く
、
初
期
の
教
え
と
矛
盾
す
る
も
の
で
も
な
い
、
そ
れ
よ
り
も
高
次
の
教
え
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
波
斯
匿
王
の
挿
話
の
ま
と
め
の
最
後
に
「
如
来
常
存
不
変
」
が
真
実
で
あ
る
と
強
調
し
て
、「
如
来
は
無
常
で
あ
る
」
と
述
べ
た
者
の
舌
は
落
ち
る
と
、
大
本
で
は
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
読
み
取
れ
る
で
あ
ろ
う
。 
 
こ
こ
ま
で
に
、『
涅
槃
経
』
の
中
で
大
本
に
の
み
に
存
在
す
る
波
斯
匿
王
に
関
す
る
教
説
と
、
素
材
を
同
じ
く
す
る
で
あ
ろ
う
『
雑
阿
含
経
』（
第
一
二
二
七
経
）
を
確
認
し
て
き
た
。
以
降
で
は
、
ど
の
よ
う
に
波
斯
匿
王
に
関
す
る
挿
話
が
大
本
に
挿
入
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
か
を
、
四
相
品
以
前
の
内
容
を
踏
ま
え
て
改
め
て
考
え
て
み
た
い
。 
「
長
者
教
子
の
譬
喩
」
の
末
尾
、
波
斯
匿
王
挿
話
の
直
前
に
お
い
て
、
大
本
で
は
迦
葉
菩
薩
に
よ
っ
て
「〈
秘
密
蔵
〉
と
は
秘
蔵
さ
れ
て
い
た
訳
で
は
な
い
こ
と
は
理
解
で
き
た
が
、〈
如
来
常
住
〉
に
つ
い
て
は
納
得
が
い
か
な
い
七
」
と
の
主
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
六
巻
本
で
は
確
認
で
き
な
い
。
こ
の
箇
所
に
お
い
て
、
大
本
の
「
秘
密
蔵
」
の
内
容
が
「
如
来
常
住
」
に
代
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
更
に
大
本
で
は
純
陀
品
の
「
二
種
施
食
」、
そ
れ
を
発
端
と
し
て
起
こ
る
純
陀
と
文
殊
に
よ
る
論
争
が
あ
り
、
こ
れ
等
に
よ
っ
て
「
如
来
常
住
」
が
経
典
内
に
開
示
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
論
争
を
き
っ
か
け
と
し
て
「
偏
教
文
殊
」
が
存
在
し
て
い
る
。
ま
た
大
本
で
は
、
こ
の
「
偏
教
文
殊
」
で
比
丘
達
に
よ
っ
て
初
め
て
「
如
来
常
住
」
が
「
秘
密
蔵
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
は
、
第
一
章
に
お
い
て
既
に
確
認
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
波
斯
匿
王
の
挿
話
か
ら
『
涅
槃
経
』
の
流
れ
を
遡
る
と
、
両
本
と
も
に
純
陀
品
か
ら
四
相
品
ま
で
は
「
如
来
常
住
」
に
主
眼
を
置
い
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
れ
ら
の
各
品
の
純
陀
品
と
四
相
品
で
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は
、
大
本
に
の
み
「
秘
密
蔵
」
の
内
容
と
し
て
「
伊
字
三
点
」
が
説
か
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
こ
の
「
伊
字
三
点
」
と
は
、「
解
脱
・
如
来
身
（
四
相
品
で
は
「
涅
槃
」）・
摩
訶
般
若
」
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
波
斯
匿
王
の
挿
話
の
後
に
は
『
涅
槃
経
』
に
お
け
る
「
解
脱
」、
如
来
と
解
脱
の
関
係
が
説
か
れ
始
め
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
四
相
品
で
再
び
開
示
さ
れ
た
「
秘
密
蔵
」
の
内
容
、
そ
の
「
伊
字
三
点
」
の
内
の
一
つ
で
あ
る
「
解
脱
」
に
つ
い
て
示
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。 
 
以
上
の
こ
と
か
ら
、
波
斯
匿
王
挿
話
が
大
本
に
存
在
す
る
理
由
を
考
え
る
に
、
大
本
に
お
け
る
「
秘
密
蔵
」
の
示
さ
れ
方
に
拠
る
所
が
大
き
い
と
考
え
る
。
そ
れ
は
『
涅
槃
経
』
の
根
本
的
な
思
想
で
あ
る
「
如
来
常
住
」
と
い
う
「
秘
密
蔵
」
と
、
そ
の
「
秘
密
蔵
」
の
内
容
で
あ
る
「
伊
字
三
点
」
で
あ
る
。
こ
の
「
秘
密
蔵
」
が
持
つ
二
つ
の
意
味
に
よ
っ
て
波
斯
匿
王
の
挿
話
は
存
在
し
て
お
り
、
こ
れ
等
が
無
け
れ
ば
大
本
に
は
波
斯
匿
王
に
関
す
る
増
広
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。 
  
第
三
節
、「
摩
訶
波
闍
波
提
憍
曇
弥
」 
  
次
の
「
摩
訶
波
闍
波
提
憍
曇
弥
」
に
関
す
る
挿
話
は
、
前
述
の
「
波
斯
匿
王
」
の
挿
話
の
様
に
「
秘
密
蔵
」
と
直
接
関
連
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、「
摩
訶
波
闍
波
提
憍
曇
弥
」
の
挿
話
は
、「
秘
密
蔵
」
の
内
容
と
し
て
開
示
さ
れ
た
「
伊
字
三
点
」
に
関
連
し
て
大
本
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
挿
話
は
「
波
斯
匿
王
」
挿
話
に
続
い
て
四
相
品
中
に
在
り
、『
涅
槃
経
』
に
お
け
る
「
解
脱
」
が
示
さ
れ
る
中
で
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
す
る
挿
話
は
、
そ
の
中
で
も
「
三
跳
三
帰
の
譬
喩
八
」
の
解
説
部
分
を
き
っ
か
け
と
し
て
引
き
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
で
は
、「
摩
訶
波
闍
波
提
憍
曇
弥
」
の
挿
話
が
説
か
れ
る
き
っ
か
け
と
な
る
、「
三
跳
三
帰
の
譬
喩
」
の
解
説
部
分
を
含
め
て
確
認
し
て
み
た
い
。 
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【
大
本
】 
迦
葉
菩
薩
、
仏
に
白
し
て
言
く
、「
世
尊
よ
、
若
し
涅
槃
、
仏
性
、
決
定
、
如
来
、
是
れ
一
義
な
ら
ば
、
云
何
が
説
き
て
〈
三
帰
依
有
り
〉
と
言
う
や
」
と
。
仏
、
迦
葉
に
告
げ
た
ま
わ
く
、「
善
男
子
よ
、
一
切
衆
生
は
生
死
を
怖
畏
す
る
が
故
に
三
帰
を
求
む
。
三
帰
を
以
て
の
故
に
則
ち
仏
性
、
決
定
、
涅
槃
を
知
る
。
善
男
子
よ
、
法
に
名
は
一
に
し
て
義
は
異
な
る
有
り
。
法
の
名
と
義
は
倶
に
異
な
る
有
り
。
名
は
一
に
し
て
義
は
異
な
る
と
は
、
仏
は
常
、
法
は
常
、
比
丘
僧
は
常
、
涅
槃
、
虚
空
も
皆
亦
是
れ
常
な
り
。
是
れ
を
名
は
一
に
し
て
義
は
異
な
る
と
名
づ
く
る
な
り
。
名
と
義
は
倶
に
異
な
る
と
は
、
仏
を
名
づ
け
て
覚
と
為
し
、
法
を
不
覚
と
名
づ
け
、
僧
を
和
合
と
名
づ
け
、
涅
槃
を
解
脱
と
名
づ
け
、
虚
空
を
非
善
と
名
づ
け
、
亦
無
礙
と
名
づ
く
。
是
れ
を
名
と
義
は
倶
に
異
な
る
と
為
す
。
善
男
子
、
三
帰
依
と
は
、
復
亦
是
の
如
し
。
名
と
義
は
倶
に
異
な
る
な
り
。
云
何
が
一
と
為
す
や
。 
是
の
故
に
我
、
摩
訶
波
闍
波
提
憍
曇
弥
に
告
ぐ
、〈
我
に
供
養
す
る
こ
と
莫
れ
。
当
に
僧
に
供
養
す
べ
し
。
若
し
僧
に
供
養
せ
ば
則
ち
具
足
し
て
三
帰
に
供
養
す
る
こ
と
を
得
〉
と
。
摩
訶
波
闍
波
提
、
即
ち
我
に
答
え
て
言
わ
く
、〈
衆
僧
の
中
に
仏
無
く
、
法
無
し
。
云
何
が
説
き
て
《
衆
僧
に
供
養
す
れ
ば
、
則
ち
具
足
し
て
三
帰
に
供
養
す
る
こ
と
を
得
》
と
言
う
や
〉
と
。
我
、
復
告
げ
て
言
わ
く
、〈
汝
、
我
が
語
に
随
え
ば
則
ち
仏
を
供
養
す
る
な
り
。
解
脱
の
為
の
故
に
即
ち
法
を
供
養
す
る
な
り
。
衆
僧
が
受
く
れ
ば
則
ち
僧
を
供
養
す
る
な
り
〉
と
。 
善
男
子
よ
、
是
の
故
に
三
帰
は
一
と
為
す
こ
と
を
得
ず
。
善
男
子
よ
、
如
来
は
或
る
時
、
一
を
説
き
て
三
と
為
し
、
三
を
説
き
て
一
と
為
す
。
是
の
如
く
の
義
は
、
諸
仏
の
境
界
に
し
て
声
聞
、
縁
覚
の
知
る
所
に
非
ず
」
と
。 
（
大
正
十
二
、
三
九
五
ｃ
、
一
七
行
‐
三
九
六
ａ
、
六
行
、
傍
線
筆
者
） 
  
右
の
引
用
の
傍
線
部
分
が
「
摩
訶
波
闍
波
提
憍
曇
弥
」
の
挿
話
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、「
三
跳
三
帰
の
譬
喩
」
を
導
入
と
し
て
、
迦
葉
菩
薩
に
よ
っ
て
「
涅
槃
・
仏
性
・
決
定
・
如
来
な
ど
が
同
じ
意
味
で
あ
る
な
ら
ば
、
何
故
、
三
帰
依
を
説
く
の
か
」
と
い
う
疑
問
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が
提
示
さ
れ
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
三
帰
依
と
は
「
仏
・
法
・
僧
」
の
三
宝
に
帰
依
す
る
事
を
指
す
が
、
こ
こ
で
は
「
三
宝
が
各
々
別
で
は
な
く
、
一
で
あ
る
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
〈
三
〉
帰
依
と
し
て
説
く
の
か
」
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。 
 
こ
の
迦
葉
菩
薩
の
疑
問
に
対
し
て
、
釈
尊
は
二
つ
の
事
例
を
提
示
す
る
。
そ
れ
は
、
法
と
は
「
名
は
一
に
し
て
義
は
異
な
る
」
場
合
と
、「
名
と
義
は
倶
に
異
な
る
」
場
合
の
二
つ
の
事
例
で
あ
る
。
前
者
は
『
涅
槃
経
』
の
教
義
上
、
常
住
と
は
仏
・
法
・
僧
の
三
宝
と
涅
槃
・
虚
空
な
ど
で
あ
る
こ
と
を
例
に
挙
げ
て
い
る
。
後
者
は
前
者
と
同
じ
語
句
を
使
用
し
て
、
名
称
も
そ
れ
が
持
つ
意
味
も
異
な
る
例
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
し
て
三
帰
依
も
「
名
と
義
は
倶
に
異
な
る
」
事
例
に
相
当
し
、
迦
葉
菩
薩
の
指
摘
は
正
し
く
な
く
、
三
帰
依
は
同
じ
で
は
な
い
と
答
え
て
い
る
。
こ
の
「
名
と
義
は
倶
に
異
な
る
」
事
例
を
更
に
説
明
す
る
為
に
、
大
本
は
「
摩
訶
波
闍
波
提
憍
曇
弥
」
の
挿
話
を
導
入
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 
挿
話
の
内
容
と
し
て
は
、釈
尊
が
自
身
の
叔
母
で
あ
り
養
母
で
あ
る
摩
訶
波
闍
波
提
に
対
し
て
、「
私
に
供
養
す
る
べ
き
で
は
な
い
。
僧
伽
に
供
養
す
れ
ば
、
三
宝
す
べ
て
に
供
養
す
る
こ
と
に
な
る
」
と
、
諭
す
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
唐
突
な
始
ま
り
で
は
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
摩
訶
波
闍
波
提
が
釈
尊
に
対
し
て
供
養
し
よ
う
と
し
た
と
い
う
設
定
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
僧
伽
に
供
養
し
な
さ
い
」
と
い
う
釈
尊
の
言
葉
に
対
し
て
、
摩
訶
波
闍
波
提
は
「（
釈
尊
を
除
い
た
）
僧
伽
の
中
に
は
、
仏
も
法
も
存
在
し
な
い
の
に
、
何
故
三
宝
に
帰
依
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
」
と
の
疑
問
を
述
べ
て
い
る
。
す
る
と
釈
尊
は
「
私
の
言
葉
に
随
え
ば
、
仏
を
供
養
す
る
事
に
な
る
。
さ
ら
に
私
の
言
葉
に
随
う
と
い
う
こ
と
は
、
解
脱
を
目
指
す
為
で
あ
る
の
だ
か
ら
法
を
供
養
す
る
事
に
な
る
。
そ
し
て
、（
最
初
に
指
示
し
て
い
た
）
僧
伽
に
供
養
す
る
な
ら
ば
、
僧
に
供
養
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
」
と
、
答
え
て
挿
話
は
終
る
。
こ
の
挿
話
は
六
巻
本
で
は
確
認
で
き
な
い
。 
こ
の
様
な
摩
訶
波
闍
波
提
と
釈
尊
と
の
故
事
は
大
本
以
外
に
も
確
認
で
き
る
。
河
村
［
一
九
七
四
］
に
よ
れ
ば
、
瞿
曇
僧
伽
提
婆
訳
『
中
阿
含
経
』「
瞿
曇
弥
経
」（
第
一
八
〇
経
）
九
な
ど
に
同
様
の
教
説
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 
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【『
中
阿
含
経
』「
瞿
曇
弥
経
」（
第
一
八
〇
経
）】 
我
聞
き
き
、
是
の
如
し
。「
一
時
仏
、
釈
羇
痩
に
遊
び
、
加
鞞
羅
衛
尼
拘
類
樹
園
に
在
ま
し
き
？
。
爾
の
時
、
摩
訶
簸
邏
闍
鉢
提
瞿
曇
弥
、
新
し
き
金
縷
の
黄
色
衣
を
持
ち
て
、
仏
所
に
往
詣
し
、
仏
足
に
稽
首
し
、
却
き
て
一
面
に
住
し
て
、
白
し
て
曰
く
、
〈
世
尊
よ
、
此
の
新
し
き
金
縷
の
黄
色
衣
は
、
我
自
ら
世
尊
の
為
に
作
り
き
。
我
を
慈
愍
す
る
が
故
に
、
願
わ
く
は
納
受
を
垂
れ
た
ま
え
〉
と
。
世
尊
、
告
げ
て
曰
わ
く
〈
瞿
曇
弥
よ
、
此
の
衣
を
持
ち
て
比
丘
衆
に
施
せ
。
比
丘
衆
に
施
し
已
り
て
、
便
ち
我
を
供
養
し
、
亦
衆
に
供
養
せ
よ
〉
と
。
大
生
主
瞿
曇
弥
、
再
三
に
至
り
て
白
し
て
曰
く
〈
世
尊
よ
、
此
の
新
し
き
金
縷
の
黄
色
衣
は
、
我
自
ら
世
尊
の
為
に
作
り
き
。
我
を
慈
愍
す
る
が
故
に
、
願
わ
く
は
納
受
を
垂
れ
た
ま
え
〉
と
。
世
尊
、
亦
再
三
に
至
り
て
告
げ
て
曰
わ
く
、〈
瞿
曇
弥
よ
、
此
の
衣
を
持
ち
て
比
丘
衆
に
施
せ
。
比
丘
衆
に
施
し
已
り
て
、
便
ち
我
に
供
養
し
、
亦
衆
に
供
養
せ
よ
〉
と
。 
（
大
正
一
巻
、
七
二
一
ｃ
、
二
三
行
‐
七
二
二
ａ
、
四
行
） 
 
右
の
引
用
は
、「
瞿
曇
弥
経
」
の
冒
頭
部
分
で
あ
る
。
経
典
の
引
用
部
分
の
内
容
は
、
釈
尊
が
故
郷
で
あ
る
加
鞞
羅
衛
（
カ
ピ
ラ
ヴ
ァ
ス
ト
ゥ
）
で
、
養
母
の
瞿
曇
弥
（
マ
ハ
ー
パ
ジ
ャ
パ
テ
ィ
ー
を
指
し
、
大
本
で
は
「
憍
曇
弥
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
）
か
ら
真
新
し
い
衣
を
布
施
さ
れ
る
場
面
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
面
の
釈
尊
は
、「
私
個
人
に
布
施
す
る
の
で
は
な
く
、
僧
伽
に
布
施
し
た
後
に
私
や
僧
伽
の
皆
に
布
施
す
べ
き
で
あ
る
」
と
、
釈
尊
に
の
み
布
施
し
よ
う
と
す
る
瞿
曇
弥
を
再
三
に
わ
た
り
忠
告
し
て
い
る
。
こ
の
「
瞿
曇
弥
経
」
冒
頭
の
様
子
は
、
大
本
の
挿
話
と
の
共
通
点
が
見
出
せ
る
。 
 ①
登
場
人
物 
②
瞿
曇
弥
が
釈
尊
に
布
施
を
行
お
う
と
す
る 
③
釈
尊
に
よ
る
僧
伽
へ
の
布
施
の
勧
め 
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以
上
が
共
通
点
で
あ
る
。
異
な
る
点
と
し
て
は
、
布
施
さ
れ
る
物
が
具
体
的
に
「
衣
」
と
い
う
こ
と
と
、
僧
伽
へ
の
布
施
が
三
宝
（
三
尊
）
す
べ
て
へ
の
布
施
に
な
る
と
ま
で
は
言
及
さ
れ
な
い
点
で
あ
る
。 
ま
た
「
瞿
曇
弥
経
」
以
外
に
も
、「
摩
訶
波
闍
波
提
憍
曇
弥
に
よ
る
釈
尊
へ
の
衣
の
布
施
」
と
い
う
故
事
が
記
さ
れ
て
い
る
テ
キ
ス
ト
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
、『
仏
説
分
別
布
施
経
』、『
五
分
律
』（
比
丘
尼
法
）、『
賢
愚
経
』（
波
婆
離
品
）、『
大
智
度
論
』
巻
二
二
（
八
念
義
之
余
）
な
ど
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
全
て
に
「
釈
尊
に
よ
る
僧
伽
へ
の
布
施
の
勧
め
」
が
記
さ
れ
て
い
る
事
か
ら
、
同
じ
素
材
を
起
源
と
し
て
引
用
、
も
し
く
は
編
纂
さ
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
大
本
も
「
瞿
曇
弥
経
」
等
と
素
材
を
同
じ
く
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。 
 
し
か
し
、「
瞿
曇
弥
経
」
で
は
布
施
に
お
け
る
施
者
と
受
者
の
関
係
を
問
題
と
し
て
、
布
施
の
理
想
的
な
在
り
方
を
解
説
す
る
も
の
で
あ
り
、
大
本
の
挿
話
と
は
主
旨
が
異
な
る
。
で
は
大
本
は
何
を
表
す
為
に
同
じ
素
材
を
使
用
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
大
本
で
も
三
宝
の
内
の
一
つ
の
僧
伽
に
供
養
す
る
こ
と
を
勧
め
て
い
る
。
し
か
し
「
瞿
曇
弥
経
」
と
は
異
な
り
、
大
本
で
は
供
養
を
勧
め
る
理
由
を
説
明
し
て
い
た
。
そ
れ
が
、「
僧
伽
に
供
養
す
れ
ば
三
帰
を
供
養
す
る
こ
と
と
な
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
釈
尊
の
「
僧
伽
へ
の
供
養
の
勧
め
」
に
従
え
ば
仏
に
供
養
す
る
こ
と
に
な
り
、
仏
の
言
葉
（
教
え
）
に
従
え
ば
法
に
供
養
す
る
こ
と
に
な
り
、
勧
め
に
従
っ
て
行
え
ば
僧
伽
に
供
養
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
様
に
大
本
で
は
、
僧
伽
に
供
養
す
れ
ば
、
三
宝
の
全
て
に
供
養
す
る
事
に
繋
が
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、「
瞿
曇
弥
経
」
と
同
じ
く
「
僧
伽
に
布
施
せ
よ
」
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
結
局
は
僧
伽
に
布
施
す
る
こ
と
に
な
り
、
戒
律
に
従
っ
た
手
続
き
通
り
の
布
施
の
仕
方
で
あ
る
。
つ
ま
り
大
本
は
、
こ
の
摩
訶
波
闍
波
提
の
布
施
と
い
う
正
し
い
供
養
の
在
り
方
を
示
す
故
事
を
土
台
と
し
て
、「
仏
・
法
・
僧
」
の
三
宝
と
い
う
名
称
が
異
な
る
も
の
に
対
す
る
帰
依
は
個
々
別
々
の
目
的
と
方
法
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
こ
と
を
示
し
、「
名
と
義
は
倶
に
異
な
る
」
の
事
例
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
挿
話
の
直
後
に
は
「
如
来
は
或
る
時
、
一
を
説
き
て
三
と
為
し
、
三
を
説
き
て
一
と
為
す
」
と
示
し
て
、
如
来
の
説
法
は
機
に
応
じ
た
も
の
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
大
本
の
「
摩
訶
波
闍
波
提
憍
曇
弥
」
の
挿
話
は
、
供
養
す
る
事
に
主
眼
を
置
か
ず
、
挿
話
直
前
の
文
脈
に
従
い
、
法
の
説
き
方
に
主
眼
を
置
く
た
め
に
引
用
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。 
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で
は
、
何
故
大
本
に
は
こ
の
挿
話
等
の
増
広
が
存
在
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
大
本
の
「
秘
密
蔵
」
の
導
入
に
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
そ
も
そ
も
「
三
跳
三
帰
の
譬
喩
」
か
ら
大
本
・
六
巻
本
の
教
説
は
異
な
り
を
見
せ
て
お
り
、
更
に
大
本
増
広
の
き
っ
か
け
と
な
る
の
は
、
譬
喩
の
教
説
の
異
な
り
を
受
け
た
迦
葉
菩
薩
の
「
涅
槃
・
仏
性
・
決
定
・
如
来
が
一
義
で
あ
る
の
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
三
帰
依
を
説
く
の
か
」
と
い
う
疑
問
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
「
涅
槃
・
仏
性
・
決
定
・
如
来
が
一
義
で
あ
る
」
と
は
、
四
相
品
で
は
「
悉
有
仏
性
」
思
想
が
未
だ
説
か
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、「
仏
性
」
の
語
句
を
含
め
た
全
て
が
『
涅
槃
経
』
の
説
く
如
来
の
在
り
方
を
指
す
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
『
涅
槃
経
』
の
如
来
の
在
り
方
の
展
開
を
如
来
と
い
う
「
一
義
」
に
包
括
す
る
説
き
方
は
、「
伊
字
三
点
」
の
三
徳
の
関
係
を
踏
襲
し
て
説
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
「
伊
字
三
点
」
と
は
「
秘
密
蔵
」
を
開
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
三
徳
が
円
満
に
備
わ
る
も
の
が
「
大
般
涅
槃
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
伊
字
三
点
」
の
関
係
が
影
響
し
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。 
ま
た
他
の
影
響
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
影
響
と
は
「
秘
密
蔵
」
の
内
容
で
あ
る
「
伊
字
三
点
」
と
同
様
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
第
一
章
で
述
べ
た
「
伊
字
三
点
」
が
『
涅
槃
経
』
の
教
義
の
流
れ
を
示
す
標
識
の
様
の
役
割
も
持
つ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
大
本
・
六
巻
本
で
は
こ
の
箇
所
は
解
脱
を
説
く
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
四
相
品
の
「
伊
字
三
点
」
で
あ
る
「
解
脱
・
涅
槃
・
摩
訶
般
若
」
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
。
で
は
上
記
の
様
な
役
割
を
「
摩
訶
波
闍
波
提
憍
曇
弥
」
の
挿
話
は
ど
う
担
っ
て
い
る
と
言
え
る
の
か
。
そ
れ
は
「
如
来
は
或
る
時
、
一
を
説
き
て
三
と
為
し
、
三
を
説
き
て
一
と
為
す
」
と
い
う
如
来
の
説
法
の
在
り
方
を
示
す
一
文
に
表
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
こ
の
一
文
は
三
帰
依
を
軸
に
「
名
一
義
異
」
と
「
名
義
倶
異
」
と
い
う
説
法
の
在
り
方
を
示
し
た
箇
所
の
総
括
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
箇
所
は
、
ま
ず
長
寿
品
で
示
さ
れ
た
三
宝
の
常
住
一
〇
を
「
名
一
義
異
」
の
例
と
し
て
示
し
、
次
に
「
名
義
倶
異
」
と
し
て
三
宝
を
「
覚
・
不
覚
・
和
合
」
や
「
摩
訶
波
闍
波
提
憍
曇
弥
」
の
挿
話
を
例
と
し
て
示
さ
れ
た
後
に
説
か
れ
、
三
帰
依
を
例
の
軸
と
し
た
如
来
の
説
法
の
在
り
方
が
説
か
れ
終
る
。
そ
し
て
そ
の
後
に
如
来
性
品
に
な
る
と
、
世
間
の
声
聞
や
凡
夫
を
教
化
す
る
た
め
に
三
帰
の
分
別
を
説
い
た
が
、
仏
の
境
界
で
は
法
身
で
あ
る
如
来
へ
の
一
帰
依
で
あ
る
一
一
こ
と
が
説
か
れ
る
様
に
な
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
増
広
箇
所
は
、
『
涅
槃
経
』
の
三
帰
依
の
扱
い
を
表
わ
す
役
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割
を
担
う
箇
所
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
仮
に
如
来
の
説
法
の
在
り
方
を
説
く
だ
け
で
あ
る
な
ら
ば
、
三
帰
依
で
な
く
と
も
よ
い
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
敢
え
て
三
帰
依
に
し
て
い
る
の
は
、
如
来
性
品
の
一
帰
依
処
を
意
識
さ
せ
る
た
め
な
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。 
以
上
の
様
に
、
こ
の
「
摩
訶
波
闍
波
提
憍
曇
弥
」
の
挿
話
は
、「
秘
密
蔵
」
に
直
接
的
に
関
わ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
の
内
容
と
し
て
開
示
さ
れ
た
「
伊
字
三
点
」
の
三
点
の
関
係
性
や
役
割
を
踏
襲
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
増
広
箇
所
に
は
間
接
的
に
で
は
あ
る
が
、「
秘
密
蔵
」
導
入
の
影
響
を
受
け
て
存
在
し
て
い
る
も
の
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。 
  
小
結 
  
以
上
、
第
二
章
で
は
「
秘
密
蔵
」
の
導
入
に
よ
る
影
響
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
増
広
箇
所
を
確
認
し
た
。
そ
れ
は
直
接
的
に
「
秘
密
蔵
」
の
語
句
を
使
用
し
て
い
る
箇
所
や
、「
秘
密
蔵
」
導
入
に
よ
る
他
経
典
か
ら
の
引
用
も
し
く
は
共
通
の
素
材
を
使
用
す
る
箇
所
で
あ
る
。
こ
れ
等
の
増
広
は
直
接
的
に
、
も
し
く
は
間
接
的
に
「
秘
密
蔵
」
の
導
入
に
よ
る
影
響
を
受
け
て
増
広
さ
れ
た
箇
所
で
あ
っ
た
。 
 
ま
ず
「
秘
密
蔵
」
の
開
示
以
降
、「
伊
字
三
点
」
が
示
さ
れ
た
後
に
、「
秘
密
蔵
」
の
影
響
に
よ
っ
て
増
広
さ
れ
て
い
る
箇
所
と
し
て
大
本
で
の
四
相
品
の
後
半
冒
頭
部
を
確
認
し
た
。
で
は
こ
の
増
広
箇
所
が
ど
う
し
て
「
秘
密
蔵
」
の
影
響
に
よ
る
も
の
と
言
え
る
の
か
。
そ
れ
四
相
品
の
後
半
冒
頭
部
分
の
、
大
本
・
六
巻
本
で
相
応
し
て
い
る
箇
所
か
ら
既
に
確
認
で
き
る
「
秘
密
蔵
」
の
有
無
で
あ
る
。
そ
れ
は
両
本
の
相
応
す
る
箇
所
に
お
い
て
、
迦
葉
菩
薩
が
『
涅
槃
経
』
の
教
義
を
隠
し
て
い
た
こ
と
を
問
題
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
『
涅
槃
経
』
の
教
義
と
は
「
如
来
常
住
」
や
「
常
楽
我
常
」、「
大
般
涅
槃
（
泥
洹
）」
な
ど
を
指
す
も
の
で
あ
る
。
大
本
で
は
こ
れ
等
に
「
伊
字
三
点
」
を
含
む
と
考
え
る
。
こ
れ
に
対
す
る
釈
尊
の
回
答
は
「
秘
匿
」
で
は
無
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
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こ
の
「『
涅
槃
経
』
の
教
義
を
秘
匿
し
て
い
る
」
に
あ
た
る
語
句
が
、
大
本
で
は
「
秘
密
蔵
」
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
「
秘
密
蔵
」
の
表
現
が
そ
の
後
の
増
広
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。 
こ
の
増
広
箇
所
に
「
秘
密
蔵
」
が
影
響
を
与
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
根
拠
と
し
て
は
、
大
本
・
六
巻
本
で
の
「
秘
匿
す
る
」
な
ど
の
意
味
を
持
つ
語
句
の
異
な
り
に
あ
る
。
そ
の
語
句
の
異
な
り
と
は
、「
秘
密
蔵
」
を
意
識
的
に
導
入
し
て
い
な
い
六
巻
本
で
は
「
隠
秘
」
の
語
句
を
使
用
す
る
の
に
対
し
て
、
大
本
で
は
「
秘
密
蔵
」
の
「
蔵
」
の
字
を
含
ん
だ
語
句
を
使
用
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
箇
所
で
は
、
六
巻
本
で
は
二
つ
、
大
本
で
は
七
つ
の
譬
喩
に
よ
っ
て
説
か
れ
て
お
り
、
両
本
で
相
応
す
る
も
の
は
二
つ
、
大
本
は
五
つ
譬
喩
が
増
広
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
大
本
に
増
広
さ
れ
た
全
て
で
譬
喩
の
中
で
も
「
蔵
」
や
「
秘
蔵
」
を
「
秘
匿
」
の
意
味
と
し
て
使
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
「
蔵
」
の
語
句
を
使
用
す
る
大
本
が
、
強
く
「
秘
密
蔵
」
を
意
識
し
て
い
る
証
左
で
あ
る
と
考
え
る
。 
こ
の
「
秘
密
蔵
」
へ
の
意
識
は
、
続
く
「
長
者
教
子
の
譬
喩
」
に
ま
で
影
響
を
与
え
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
大
本
で
は
、
こ
の
譬
喩
で
も
「
秘
密
蔵
」
や
そ
れ
を
意
識
さ
せ
る
「
蔵
」
の
語
句
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
窺
え
る
。
そ
し
て
こ
の
「
長
者
教
子
の
譬
喩
」
に
よ
っ
て
、
物
惜
し
み
を
す
る
様
に
「
秘
匿
」
し
た
の
で
は
な
く
、
衆
生
に
合
せ
て
説
い
て
い
た
こ
と
が
明
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
六
巻
本
も
秘
密
の
「
蔵
」
を
使
用
は
し
て
い
な
い
が
、
同
様
の
内
容
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
本
が
敢
え
て
「
秘
密
蔵
」
を
意
識
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。 
以
上
の
大
本
で
の
四
相
品
後
半
部
冒
頭
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
か
ら
の
影
響
を
受
け
て
、「
波
斯
匿
王
」
の
挿
話
が
大
本
に
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
挿
話
は
他
の
経
典
に
も
使
用
が
確
認
で
き
る
素
材
を
元
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
や
、「
波
斯
匿
王
」
の
挿
話
が
六
巻
本
に
は
存
在
し
な
い
こ
と
は
既
に
河
村
［
一
九
七
〇
］［
一
九
七
四
］
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
挿
話
は
、
そ
の
本
来
の
主
旨
が
波
斯
匿
王
に
対
し
て
「
無
常
」
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
大
本
に
お
い
て
は
「
長
者
教
子
の
譬
喩
」
と
同
じ
く
衆
生
に
合
せ
て
教
え
を
説
い
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
こ
の
挿
話
は
、
常
と
無
常
を
中
心
に
し
て
改
め
て
説
き
直
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
大
本
の
増
広
の
存
在
や
、
そ
の
基
と
な
っ
た
素
材
を
指
摘
し
た
河
村
氏
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は
、「
秘
密
蔵
」
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
に
関
し
て
は
着
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
で
は
「
秘
密
蔵
」
の
存
在
を
意
識
し
た
場
合
に
は
、
ど
の
様
に
影
響
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
挿
話
は
「
長
者
教
子
の
譬
喩
」
で
説
か
れ
て
い
た
、「
如
来
常
住
」
の
教
え
は
秘
匿
し
て
い
た
訳
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
と
、
仏
教
の
根
本
的
教
義
で
あ
る
「
無
常
」
の
教
え
と
が
矛
盾
し
て
い
る
、
と
い
う
疑
義
か
ら
説
か
れ
始
め
て
い
た
。
つ
ま
り
大
本
の
哀
歎
品
か
ら
「
秘
密
蔵
」
と
さ
れ
た
「
如
来
常
住
」
思
想
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
大
本
の
四
相
品
後
半
冒
頭
か
ら
「
秘
密
蔵
」
を
強
調
し
て
い
る
流
れ
と
を
併
せ
て
考
え
れ
ば
、「
波
斯
匿
王
」
の
挿
話
は
や
は
り
「
秘
密
蔵
」
の
影
響
に
よ
っ
て
挿
入
さ
れ
た
も
の
と
言
え
る
。 
 
で
は
「
摩
訶
波
闍
波
提
憍
曇
弥
」
の
挿
話
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
挿
話
も
河
村
氏
に
よ
っ
て
同
様
の
素
材
を
持
つ
他
経
典
が
同
定
さ
れ
て
お
り
、
六
巻
本
に
比
べ
て
増
広
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。「
摩
訶
波
闍
波
提
憍
曇
弥
」
の
挿
話
は
、
第
二
章
で
扱
っ
た
他
の
も
の
と
は
違
い
、
間
接
的
に
「
秘
密
蔵
」
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
大
本
で
「
秘
密
蔵
」
の
内
容
と
し
て
開
示
さ
れ
た
「
伊
字
三
点
」
の
在
り
方
を
受
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。
ま
ず
、「
伊
字
三
点
」
の
「
解
脱
・
涅
槃
・
摩
訶
般
若
」
の
関
係
性
か
ら
、「
秘
密
蔵
」
を
「
伊
字
三
点
」
に
展
開
し
、
そ
の
「
伊
字
三
点
」
に
よ
っ
て
「
大
般
涅
槃
」
す
る
と
い
う
相
関
で
あ
り
、
包
括
す
る
在
り
方
を
、
四
相
品
の
「
涅
槃
・
仏
性
・
決
定
・
如
来
が
一
義
で
あ
る
」
と
い
う
経
説
が
踏
襲
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。次
に
如
来
の
説
法
の
手
法
に
関
す
る
説
明
に
、三
帰
依
を
使
用
し
て
い
る
点
に
注
目
す
る
。
こ
の
箇
所
で
の
三
帰
依
は
、「
伊
字
三
点
」
と
同
じ
く
『
涅
槃
経
』
の
教
義
が
説
か
れ
る
構
成
を
示
す
標
識
の
様
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
考
え
る
。
こ
の
「
伊
字
三
点
」
の
標
識
的
な
役
割
と
は
、
哀
歎
品
の
「
解
脱
・
如
来
身
・
摩
訶
般
若
」
を
開
示
し
た
後
に
、
長
寿
品
や
金
剛
身
品
で
「
法
性
」「
法
身
」
を
説
い
て
お
り
、
四
相
品
の
「
解
脱
・
涅
槃
・
摩
訶
般
若
」
の
開
示
後
に
は
、『
涅
槃
経
』
に
お
け
る
「
解
脱
」
が
説
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
取
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
か
。
こ
の
様
な
役
割
を
、「
摩
訶
波
闍
波
提
憍
曇
弥
」
の
挿
話
の
三
帰
依
は
果
た
し
て
い
る
。
そ
れ
は
如
来
の
説
法
の
在
り
方
を
説
く
中
で
、
長
寿
品
で
明
か
さ
れ
た
三
宝
常
住
で
「
名
一
義
異
」
の
説
き
方
を
例
え
、「
摩
訶
波
闍
波
提
憍
曇
弥
」
の
挿
話
で
「
名
義
倶
異
」
の
説
き
方
を
例
え
、
如
来
性
品
で
三
宝
一
体
の
一
帰
依
処
が
「
如
来
或
時
、
説
一
為
三
、
説
三
為
一
」
を
表
わ
す
か
の
様
に
説
か
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
三
帰
依
は
「
常
住
」
↓
60 
 
「
各
別
」
↓
「
一
体
」
へ
と
『
涅
槃
経
』
の
中
で
展
開
し
て
い
く
標
識
の
役
割
を
、「
伊
字
三
点
」
と
同
様
に
担
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
様
に
「
摩
訶
波
闍
波
提
憍
曇
弥
」
の
挿
話
は
「
伊
字
三
点
」
に
関
連
し
て
お
り
、
間
接
的
に
「
秘
密
蔵
」
の
導
入
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
言
え
る
。 
以
上
の
様
に
、「
秘
密
蔵
」
の
秘
匿
性
の
否
定
箇
所
で
は
、
直
接
的
に
そ
の
導
入
に
よ
る
影
響
を
受
け
て
増
広
で
あ
る
と
言
え
る
。
ま
た
二
つ
の
挿
話
は
、
先
行
し
て
存
在
し
た
素
材
を
引
用
し
、『
涅
槃
経
』
の
教
理
に
合
せ
て
編
集
し
直
さ
れ
た
も
の
で
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
等
の
挿
話
を
経
典
内
に
引
用
す
る
き
っ
か
け
と
な
る
の
は
、「
秘
密
蔵
」
導
入
や
「
伊
字
三
点
」
の
影
響
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。 
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第
二
章 
注 
                                        
          
 
一 
河
村
［
一
九
七
〇
］（
九
一
九
頁
）、［
一
九
七
四
］（
六
三
頁
）。 
二 
大
本
で
正
確
に
は
、
秘
匿
し
て
い
な
い
こ
と
を
「
愚
人
は
理
解
で
き
な
い
が
、
智
者
は
理
解
し
て
秘
匿
と
は
呼
ば
な
い
」
と
な
っ
て
い
る
。 
三 
こ
の
他
に
も
布
施
［
一
九
七
三
］
で
は
譬
喩
の
内
容
は
あ
ま
り
解
説
さ
れ
な
い
が
、「
六
巻
本
に
も
教
判
的
意
味
は
あ
る
が
、
四
十
巻
本
の
如
く
半
字
九
部
経
と
は
云
は
ず
、
譬
諭
の
半
字
と
九
部
経
と
を
別
記
す
る
が
常
で
あ
る
の
に
」（
九
〇
‐
九
一
頁
）
と
述
べ
、
後
の
文
字
品
以
前
に
「
半
満
二
教
判
」
的
な
色
合
い
が
既
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
高
崎
［
二
〇
一
四
］（
一
一
八
‐
一
二
〇
頁
）
に
も
大
本
で
の
四
相
品
後
半
の
冒
頭
部
か
ら
同
箇
所
ま
で
の
範
囲
に
つ
い
て
の
解
説
が
あ
る
。 
四 
【
大
本
】
大
正
十
二
、
三
九
一
ａ
、
七
行
。 
五 
こ
の
譬
喩
は
短
い
の
で
、
六
巻
本
・
大
本
と
も
に
書
き
下
し
を
挙
げ
て
お
く
。【
六
巻
本
】「
又
、
善
男
子
よ
、
譬
え
ば
夏
時
に
雲
、
雷
電
興
り
、
必
ず
大
雨
を
雨
ら
せ
、
百
穀
、
草
木
の
悉
く
は
潤
沢
を
蒙
る
が
如
し
。
如
来
は
今
日
、
亦
復
是
の
如
し
。
大
泥
洹
微
密
の
法
雲
を
興
し
、
大
法
音
を
震
わ
せ
、
必
ず
甘
露
の
法
雨
を
雨
ら
し
て
衆
生
を
安
楽
に
す
」（
大
正
十
二
、
八
七
二
ｂ
、
一
七
行
‐
二
〇
行
）。【
大
本
】「
復
た
次
に
善
男
子
よ
、
譬
え
ば
夏
月
に
大
雲
雷
が
興
り
、
大
雨
降
注
し
て
、
諸
の
農
夫
の
種
を
下
す
の
者
を
し
て
多
く
の
果
実
を
獲
せ
し
め
、
種
を
下
さ
ざ
る
者
に
は
克
く
獲
る
所
無
き
が
如
し
。
獲
る
所
無
き
と
は
龍
王
の
咎
に
非
ず
、
而
も
此
の
龍
王
は
亦
蔵
す
る
所
無
し
。
我
、
今
如
来
も
亦
復
是
の
如
く
、
大
法
雨
な
る
大
涅
槃
経
を
降
ら
せ
る
。
若
し
諸
の
衆
生
の
善
子
を
種
う
る
者
は
慧
の
芽
果
を
得
。
善
子
無
き
者
は
則
ち
獲
る
所
無
し
。
獲
る
所
無
き
は
如
来
の
咎
に
非
ず
。
然
る
に
仏
、
如
来
に
実
に
蔵
す
る
所
無
き
な
り
」（
大
正
十
二
、
三
九
一
ａ
、
一
一
行
‐
一
七
行
）
と
あ
り
、
六
巻
本
と
比
べ
た
時
、
譬
喩
の
内
容
が
や
や
異
な
っ
て
い
る
。 
六 
河
村
［
一
九
七
四
］（
三
八
七
頁
）
で
は
『
雑
阿
含
経
』（
第
一
二
二
七
経
）（
大
正
二
、
三
三
五
ｂ
、
八
行
‐
ｃ
、
一
六
行
）
と
『
サ
ン
ユ
ッ
タ
・
ニ
カ
ー
ヤ
』「
コ
ー
サ
ラ
サ
ム
ユ
ッ
タ
」
が
同
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
他
、
河
村
氏
は
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
が
、
『
別
訳
雑
阿
含
経
』（
第
五
四
経
）（
大
正
二
）、『
増
一
阿
含
』
四
意
断
品
中
の
第
七
経
（
大
正
二
）、『
仏
説
波
斯
匿
王
大
后
崩
塵
土
坌
身
経
』（
大
正
二
）
に
も
同
様
の
も
の
が
見
ら
れ
る
。
但
し
、
今
回
は
『
雑
阿
含
経
』（
第
一
二
二
七
経
）
の
み
を
対
象
と
す
る
。 
七 
【
大
本
】「
迦
葉
、
復
言
く
、〈
我
、
今
定
ん
で
如
来
、
世
尊
に
秘
蔵
す
る
所
無
き
と
知
る
も
、
仏
の
所
説
の
如
く
、
毘
伽
羅
論
に
は
《
仏
、
如
来
は
常
住
不
変
》
と
謂
う
。
是
の
義
は
然
ら
ず
〉
と
」（
大
正
十
二
、
三
九
一
頁
ａ
、
一
七
行
‐
一
九
行
）。 
八 
大
本
で
の
こ
の
譬
喩
は
、
猟
師
を
煩
悩
に
、
そ
れ
か
ら
逃
げ
る
鹿
の
群
を
衆
生
に
、
猟
師
か
ら
逃
げ
る
た
め
に
鹿
が
三
度
の
跳
躍
を
す
る
こ
と
を
三
帰
依
に
譬
え
て
い
る
。【
大
本
】「
譬
如
群
鹿
怖
畏
猟
師
、
既
得
免
離
。
若
得
一
跳
、
則
喩
一
帰
。
如
是
三
跳
、
則
喩
三
帰
。
以
三
跳
故
、
得
受
安
楽
。
衆
生
亦
爾
、
怖
畏
四
魔
悪
猟
師
故
受
三
帰
依
。
三
帰
依
故
、
則
得
安
楽
。
受
安
楽
者
、
即
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真
解
脱
。
真
解
脱
者
、
即
是
如
来
。
如
来
者
、
即
是
涅
槃
。
涅
槃
者
、
即
是
無
尽
。
無
尽
者
、
即
是
仏
性
。
仏
性
者
、
即
是
決
定
。
決
定
者
、
即
是
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
。」（
大
正
十
二
、
三
九
〇
ｃ
、
一
〇
行
‐
一
七
行
）。
六
巻
本
は
、
煩
悩
や
衆
生
の
例
え
は
大
本
と
同
じ
で
あ
る
が
、
や
や
異
な
っ
て
い
る
。「
三
跳
」
の
記
述
は
無
く
「
仙
人
の
窟
に
逃
げ
込
む
」
と
あ
り
、
こ
の
「
仙
人
窟
」
が
釈
尊
の
在
る
所
で
あ
る
第
三
の
帰
依
の
「
僧
」
と
し
て
い
る
。【
六
巻
本
】「
譬
如
群
鹿
遇
諸
猟
師
、
危
怖
殆
死
。
逃
走
山
野
、
値
仙
人
窟
、
便
得
蘇
息
安
隠
快
楽
。
蘇
息
快
楽
、
是
名
泥
洹
。
其
泥
洹
者
、
非
為
尽
滅
。
於
一
切
有
、
無
量
生
死
、
傾
倒
煩
悩
、
怨
家
解
脱
。
方
便
逃
避
、
得
入
正
法
仙
人
窟
宅
。
牟
尼
止
処
、
第
三
帰
依
。
蘇
息
快
楽
、
無
量
衆
生
。
蘇
息
快
楽
、
名
為
泥
洹
。
非
為
尽
滅
。」（
大
正
十
二
、
八
七
五
ａ
、
二
五
行
‐
ｂ
、
二
行
）。 
ま
た
、
こ
の
六
巻
本
・
大
本
の
教
説
の
異
な
り
を
、
河
村
［
一
九
七
〇
］
で
は
「
六
巻
本
は
、
群
鹿
が
猟
師
に
あ
っ
て
危
険
を
感
じ
、
山
野
の
仙
人
の
窟
に
入
っ
て
安
堵
を
え
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
衆
生
が
生
死
煩
悩
怨
家
か
ら
の
が
れ
る
の
に
、
方
便
し
て
仙
人
の
正
法
の
窟
宅
に
逃
避
し
て
安
穏
快
楽
を
う
る
よ
う
な
も
の
で
、
仏
、
法
、
僧
の
三
宝
の
第
三
の
僧
宝
に
ま
で
帰
依
し
て
は
じ
め
て
蘇
息
し
快
楽
を
う
る
、
こ
れ
が
泥
洹
で
あ
る
、
と
説
く
の
に
対
し
て
、
四
十
巻
本
は
衆
生
が
生
死
煩
悩
を
畏
れ
て
三
帰
を
受
け
る
の
は
、
群
鹿
が
猟
師
を
怖
れ
て
逃
げ
る
の
に
、
一
跳
し
て
は
一
帰
依
を
え
、
な
い
し
、
三
跳
し
て
三
帰
を
え
、
は
じ
め
て
安
楽
を
う
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
っ
て
こ
れ
ら
は
同
じ
素
材
を
も
っ
て
所
説
の
内
容
を
異
に
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
」（
六
八
頁
の
下
段
）
と
指
摘
し
て
い
る
。 
九 
『
中
阿
含
経
』「
瞿
曇
弥
経
」（
第
一
八
〇
経
）（
大
正
一
、
七
二
一
ｃ
、
二
一
行
‐
七
二
三
ａ
、
八
行
）
と
『
マ
ッ
ジ
マ
・
ニ
カ
ー
ヤ
』「
第
一
四
二 
施
分
別
經
」
が
同
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
他
、
河
村
［
一
九
七
四
］
で
は
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
が
、『
仏
説
分
別
布
施
経
』（
大
正
一
）、『
賢
愚
経
』（
大
正
四
）、『
沙
弥
塞
部
和
醯
五
分
律
』（
大
正
二
十
二
）、『
大
智
度
論
』
巻
二
二
「
八
念
義
之
余
」（
大
正
二
十
五
）
な
ど
に
も
類
似
す
る
内
容
が
確
認
で
き
た
。
但
し
、
今
回
は
『
中
阿
含
経
』「
瞿
曇
弥
経
」（
第
一
八
〇
経
）
の
み
を
比
較
の
対
象
と
す
る
。 
一
〇 
【
六
巻
本
】「
汝
、
我
が
所
に
於
い
て
但
だ
是
の
念
の
み
を
作
せ
。〈
如
来
は
常
住
に
し
て
、
法
、
僧
も
亦
然
り
〉
と
」（
大
正
十
二
、
八
六
五
ｃ
、
一
四
行
‐
一
五
行
）。【
大
本
】「
応
当
に
仏
、
法
及
び
僧
を
修
習
し
て
、
常
想
を
作
す
べ
し
」（
大
正
十
二
、
三
八
二
ｃ
、
二
行
）。 
一
一 
如
来
性
品
に
お
い
て
、
改
め
て
三
宝
に
つ
い
て
説
き
直
さ
れ
る
範
囲
は
、
六
巻
本
で
は
（
大
正
十
二
、
八
八
四
ｃ
、
二
行
‐
八
八
五
ａ
、
二
一
行
）、
大
本
で
は
（
大
正
十
二
、
四
〇
九
ｃ
、
一
〇
行
‐
四
一
〇
ｂ
、
一
四
行
）
で
あ
る
。
以
下
は
両
本
で
「
三
宝
を
分
別
す
べ
き
で
な
い
」
と
述
べ
ら
れ
る
箇
所
を
例
示
し
た
も
の
で
あ
る
。【
六
巻
本
】「
汝
、
声
聞
の
童
蒙
の
智
慧
の
如
く
す
る
こ
と
莫
れ
。
唯
だ
是
れ
一
帰
依
な
る
の
み
。
当
に
知
る
べ
し
、
三
有
る
に
非
ず
と
。
是
の
如
く
に
平
等
の
道
に
し
て
、
仏
、
法
、
僧
は
一
味
な
り
」（
大
正
十
二
、
八
八
四
ｃ
、
二
一
行
‐
二
三
行
）。【
大
本
】「
汝
、
今
応
に
諸
の
声
聞
、
凡
夫
の
人
の
如
く
三
宝
を
分
別
す
べ
か
ら
ず
。
此
の
大
乗
に
於
い
て
は
三
帰
に
分
別
の
相
有
る
こ
と
無
し
。
所
以
は
何
ん
。
仏
性
中
に
於
い
て
即
ち
法
、
僧
有
れ
ば
な
り
。
声
聞
、
凡
夫
を
化
度
せ
ん
と
欲
す
る
が
為
の
故
に
、
分
別
し
て
三
帰
の
異
相
を
説
く
」（
大
正
十
二
、
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四
〇
九
ｃ
、
二
七
行
‐
四
一
〇
ａ
、
一
行
）。 
ま
た
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
を
含
め
た
、
三
宝
一
体
、
一
帰
依
処
に
関
し
て
は
、
高
崎
［
二
〇
〇
九
］
ａ
（
一
八
四
‐
一
八
八
頁
）、［
二
〇
一
四
］（
一
九
〇
‐
一
九
六
頁
）
等
を
参
照
さ
れ
た
い
。 
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第
三
章
、「
秘
密
蔵
」
と
「
仏
性
・
如
来
性
」 
  
は
じ
め
に 
  
第
一
章
で
「
秘
密
蔵
」
の
存
在
を
確
認
し
、
第
二
章
で
は
「
秘
密
蔵
」
の
影
響
に
よ
る
大
本
の
増
広
箇
所
を
確
認
し
た
。
こ
の
第
三
章
で
は
別
の
「
秘
密
蔵
」
の
は
た
ら
き
を
確
認
し
た
い
。
そ
の
た
め
に
、
最
初
に
大
本
に
お
い
て
「
秘
密
蔵
」
に
類
似
す
る
「
秘
密
～
」
と
記
さ
れ
る
語
句
が
、
第
一
章
で
触
れ
た
「
秘
密
蔵
」
を
指
す
語
句
で
あ
る
か
を
確
認
す
る
。
続
い
て
、
大
本
・
六
巻
本
の
間
で
「
秘
密
蔵
」
と
「
仏
性
・
如
来
性
」
と
が
対
応
す
る
箇
所
を
確
認
す
る
。
ま
た
上
記
の
確
認
か
ら
、
大
本
・
六
巻
本
の
「
仏
性
・
如
来
性
」
の
使
用
傾
向
に
、「
秘
密
蔵
」
の
導
入
の
影
響
を
見
い
だ
せ
る
か
を
考
察
す
る
。 
最
初
に
大
本
が
「
秘
密
蔵
」
に
類
似
す
る
語
句
を
、
実
際
に
「
秘
密
蔵
」
と
し
て
使
用
し
て
い
る
の
か
を
確
認
す
る
。
こ
の
作
業
に
よ
っ
て
、
大
本
で
は
「
秘
密
蔵
」
は
語
句
自
体
に
若
干
の
変
化
が
認
め
ら
れ
る
が
、
語
の
示
す
内
容
は
全
て
第
一
章
で
触
れ
た
『
涅
槃
経
』
の
教
え
を
表
す
「
秘
密
蔵
」
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。 
 
次
に
、
大
本
の
「
秘
密
蔵
」
導
入
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
「
仏
性
・
如
来
性
」
の
語
句
に
関
す
る
特
徴
に
つ
い
て
指
摘
を
試
み
た
い
。
そ
も
そ
も
大
乗
『
涅
槃
経
』
で
の
「
仏
性
・
如
来
性
」
と
言
え
ば
、
一
般
的
に
は
「
悉
有
仏
性
」
思
想
を
指
す
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
「
仏
性
・
如
来
性
」
の
研
究
で
は
、「
悉
有
仏
性
」
思
想
に
関
す
る
考
察
が
多
い
が
、
大
本
・
六
巻
本
に
お
け
る
用
法
の
異
な
り
に
関
し
て
は
あ
ま
り
目
を
向
け
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、「
仏
性
・
如
来
性
」
の
用
例
が
、
主
に
『
涅
槃
経
』
内
で
「
悉
有
仏
性
」
思
想
を
開
示
す
る
如
来
性
品
付
近
に
集
中
し
て
い
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、『
涅
槃
経
』
で
は
如
来
性
品
以
前
か
ら
「
仏
性
・
如
来
性
」
の
語
句
を
使
用
し
て
お
り
、
大
本
に
は
六
巻
本
の
「
如
来
性
」
の
語
句
に
相
応
す
る
箇
所
に
「
秘
密
蔵
」
の
語
句
を
充
て
て
い
る
箇
所
も
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
仏
性
・
如
来
性
」
の
用
例
を
大
本
・
六
巻
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本
と
で
比
較
す
る
際
に
は
、「
秘
密
蔵
」
の
語
句
の
動
向
に
も
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
本
章
で
は
、
大
本
・
六
巻
本
と
の
間
で
、「
秘
密
蔵
」
と
「
仏
性
・
如
来
性
」
と
の
比
較
が
可
能
な
用
例
を
確
認
し
て
い
く
。 
次
に
、
大
本
で
の
「
秘
密
蔵
」
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
大
本
で
は
「
仏
性
・
如
来
性
」
の
用
例
が
六
巻
本
と
は
異
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
具
体
的
に
は
大
本
で
は
、「
仏
性
」
は
衆
生
に
対
し
て
、「
如
来
性
」
は
釈
尊
自
身
や
如
来
に
対
し
て
使
用
さ
れ
る
。
一
部
例
外
が
あ
る
が
、
大
本
で
は
お
お
む
ね
右
記
の
傾
向
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
こ
と
を
本
章
で
は
用
例
を
挙
げ
て
考
察
し
て
い
く
。 
  
第
一
節
、
大
本
に
お
け
る
「
秘
密
蔵
」
の
用
例 
  
四
相
品
の
「
伊
字
三
点
」
ま
で
の
「
秘
密
蔵
」
は
、
文
脈
上
、
大
本
が
哀
歎
品
に
お
い
て
示
し
た
「
秘
密
蔵
」
と
同
じ
で
あ
る
と
理
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
四
相
品
以
降
に
散
見
さ
れ
る
「
秘
密
蔵
」
や
そ
れ
に
類
す
る
語
句
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。 
 
織
田
［
二
〇
一
〇
］
で
は
、
哀
歎
品
に
お
い
て
提
示
さ
れ
た
「
秘
密
蔵
」
の
異
称
と
考
え
ら
れ
る
語
句
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
い
る
一
。
そ
れ
は
「
微
密
蔵
」
「
如
来
秘
蔵
」
「
秘
密
之
蔵
」
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
以
外
に
も
、「
如
来
微
密
無
上
法
蔵
」「
無
上
秘
密
之
蔵
」
「
如
来
微
密
深
奥
蔵
」「
如
来
甚
深
密
蔵
」「
如
来
甚
深
秘
密
蔵
」「
如
来
真
法
蔵
」「
如
来
微
密
宝
蔵
」「
如
来
微
密
秘
蔵
」「
如
来
密
蔵
」
な
ど
の
「
秘
密
蔵
」
の
異
称
と
思
わ
れ
る
語
句
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
等
の
異
称
を
含
め
た
「
秘
密
蔵
」
は
、
大
本
『
涅
槃
経
』
で
は
、
後
半
部
の
光
明
遍
照
高
貴
徳
王
菩
薩
品
ま
で
確
認
で
き
る
二
。
ま
た
、
こ
れ
等
の
語
句
は
六
巻
本
と
の
比
較
が
可
能
で
あ
る
大
本
前
十
巻
分
の
う
ち
で
は
菩
薩
品
ま
で
散
見
さ
れ
る
。
し
か
し
、
織
田
氏
に
拠
れ
ば
「
初
分
・
中
分
・
後
分
の
三
分
に
分
け
て
み
る
と
、
秘
密
蔵
等
の
用
例
は
圧
倒
的
に
初
分
に
集
中
し
て
い
る
。
中
分
で
は
『
涅
槃
経
』
そ
の
も
の
を
指
し
て
秘
密
蔵
な
ど
と
言
う
の
み
で
、
詳
し
い
議
論
は
一
切
存
在
し
な
い
三
」
と
い
う
。 
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こ
れ
等
の
語
句
の
用
例
の
中
で
、
大
本
が
哀
歎
品
以
降
「
秘
密
蔵
」
と
し
て
使
用
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
事
例
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
、
第
二
章
で
も
注
目
し
た
四
相
品
の
「
伊
字
三
点
」
の
後
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
四
相
品
に
至
る
ま
で
に
明
か
さ
れ
た
『
涅
槃
経
』
の
教
理
を
「
何
故
、
秘
密
に
し
て
い
た
の
か
」
と
、
迦
葉
菩
薩
が
釈
尊
に
問
う
場
面
で
あ
る
。 
 
【
大
本
】 
爾
の
時
、
迦
葉
菩
薩
、
仏
に
白
し
て
言
く
、「
世
尊
よ
、
仏
の
所
説
の
如
く
〈
諸
仏
、
世
尊
に
秘
密
蔵
有
り
〉
と
は
、
是
の
義
は
然
ら
ず
。
何
を
以
て
の
故
に
。
諸
仏
、
世
尊
は
唯
だ
密
語
有
る
の
み
に
し
て
、
密
蔵
有
る
こ
と
無
け
れ
ば
な
り
」
と
。 
（
大
正
十
二
、
三
九
〇
ｂ
、
一
五
行
‐
一
七
行
、
傍
線
筆
者
） 
  
右
の
場
面
は
、
先
に
も
挙
げ
た
大
本
四
相
品
の
文
脈
上
で
の
、
新
た
な
展
開
を
見
せ
る
箇
所
の
冒
頭
部
分
で
あ
る
。
六
巻
本
で
は
「
秘
密
蔵
」
の
語
句
は
見
当
ら
ず
、
こ
れ
に
相
当
す
る
で
あ
ろ
う
「
隠
秘
之
法
」
と
い
う
語
を
使
用
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
表
現
は
異
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
大
本
・
六
巻
本
共
に
「
秘
密
に
し
て
隠
し
て
い
た
教
え
」
と
い
う
こ
と
を
表
し
て
い
る
点
で
は
同
じ
で
あ
る
。
そ
し
て
大
本
で
は
右
の
箇
所
以
降
の
文
脈
で
も
「
秘
密
蔵
」
や
そ
れ
に
類
す
る
「
如
来
秘
蔵
」
の
語
句
を
使
用
し
て
い
る
。
そ
の
箇
所
は
、
哀
歎
品
で
定
義
さ
れ
た
「
秘
密
蔵
」
に
対
し
て
、
迦
葉
菩
薩
が
そ
の
「
蔵
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
「
秘
匿
」・「
秘
密
に
し
て
隠
し
て
い
た
」
と
い
う
意
味
と
し
て
捉
え
て
、「
何
故
諸
仏
、
世
尊
に
秘
密
の
蔵
が
有
る
と
言
う
の
か
四
」
と
い
う
疑
義
を
呈
す
る
と
い
う
文
脈
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
文
脈
の
中
で
大
本
は
、「
秘
密
蔵
」
や
そ
れ
に
類
す
る
語
句
を
「
如
来
に
は
秘
密
に
し
て
隠
し
て
い
た
教
え
な
ど
な
い
は
ず
で
あ
る
」
と
い
う
問
題
提
起
や
、
そ
れ
に
対
す
る
釈
尊
の
回
答
の
中
で
使
用
し
て
い
た
。
そ
の
中
で
、
「
如
来
秘
蔵
」
な
ど
の
語
句
が
「
秘
密
蔵
」
に
類
す
る
と
考
え
る
理
由
は
、
冒
頭
部
か
ら
「
秘
密
蔵
」
の
語
句
を
使
用
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、「
如
来
秘
蔵
」
の
語
句
を
「
秘
密
蔵
」
と
し
て
使
用
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
で
の
「
秘
密
蔵
」
に
対
す
る
秘
匿
性
の
否
定
は
、
純
陀
品
で
開
示
さ
れ
た
「
如
来
常
住
」
思
想
が
、
哀
歎
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品
で
比
丘
に
よ
っ
て
「
秘
密
蔵
」
と
呼
ば
れ
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
。「
秘
密
蔵
」
は
哀
歎
品
で
の
初
出
以
後
、「
伊
字
三
点
」
と
し
て
開
示
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
大
本
四
相
品
前
半
で
は
未
だ
に
、「
秘
密
蔵
」「
無
上
秘
密
之
蔵
」
な
ど
の
用
例
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。 
 
【
大
本
】 
終
に
敢
え
て
如
来
の
所
説
の
十
二
部
経
及
び
秘
密
蔵
に
於
い
て
、
謗
り
て
「
此
の
経
五
は
是
れ
波
旬
の
所
説
な
り
」
と
言
わ
ず
。 
（
大
正
十
二
、
三
八
五
ｂ
、
一
八
行
‐
一
九
行
、
傍
線
筆
者
） 
 
諸
の
菩
薩
等
が
説
き
て
「
如
来
は
常
に
し
て
変
易
せ
ず
」
と
言
う
は
、
汝
の
善
子
が
「
汝
、
死
せ
り
」
と
言
わ
ざ
る
が
如
し
。
是
の
義
を
以
て
の
故
に
、
我
は
無
上
の
秘
密
蔵
を
以
て
、
諸
の
菩
薩
に
付
す
。 
（
大
正
十
二
、
三
八
五
ｃ
、
二
六
行
‐
二
八
行
、
傍
線
筆
者
） 
 
右
の
引
用
箇
所
は
、
四
相
品
で
示
さ
れ
る
「
大
般
涅
槃
」
を
開
示
す
る
た
め
の
四
つ
の
側
面
六
の
内
の
自
正
七
と
正
他
の
解
説
部
分
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
右
の
様
に
、
一
度
「
伊
字
三
点
」
と
し
て
開
示
さ
れ
た
「
秘
密
蔵
」
に
対
し
て
、
哀
歎
品
か
ら
引
き
続
き
「
秘
密
」
と
呼
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
右
の
引
用
箇
所
以
降
、
四
相
品
の
中
で
も
う
一
度
「
伊
字
三
点
」
が
示
さ
れ
、
そ
こ
で
も
「
秘
密
蔵
」
の
語
句
を
使
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
矛
盾
を
指
摘
し
た
こ
と
へ
の
回
答
と
し
て
、「
長
者
教
子
の
譬
喩
」
や
「
波
斯
匿
王
」
の
挿
話
等
が
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
そ
の
名
称
や
導
入
の
経
緯
か
ら
「
秘
密
蔵
」
を
、
そ
の
言
葉
尻
だ
け
で
捕
え
る
こ
と
を
防
ぎ
、『
涅
槃
経
』
の
教
義
自
体
の
秘
匿
性
を
否
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
表
わ
す
様
に
「
長
者
教
子
の
譬
喩
」
等
で
は
、
か
つ
て
教
え
な
か
っ
た
『
涅
槃
経
』
の
教
え
を
今
教
え
る
こ
と
が
対
機
説
法
で
あ
る
と
明
か
さ
れ
た
後
も
、「
秘
密
蔵
」
や
そ
れ
に
類
す
る
語
句
が
、『
涅
槃
経
』
の
教
義
を
表
わ
す
語
句
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 
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【
大
本
】 
上
の
所
説
の
如
き
の
四
人
、
世
に
出
で
て
法
を
護
持
す
れ
ば
、
応
当
に
證
知
し
て
依
止
と
為
す
べ
し
。
何
を
以
っ
て
の
故
に
。
是
の
人
は
善
く
如
来
の
微
密
深
奥
蔵
を
解
す
る
が
故
に
、
能
く
如
来
の
常
住
不
変
を
知
る
。 
（
大
正
十
二
、
四
〇
一
ｃ
、
六
行
‐
八
行
、
筆
者
傍
線
） 
  
右
は
四
相
品
に
続
く
四
依
品
に
見
ら
れ
る
用
例
で
あ
る
。「
四
人
」
と
は
四
依
品
冒
頭
で
示
さ
れ
る
、『
涅
槃
経
』
と
い
う
正
法
を
護
持
し
、
衆
生
に
伝
え
る
者
で
あ
り
、
釈
尊
の
大
般
涅
槃
の
後
に
依
る
べ
き
四
種
人
を
指
す
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
様
な
者
達
を
依
止
と
す
べ
き
理
由
を
述
べ
て
い
る
。
そ
の
中
に
「
如
来
微
密
深
奥
蔵
八
」
の
語
句
が
確
認
で
き
、
こ
の
語
が
「
秘
密
蔵
」
に
類
す
る
語
句
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
理
由
は
、「
如
来
の
常
住
不
変
を
知
る
」
と
続
い
て
お
り
、
傍
線
部
の
「
如
来
微
密
深
奥
蔵
」
の
内
容
と
し
て
「
如
来
常
住
」
思
想
が
説
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、「
秘
密
蔵
」
が
「
如
来
常
住
」
思
想
を
内
包
す
る
術
語
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
様
に
「
秘
密
蔵
」
と
い
う
術
語
は
、
語
句
に
若
干
の
変
化
は
あ
り
つ
つ
も
、『
涅
槃
経
』
の
教
義
を
収
め
た
法
蔵
で
あ
る
「
秘
密
蔵
」
と
し
て
使
用
さ
れ
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。 
  
第
二
節
、
大
本
「
秘
密
蔵
」
に
対
応
す
る
六
巻
本
「
如
来
性
」 
  
『
涅
槃
経
』
に
お
け
る
大
本
固
有
の
「
秘
密
蔵
」
の
用
例
を
、
哀
歎
品
で
の
初
出
以
後
か
ら
経
典
の
構
成
に
沿
っ
て
確
認
す
る
と
、
大
本
と
六
巻
本
と
で
は
異
な
り
が
確
認
で
き
る
。
六
巻
本
で
は
、
大
本
の
「
秘
密
蔵
」
に
対
し
て
「
秘
密
蔵
」
に
相
当
す
る
語
句
が
存
在
し
な
い
か
、
相
当
す
る
語
句
が
統
一
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
九
。
し
か
し
、
大
本
の
「
秘
密
蔵
」
が
使
用
さ
れ
る
文
脈
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に
お
い
て
、
六
巻
本
で
は
「
如
来
性
」
の
語
句
を
充
て
て
い
る
箇
所
が
存
在
す
る
の
で
、
そ
の
箇
所
を
確
認
し
て
み
た
い
。 
 
該
当
箇
所
は
『
涅
槃
経
』
四
諦
品
に
存
在
す
る
。
こ
の
品
は
仏
教
の
基
礎
的
な
教
理
で
あ
る
四
聖
諦
（
苦
集
滅
道
）
を
、『
涅
槃
経
』
の
教
理
を
基
に
説
き
直
す
箇
所
で
あ
る
一
〇
。
例
え
ば
苦
諦
は
、
苦
で
あ
る
こ
と
自
体
が
真
理
な
の
で
は
な
く
、
『
涅
槃
経
』
が
示
す
「
如
来
常
住
」
と
い
う
在
り
方
を
知
ら
ず
に
い
る
こ
と
が
苦
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
四
諦
の
内
、
滅
諦
を
『
涅
槃
経
』
の
教
理
に
よ
っ
て
説
き
直
す
中
に
、
該
当
す
る
箇
所
が
存
在
す
る
。 
 
〈
四
諦
品
に
お
け
る
比
較
〉 
 
【
六
巻
本
】 
苦
滅
諦
と
は
、
若
し
空
を
修
行
せ
ば
、
一
切
は
尽
滅
し
如
来
性
を
壊
す
。
若
し
空
を
修
行
す
る
を
滅
諦
と
名
づ
け
れ
ば
、
彼
の
諸
の
外
道
と
義
を
相
い
違
う
者
も
、
亦
空
を
修
行
し
て
滅
諦
を
得
る
や
。 
 
当
に
知
る
べ
し
、
一
切
皆
に
如
来
常
住
の
性
有
り
。
諸
の
結
縛
を
滅
し
煩
悩
を
永
く
尽
き
て
、
如
来
常
住
の
性
を
顕
現
し
、
一
心
を
起
し
て
便
ち
妙
果
を
得
。
常
楽
自
在
に
し
て
法
自
在
王
と
名
づ
く
。
是
れ
を
苦
滅
聖
諦
を
修
行
す
と
為
す
。 
 
若
し
復
、
如
来
性
を
修
行
し
て
空
、
無
我
の
相
を
作
さ
ば
、
当
に
知
る
べ
し
、
是
の
輩
は
蛾
の
火
に
投
ず
る
が
如
し
。
滅
諦
と
名
づ
く
る
は
、
是
れ
如
来
性
な
り
。
是
れ
如
来
は
実
に
、
一
切
無
量
の
煩
悩
を
滅
除
す
。
所
以
は
何
ん
。
是
れ
如
来
性
に
因
る
が
故
に
。
是
の
如
く
知
る
者
は
、
如
来
平
等
の
滅
諦
を
知
る
と
為
す
。
若
し
此
れ
と
異
な
る
者
は
滅
を
知
る
と
名
づ
け
ざ
る
な
り
。 
（
大
正
十
二
、
八
八
三
ａ
、
二
行
‐
一
二
行
、
傍
線
筆
者
） 
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【
大
本
】 
苦
滅
諦
と
は
、
若
し
多
く
空
法
を
修
習
し
学
ぶ
こ
と
有
ら
ば
、
是
れ
を
不
善
と
為
す
。
何
を
以
て
の
故
に
。
一
切
法
を
滅
す
る
が
故
に
。
如
来
の
真
宝
蔵
を
壊
す
る
が
故
に
。
是
の
修
学
を
作
す
、
是
れ
を
修
空
と
名
づ
く
。
苦
滅
を
修
す
る
者
は
、
一
切
の
諸
の
外
道
等
に
逆
ら
う
。
若
し
「
修
空
は
是
れ
滅
諦
な
り
」
と
言
わ
ば
、
一
切
外
道
も
亦
空
法
を
修
し
て
応
に
滅
諦
有
る
べ
し
。 
 
説
有
り
て
「
如
来
蔵
有
り
て
見
る
べ
か
ら
ず
と
雖
も
、
若
し
能
く
一
切
煩
悩
を
滅
除
せ
ば
、
爾
ら
ば
乃
ち
入
る
を
得
」
と
言
う
が
若
し
。
若
し
此
の
心
を
発
さ
ば
一
念
の
因
縁
あ
り
て
諸
法
中
に
於
い
て
自
在
を
得
。 
 
若
し
如
来
密
蔵
は
無
我
、
空
寂
な
り
と
修
習
す
る
こ
と
有
ら
ば
、
是
の
如
く
の
人
は
無
量
世
に
於
い
て
生
死
中
に
在
り
て
流
転
し
苦
を
受
け
ん
。
若
し
是
の
如
き
に
修
を
作
さ
ざ
る
有
ら
ば
、
煩
悩
有
る
と
雖
も
疾
く
能
く
滅
除
せ
ん
。
何
を
以
て
の
故
に
。
如
来
秘
密
蔵
を
知
る
に
因
る
が
故
に
。
是
れ
を
苦
滅
聖
諦
と
名
づ
く
な
り
。 
（
大
正
十
二
、
四
〇
六
ｃ
、
七
行
‐
一
七
行
、
傍
線
筆
者
） 
 
右
の
比
較
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、
大
本
で
「
秘
密
蔵
」
の
異
称
と
考
え
ら
れ
る
「
如
来
真
宝
蔵
」「
如
来
蔵
」「
如
来
密
蔵
」「
如
来
秘
密
蔵
」
な
ど
の
語
句
が
、
六
巻
本
で
は
「
如
来
性
」「
如
来
常
住
之
性
」
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
大
本
の
「
如
来
～
」
と
い
う
語
句
を
「
秘
密
蔵
」
と
し
て
読
ん
だ
場
合
、
六
巻
本
の
「
如
来
性
」
と
対
応
す
る
と
言
え
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
の
「
秘
密
蔵
」
は
、
六
巻
本
の
「
如
来
性
」「
如
来
の
常
住
と
い
う
在
り
方
」
と
い
う
意
味
を
内
包
す
る
語
と
し
て
読
め
る
。
更
に
は
他
の
『
涅
槃
経
』
の
思
想
（「
伊
字
三
点
」
「
常
楽
我
浄
一
一
」「
大
乗
経
典
を
指
す
語
句
と
し
て
」
な
ど
）
を
も
含
む
語
句
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
う
。 
 
た
だ
し
、
大
本
の
こ
の
箇
所
に
お
い
て
「
秘
密
蔵
」
の
異
称
と
思
わ
れ
る
語
句
の
中
に
は
、「
如
来
蔵
」
と
い
う
訳
語
が
確
認
で
き
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る
。
こ
の
「
如
来
蔵
」
等
の
語
句
は
「
如
来
真
宝
蔵
」
を
除
い
て
、
大
本
の
「
秘
密
蔵
」
と
し
て
で
は
な
く
、
い
わ
ゆ
る
如
来
蔵
思
想
の
「
如
来
蔵
」
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
、
大
本
の
文
脈
を
通
し
て
見
た
場
合
に
は
、
こ
こ
で
の
「
如
来
蔵
」
と
い
う
語
句
は
、
や
は
り
哀
歎
品
で
初
め
て
提
示
さ
れ
た
「
秘
密
蔵
」
と
し
て
捉
え
る
べ
き
で
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
何
故
な
ら
ば
、
四
相
品
以
降
四
諦
品
に
至
る
ま
で
の
大
本
で
は
、
四
依
品
、
邪
正
品
で
も
「
秘
密
蔵
」
の
語
句
が
確
認
で
き
る
一
二
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
様
に
哀
歎
品
で
の
定
義
や
「
伊
字
三
点
」
と
し
て
の
内
容
開
示
以
降
も
継
続
し
て
「
秘
密
蔵
」
の
語
句
を
使
用
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
箇
所
で
も
同
様
に
使
用
し
て
い
る
と
考
え
る
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
先
の
比
較
に
お
け
る
大
本
の
「
如
来
蔵
」
の
使
用
箇
所
を
含
め
て
一
三
、「
如
来
～
」
と
い
う
語
句
が
見
ら
れ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
文
は
、
文
脈
上
「
秘
密
蔵
」
と
し
て
読
む
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 
 
ま
た
、
四
諦
品
の
比
較
箇
所
で
の
「
如
来
蔵
」
の
語
句
を
「
秘
密
蔵
」
と
読
む
と
い
う
こ
と
を
踏
襲
し
た
場
合
、
大
本
の
他
の
箇
所
の
「
如
来
蔵
」
と
い
う
語
句
も
同
様
に
、「
秘
密
蔵
」
と
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
箇
所
と
は
、
四
諦
品
以
降
に
存
在
し
、
同
じ
く
「
如
来
蔵
」
の
訳
語
が
確
認
で
き
る
大
本
の
如
来
性
品
冒
頭
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
も
先
と
同
様
に
「
秘
密
蔵
」
と
読
み
取
れ
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
箇
所
を
次
に
挙
げ
て
み
た
い
。 
 
〈
如
来
性
品
冒
頭
部
〉 
 
【
六
巻
本
】 
迦
葉
菩
薩
、
復
仏
に
白
し
て
言
く
、「
世
尊
よ
、
如
来
に
我
有
り
て
、
二
十
五
有
は
有
と
為
す
や
無
と
為
す
や
」
と
。
仏
、
迦
葉
に
告
げ
た
ま
わ
く
、「
真
実
の
我
と
は
、
是
れ
如
来
性
な
り
。
当
に
知
る
べ
し
、
一
切
衆
生
に
悉
く
有
り
。
但
だ
、
彼
の
衆
生
は
無
量
煩
悩
に
覆
蔽
せ
ら
れ
て
現
ぜ
ず
」
と
。 
（
大
正
十
二
、
八
八
三
ｂ
、
一
四
行
‐
一
七
行
、
傍
線
筆
者
） 
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【
大
本
】 
迦
葉
菩
薩
、
仏
に
白
し
て
言
く
、
…
「
世
尊
よ
、
二
十
五
有
に
我
有
る
や
不
や
」
と
。
仏
言
わ
く
、「
我
と
は
即
ち
是
れ
如
来
蔵
の
義
な
り
。
一
切
衆
生
に
悉
く
仏
性
有
り
。
即
ち
是
れ
我
の
義
な
り
。
是
の
如
き
の
我
の
義
は
、
本
よ
り
已
来
、
常
に
無
量
の
煩
悩
の
為
に
覆
わ
る
。
是
の
故
に
衆
生
は
見
る
こ
と
を
得
る
こ
と
能
わ
ず
」
と
。 
（
大
正
十
二
、
四
〇
七
ｂ
、
六
行
‐
一
一
行
、
傍
線
筆
者
） 
 
こ
の
箇
所
も
先
の
四
諦
品
と
同
様
に
、
六
巻
本
の
「
如
来
性
」
に
大
本
の
「
秘
密
蔵
」
が
対
応
す
る
事
例
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
一
見
し
て
分
か
る
の
は
、
大
本
で
は
「
如
来
蔵
」「
仏
性
」
の
語
句
が
確
認
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
六
巻
本
で
は
「
如
来
性
」
の
語
句
の
み
確
認
で
き
る
。
先
の
四
諦
品
と
同
様
で
あ
る
の
な
ら
ば
、
大
本
は
こ
の
箇
所
で
「
秘
密
蔵
」
の
内
容
と
し
て
「
仏
性
」
を
開
示
し
て
い
る
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
で
あ
る
の
な
ら
ば
、
六
巻
本
「
如
来
性
」
は
大
本
「
秘
密
蔵
」
に
対
応
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
如
来
性
品
冒
頭
部
に
続
い
て
、『
涅
槃
経
』
は
冒
頭
以
降
で
は
凡
そ
四
つ
の
譬
喩
一
四
を
示
し
な
が
ら
、
我
（
の
義
）
と
形
容
さ
れ
た
「
仏
性
・
如
来
性
」
が
ど
の
様
に
衆
生
と
関
係
す
る
の
か
を
説
い
て
い
く
。
そ
の
説
き
方
は
、
大
本
で
は
哀
歎
品
に
お
い
て
「
秘
密
蔵
」
と
し
て
表
現
し
始
め
た
、「
如
来
常
住
」
思
想
を
示
す
文
脈
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
仏
性
・
如
来
性
」
と
衆
生
と
が
無
関
係
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
た
後
に
、
大
本
で
は
六
巻
本
に
は
存
在
し
な
い
「
秘
密
蔵
の
本
当
の
意
味
を
教
え
る
」
と
い
う
意
図
を
持
つ
場
面
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
次
の
場
面
で
あ
る
。 
 
【
大
本
】 
仏
言
わ
く
、「
善
男
子
よ
、
汝
今
、
如
来
秘
蔵
真
実
義
を
知
ら
ん
と
欲
す
る
や
不
や
。」
と
。
迦
葉
言
く
、「
爾
り
。
我
今
、
実
に
如
来
秘
蔵
の
義
を
知
る
こ
と
を
得
ん
と
欲
す
」
と
。 
（
大
正
十
二
、
四
〇
九
ａ
、
二
二
行
‐
二
三
行
） 
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こ
の
箇
所
以
降
の
大
本
で
は
、「
秘
密
蔵
」
の
内
容
で
あ
る
、
常
住
で
あ
る
如
来
の
在
り
方
と
し
て
の
「
仏
性
・
如
来
性
」
と
衆
生
と
が
関
係
す
る
理
由
を
説
い
て
い
く
。
こ
の
様
に
如
来
蔵
思
想
に
含
ま
れ
る
、「
仏
性
・
如
来
性
」
の
語
句
を
使
用
す
る
文
脈
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
大
本
如
来
性
品
冒
頭
の
「
如
来
蔵
」
は
、
い
わ
ゆ
る
如
来
蔵
思
想
の
「
如
来
蔵
」
を
指
す
も
の
で
は
な
く
、「
秘
密
蔵
」
を
意
味
す
る
語
句
と
し
て
読
む
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 
 
こ
の
様
に
大
本
に
お
い
て
重
要
な
役
回
り
を
務
め
る
「
秘
密
蔵
」
で
あ
る
が
、
六
巻
本
の
「
如
来
性
」
に
対
応
す
る
語
句
の
全
て
が
「
秘
密
蔵
」
な
の
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
い
。
こ
れ
ま
で
大
本
に
お
け
る
「
秘
密
蔵
」
の
語
句
の
多
く
が
、
六
巻
本
で
は
「
如
来
性
」
に
対
応
す
る
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
六
巻
本
の
「
如
来
性
」
に
対
応
す
る
も
の
は
、
大
本
で
は
「
秘
密
蔵
」
を
は
じ
め
「
仏
性
」
や
「
如
来
性
」
の
三
種
に
大
別
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
次
に
大
本
と
六
巻
本
に
お
け
る
「
秘
密
蔵
」
の
有
無
を
契
機
と
す
る
、「
仏
性
・
如
来
性
」
の
用
法
の
相
異
に
注
目
し
た
い
。 
  
第
三
節
、「
仏
性
・
如
来
性
」
の
用
例
に
関
す
る
仮
説
の
提
示 
 
先
に
六
巻
本
の
「
如
来
性
」
に
対
応
す
る
も
の
が
、
大
本
の
用
例
で
は
三
種
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
大
本
は
一
般
的
に
「
仏
性
」
思
想
の
印
象
が
強
い
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。「
仏
性
」
を
含
め
た
如
来
蔵
思
想
に
お
い
て
は
、『
如
来
蔵
経
』
や
『
勝
鬘
経
』
な
ど
の
経
典
に
お
い
て
、「
如
来
蔵
」
の
語
句
を
も
っ
て
そ
の
思
想
を
代
表
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
大
本
に
お
い
て
は
そ
う
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
『
涅
槃
経
』
に
お
い
て
は
「
仏
性
・
如
来
性
」
の
訳
語
と
共
に
、
先
に
も
示
し
た
「
如
来
蔵
」
の
訳
語
も
使
用
さ
れ
て
い
る
一
五
。
そ
れ
は
仏
陀
跋
陀
羅
訳
『
如
来
蔵
経
』（
四
二
〇
年
訳
）
も
同
じ
で
あ
る
が
、
後
に
訳
さ
れ
た
同
本
異
訳
の
関
係
に
あ
る
不
空
訳
『
如
来
蔵
経
』（
八
世
紀
中
。
正
確
な
年
代
は
不
明
）
に
お
い
て
は
「
如
来
蔵
」
の
語
句
し
か
確
認
で
き
ず
、
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『
如
来
蔵
経
』
は
「
如
来
蔵
」
を
主
題
と
し
た
経
典
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
一
六
。 
で
は
『
涅
槃
経
』
と
は
、
一
般
的
に
言
わ
れ
る
よ
う
な
「
仏
性
」
を
主
題
と
し
た
経
典
な
の
か
と
い
う
と
、
少
し
問
題
が
あ
る
。
確
か
に
『
涅
槃
経
』
の
大
本
に
お
い
て
は
「
仏
性
」
の
語
句
が
頻
出
す
る
。
し
か
し
先
に
も
確
認
し
た
が
、
大
本
の
「
秘
密
蔵
」「
仏
性
」「
如
来
性
」
の
語
句
に
対
応
す
る
語
句
は
、
六
巻
本
に
お
い
て
は
「
如
来
性
」
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
大
本
と
同
様
に
「
仏
性
」「
如
来
蔵
」
の
語
句
も
使
用
さ
れ
る
六
巻
本
に
お
い
て
は
、
主
に
見
ら
れ
る
の
は
「
如
来
性
」
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
等
の
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、「
仏
性
・
如
来
性
」
の
使
用
数
を
品
毎
に
比
較
し
た
表
を
次
頁
に
挙
げ
る
。
こ
の
表
に
よ
っ
て
、
大
本
・
六
巻
本
に
お
け
る
「
仏
性
・
如
来
性
」
の
使
用
の
相
異
を
確
認
し
て
み
た
い
。 
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漢訳『涅槃経』‐「仏性」「如来性」、品毎頻出表  
六巻本  四十巻本（北本）  三十六巻本（南本）  
仏性  如来性 仏性  如来性 品名  仏性  如来性 品名  
    
寿命品  
  
序品  
（大身菩薩品含む） 
  2  2  純陀品  
      哀歎品  
    
金剛身品  
  長寿品  
      金剛身品  
    名字功徳品    名字功徳品  
1 2＊ 6 4 
如来性品  
6 4 四相品  
1 1 2  2  四依品  
10 3 18  18  邪正品  
 6＊     四諦品  
 1 2  2  四倒品  
5 55＊ 47 11 47 11 如来性品  
1 4＊ 3 3 3 3 文字品  
 5 5 2 5 2 鳥喩品  
 1＊  6＊  6＊ 月喩品  
2 23＊ 24 2 22 4 菩薩品  
 3＊   一切大衆所問品   一切大衆所問品 
・〈漢訳『涅槃経』‐「仏性」「如来性」品毎頻出表〉中に見られる「＊」は、
「仏性・如来性」であると断定し難い箇所を含むことを示すものである。  
・六巻本を基に編集された南本の品名毎に分けて「仏性」「如来性」の使用数を
示した。又、大本・六巻本の構成の異なりを明示するために大本の品名も併せ
て示した。  
 
76 
 
上
記
の
頻
出
表
一
七
の
様
に
、
如
来
性
品
や
菩
薩
品
な
ど
の
「
仏
性
・
如
来
性
」
の
使
用
数
が
多
い
品
が
確
認
で
き
る
。
そ
の
様
な
品
を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の
品
に
お
い
て
、
大
本
で
は
「
仏
性
」
を
、
六
巻
本
で
は
「
如
来
性
」
を
主
に
使
用
し
て
お
り
、
使
用
傾
向
が
相
反
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
他
、
邪
正
品
の
用
例
で
は
、
六
巻
本
は
「
如
来
性
」
と
「
仏
性
」
の
両
方
を
使
用
し
て
い
る
が
、
大
本
で
は
「
仏
性
」
の
語
句
の
み
使
用
す
る
と
い
う
例
も
存
在
す
る
。 
 
以
上
、
表
を
基
に
し
て
、『
涅
槃
経
』
大
本
・
六
巻
本
の
傾
向
を
簡
潔
に
述
べ
る
な
ら
、
大
本
は
「
仏
性
」
を
主
と
し
て
説
く
傾
向
が
あ
り
、
六
巻
本
は
「
如
来
性
」
を
主
と
す
る
傾
向
が
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
先
程
も
述
べ
た
が
、
大
本
・
六
巻
本
は
い
ず
れ
も
「
仏
性
」「
如
来
性
」
の
両
語
句
を
使
用
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
表
に
表
れ
た
数
字
の
み
で
は
な
く
、
経
典
の
文
脈
を
通
し
て
、
そ
の
傾
向
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 
次
に
、
両
本
は
「
仏
性
」「
如
来
性
」
を
ど
の
様
に
使
い
分
け
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、
大
本
の
文
脈
を
中
心
に
そ
の
傾
向
を
捉
え
て
み
た
い
。
大
本
と
六
巻
本
を
比
較
し
な
が
ら
読
み
進
め
て
行
く
と
、
大
本
で
は
「
仏
性
」「
如
来
性
」
そ
れ
ぞ
れ
に
別
の
意
図
を
含
ま
せ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
そ
の
顕
著
な
事
例
を
幾
つ
か
挙
げ
て
確
認
し
て
い
く
。 
  
如
来
性
品 
  
ま
ず
、
先
に
引
用
し
た
如
来
性
品
冒
頭
部
に
端
を
発
す
る
四
つ
の
譬
喩
に
用
例
の
相
異
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
四
つ
の
譬
喩
は
、
品
の
冒
頭
に
お
い
て
「
二
十
五
有
に
存
在
す
る
」
と
さ
れ
た
「
仏
性
・
如
来
性
」
が
、
衆
生
の
視
点
で
は
ど
の
様
な
状
態
で
あ
る
の
か
を
説
く
譬
喩
で
あ
る
。
六
巻
本
に
お
け
る
四
つ
の
譬
喩
の
範
囲
内
で
は
、
全
て
「
如
来
性
」
の
語
句
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
大
本
の
相
当
箇
所
で
は
「
仏
性
」
の
語
句
を
使
用
し
て
い
る
。
こ
れ
は
品
の
冒
頭
に
お
い
て
、「
秘
密
蔵
」
の
内
容
と
し
て
「
悉
有
仏
性
」
が
示
さ
れ
た
影
響
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
大
本
の
如
来
性
品
前
半
部
で
は
、
衆
生
に
関
わ
る
事
例
に
お
い
て
は
「
仏
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性
」
を
使
用
す
る
傾
向
を
持
つ
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
を
四
つ
の
譬
喩
、「
貧
女
宝
蔵
の
譬
喩
」「
毒
塗
乳
洗
の
譬
喩
」
「
力
士
額
珠
の
譬
喩
」「
雪
山
楽
味
の
譬
喩
」
一
八
の
解
説
部
分
を
挙
げ
て
確
認
す
る
。 
  
①
貧
如
宝
蔵
の
譬
喩 
 
【
六
巻
本
】 
「
一
切
衆
生
も
亦
復
是
の
如
し
。
各
各
、
皆
に
如
来
の
性
有
り
。
無
量
の
煩
悩
に
覆
蔽
し
隠
没
し
て
自
ら
知
る
こ
と
能
わ
ず
。
如
来
は
方
便
し
て
誘
進
し
開
化
し
、
自
身
に
如
来
性
の
有
る
を
知
り
、
歓
喜
し
信
受
せ
し
む
る
な
り
」
と
。 
（
大
正
十
二
、
八
八
三
ｂ
、
二
四
行
‐
二
六
行
、
傍
線
筆
者
）  
【
大
本
】 
「
善
男
子
よ
、
衆
生
の
仏
性
も
亦
復
是
の
如
し
。
一
切
衆
生
が
見
る
を
得
る
を
能
わ
ざ
る
こ
と
、
彼
の
宝
蔵
を
貧
人
が
知
ら
ざ
る
が
如
し
。
我
、
今
、
普
く
一
切
衆
生
の
所
有
の
仏
性
は
、
諸
の
煩
悩
の
為
に
覆
蔽
せ
ら
る
る
こ
と
、
彼
の
貧
人
の
真
金
蔵
有
る
も
見
る
を
得
る
こ
と
能
わ
ざ
る
が
如
し
と
示
せ
り
。
如
来
、
今
日
、
普
く
衆
生
に
諸
の
覚
宝
蔵
を
示
す
と
は
、
所
謂
仏
性
な
り
。
而
し
て
諸
の
衆
生
は
是
の
事
を
見
已
り
て
心
に
歓
喜
を
生
じ
て
如
来
を
帰
仰
す
。
善
方
便
の
者
は
即
ち
是
れ
如
来
な
り
。
貧
女
人
と
は
即
ち
是
れ
一
切
無
量
の
衆
生
な
り
。
真
金
蔵
と
は
即
ち
仏
性
な
り
」
と
。 
（
大
正
十
二
、
四
〇
七
ｂ
、
二
〇
行
‐
二
八
行
、
傍
線
筆
者
） 
  
右
が
「
貧
女
宝
蔵
の
譬
喩
」
の
解
説
部
分
で
あ
る
。
こ
の
譬
喩
は
衆
生
に
「
仏
性
・
如
来
性
」
が
有
る
と
い
う
「
秘
密
蔵
」
の
教
78 
 
え
を
表
わ
す
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
衆
生
は
煩
悩
に
よ
っ
て
自
ら
に
「
仏
性
・
如
来
性
」
が
有
る
こ
と
が
分
か
ら
な
い
が
、
そ
れ
を
如
来
が
教
え
導
い
て
気
付
か
せ
る
、
と
い
う
主
旨
を
例
え
た
も
の
で
あ
る
。
解
説
部
分
の
み
示
し
た
が
、
譬
喩
の
中
で
は
「
貧
女
・
貧
人
」
を
衆
生
に
例
え
、「
善
方
便
者
・
士
夫
」
を
如
来
に
例
え
、「
真
金
蔵
・
珍
宝
蔵
」
を
「
仏
性
・
如
来
性
」
に
例
え
て
い
る
。 こ
の
譬
喩
の
中
で
は
、
大
本
は
「
仏
性
」
の
語
句
の
み
を
使
用
し
、
六
巻
本
は
「
如
来
性
」
の
語
句
の
み
を
使
用
し
て
お
り
、
両
本
に
「
仏
性
」「
如
来
性
」
の
語
句
の
使
用
傾
向
に
偏
り
が
確
認
で
き
る
。
そ
し
て
大
本
で
は
、「
一
切
衆
生
の
所
有
の
仏
性
」
と
衆
生
に
対
し
て
、「
仏
性
」
の
語
句
を
付
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
に
対
し
て
六
巻
本
は
、「
各
各
、
皆
に
如
来
性
有
り
」
と
「
如
来
性
」
の
語
句
を
使
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 
  
②
毒
塗
乳
洗
の
譬
喩 
 
【
六
巻
本
】 
「
是
の
如
く
に
善
男
子
よ
、
如
来
は
誘
進
し
て
衆
生
を
化
す
る
が
故
に
、
初
め
衆
生
の
為
に
一
切
法
の
無
我
の
行
を
修
す
る
を
説
く
。
無
我
を
修
す
る
時
に
我
見
を
滅
除
し
、
我
見
を
滅
し
已
り
て
泥
洹
に
入
る
。
世
俗
の
我
を
除
く
が
故
に
、
非
我
の
方
便
密
教
を
説
く
。
然
る
後
に
為
に
如
来
の
性
を
説
く
。
是
れ
を
世
を
離
れ
た
る
真
実
の
我
と
名
づ
く
る
な
り
」
と
。 
迦
葉
菩
薩
、
仏
に
白
し
て
言
く
、「
世
尊
よ
、
人
の
初
め
て
生
ず
る
時
、
智
慧
は
尚
お
少
な
し
。
漸
漸
に
長
大
し
て
智
も
亦
明
に
随
う
。
若
し
我
有
ら
ば
、
始
終
応
に
一
な
る
べ
し
。
彼
の
智
慧
の
漸
漸
に
増
す
を
以
て
の
故
に
、
当
に
知
る
べ
し
、
我
は
無
し
と
。
又
復
我
と
は
、
応
に
生
死
無
か
る
べ
し
。
而
る
に
生
死
有
ら
ば
、
当
に
知
る
べ
し
、
我
は
無
し
と
。
若
使
一
切
皆
に
如
来
性
有
ら
ば
、
応
に
異
な
り
有
る
こ
と
無
か
る
べ
し
。
而
る
に
今
現
に
長
者
、
梵
志
、
刹
利
、
居
士
、
旃
陀
羅
等
有
り
。
諸
の
衆
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生
の
類
は
種
種
の
異
業
を
身
に
受
け
て
同
じ
か
ら
ず
。
若
使
衆
生
を
し
て
如
来
性
有
ら
ば
、
応
当
に
同
じ
く
等
し
か
る
べ
し
。
而
る
に
今
同
じ
か
ら
ず
。
故
に
如
来
の
性
有
る
こ
と
無
き
を
知
る
。
若
し
復
真
実
に
如
来
性
有
ら
ば
、
応
に
殺
、
盗
し
て
、
諸
の
種
種
の
不
善
の
悪
業
を
作
す
べ
か
ら
ず
。
若
し
当
に
衆
生
に
如
来
性
有
ら
ば
、
聾
者
は
応
に
聴
き
、
盲
者
は
応
に
視
、
唖
者
は
応
に
言
う
べ
し
。
若
使
各
お
の
を
し
て
如
来
性
有
ら
ば
、
何
れ
の
所
に
住
す
と
為
す
や
。
彼
は
身
を
青
、
黄
、
赤
、
白
の
種
種
の
色
に
於
い
て
和
合
す
る
や
、
一
処
に
住
す
る
と
為
す
や
、
身
中
に
遍
し
と
為
す
や
」
と
。 
（
大
正
十
二
、
八
八
三
ｃ
、
二
行
‐
一
八
行
、
傍
線
筆
者
） 
 
【
大
本
】 
「
善
男
子
よ
、
如
来
も
亦
爾
り
。
一
切
を
度
せ
ん
が
為
に
諸
の
衆
生
に
無
我
法
を
修
す
る
を
教
う
。
是
の
如
く
修
し
已
れ
ば
永
く
我
心
を
断
ち
て
涅
槃
に
入
る
。
世
間
の
諸
の
妄
見
を
除
か
ん
が
為
の
故
に
、
世
間
を
出
過
す
る
法
を
示
現
す
る
が
故
に
、
復
世
間
の
我
を
計
す
る
は
虚
妄
に
し
て
真
実
に
非
ざ
る
を
示
さ
ん
が
故
に
、
無
我
法
を
修
し
て
身
を
清
浄
に
せ
ん
が
故
な
り
。
喩
え
ば
女
人
の
其
の
子
の
為
の
故
に
、
苦
味
を
以
て
乳
に
塗
る
が
如
し
。
如
来
も
亦
爾
り
。
空
を
修
す
る
為
の
故
に
説
き
て
〈
諸
法
に
悉
く
我
有
る
こ
と
無
し
〉
と
言
う
。
彼
の
女
人
が
乳
を
浄
洗
し
已
り
て
而
も
其
の
子
を
喚
び
て
還
し
て
服
ま
し
め
ん
と
欲
す
る
が
如
く
、
我
も
今
亦
爾
り
。
如
来
蔵
を
説
く
。
是
の
故
に
比
丘
は
応
に
怖
れ
を
生
ず
べ
か
ら
ず
。
彼
の
小
児
の
母
が
喚
ぶ
を
聞
き
已
り
て
漸
く
還
り
て
乳
を
飲
む
が
如
し
。
比
丘
も
亦
爾
り
。
応
に
自
ら
如
来
秘
蔵
の
有
ら
ざ
る
こ
と
を
得
ざ
る
を
分
別
す
べ
し
」
と
。 
迦
葉
菩
薩
、
仏
に
白
し
て
言
く
、「
世
尊
よ
、
実
に
我
有
る
こ
と
無
し
。
何
を
以
て
の
故
に
。
嬰
児
は
生
ず
る
時
に
知
暁
す
る
所
無
け
れ
ば
な
り
。
若
し
我
有
ら
ば
、
即
ち
生
ず
る
の
日
に
尋
い
で
応
に
知
有
る
べ
し
。
是
の
義
を
以
て
の
故
に
、
定
ん
で
無
我
を
知
る
な
り
。
若
し
定
か
に
我
有
ら
ば
、
生
を
受
け
已
り
て
後
に
、
応
に
終
に
歿
す
る
こ
と
無
か
る
べ
し
。
若
使
一
切
皆
を
し
て
仏
性
有
り
て
、
是
れ
常
住
な
ら
ば
、
応
に
壊
相
無
か
る
べ
し
。
若
し
壊
相
無
く
ば
、
云
何
が
而
も
刹
利
、
婆
羅
門
、
毘
舎
、
80 
 
首
陀
及
び
旃
陀
羅
、
畜
生
の
差
別
有
ら
ん
。
今
、
業
縁
は
種
種
に
し
て
同
じ
か
ら
ず
し
て
諸
趣
は
各
お
の
に
異
な
る
を
見
る
に
、
若
し
定
ん
で
我
有
ら
ば
、
一
切
衆
生
に
応
に
勝
負
無
か
る
べ
し
。
是
の
義
を
以
て
の
故
に
、
定
ん
で
仏
性
は
是
れ
常
法
に
非
ず
と
知
る
な
り
。
若
し
〈
仏
性
は
定
ん
で
是
れ
常
な
り
〉
と
言
わ
ば
、
何
に
縁
り
て
か
復
〈
殺
、
盗
、
婬
、
両
舌
、
悪
口
、
妄
言
、
綺
語
、
貪
、
恚
、
邪
見
有
り
〉
と
説
く
や
。
若
し
我
性
常
な
ら
ば
、
何
の
故
に
酒
後
に
迷
荒
し
酔
乱
す
る
や
。
若
し
我
性
常
な
ら
ば
、
盲
は
応
に
色
を
見
、
聾
は
応
に
声
を
聞
き
、
瘂
は
応
に
能
く
語
り
、
拘
躄
は
能
く
行
か
ん
。
若
し
我
性
常
な
ら
ば
、
応
に
火
坑
、
大
水
、
毒
薬
、
刀
剣
、
悪
人
、
禽
獣
を
避
く
べ
か
ら
ず
。
若
し
我
常
な
ら
ば
、
本
よ
り
更
わ
る
所
の
事
を
応
に
忘
失
す
べ
か
ら
ず
。
若
し
忘
失
す
れ
ば
、
何
に
縁
り
て
か
復
〈
我
は
曾
て
何
れ
の
処
に
か
是
の
人
を
見
た
る
や
〉
と
言
う
や
。
若
し
我
常
な
ら
ば
、
則
ち
応
に
少
、
壮
、
老
等
の
力
勢
が
衰
勢
す
る
に
往
事
を
憶
念
す
る
こ
と
有
る
べ
か
ら
ず
。
若
し
我
常
な
ら
ば
、
何
れ
の
処
に
か
止
住
し
て
、
涕
唾
の
青
、
黄
、
赤
、
白
な
る
諸
色
の
中
に
在
り
と
為
す
や
。
若
し
我
常
な
ら
ば
、
応
に
身
中
に
遍
く
べ
き
こ
と
胡
麻
油
の
間
に
空
処
無
き
が
如
く
に
し
て
、
若
し
身
の
断
ず
る
時
に
我
も
亦
応
に
断
ず
べ
し
」
と
。 
（
大
正
十
二
、
四
〇
七
ｃ
、
一
〇
行
‐
四
〇
八
ａ
、
九
行
、
傍
線
筆
者
） 
  
右
に
は
「
毒
塗
乳
洗
の
譬
喩
」
の
解
説
部
分
だ
け
で
な
く
、「
貧
女
宝
蔵
の
譬
喩
」
と
「
毒
塗
乳
洗
の
譬
喩
」
と
の
内
容
を
踏
ま
え
た
迦
葉
菩
薩
の
問
い
掛
け
を
引
用
し
た
。
ま
ず
、「
毒
塗
乳
洗
の
譬
喩
」
と
は
、
我
と
無
我
と
の
在
り
方
を
表
わ
す
も
の
で
あ
る
。「
病
の
子
供
」
を
衆
生
に
例
え
、「
乳
」
を
我
に
例
え
、「
薬
の
苦
味
」
を
無
我
や
空
に
例
え
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
病
気
の
際
の
乳
は
世
間
的
な
我
で
あ
り
、
平
癒
後
の
乳
は
真
実
我
な
ど
と
形
容
さ
れ
る
「
仏
性
・
如
来
性
」
で
あ
る
か
ら
、「
我
」
の
語
は
同
じ
で
あ
れ
ど
も
次
元
の
異
な
る
も
の
を
説
い
て
い
る
こ
と
に
な
る
。 
ま
た
、
こ
の
譬
喩
の
解
説
部
分
で
も
、
大
本
・
六
巻
本
と
で
使
用
さ
れ
る
語
句
は
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
譬
喩
で
は
世
俗
の
「
我
」
で
は
な
く
、
真
実
の
「
我
」
に
対
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
六
巻
本
で
は
「
如
来
性
」
の
語
句
を
使
用
し
、
大
本
で
は
「
如
来
蔵
」
や
「
如
来
秘
蔵
」
と
い
う
「
秘
密
蔵
」
の
語
句
を
使
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
両
本
は
、
共
に
如
来
性
品
冒
頭
で
「
我
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と
は
即
ち
～
」
と
開
示
さ
れ
た
語
句
を
使
用
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、
大
本
で
は
衆
生
の
覚
性
に
「
仏
性
」
を
、「
如
来
常
住
」
か
ら
始
ま
る
『
涅
槃
経
』
の
仏
身
観
の
展
開
上
の
我
に
「
秘
密
蔵
」
を
使
い
分
け
て
付
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
六
巻
本
に
は
「
秘
密
蔵
」
の
導
入
が
無
い
た
め
に
、
衆
生
の
覚
性
や
如
来
の
在
り
方
の
ど
ち
ら
に
対
し
て
も
「
如
来
性
」
を
使
用
し
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。 
 
次
に
迦
葉
菩
薩
の
問
い
掛
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
大
本
の
内
容
に
や
や
増
広
が
見
ら
れ
る
が
、
内
容
と
し
て
は
概
ね
同
様
で
あ
る
。
こ
の
迦
葉
菩
薩
の
問
い
は
、「
常
住
で
あ
る
〈
仏
性
・
如
来
性
〉
が
衆
生
に
存
在
す
る
の
な
ら
ば
、
そ
れ
を
内
在
す
る
衆
生
に
は
死
が
無
く
、
業
縁
に
よ
る
果
報
も
異
な
る
こ
と
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
だ
が
現
実
に
は
衆
生
に
生
死
が
あ
り
、
種
姓
な
ど
の
差
別
も
あ
る
の
だ
か
ら
、
真
実
の
我
に
形
容
さ
れ
た
〈
仏
性
・
如
来
性
〉
は
存
在
し
な
い
は
ず
で
あ
る
」
と
い
う
主
旨
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
様
な
内
容
か
ら
、
文
中
に
見
ら
れ
る
問
い
の
中
で
「
我
」
の
語
は
、「
仏
性
・
如
来
性
」
の
語
句
を
表
わ
す
語
句
と
し
て
使
用
し
て
い
る
と
考
え
る
。
こ
こ
で
我
に
例
え
た
「
仏
性
・
如
来
性
」
が
衆
生
に
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
の
は
、
世
俗
的
な
「
我
」
と
混
同
す
る
こ
と
に
対
す
る
注
意
を
喚
起
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。 
 
こ
の
箇
所
で
両
本
と
も
に
迦
葉
菩
薩
が
否
定
し
て
い
る
の
は
、
衆
生
に
「
仏
性
・
如
来
性
」
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
衆
生
に
対
す
る
「
仏
性
・
如
来
性
」
の
用
例
と
な
る
。
そ
し
て
、
大
本
は
「
仏
性
」
の
語
句
を
使
用
し
、
六
巻
本
は
「
如
来
性
」
の
語
句
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。 
ま
た
大
本
で
は
、
直
前
の
「
毒
塗
乳
洗
の
譬
喩
」
で
は
「
秘
密
蔵
」
に
「
我
」
を
充
て
て
い
た
が
、
こ
こ
で
は
「
仏
性
」
の
語
句
を
使
用
し
て
い
る
。
こ
の
様
に
「
我
」
に
対
応
す
る
語
句
が
異
な
る
た
め
、
別
々
の
意
味
を
付
し
て
い
る
様
に
見
え
て
し
ま
う
が
そ
う
で
は
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、
先
に
も
引
用
し
た
大
本
如
来
性
品
冒
頭
の
「
我
と
は
即
ち
是
れ
如
来
蔵
の
義
な
り
。
一
切
衆
生
に
悉
く
仏
性
有
り
。
即
ち
是
れ
我
の
義
な
り
一
九
」
と
い
う
一
文
か
ら
、
容
易
に
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 
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③
力
士
額
珠
の
譬
喩 
 
【
六
巻
】 
「
一
切
衆
生
も
亦
復
是
の
如
し
。
各
各
、
皆
如
来
の
性
有
り
。
悪
知
識
に
習
い
て
婬
、
怒
、
癡
を
起
し
、
三
悪
道
に
堕
す
。
乃
至
、
二
十
五
有
に
周
遍
し
て
種
種
の
身
を
受
く
。
如
来
の
性
の
摩
尼
宝
珠
は
、
煩
悩
の
婬
、
怒
、
癡
の
瘡
に
没
在
し
て
、
所
在
を
知
ら
ず
。
世
俗
の
我
に
於
い
て
無
我
を
修
し
、
如
来
良
医
の
方
便
密
教
を
解
せ
ず
、
無
我
の
想
を
作
し
、
真
実
の
我
を
知
る
こ
と
能
わ
ず
。
是
れ
に
於
い
て
如
来
は
復
方
便
を
為
す
。
無
量
煩
悩
の
熾
然
を
滅
し
て
、
如
来
の
性
を
顕
現
、
開
示
せ
し
む
る
な
り
」
と
。 
（
大
正
十
二
、
八
八
三
ｃ
、
二
九
行
‐
八
八
四
ａ
、
七
行
、
傍
線
筆
者
） 
 
【
大
本
】 
「
善
男
子
よ
、
一
切
衆
生
も
亦
復
是
の
如
し
。
善
知
識
に
親
近
す
る
こ
と
能
わ
ざ
る
が
故
に
、
仏
性
有
る
と
雖
も
皆
見
る
こ
と
能
わ
ず
。
而
も
貪
婬
、
瞋
恚
、
愚
痴
の
為
に
覆
蔽
せ
ら
る
る
が
故
に
、
地
獄
、
餓
鬼
、
阿
修
羅
、
旃
陀
羅
、
刹
利
、
婆
羅
門
、
毘
舎
、
首
陀
に
堕
し
、
是
の
如
く
等
の
種
種
の
家
中
に
生
ず
。
心
の
起
す
所
の
種
種
の
業
縁
に
因
り
て
、
人
身
を
受
く
と
雖
も
聾
盲
、
瘖
瘂
、
拘
躄
、
癃
跛
、
二
十
五
有
に
於
い
て
諸
の
果
報
を
受
く
る
な
り
。
貪
婬
、
瞋
恚
、
愚
痴
の
心
を
覆
い
て
仏
性
を
知
ら
ざ
る
こ
と
、
彼
の
力
士
の
宝
珠
の
体
に
在
る
も
呼
び
て
失
去
す
と
謂
う
が
如
し
。
衆
生
も
亦
爾
り
。
善
知
識
に
親
近
す
る
を
知
ら
ざ
る
が
故
に
、
如
来
微
密
の
宝
蔵
を
識
ら
ず
、
無
我
を
修
学
す
。
喩
え
ば
非
聖
は
、
我
有
り
と
説
く
と
雖
も
亦
復
我
の
真
性
を
知
ら
ざ
る
が
如
し
。
我
が
諸
の
弟
子
も
亦
復
是
の
如
し
。
善
知
識
に
親
近
す
る
を
知
ら
ざ
る
が
故
に
、
無
我
を
修
学
す
る
も
亦
復
無
我
の
処
を
知
ら
ず
。
尚
お
自
ら
無
我
の
真
性
を
知
ら
ず
、
況
や
復
能
く
有
我
の
真
性
を
知
ら
ん
や
。 
善
男
子
よ
、
如
来
の
是
の
如
く
に
、
諸
の
衆
生
に
皆
仏
性
有
る
を
説
く
こ
と
、
喩
え
ば
良
医
の
彼
の
力
士
に
金
剛
宝
珠
を
示
す
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が
如
し
。
是
の
諸
の
衆
生
は
諸
の
無
量
億
煩
悩
等
の
為
に
覆
蔽
せ
ら
れ
て
仏
性
を
識
ら
ず
。
若
し
煩
悩
を
尽
く
せ
ば
、
爾
の
時
、
乃
ち
證
知
す
る
こ
と
了
了
な
る
こ
と
を
得
こ
と
、
彼
の
力
士
の
明
鏡
中
に
於
い
て
其
の
宝
珠
を
見
る
が
如
し
。
善
男
子
よ
、
如
来
秘
蔵
は
是
の
如
く
に
無
量
に
し
て
不
可
思
議
な
り
」
と
。 （
大
正
十
二
、
四
〇
八
ａ
、
二
四
行
‐
ｂ
、
一
二
行
、
傍
線
筆
者
） 
 
右
は
「
力
士
額
珠
の
譬
喩
」
の
解
説
部
分
で
あ
る
。
こ
の
譬
喩
で
は
、
衆
生
に
お
け
る
「
仏
性
・
如
来
性
」
の
在
り
方
と
、
そ
の
「
仏
性
・
如
来
性
」
の
存
在
を
教
え
導
く
如
来
で
あ
る
釈
尊
と
の
関
係
を
例
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
譬
喩
は
「
力
士
」
を
衆
生
に
、
額
に
陥
没
し
た
「
宝
珠
」
を
「
仏
性
・
如
来
性
」
に
、「
良
医
」
を
如
来
に
例
え
た
も
の
で
あ
る
。 
解
説
部
分
で
は
、
大
本
で
は
衆
生
に
対
し
て
「
仏
性
」
を
付
し
、
そ
の
「
仏
性
」
が
存
在
す
る
と
い
う
教
え
に
対
し
て
「
秘
密
蔵
」
の
語
句
を
付
し
て
い
る
。
六
巻
本
は
衆
生
に
対
し
て
「
如
来
性
」
の
語
句
を
使
用
し
て
い
る
。
そ
し
て
大
本
で
の
「
秘
密
蔵
」
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
、
六
巻
本
で
は
「
如
来
良
医
方
便
密
教
」
の
語
句
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
は
大
本
の
引
用
の
「
如
来
微
密
宝
蔵
」
に
相
当
す
る
が
、「
如
来
秘
蔵
」
に
当
た
る
語
句
は
確
認
で
き
な
い
。
こ
れ
は
六
巻
本
に
は
「
秘
密
蔵
」
が
存
在
し
な
い
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
と
考
え
る
。 
  
④
雪
山
楽
味
の
譬
喩 
 
【
六
巻
本
】 
「
是
の
如
く
善
男
子
よ
、
如
来
性
と
は
、
多
種
の
味
な
り
。
無
量
煩
悩
の
愚
癡
に
覆
蔽
せ
ら
る
。
是
の
故
に
衆
生
は
上
味
如
来
の
性
を
得
ず
、
種
種
の
行
業
、
処
処
に
身
を
受
く
。
彼
の
如
来
性
は
殺
害
す
べ
き
こ
と
無
し
。
其
れ
諸
の
死
者
と
は
、
名
づ
け
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て
寿
短
と
為
す
。
如
来
の
性
は
名
づ
け
て
真
寿
と
為
す
。
断
ぜ
ず
、
壊
せ
ず
し
て
乃
至
成
仏
す
。
如
来
の
性
は
害
無
く
、
殺
無
く
、
唯
だ
長
養
身
な
る
の
み
。
害
有
り
、
殺
有
る
は
、
諸
の
病
人
の
如
く
に
衆
く
の
邪
業
を
作
す
。
種
種
の
報
い
に
応
じ
て
刹
利
、
梵
志
と
な
り
、
乃
至
二
十
五
有
に
生
死
す
。
真
実
の
如
来
性
を
得
ざ
る
が
故
に
」
と
。 
（
大
正
十
二
、
八
八
四
ａ
、
一
三
行
‐
二
〇
行
、
傍
線
筆
者
） 
【
大
本
】 
「
善
男
子
よ
、
如
来
の
秘
蔵
の
其
の
味
も
亦
爾
り
。
諸
の
煩
悩
の
叢
林
の
為
に
覆
わ
れ
て
、
無
明
の
衆
生
は
見
る
を
得
る
こ
と
能
わ
ず
。
一
味
薬
と
は
、
喩
え
ば
仏
性
の
如
し
。
煩
悩
を
以
て
の
故
に
種
種
の
味
を
出
だ
す
。
所
謂
、
地
獄
、
畜
生
、
餓
鬼
、
天
、
人
、
男
女
、
非
男
非
女
、
刹
利
、
婆
羅
門
、
毘
舎
、
首
陀
な
り
。
仏
性
は
雄
猛
に
し
て
沮
壊
す
べ
き
こ
と
難
し
。
是
の
故
に
能
く
殺
害
す
る
者
有
る
こ
と
無
し
。
若
し
殺
す
る
者
有
ら
ば
、
則
ち
仏
性
を
断
ず
。
是
の
如
く
仏
性
は
終
に
断
ず
べ
か
ら
ず
。
性
を
断
ず
べ
き
が
若
き
は
、
是
の
処
有
る
こ
と
無
し
。
我
の
性
の
如
き
は
、
即
ち
是
れ
如
来
の
秘
密
の
蔵
な
り
。
是
の
如
き
の
秘
蔵
に
一
切
の
能
く
沮
壊
し
焼
滅
す
る
こ
と
無
し
。
壊
す
べ
か
ら
ず
と
雖
も
然
れ
ど
も
見
る
べ
か
ら
ず
。
若
し
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
成
就
す
る
こ
と
を
得
ば
、
爾
し
て
乃
ち
證
知
せ
ん
。
是
の
因
縁
を
以
て
能
く
殺
す
る
者
無
し
」
と
。 
迦
葉
菩
薩
、
復
仏
に
白
し
て
言
く
、「
世
尊
よ
、
若
し
殺
す
る
者
無
け
れ
ば
、
応
当
に
不
善
の
業
有
る
こ
と
無
か
る
べ
し
」
と
。 
仏
、
迦
葉
に
告
げ
た
ま
わ
く
、「
実
に
殺
生
有
り
。
何
を
以
て
の
故
に
。
善
男
子
よ
、
衆
生
の
仏
性
は
五
陰
中
に
住
ま
れ
ば
な
り
。
若
し
五
陰
壊
せ
ば
名
づ
け
て
殺
生
と
名
づ
く
。
若
し
殺
生
有
ら
ば
即
ち
悪
趣
に
堕
せ
ん
。
業
因
縁
を
以
て
而
も
刹
利
、
婆
羅
門
等
、
毘
舎
、
首
陀
及
び
旃
陀
羅
、
若
し
は
男
、
若
し
は
女
、
非
男
非
女
の
二
十
五
有
の
差
別
の
相
有
り
て
生
死
に
流
転
す
。
非
聖
の
人
は
横
し
ま
に
我
に
於
い
て
大
小
の
諸
相
を
計
す
。〈
猶
お
稗
子
の
如
し
、
或
い
は
米
、
豆
乃
至
母
指
の
如
し
〉
と
。
是
の
如
く
種
種
に
妄
り
に
憶
想
を
生
ず
。
妄
想
の
相
二
〇
に
真
実
有
る
こ
と
無
し
。
〈
出
世
の
我
相
を
名
づ
け
て
仏
性
と
為
す
〉
と
、
是
の
如
く
に
我
を
計
す
る
、
是
れ
を
最
善
と
名
づ
く
」
と
。 （
大
正
十
二
、
四
〇
八
ｂ
、
二
二
行
‐
ｃ
、
一
四
行
、
傍
線
筆
者
） 
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右
は
「
雪
山
楽
味
の
譬
喩
」
の
解
説
部
分
で
あ
る
。
一
見
し
て
大
本
が
増
広
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
こ
の
譬
喩
で
は
、
衆
生
は
内
在
す
る
真
実
の
我
た
る
「
仏
性
・
如
来
性
」
を
正
し
く
認
識
で
き
ず
、
そ
の
業
に
よ
っ
て
様
々
に
生
を
受
け
る
と
い
う
衆
生
と
「
仏
性
・
如
来
性
」
の
関
係
と
、
そ
の
「
仏
性
・
如
来
性
」
は
常
住
で
あ
り
堅
固
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
こ
の
譬
喩
に
お
い
て
は
、「
雪
山
の
薬
の
真
実
の
味
」
を
「
仏
性
・
如
来
性
」
に
、「
真
実
で
は
な
い
味
」
を
世
俗
の
我
な
ど
に
、「
転
輪
王
」
を
如
来
に
、「
凡
夫
・
病
者
」
を
衆
生
に
例
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。 
 
そ
し
て
、
大
本
に
確
認
で
き
る
増
広
箇
所
で
あ
る
が
、「
仏
性
」
が
常
住
に
し
て
堅
固
で
あ
る
こ
と
と
、
世
間
の
我
に
対
す
る
誤
っ
た
認
識
を
具
体
的
に
説
き
戒
め
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
仏
性
」
が
堅
固
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
「
仏
性
」
を
内
在
し
て
い
る
衆
生
の
身
体
は
、
無
常
で
あ
り
堅
固
な
も
の
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
次
に
、
改
め
て
衆
生
は
業
縁
の
結
果
と
し
て
生
死
に
流
転
す
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
ま
た
、
真
実
の
我
と
し
て
の
「
仏
性
」
を
正
し
く
理
解
し
な
い
者
は
、
我
の
姿
や
大
き
さ
な
ど
を
妄
想
す
る
が
、
そ
の
様
な
妄
想
の
我
は
真
実
の
我
で
は
な
い
と
説
明
し
て
戒
め
て
い
る
。 
 
こ
の
「
雪
山
楽
味
の
譬
喩
」
の
解
説
部
分
で
は
、
衆
生
に
内
在
す
る
と
い
う
前
提
で
「
仏
性
・
如
来
性
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
六
巻
本
で
は
「
如
来
性
」
の
語
句
の
み
を
使
用
し
て
い
る
が
、
大
本
で
は
「
秘
密
蔵
」
と
「
仏
性
」
の
二
つ
の
語
句
を
使
い
分
け
て
い
る
。
そ
の
様
な
語
句
の
使
用
の
異
な
り
の
中
に
は
、
第
三
章
第
二
節
の
〈
四
諦
品
に
お
け
る
比
較
〉
の
様
に
、
大
本
の
「
秘
密
蔵
」
と
六
巻
本
の
「
如
来
性
」
と
が
相
応
す
る
箇
所
も
確
認
で
き
、
大
本
に
お
け
る
「
秘
密
蔵
」
に
相
当
す
る
語
句
が
六
巻
本
で
は
定
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
大
本
で
は
「
秘
密
蔵
」
が
譬
喩
の
雪
山
薬
で
あ
り
、
そ
の
味
が
「
仏
性
」
で
あ
る
様
に
読
め
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
伊
字
三
点
」
と
同
様
に
、「
秘
密
蔵
」
の
内
容
と
し
て
の
「
仏
性
」
思
想
で
あ
る
と
読
め
、「
秘
密
蔵
」
は
そ
の
導
入
か
ら
こ
の
箇
所
に
至
る
ま
で
、
法
蔵
と
し
て
の
役
割
を
担
い
続
け
て
い
る
と
考
え
る
。 
 
以
上
に
お
い
て
、
如
来
性
品
冒
頭
か
ら
始
ま
る
四
つ
の
譬
喩
で
あ
る
「
貧
女
宝
蔵
の
譬
喩
」「
毒
塗
乳
洗
の
譬
喩
」「
力
士
額
珠
の
譬
喩
」「
雪
山
楽
味
の
譬
喩
」
の
解
説
部
分
等
を
確
認
し
て
き
た
。
こ
れ
等
の
譬
喩
の
中
で
六
巻
本
は
、
如
来
性
品
冒
頭
に
お
い
て
真
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実
我
と
形
容
さ
れ
た
「
如
来
性
」
が
衆
生
に
存
在
す
る
と
表
現
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
如
来
性
品
の
冒
頭
以
降
に
説
か
れ
る
、
真
実
我
た
る
「
如
来
性
」
と
衆
生
と
の
関
連
性
を
明
か
す
四
つ
の
譬
喩
に
対
し
て
も
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
六
巻
本
が
四
つ
の
譬
喩
に
お
い
て
「
仏
性
」
の
語
句
を
使
用
し
な
い
と
い
う
点
は
、
大
本
と
の
明
ら
か
な
相
異
で
あ
る
。
ま
た
、
大
本
で
は
「
如
来
性
」
で
は
な
く
「
仏
性
」
を
使
用
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
に
も
「
秘
密
蔵
」
の
語
句
を
使
用
し
て
い
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
大
本
が
「
秘
密
蔵
」
を
導
入
し
た
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
秘
密
蔵
」
に
対
応
す
る
語
句
と
し
は
六
巻
本
で
は
「
～
方
便
密
教
」
と
い
う
語
句
が
使
用
さ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
が
、
必
ず
し
も
対
応
す
る
訳
で
は
な
い
た
め
、
こ
れ
は
「
秘
密
蔵
」
と
同
様
の
役
割
を
担
う
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
改
め
て
如
来
性
品
の
譬
喩
に
お
け
る
大
本
・
六
巻
本
で
の
「
仏
性
・
如
来
性
」
の
用
例
を
述
べ
る
と
、
衆
生
に
対
し
て
大
本
は
「
仏
性
」
を
使
用
し
、
六
巻
本
で
は
「
如
来
性
」
を
使
用
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。 
こ
の
様
に
如
来
性
品
は
冒
頭
か
ら
、
衆
生
と
「
仏
性
・
如
来
性
」
と
の
関
連
性
を
四
つ
の
譬
喩
を
通
し
て
説
い
て
い
く
。
そ
の
後
、
大
本
で
は
「
如
来
秘
蔵
真
実
義
」
を
明
か
す
と
い
う
幾
度
目
か
の
「
秘
密
蔵
」
の
開
示
が
始
ま
る
。
以
降
の
如
来
性
品
で
は
、「
我
と
無
我
の
性
相
に
二
無
し
二
一
」
や
、
第
二
章
第
三
節
で
触
れ
た
一
帰
依
処
な
ど
を
明
ら
か
に
し
、
『
般
若
経
』
を
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
二
二
、「
五
味
相
生
の
譬
喩
二
三
」
を
通
し
て
、「
仏
性
・
如
来
性
」
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
く
流
れ
と
な
っ
て
い
る
。 
  
鳥
喩
品 
 
鳥
喩
品
で
は
、
如
来
性
品
に
て
明
か
さ
れ
た
、
衆
生
に
も
内
在
し
常
住
で
あ
る
「
仏
性
・
如
来
性
」
と
無
常
と
の
関
係
、
つ
ま
り
は
常
と
無
常
と
を
、
鴛
鴦
な
ど
に
例
え
て
説
く
品
で
あ
る
。
こ
の
品
で
も
大
本
と
六
巻
本
と
で
、「
仏
性
・
如
来
性
」
の
語
句
を
用
い
る
傾
向
が
異
な
る
。 
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【
六
巻
本
】 
此
の
経
を
聞
き
已
れ
ば
、
若
し
は
善
男
子
、
善
女
人
は
懐
く
所
の
煩
悩
、
疑
結
を
永
く
離
れ
、
常
法
を
暁
了
す
。
所
以
は
何
ん
。
各
、
自
身
に
於
い
て
如
来
の
性
の
顕
現
す
る
こ
と
を
得
る
が
故
に
。 
（
大
正
十
二
、
八
八
九
ｂ
、
一
行
‐
四
行
、
傍
線
筆
者
） 
 
【
大
本
】 
是
の
経
を
聞
き
已
れ
ば
、
煩
悩
有
り
と
雖
も
煩
悩
無
き
が
如
く
、
即
ち
能
く
一
切
の
人
、
天
を
利
益
す
。
何
を
以
て
の
故
に
。
己
身
に
仏
性
有
る
を
暁
了
す
る
が
故
に
。
是
れ
を
名
づ
け
て
常
と
為
す
。 
（
大
正
十
二
、
四
一
四
ｃ
、
一
〇
行
‐
一
二
行
、
傍
線
筆
者
） 
 
右
は
、
大
般
涅
槃
（
六
巻
本
で
は
「
大
般
泥
洹
方
等
契
経
」
と
あ
る
）
を
聞
か
な
け
れ
ば
、
ど
の
様
に
仏
教
を
修
め
て
も
全
て
を
無
常
だ
と
観
察
す
る
こ
と
に
な
る
と
述
べ
る
箇
所
で
あ
る
。し
か
し
、大
般
涅
槃
経
を
聞
け
ば
常
住
の
教
え
が
理
解
で
き
る
と
あ
り
、
そ
の
根
拠
は
「
仏
性
・
如
来
性
」
が
内
在
す
る
こ
と
で
あ
る
と
説
く
。
こ
の
様
に
鳥
喩
品
で
も
衆
生
に
対
し
て
、
大
本
は
「
仏
性
」、
六
巻
本
は
「
如
来
性
」
と
い
う
用
例
の
異
な
り
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
は
何
を
原
因
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
鳥
喩
品
に
お
い
て
も
、
衆
生
に
対
し
て
大
本
は
「
仏
性
」
を
使
用
し
、
六
巻
本
で
は
「
如
来
性
」
を
使
用
す
る
と
い
う
、
如
来
性
品
冒
頭
か
ら
の
流
れ
を
継
い
で
い
る
と
思
わ
れ
る
。 
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月
喩
品 
  
月
喩
品
は
、
月
の
出
没
や
満
ち
欠
け
等
を
如
来
に
例
え
な
が
ら
、「
仏
性
・
如
来
性
」
を
開
示
し
た
後
に
如
来
の
在
り
方
を
改
め
て
説
く
品
で
あ
る
。
こ
の
品
で
は
ひ
た
す
ら
に
「
如
来
常
住
」
思
想
を
説
い
て
お
り
、
そ
れ
を
語
る
の
は
大
乗
『
涅
槃
経
』
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
品
で
の
大
本
は
「
仏
性
」
の
語
句
を
使
用
せ
ず
、「
如
来
性
」
の
語
句
の
み
を
使
用
し
て
い
る
（
前
掲
の
漢
訳
『
涅
槃
経
』
‐
「
仏
性
」「
如
来
性
」、
品
毎
頻
出
表
を
参
照
さ
れ
た
い
）。
こ
の
こ
と
か
ら
、
先
に
確
認
し
た
如
来
性
品
の
譬
喩
は
、
衆
生
に
対
す
る
教
化
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
た
め
に
「
仏
性
」
の
語
句
を
使
用
し
た
と
想
定
で
き
る
。
一
方
、
こ
の
月
喩
品
で
の
「
如
来
の
性
は
実
に
生
滅
無
し
。
衆
生
を
化
せ
ん
が
為
の
故
に
生
滅
を
示
す
な
り
二
四
」
や
、 
 
【
六
巻
本
】 
正
使
、
天
魔
の
億
百
千
数
も
、
亦
法
を
断
じ
、
僧
を
壊
す
こ
と
を
得
る
こ
と
能
わ
ず
。
是
の
故
に
如
来
の
法
身
は
真
実
に
し
て
損
壊
有
る
こ
と
無
く
、
損
壊
の
相
を
現
じ
て
世
間
に
随
順
す
。 
（
大
正
十
二
、
八
九
〇
ａ
、
一
四
行
‐
一
六
行
、
傍
線
筆
者
） 
 
【
大
本
】 
衆
生
は
皆
、「
法
、
僧
、
毀
壊
し
、
如
来
も
滅
尽
す
」
と
謂
う
。
而
も
如
来
性
は
真
実
に
は
変
無
く
破
壊
有
る
こ
と
無
く
、
世
間
に
随
順
し
て
是
の
如
く
を
示
現
す
。 
（
大
正
十
二
、
四
一
六
ｃ
、
一
四
行
‐
一
六
行
、
傍
線
筆
者
） 
 
な
ど
の
、
如
来
の
在
り
方
を
主
題
と
す
る
場
合
に
は
、「
如
来
性
」
を
使
用
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
又
、
六
巻
本
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も
こ
の
品
の
趣
旨
は
同
様
で
は
あ
る
が
、「
如
来
性
」
の
語
句
を
殆
ど
使
用
し
て
い
な
い
。 
以
上
、
月
喩
品
に
お
け
る
「
仏
性
・
如
来
性
」
の
用
例
を
確
認
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
大
本
は
直
接
的
に
如
来
に
言
及
す
る
事
例
に
お
い
て
、「
如
来
性
」
の
語
句
を
使
用
す
る
傾
向
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。 
  
そ
の
他 
 
以
上
の
大
本
を
中
心
と
し
て
如
来
性
品
前
半
部
と
、
鳥
喩
品
・
月
喩
品
に
お
け
る
「
仏
性
・
如
来
性
」
の
使
用
傾
向
を
確
認
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
六
巻
本
・
大
本
の
他
の
箇
所
に
お
け
る
用
例
を
確
認
し
て
み
た
い
。 
 
【
六
巻
本
】 
善
く
衆
生
各
各
、
自
分
に
如
来
性
有
る
を
解
す
。 
（
大
正
十
二
、
八
七
七
ｃ
、
六
行
‐
七
行
、
傍
線
筆
者
） 
【
大
本
】 
広
く
衆
生
に
悉
く
仏
性
有
る
を
説
く
。 
（
大
正
十
二
、
三
九
九
ａ
、
六
行
‐
七
行
、
傍
線
筆
者
） 
 
こ
れ
は
、
如
来
性
品
に
お
い
て
如
来
の
真
我
と
形
容
さ
れ
た
「
如
来
性
」
や
「
秘
密
蔵
」
の
内
容
と
し
て
の
「
悉
有
仏
性
」、
こ
れ
等
を
開
示
す
る
以
前
の
四
依
品
で
確
認
で
き
る
用
例
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
は
『
涅
槃
経
』
に
お
い
て
、
衆
生
に
「
仏
性
・
如
来
性
」
が
有
る
と
示
す
、「
悉
有
仏
性
」
思
想
に
通
ず
る
一
文
が
確
認
で
き
る
箇
所
で
あ
る
。「
仏
滅
後
に
は
『
涅
槃
経
』
の
教
え
を
誹
謗
す
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る
者
達
が
現
れ
る
で
あ
ろ
う
二
五
」
と
、
釈
尊
が
予
言
す
る
文
脈
に
端
を
発
し
、「
正
法
や
戒
が
失
わ
れ
て
い
く
様
な
時
代
に
は
、
ど
の
様
な
者
が
、
如
何
に
し
て
『
涅
槃
経
』
の
教
え
二
六
を
守
り
、
伝
え
て
い
く
の
か
二
七
」
と
迦
葉
菩
薩
が
問
い
、
そ
れ
に
対
す
る
釈
尊
の
回
答
の
中
に
、「
悉
有
仏
性
」
に
類
似
す
る
一
文
が
最
初
に
示
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
用
例
で
は
大
本
が
「
仏
性
」、
六
巻
本
が
「
如
来
性
」
と
な
っ
て
お
り
、
如
来
性
品
の
用
例
の
様
に
大
本
が
、
衆
生
を
主
と
し
て
教
説
を
展
開
す
る
場
合
に
は
「
仏
性
」
を
使
用
し
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
。
ま
た
六
巻
本
は
「
如
来
性
」
と
な
っ
て
お
り
、
大
本
の
様
な
「
仏
性
・
如
来
性
」
の
使
い
分
け
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
確
認
で
き
る
。 
以
上
、
全
て
の
事
例
に
は
及
ば
な
か
っ
た
が
、
大
本
・
六
巻
本
の
語
句
の
使
用
傾
向
の
差
が
顕
著
に
表
れ
て
い
る
事
例
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
た
か
と
思
う
。
こ
れ
等
の
事
例
を
振
り
返
る
と
、
大
本
に
は
衆
生
に
対
し
て
「
仏
性
」
を
、
如
来
に
対
し
て
「
如
来
性
」
を
、
と
い
う
使
用
傾
向
が
有
る
こ
と
を
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
あ
く
ま
で
も
傾
向
で
あ
り
、
一
部
に
は
当
て
嵌
ま
ら
な
い
事
例
も
存
在
す
る
二
八
。
一
方
、
六
巻
本
は
、
大
本
の
様
に
「
仏
性
・
如
来
性
」
を
使
い
分
け
る
場
面
も
あ
る
の
だ
が
、
大
本
ほ
ど
は
明
確
な
意
図
に
基
づ
い
て
使
い
分
け
て
お
ら
ず
、
付
さ
れ
る
意
図
が
曖
昧
な
ま
ま
使
用
し
て
い
る
。 
  
小
結 
 
大
本
に
お
け
る
「
秘
密
蔵
」
の
語
句
は
、『
涅
槃
経
』
前
半
部
の
様
々
な
思
想
を
内
包
す
る
語
句
で
あ
っ
た
。
そ
の
様
な
「
秘
密
蔵
」
に
は
多
く
の
類
似
す
る
語
句
が
存
在
す
る
。
そ
れ
等
は
「
如
来
秘
蔵
」「
無
常
秘
密
蔵
」「
如
来
微
密
深
奥
蔵
」
な
ど
で
あ
る
が
、
こ
れ
等
は
『
涅
槃
経
』
や
「
如
来
常
住
」
を
表
わ
す
場
合
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
若
干
の
語
句
の
変
化
は
あ
る
が
「
秘
密
蔵
」
の
異
称
で
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。 
ま
た
こ
の
大
本
に
導
入
さ
れ
た
「
秘
密
蔵
」
は
、
六
巻
本
の
「
如
来
性
」
と
相
応
す
る
用
例
も
あ
っ
た
。
そ
の
顕
著
な
用
例
は
四
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諦
品
に
あ
っ
た
。
確
認
し
た
四
諦
品
の
用
例
で
は
、
六
巻
本
は
「
如
来
常
住
」
や
如
来
の
在
り
方
を
表
わ
す
も
の
と
し
て
「
如
来
性
」
を
使
用
し
て
い
た
。
対
す
る
大
本
で
は
「
如
来
性
」
で
は
な
く
、『
涅
槃
経
』
の
教
義
を
表
わ
す
語
句
と
し
て
「
秘
密
蔵
」
を
使
用
し
て
い
た
。
そ
の
際
、
一
箇
所
に
如
来
蔵
思
想
を
想
起
さ
せ
る
「
如
来
蔵
」
の
語
句
を
使
用
し
て
い
る
が
、
他
の
全
て
の
用
例
は
「
秘
密
蔵
」
の
異
称
を
使
用
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
大
本
で
は
、
そ
の
後
の
如
来
性
品
で
の
「
我
と
は
即
ち
是
れ
如
来
蔵
の
義
な
り
。
一
切
衆
生
に
悉
く
仏
性
有
り
二
九
」
な
ど
の
用
例
を
踏
ま
え
て
、
「
如
来
蔵
」
を
「
仏
性
」
等
を
内
包
す
る
「
秘
密
蔵
」
と
し
て
読
む
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
以
上
の
様
な
役
割
を
持
つ
、「
秘
密
蔵
」
と
い
う
語
句
が
存
在
す
る
た
め
に
、
大
本
は
六
巻
本
に
比
べ
て
「
仏
性
・
如
来
性
」
を
使
用
す
る
場
面
を
明
確
に
分
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。 
ま
た
六
巻
本
で
は
、
大
本
で
の
「
秘
密
蔵
」
の
役
割
を
「
如
来
性
」
が
果
た
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
も
あ
り
、「『
涅
槃
経
』
の
趣
旨
」
と
し
て
使
用
し
て
い
る
の
か
、「
如
来
の
在
り
方
」
を
表
す
の
か
、
な
ど
の
判
断
を
下
し
難
い
場
合
が
存
在
す
る
。
し
か
し
大
本
で
は
、「
如
来
常
住
」
と
「
仏
性
・
如
来
性
」
と
の
思
想
の
間
に
、
こ
れ
等
の
思
想
を
包
摂
す
る
「
秘
密
蔵
」
と
い
う
概
念
を
立
て
る
こ
と
で
、
大
本
後
半
部
へ
の
展
開
を
見
据
え
た
視
点
を
開
く
こ
と
も
可
能
と
な
り
、
場
面
に
合
わ
せ
て
の
使
い
分
け
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
。
そ
れ
が
大
本
に
お
い
て
、
衆
生
に
対
し
て
は
「
仏
性
」、
如
来
の
在
り
方
に
対
し
て
は
「
如
来
性
」、
と
い
う
使
用
傾
向
が
表
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
大
本
は
こ
の
「
秘
密
蔵
」
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、『
涅
槃
経
』
が
意
図
す
る
教
義
を
明
確
に
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
六
巻
本
と
対
応
す
る
大
本
前
半
部
分
、
そ
れ
以
降
で
の
教
理
の
展
開
へ
の
基
盤
と
な
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
故
に
、
大
本
の
「
秘
密
蔵
」
の
導
入
と
は
、『
涅
槃
経
』
大
本
に
の
み
見
ら
れ
る
い
く
つ
か
の
思
想
を
、
経
典
に
挿
入
す
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。 
 
以
上
の
こ
と
か
ら
、
大
本
に
お
け
る
「
秘
密
蔵
」
の
概
念
は
、「
仏
性
・
如
来
性
」
に
も
影
響
を
与
え
る
、
六
巻
本
に
は
な
い
特
徴
で
あ
る
と
言
え
る
。
こ
の
こ
と
は
大
本
と
六
巻
本
と
が
、
単
な
る
同
本
異
訳
と
い
う
関
係
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
、
大
本
、
曇
無
讖
訳
が
『
涅
槃
経
』
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
が
、
果
た
し
て
大
本
を
大
乗
『
涅
槃
経
』
の
基
準
的
な
も
の
と
し
て
扱
っ
て
も
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
何
故
な
ら
ば
、
六
巻
本
で
は
教
理
を
展
開
す
る
以
前
に
は
「
仏
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性
・
如
来
性
」
の
語
句
を
使
用
す
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
大
本
で
は
「
秘
密
蔵
」
の
語
句
を
提
示
す
る
哀
歎
品
に
先
立
っ
て
、
第
一
章
で
も
触
れ
た
純
陀
品
の
「
二
種
施
食
」
に
お
い
て
、 
 
【
大
本
】 
善
男
子
よ
、
如
来
は
已
に
無
量
無
辺
阿
僧
祇
劫
に
於
い
て
、
食
身
、
煩
悩
の
身
有
る
こ
と
無
く
、
後
辺
身
無
き
な
り
。
常
身
、
法
身
、
金
剛
身
な
り
。
善
男
子
よ
、
未
だ
仏
性
を
見
ざ
る
者
は
、
煩
悩
身
、
雑
食
の
身
、
是
れ
後
辺
身
と
名
づ
く
な
り
。
菩
薩
、
爾
の
時
、
飲
食
を
受
け
已
り
て
金
剛
三
昧
に
入
る
。
此
の
食
を
消
し
已
り
て
即
ち
仏
性
を
見
、
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
得
。 
（
大
正
十
二
、
三
七
二
ａ
、
二
七
行
‐
ｂ
、
三
行
、
傍
線
筆
者
） 
 
と
如
来
の
在
り
方
を
説
示
す
る
以
前
か
ら
、「
仏
性
」
の
語
句
を
使
用
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
意
図
と
は
、
如
来
の
在
り
方
や
「
仏
性
」
に
関
し
て
の
重
要
な
教
説
に
対
し
て
、
そ
れ
を
先
行
し
て
提
示
し
て
重
要
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
推
測
で
は
あ
る
が
、
こ
の
様
な
『
涅
槃
経
』
の
教
説
を
、
本
格
的
な
開
示
に
先
ん
じ
て
仄
め
か
す
姿
勢
と
、
大
本
の
「
秘
密
蔵
」
に
よ
っ
て
「
仏
性
・
如
来
性
」
の
語
句
を
適
宜
に
配
す
る
点
を
踏
ま
え
て
考
え
る
な
ら
ば
、
大
本
の
翻
訳
当
時
の
状
況
を
表
し
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
大
本
の
原
本
が
大
乗
『
涅
槃
経
』
の
中
で
も
か
な
り
終
盤
に
成
立
し
た
と
い
う
こ
と
を
、
あ
る
い
は
原
本
を
大
本
と
し
て
漢
訳
す
る
際
に
曇
無
讖
等
が
何
等
か
の
意
図
を
持
っ
て
増
広
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。 
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第
三
章 
注 
                                        
          
 
一 
織
田
［
二
〇
一
〇
］
に
お
け
る
「
秘
密
蔵
」
の
異
称
の
提
示
箇
所
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。「
如
来
秘
蔵
」「
微
密
蔵
」（
三
八
頁
）
、
「
如
来
秘
蔵
」「
秘
密
之
蔵
」（
一
一
〇
頁
）。 
二 
大
本
に
お
い
て
「
秘
密
蔵
」
の
語
句
は
、
光
明
遍
照
高
貴
徳
王
菩
薩
品
（
以
後
、
徳
王
品
）
ま
で
確
認
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
織
田
［
二
〇
一
〇
］（
一
一
三
‐
一
一
四
頁
）
は
、
徳
王
品
を
最
後
に
「
秘
密
蔵
」
に
類
す
る
語
句
が
使
用
さ
れ
な
く
な
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。 
三 
織
田
［
二
〇
一
〇
］（
一
〇
七
頁
）。
引
用
文
の
中
で
言
う
「
初
分
」
と
は
、
六
巻
本
に
対
応
す
る
大
本
の
序
品
か
ら
一
切
大
衆
所
問
品
ま
で
の
前
半
十
巻
分
の
範
囲
を
指
し
て
い
る
。「
中
分
」
と
は
、
六
巻
本
に
は
存
在
し
な
い
大
本
の
増
広
で
あ
る
、
現
病
品
か
ら
嬰
児
行
品
ま
で
の
中
盤
の
十
巻
分
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。「
後
分
」
と
は
、
徳
王
品
か
ら
憍
陳
如
品
ま
で
の
二
十
巻
分
を
指
し
て
い
る
。 
四 
【
大
本
】「
云
何
が
当
に
諸
仏
、
世
尊
に
秘
密
蔵
有
り
と
言
う
べ
き
や
」（
大
正
十
二
、
三
九
〇
ｂ
、
一
九
行
‐
二
〇
行
）。 
五 
原
文
で
は
「
謗
言
云
是
波
旬
所
説
」
と
「
云
」
で
あ
る
が
、
大
正
十
二
、
三
八
五
頁
脚
注
七
の
「
云
＝
此
経
○元
○明
○宮
」
を
採
用
し
た
。 
六 
こ
れ
は
大
本
・
六
巻
本
の
品
名
に
も
あ
る
四
相
や
四
法
の
、
自
正
・
正
他
・
能
随
問
答
・
善
解
因
縁
の
四
つ
の
こ
と
で
あ
る
。
詳
し
く
は
横
超
［
一
九
八
一
］
ａ
（
五
九
‐
六
一
頁
）、
ｂ
（
一
一
二
‐
一
一
三
頁
）、
織
田
［
二
〇
一
〇
］（
四
四
‐
四
六
頁
）、
高
崎
［
二
〇
一
四
］（
一
〇
六
‐
一
一
四
頁
）
等
を
参
照
さ
れ
た
い
。 
七 
自
正
の
解
説
部
分
か
ら
の
引
用
に
関
し
て
は
、
織
田
［
二
〇
一
〇
］
で
は
「〈
自
正
〉
と
は
、
大
般
涅
槃
を
開
示
す
る
四
つ
の
視
点
の
第
一
で
あ
り
、
大
般
涅
槃
を
正
し
く
受
け
止
め
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
九
部
経
が
如
来
直
説
で
あ
る
と
信
ず
る
者
は
、
十
二
部
経
・
秘
密
蔵
を
信
ぜ
ず
、
魔
説
で
あ
る
と
称
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
『
涅
槃
経
』
を
〈
秘
密
蔵
〉
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
」（
一
〇
八
頁
）
と
解
説
、
指
摘
し
て
い
る
。 
八 
六
巻
本
の
同
箇
所
で
は
、「
我
が
所
説
の
四
種
人
と
は
、
善
く
如
来
の
方
便
密
教
を
解
し
、
諸
の
如
来
は
是
れ
常
住
法
に
し
て
、
変
易
法
に
非
ず
、
磨
滅
法
に
非
ず
と
知
る
な
り
」（
大
正
十
二
、
八
七
九
ｃ
、
六
行
‐
八
行
）
と
、「
如
来
方
便
密
教
」
と
な
っ
て
お
り
、「
秘
密
蔵
」
は
導
入
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
近
し
い
表
現
に
よ
っ
て
説
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。 
九 
六
巻
本
の
四
諦
品
以
前
に
確
認
で
き
る
、
大
本
の
「
秘
密
蔵
」
に
該
当
す
る
語
句
が
在
る
と
す
れ
ば
、「
～
密
教
」
や
四
相
品
の
解
脱
の
解
説
箇
所
か
ら
散
見
さ
れ
る
「
如
来
蔵
」
な
ど
で
あ
ろ
う
か
。 
一
〇 
横
超
［
一
九
八
一
］
ｂ
で
は
、「
邪
正
品
・
四
諦
品
・
四
倒
品
は
仏
身
常
住
と
悉
有
仏
性
を
知
ら
な
け
れ
ば
正
し
い
仏
教
で
は
な
い
と
い
う
『
涅
槃
経
』
の
姿
勢
が
見
ら
れ
る
」（
一
三
〇
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
四
諦
品
で
は
『
涅
槃
経
』
の
教
理
を
前
提
と
し
て
四
諦
を
説
き
直
し
、
続
く
四
倒
品
で
は
四
顚
倒
を
説
き
直
し
て
、『
涅
槃
経
』
の
教
理
を
新
た
な
仏
教
思
想
上
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の
基
礎
と
し
て
理
解
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
と
考
え
る
。 
一
一 
『
涅
槃
経
』
に
お
け
る
「
常
楽
我
浄
」
の
説
が
最
初
に
確
認
で
き
る
の
は
、
哀
歎
品
に
お
い
て
「
伊
字
三
点
」
を
示
し
た
直
後
で
あ
る
。
大
本
・
六
巻
本
間
の
構
成
に
お
い
て
は
、「
伊
字
三
点
」
に
関
わ
る
記
述
を
除
け
ば
、
概
ね
同
様
の
進
行
上
に
お
い
て
確
認
で
き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
大
本
は
「
秘
密
蔵
」
に
「
常
楽
我
浄
」
と
い
う
如
来
の
在
り
方
を
含
ん
で
い
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
六
巻
本
の
「
如
来
性
」
も
、
大
本
の
「
秘
密
蔵
」
と
同
様
に
「
常
楽
我
浄
」
を
含
む
語
句
と
し
て
使
用
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。 
一
二 
特
に
邪
正
品
で
は
、「
何
等
を
名
づ
け
て
秘
密
の
蔵
と
為
す
や
。
所
謂
、
方
等
大
乗
経
典
な
り
」（
大
正
十
二
、
四
〇
五
ｂ
、
五
行
‐
六
行
）
と
あ
り
、「
秘
密
蔵
」
を
「
方
等
大
乗
経
典
」
で
あ
る
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
様
に
「
秘
密
蔵
」
を
「
大
乗
経
典
を
指
す
言
葉
」
と
し
て
の
用
例
は
、
邪
正
品
以
降
に
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。 
一
三 
大
本
に
お
い
て
「
如
来
蔵
」
の
語
は
四
諦
品
に
お
い
て
初
め
て
確
認
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
比
較
表
の
大
本
、
そ
の
二
番
目
の
段
落
に
存
在
す
る
「
如
来
蔵
」
の
訳
語
が
そ
れ
で
あ
る
。
ま
た
、
四
諦
品
で
確
認
で
き
る
「
如
来
蔵
」
は
、
大
本
『
涅
槃
経
』
に
お
け
る
「
秘
密
蔵
」
で
あ
る
と
判
断
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
何
故
な
ら
ば
、
冒
頭
の
「
如
来
蔵
有
り
て
見
る
べ
か
ら
ず
」
の
一
文
は
如
来
蔵
思
想
の
「
如
来
蔵
」
を
連
想
し
易
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
筆
者
は
、
そ
の
後
の
「
一
切
煩
悩
を
滅
除
せ
ば
、
爾
ら
ば
乃
ち
入
る
を
得
」
と
あ
る
箇
所
を
、「
秘
密
蔵
」
の
教
え
を
理
解
す
る
、
も
し
く
は
哀
歎
品
の
「
秘
密
蔵
中
に
安
住
せ
し
む
」
に
対
応
す
る
様
に
「
秘
密
蔵
の
教
え
の
中
に
入
る
」
と
理
解
す
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。 
又
、
こ
の
箇
所
に
関
し
て
高
崎
［
二
〇
〇
九
］
ａ
で
は
「
こ
の
一
節
で
は
、
す
べ
て
〈
如
来
蔵
〉
の
語
が
用
い
ら
れ
（
五
回
）‘d
h
ā
tu
’
が
用
い
ら
れ
て
い
な
い
の
は
、
何
か
拠
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
」（
一
七
三
頁
）
と
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
を
主
と
し
た
訳
文
を
示
し
な
が
ら
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
六
巻
本
で
は
「
如
来
蔵
」
に
該
当
す
る
語
句
は
全
て
「
如
来
（
常
住
之
）
性
」
で
あ
り
、
こ
の
箇
所
に
お
け
る
訳
語
が
漢
訳
二
本
と
チ
ベ
ッ
ト
訳
で
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。 
一
四 
こ
の
四
つ
の
譬
喩
は
順
番
に
、「
貧
女
宝
蔵
の
譬
喩
」「
毒
塗
乳
洗
の
譬
喩
」「
力
士
額
珠
の
譬
喩
」「
雪
山
楽
味
の
譬
喩
」
の
四
つ
で
あ
る
（
な
お
、
挙
げ
た
四
つ
の
譬
喩
の
名
称
は
、
織
田
［
二
〇
一
〇
］
に
拠
っ
た
）。
譬
喩
の
内
容
に
関
し
て
は
、
横
超
［
一
九
八
一
］
ｂ
（
一
三
一
‐
一
三
二
頁
）
で
は
「
貧
女
宝
蔵
の
譬
喩
」
以
外
の
他
の
譬
喩
の
詳
細
は
述
べ
て
お
ら
ず
、
一
連
の
範
囲
の
大
意
を
述
べ
て
い
る
。
各
譬
喩
の
詳
細
に
関
し
て
は
織
田
［
二
〇
一
〇
］（
五
〇
‐
五
三
、
六
〇
‐
六
三
頁
）、
高
崎
［
二
〇
〇
九
］
ａ
（
一
八
〇
‐
一
八
三
頁
）、［
二
〇
一
四
］（
一
六
七
‐
一
八
四
頁
）、（
た
だ
し
「
雪
山
楽
味
の
譬
喩
」
に
関
し
て
言
及
し
て
い
な
い
）
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。 
一
五 
大
本
に
お
け
る
「
如
来
蔵
」
の
訳
語
は
四
箇
所
確
認
で
き
る
。
そ
の
全
て
が
大
本
四
十
巻
中
の
六
巻
本
と
対
応
す
る
前
半
十
巻
分
の
範
囲
に
存
在
し
て
い
る
。 
一
六 
本
文
に
挙
げ
た
幾
つ
か
の
漢
訳
経
典
で
は
「
如
来
蔵
」「
仏
性
」「
如
来
性
」
な
ど
の
訳
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
訳
語
の
使
用
傾
向
を
簡
単
に
述
べ
て
お
く
。 
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菩
提
流
志
訳
『
勝
鬘
夫
人
会
』（『
大
宝
積
経
』
第
四
十
八
会
）（
大
正
№
３
１
０
）「
如
来
蔵
」
の
み
使
用
。 
求
那
跋
陀
羅
訳
『
勝
鬘
師
子
吼
一
乗
大
方
便
方
広
経
』（
大
正
№
３
５
３
）「
如
来
蔵
」
の
み
使
用
。 
曇
無
讖
訳
『
大
般
涅
槃
経
』（
大
正
№
３
７
４
）「
如
来
蔵
」「
仏
性
」「
如
来
性
」
す
べ
て
使
用
。 
法
顕
訳
『
大
般
泥
洹
経
』（
大
正
№
３
７
６
）「
如
来
蔵
」「
仏
性
」「
如
来
性
」
す
べ
て
使
用
。 
仏
陀
跋
陀
羅
訳
『
大
方
等
如
来
蔵
経
』（
大
正
№
６
６
６
）「
如
来
蔵
」「
仏
性
」「
如
来
性
」
す
べ
て
使
用
。 
不
空
訳
『
大
方
広
如
来
蔵
経
』（
大
正
№
６
６
７
）「
如
来
蔵
」
の
み
使
用
。 
一
七 
「
秘
密
蔵
」
を
含
め
た
「
仏
性
・
如
来
性
」
等
の
経
文
の
一
覧
表
が
、
屈
［
一
九
九
四
］
に
「
附
錄
三 
《
北
本
》
與
《
法
顯
本
》
提
及
「
佛
性
」
等
語
的
經
文
對
照
表
」（
二
六
一
‐
二
六
五
頁
）
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、「
秘
密
蔵
」「
仏
性
」
「
如
来
性
」
の
語
句
が
確
認
で
き
る
全
て
の
経
文
を
網
羅
し
て
い
る
と
は
言
い
難
く
、
経
文
の
選
定
基
準
も
不
明
で
あ
る
。 
一
八 
譬
喩
の
内
容
に
関
し
て
は
、
横
超
［
一
九
八
一
］
ｂ
（
一
三
一
‐
一
三
二
頁
）
で
は
「
貧
女
宝
蔵
の
譬
喩
」
以
外
の
他
の
譬
喩
の
詳
細
は
述
べ
て
お
ら
ず
、
一
連
の
範
囲
の
大
意
を
述
べ
て
い
る
。
各
譬
喩
の
詳
細
に
関
し
て
は
織
田
［
二
〇
一
〇
］（
五
〇
‐
五
三
、
六
〇
‐
六
三
頁
）、
高
崎
［
二
〇
〇
九
］
ａ
（
一
八
〇
‐
一
八
三
頁
）［
二
〇
一
四
］（
一
六
七
‐
一
八
四
頁
）（「
雪
山
楽
味
の
譬
喩
」
に
関
し
て
言
及
さ
れ
て
い
な
い
）
下
田
［
一
九
九
七
］（
二
七
五
‐
二
七
七
頁
）（「
力
士
額
珠
の
譬
喩
」
と
「
雪
山
楽
味
の
譬
喩
」
な
ど
の
解
説
が
な
さ
れ
て
い
る
）
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。 
一
九 
【
大
本
】
大
正
十
二
、
四
〇
七
ｂ
、
九
行
‐
一
〇
行
。 
二
〇 
原
文
で
は
「
妄
想
之
想
」
と
「
想
」
で
あ
る
が
、
大
正
十
二
、
四
〇
八
頁
の
注
一
五
の
「
想
＝
相
○三
○宮
」
を
採
用
し
た
。 
二
一 
【
大
本
】
大
正
十
二
、
四
一
一
ａ
、
八
行
。 
二
二 
【
六
巻
本
】「
我
、
般
若
波
蜜
大
経
に
不
二
を
説
く
。
彼
に
是
の
如
く
我
、
非
我
の
不
二
を
説
く
」（
大
正
十
二
、
八
八
六
ｂ
、
二
四
行
‐
二
五
行
）。【
大
本
】「
我
、
先
に
摩
訶
般
若
波
蜜
経
中
に
於
い
て
、
我
と
無
我
の
二
相
有
る
こ
と
無
し
、
と
説
け
る
が
如
し
」（
大
正
十
二
、
四
一
一
ａ
、
九
行
‐
十
行
）。 
二
三 
こ
の
譬
喩
の
名
称
は
横
超
［
一
九
八
一
］
ｂ
に
依
っ
た
。
こ
の
譬
喩
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
横
超
［
一
九
八
一
］
ｂ
（
一
三
二
頁
）、
織
田
［
二
〇
一
二
］（
七
八
‐
七
九
頁
）、［
二
〇
一
六
］（
三
〇
〇
‐
三
〇
二
頁
）
等
を
参
照
さ
れ
た
い
。 
二
四 
【
大
本
】
大
正
十
二
、
四
一
六
ａ
、
二
六
行
‐
二
七
行
。
六
巻
本
で
の
対
応
箇
所
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
は
「
如
来
性
」
の
使
用
は
確
認
で
き
な
い
。 
二
五 
【
六
巻
本
】
大
正
十
二
、
八
七
六
ｃ
、
二
八
行
‐
二
九
行
。【
大
本
】
大
正
十
二
、
三
九
八
ａ
、
一
三
行
‐
一
五
行
。 
二
六 
『
涅
槃
経
』
の
み
に
限
定
し
た
表
現
と
も
解
釈
で
き
る
が
、『
涅
槃
経
』
以
前
の
初
期
仏
教
や
大
乗
な
ど
の
教
え
を
含
む
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。 
二
七 
【
六
巻
本
】
大
正
十
二
、
八
七
六
ｃ
、
二
九
行
‐
八
七
七
ａ
、
一
行
。
【
大
本
】
大
正
十
二
、
三
九
八
ａ
、
一
五
行
‐
一
七
行
。 
二
八 
当
て
嵌
ま
ら
な
い
事
例
と
し
て
は
、
大
本
が
衆
生
に
対
し
て
「
如
来
性
」
を
配
し
て
い
る
事
例
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
分
か
り
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易
い
事
例
は
鳥
喩
品
に
あ
り
「
衆
生
も
亦
爾
り
。
天
眼
有
る
こ
と
無
し
。
煩
悩
中
に
在
り
て
自
ら
如
来
性
有
る
を
見
ず
」（
大
正
十
二
、
四
一
五
ｃ
、
一
五
行
‐
一
六
行
）
と
、「
仏
性
」
で
は
な
く
「
如
来
性
」
の
語
句
を
使
用
し
て
い
る
。 
二
九 
【
大
本
】
大
正
十
二
、
四
〇
七
ｂ
、
九
行
‐
一
〇
行
。 
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第
四
章
、
法
顕
訳
と
の
思
想
的
相
異 
  
は
じ
め
に 
 
第
四
章
で
は
、
第
一
章
か
ら
第
三
章
ま
で
の
、
大
本
の
増
広
や
大
本
・
六
巻
本
と
で
の
仏
性
・
如
来
性
の
用
例
の
異
な
り
を
ふ
ま
え
て
、
六
巻
本
の
経
説
に
対
す
る
考
察
を
試
み
た
い
と
思
う
。 
今
日
に
至
る
ま
で
の
大
乗
『
涅
槃
経
』
の
思
想
に
対
す
る
認
識
の
多
く
は
、
大
本
も
し
く
は
大
本
を
基
に
再
治
さ
れ
た
南
本
を
通
し
て
理
解
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
六
巻
本
は
南
本
を
再
治
す
る
際
に
使
用
さ
れ
て
お
り
、
現
存
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
六
巻
本
が
ま
っ
た
く
重
要
視
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
も
し
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
六
巻
本
は
早
く
か
ら
失
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
近
年
で
は
大
本
で
際
立
っ
て
い
る
教
理
、
つ
ま
り
一
般
的
に
想
起
さ
れ
る
大
乗
『
涅
槃
経
』
の
中
心
的
思
想
は
、
六
巻
本
か
ら
も
読
み
取
れ
る
と
の
見
解
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
同
本
異
訳
で
あ
る
大
本
か
ら
読
み
取
れ
る
内
容
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
あ
り
、
六
巻
本
の
み
か
ら
読
み
取
る
こ
と
は
容
易
く
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
第
四
章
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
本
論
文
で
確
認
し
た
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、
六
巻
本
が
ど
の
様
に
し
て
教
説
を
展
開
し
て
い
る
の
か
を
確
認
し
て
い
く
。 
  
第
一
節
、「
秘
密
蔵
」
や
「
伊
字
三
点
」
の
な
い
『
涅
槃
経
』 
  
大
本
に
は
、「
秘
密
蔵
」
の
導
入
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
第
一
章
で
は
確
認
で
き
た
か
と
思
う
。
そ
の
「
秘
密
蔵
」
は
、「
伊
字
三
点
」
な
ど
の
大
本
独
特
の
教
説
に
関
わ
っ
て
い
た
。
こ
れ
等
が
無
い
六
巻
本
は
、
ど
の
様
に
し
て
大
乗
『
涅
槃
経
』
の
教
理
を
開
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示
し
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
第
一
章
で
確
認
し
た
「
秘
密
蔵
」
等
に
関
わ
る
教
説
か
ら
比
較
し
て
考
察
し
て
み
た
い
。 
 
ま
ず
、
第
一
章
の
小
結
で
も
述
べ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
本
論
文
で
取
り
上
げ
た
「
偏
教
文
殊
」（
秘
密
蔵
）
や
「
二
種
施
食
」、「
伊
字
三
点
」
の
増
広
が
無
く
と
も
、
六
巻
本
で
は
『
涅
槃
経
』
の
主
要
な
思
想
は
説
か
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
確
認
し
て
い
く
。 
ま
ず
六
巻
本
で
は
、
序
品
で
入
涅
槃
を
宣
言
し
た
こ
と
に
始
ま
り
、
純
陀
品
に
お
い
て
「
如
来
常
住
」
思
想
が
開
示
さ
れ
る
。
大
本
で
は
こ
こ
に
「
二
種
施
食
」
が
挿
入
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
釈
尊
が
「
法
身
」
で
あ
る
こ
と
明
か
し
て
い
た
。
し
か
し
、
六
巻
本
に
は
こ
れ
が
存
在
し
な
い
た
め
に
、
六
巻
本
に
お
い
て
「
法
身
」
の
初
出
は
哀
歎
品
か
ら
と
な
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
「
二
種
施
食
」
の
有
無
に
よ
っ
て
、
大
乗
『
涅
槃
経
』
の
中
心
的
な
教
理
で
あ
る
「
如
来
常
住
」
思
想
が
、『
涅
槃
経
』
か
ら
損
な
わ
れ
る
訳
で
は
な
い
。
そ
の
後
、
純
陀
と
文
殊
師
利
の
論
争
に
よ
っ
て
「
如
来
常
住
」
思
想
が
示
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
哀
歎
品
で
は
、
常
住
な
る
如
来
が
衆
生
を
教
化
す
る
た
め
に
行
う
、
方
便
と
し
て
の
涅
槃
を
示
現
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
涅
槃
と
は
、
六
巻
本
で
は
後
の
名
字
功
徳
品
で
明
か
さ
れ
る
「
大
般
泥
洹
」
に
当
た
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
釈
尊
に
よ
る
「
大
般
泥
洹
」
が
開
示
さ
れ
た
後
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
に
あ
た
る
「
常
楽
我
浄
」
が
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。 
以
上
の
範
囲
ま
で
の
六
巻
本
で
は
、「
如
来
常
住
」
を
開
示
し
た
後
に
「
大
般
泥
洹
」
が
示
さ
れ
、
そ
の
「
大
般
泥
洹
」
の
内
容
と
し
て
、「
常
楽
我
浄
」
が
説
か
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
六
巻
本
の
「
常
楽
我
浄
」
と
は
、
大
本
の
も
の
と
ほ
ぼ
同
様
の
「
法
身
・
泥
洹
・
仏
・
諸
法
」
で
あ
り
、
こ
れ
が
「
大
般
泥
洹
」
の
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
に
入
滅
す
る
は
ず
の
釈
尊
が
、
真
実
に
は
常
住
で
あ
り
、
衆
生
教
化
の
た
め
の
「
大
般
泥
洹
」
を
示
す
た
め
に
入
滅
す
る
の
で
あ
り
、
そ
の
大
般
泥
洹
と
は
無
常
苦
無
我
の
教
え
と
矛
盾
す
る
、「
常
楽
我
浄
」
の
新
た
な
教
え
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
全
て
の
教
義
は
、
大
乗
『
涅
槃
経
』
の
中
で
も
最
も
重
要
な
「
如
来
常
住
」
思
想
を
軸
に
し
て
、
永
遠
な
る
仏
を
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
そ
し
て
こ
れ
等
を
述
べ
る
根
拠
と
し
て
、
そ
の
後
の
長
寿
品
と
金
剛
身
品
で
は
「
法
性
」「
法
身
」
な
ど
を
説
い
て
い
き
、
如
来
が
常
住
で
あ
る
こ
と
に
対
し
て
の
証
拠
を
述
べ
て
い
く
。
そ
し
て
名
字
功
徳
品
に
お
い
て
、
常
住
な
る
仏
の
衆
生
教
化
の
た
め
の
方
便
涅
槃
と
し
て
「
大
般
泥
洹
」
が
明
示
さ
れ
、
四
相
品
に
お
い
て
こ
の
「
大
般
泥
洹
」
を
四
種
の
側
面
か
ら
説
い
て
い
く
の
で
あ
る
。 
99 
 
 
改
め
て
六
巻
本
で
の
純
陀
の
役
割
を
確
認
し
て
み
る
。
す
る
と
、「
二
種
施
食
」
が
存
在
し
な
い
六
巻
本
に
お
い
て
、
最
後
の
布
施
者
に
選
ば
れ
た
純
陀
は
、
釈
尊
と
い
う
如
来
が
「
無
常
」
か
ら
「
常
住
」
で
あ
る
と
開
示
す
る
役
割
を
文
殊
師
利
菩
薩
と
共
に
担
っ
て
い
る
。
こ
の
様
に
純
陀
は
、「
遊
行
経
」
な
ど
の
仏
伝
に
描
か
れ
て
い
る
釈
尊
へ
の
最
後
の
布
施
者
で
あ
る
こ
と
と
、「
如
来
常
住
」
思
想
を
開
示
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
だ
け
な
の
で
あ
る
。
対
す
る
大
本
で
は
、「
二
種
施
食
」
や
「
純
陀
と
文
殊
師
利
と
の
論
争
」
に
お
い
て
、純
陀
の
賢
愚
の
両
面
を
表
現
し
て
お
り
、こ
の
増
広
の
影
響
か
ら
更
に
増
広
さ
れ
て
い
る
も
の
も
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
先
行
研
究
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
「
本
有
今
無
偈
」
で
あ
り
、
こ
の
増
広
は
文
殊
師
利
が
純
陀
の
不
明
を
口
実
に
始
ま
っ
て
い
く
増
広
な
の
で
あ
る
一
。
そ
し
て
こ
の
「
本
有
今
無
偈
」
は
大
本
に
見
ら
れ
る
、
中
分
・
後
分
と
い
う
膨
大
な
六
巻
本
に
は
無
い
増
広
に
も
確
認
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
大
本
で
の
純
陀
は
、
中
分
・
後
分
と
い
う
増
広
を
前
提
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
と
言
え
る
。 
以
上
の
こ
と
か
ら
、
六
巻
本
で
は
大
本
に
見
ら
れ
る
増
広
が
無
く
と
も
、
大
乗
『
涅
槃
経
』
に
お
け
る
主
要
な
教
理
は
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
た
だ
、
大
本
の
「
偏
教
文
殊
」
と
い
う
、「
秘
密
蔵
」
の
導
入
部
も
無
い
と
い
う
こ
と
は
、「
伊
字
三
点
」
も
導
入
し
得
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
様
な
「
秘
密
蔵
」
が
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
大
本
に
お
け
る
『
涅
槃
経
』
の
教
義
を
包
摂
す
る
様
な
役
割
を
果
た
す
術
語
が
、
六
巻
本
に
は
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
経
典
を
通
じ
て
「
今
ま
で
説
か
れ
て
い
な
か
っ
た
教
義
」
を
通
じ
て
意
味
す
る
語
句
が
存
在
し
な
い
。
こ
の
た
め
に
、『
涅
槃
経
』
の
教
説
を
示
す
際
に
は
、
大
本
の
「
秘
密
蔵
」
に
当
た
る
語
句
が
何
を
指
し
示
す
も
の
な
の
か
が
、
大
本
に
比
べ
て
六
巻
本
で
は
曖
昧
と
な
っ
て
い
る
。
更
に
六
巻
本
は
、
一
切
大
衆
所
問
品
で
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
大
本
の
純
陀
の
「
二
種
施
食
」
や
「
本
有
今
無
偈
」
の
様
に
、
中
分
・
後
分
へ
の
展
開
を
前
提
と
し
た
教
説
も
必
要
な
い
の
で
あ
る
。 
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第
二
節
、「
秘
密
蔵
」
に
よ
る
増
広
の
無
い
場
合 
  
第
二
章
の
範
囲
で
は
、
大
本
に
見
ら
れ
る
「
秘
密
蔵
」
の
導
入
に
よ
る
増
広
を
確
認
し
た
。
そ
こ
で
は
、
六
巻
本
に
説
か
れ
て
い
な
い
譬
喩
の
増
広
や
、「
波
斯
匿
王
」
の
挿
話
や
「
摩
訶
波
闍
波
提
憍
曇
弥
」
の
挿
話
が
、「
秘
密
蔵
」
や
「
伊
字
三
点
」
の
影
響
に
よ
っ
て
、『
涅
槃
経
』
に
増
広
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。 
 
で
は
、
大
本
の
増
広
箇
所
が
存
在
し
な
い
六
巻
本
で
は
、
ど
の
様
に
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
四
相
品
後
半
冒
頭
か
ら
始
ま
る
大
本
の
増
広
は
「
波
斯
匿
王
」
の
挿
話
ま
で
続
い
て
い
る
。
そ
れ
を
表
わ
す
と
以
下
の
様
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 
 
（
大
本
） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
六
巻
本
） 
幻
主
の
機
関
の
木
人
の
譬
喩 
 
 
 
 
 
幻
師
の
譬
喩 
秋
の
満
月
の
譬
喩 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
秋
の
満
月
の
譬
喩 
譬
喩 
譬
喩 
譬
喩 
譬
喩 
譬
喩 
長
者
教
子
の
譬
喩 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
長
者
教
子
の
譬
喩 
譬
喩 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
譬
喩 
波
斯
匿
王
の
挿
話 
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こ
の
様
に
六
巻
本
で
は
、
迦
葉
菩
薩
が
幻
師
の
譬
喩
に
よ
っ
て
大
乗
『
涅
槃
経
』
の
教
理
を
「
幻
師
に
よ
る
幻
術
の
様
な
も
の
」
で
は
な
い
の
か
と
問
い
、
釈
尊
が
秋
の
満
月
の
譬
喩
に
よ
っ
て
「
秋
の
満
月
の
様
に
隠
し
て
は
い
な
い
」
と
答
え
て
新
た
な
展
開
が
始
ま
る
。
そ
し
て
「
長
者
教
子
の
譬
喩
」
に
よ
っ
て
、『
涅
槃
経
』
の
会
座
で
説
く
教
理
は
秘
匿
で
は
な
く
対
機
説
法
で
あ
り
、
教
え
を
受
け
る
側
の
準
備
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
だ
け
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 
 
以
上
の
範
囲
で
は
、
大
本
の
増
広
さ
れ
た
譬
喩
が
無
く
と
も
、『
涅
槃
経
』
の
物
語
の
流
れ
に
は
影
響
は
な
い
。
で
は
、
何
の
た
め
に
大
本
が
譬
喩
を
増
広
し
た
か
と
い
う
と
、
大
本
内
で
繰
り
返
し
使
用
さ
れ
る
「
秘
密
蔵
」
と
い
う
術
語
の
導
入
の
影
響
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
こ
の
語
句
の
「
秘
密
」
と
い
う
表
記
も
勿
論
の
こ
と
、
大
本
が
重
視
し
て
い
る
の
は
「
蔵
」
に
対
し
て
で
あ
る
。
こ
の
「
蔵
」
の
語
句
に
秘
匿
の
意
味
を
仮
託
し
て
、
大
乗
『
涅
槃
経
』
の
「
如
来
常
住
」
を
は
じ
め
と
す
る
教
義
に
秘
匿
性
が
あ
る
こ
と
を
、
四
相
品
後
半
冒
頭
か
ら
何
度
も
否
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
大
本
の
「
秘
密
蔵
」
導
入
の
さ
れ
方
に
端
を
発
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。「
秘
密
蔵
」
は
最
初
、「
如
来
常
住
」
思
想
を
理
解
で
き
な
い
比
丘
衆
が
呼
び
始
め
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
呼
び
方
を
変
え
ず
に
使
用
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
対
す
る
六
巻
本
で
は
「
秘
密
蔵
」
を
導
入
し
て
い
な
い
が
、
そ
れ
に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
「
方
便
密
教
」
と
い
う
語
句
が
頻
繁
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、
こ
の
「
方
便
密
教
」
が
大
本
の
「
秘
密
蔵
」
に
当
た
る
か
と
言
う
と
そ
う
で
も
な
い
。
こ
の
「
方
便
密
教
」
は
「
如
来
常
住
」
思
想
を
開
示
す
る
以
前
の
序
品
か
ら
使
用
さ
れ
て
お
り
、
尚
且
つ
第
三
章
第
二
節
で
確
認
し
た
四
諦
品
で
は
、「
如
来
性
」
が
大
本
の
「
秘
密
蔵
」
に
対
応
す
る
用
例
も
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
様
に
、
六
巻
本
で
は
大
乗
『
涅
槃
経
』
の
教
理
に
対
し
て
、「
秘
密
」
や
「
秘
匿
」
し
て
い
た
と
い
う
聴
衆
か
ら
の
台
詞
が
見
当
た
ら
な
い
た
め
に
、「
今
ま
で
に
説
か
れ
な
か
っ
た
教
え
」
と
い
う
程
度
の
扱
い
で
あ
り
、
大
本
程
の
秘
匿
性
を
強
調
し
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
大
本
の
様
に
繰
り
返
し
否
定
せ
ず
に
「
長
者
教
子
の
譬
喩
」
に
移
行
し
て
い
る
の
だ
と
考
え
る
。
ま
た
大
本
に
確
認
で
き
る
「
波
斯
匿
王
」
の
挿
話
は
、「
秘
密
蔵
」
の
秘
匿
性
を
否
定
さ
れ
た
後
、
そ
の
内
容
で
あ
る
「
如
来
常
住
」
と
無
常
と
の
教
説
の
矛
盾
か
ら
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
「
秘
密
蔵
」
の
影
響
に
よ
る
も
の
と
言
え
る
。
し
か
し
、
六
巻
本
で
は
教
説
の
矛
盾
を
改
め
て
振
り
返
る
記
述
は
無
く
、『
涅
槃
経
』
の
教
理
が
秘
匿
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
示
す
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
後
に
、
秘
匿
し
、
蓄
え
る
意
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味
の
「
蔵
積
」
に
関
し
て
の
記
述
二
が
確
認
で
き
る
が
、
こ
れ
は
、
如
来
や
仏
弟
子
に
は
そ
の
様
な
行
為
は
無
く
、
そ
れ
を
許
し
て
も
い
な
い
こ
と
を
示
す
の
で
あ
っ
て
、「
秘
密
蔵
」
の
「
蔵
」
を
指
す
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。 
 
次
に
「
摩
訶
波
闍
波
提
憍
曇
弥
」
の
挿
話
の
増
広
箇
所
で
あ
る
が
、
第
二
章
で
「
秘
密
蔵
」
か
ら
派
生
し
た
と
言
え
る
「
伊
字
三
点
」
の
影
響
に
よ
っ
て
存
在
す
る
と
結
論
付
け
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
は
、「
伊
字
三
点
」
の
無
い
六
巻
本
に
は
こ
の
挿
話
は
存
在
し
な
い
。
で
は
増
広
が
無
い
六
巻
本
で
は
ど
の
様
な
内
容
で
あ
る
の
か
。
六
巻
本
・
大
本
に
共
通
す
る
「
三
跳
三
帰
の
譬
喩
」
は
、
大
乗
『
涅
槃
経
』
に
お
け
る
解
脱
を
説
く
箇
所
に
存
在
す
る
。
そ
し
て
、
大
本
で
は
こ
の
譬
喩
が
「
伊
字
三
点
」
と
関
係
し
て
い
る
と
第
二
章
で
は
述
べ
た
。
六
巻
本
の
こ
の
譬
喩
の
ま
と
め
の
部
分
で
は
、 
 
【
六
巻
本
】 
若
し
諸
の
衆
生
が
三
帰
依
を
得
れ
ば
、
名
づ
け
て
泥
洹
と
為
す
。
豈
に
況
や
如
来
、
一
切
種
智
を
や
。
永
く
此
の
身
を
捨
し
て
、
而
も
泥
洹
、
安
隠
、
快
楽
に
非
ざ
る
な
り
。
…
正
覚
を
得
る
時
、
泥
洹
、
快
楽
な
り
。
安
隠
、
常
住
不
動
に
し
て
解
脱
す
。
滅
尽
を
為
す
に
非
ず
。
其
れ
解
脱
と
は
、
即
ち
是
れ
如
来
な
り
。 
（
大
正
十
二
、
八
七
五
ｂ
、
二
行
‐
八
行
） 
 
と
あ
り
、「
如
来
常
住
」
を
表
わ
し
つ
つ
、
解
脱
と
如
来
の
関
係
を
説
い
て
い
る
。
こ
の
様
に
、
大
本
の
「
～
は
一
義
で
あ
る
」
な
ど
と
、
釈
尊
の
説
法
の
在
り
方
に
関
し
て
の
展
開
は
確
認
で
き
な
い
。
そ
し
て
六
巻
本
で
は
、
以
降
も
『
涅
槃
経
』
に
お
け
る
解
脱
を
説
き
続
け
て
い
く
。
つ
ま
り
は
「
摩
訶
波
闍
波
提
憍
曇
弥
」
の
挿
話
は
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、『
涅
槃
経
』
に
お
け
る
三
宝
の
在
り
方
に
関
す
る
示
唆
も
確
認
で
き
な
い
の
で
あ
る
。 
 
以
上
の
こ
と
か
ら
、
第
二
章
の
範
囲
に
お
け
る
六
巻
本
は
、
純
陀
品
か
ら
開
示
さ
れ
て
い
く
『
涅
槃
経
』
の
教
義
を
、
今
ま
で
説
い
て
い
な
か
っ
た
理
由
が
対
機
説
法
で
あ
る
と
し
て
、
釈
尊
や
如
来
は
教
え
を
秘
匿
し
て
い
な
い
こ
と
を
示
す
。
そ
の
後
は
、
大
乗
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『
涅
槃
経
』
に
お
け
る
解
脱
の
在
り
方
を
淡
々
と
説
い
て
い
く
様
子
が
窺
え
る
。
ま
た
、
大
本
の
増
広
が
存
在
し
な
い
場
合
、「
如
来
常
住
」
思
想
か
ら
派
生
す
る
「
三
宝
」
の
常
住
や
「
三
宝
」
の
一
体
な
ど
の
教
義
で
は
な
く
、「
如
来
常
住
」
思
想
自
体
が
強
調
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。 
  
第
三
節
、
如
来
性
の
使
用
の
さ
れ
方 
  
第
三
章
で
は
、
大
本
は
「
秘
密
蔵
」
導
入
の
影
響
に
よ
っ
て
、「
仏
性
・
如
来
性
」
の
語
句
が
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
対
す
る
六
巻
本
に
関
し
て
は
、「
如
来
性
」
の
語
句
を
使
用
し
て
お
り
、
大
本
の
「
秘
密
蔵
」
や
「
仏
性
」
に
対
応
す
る
事
例
が
多
か
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。 
 
六
巻
本
で
は
第
三
章
第
二
節
の
四
諦
品
に
お
け
る
用
例
の
比
較
に
お
い
て
、
大
本
の
「
秘
密
蔵
」
に
「
如
来
性
」
が
対
応
し
て
お
り
、
そ
こ
で
は
「
如
来
性
」
が
常
住
で
あ
る
如
来
の
性
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、「
如
来
常
住
之
性
」
と
い
う
用
例
か
ら
も
理
解
で
き
る
。
ま
た
、「
如
来
常
住
之
性
」
と
い
う
表
記
は
、「
一
切
皆
に
如
来
常
住
の
性
有
り
」
と
表
現
さ
れ
、
こ
れ
は
煩
悩
を
尽
く
せ
ば
現
れ
る
も
の
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
前
後
の
「
如
来
性
」
の
用
例
に
鑑
み
れ
ば
「
如
来
性
」
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
こ
で
は
、
常
住
で
あ
る
如
来
の
性
質
を
指
し
て
「
如
来
性
」
の
語
句
を
使
用
し
て
い
る
様
に
も
思
え
る
が
、
先
に
示
し
た
「
一
切
皆
有
」
と
の
表
現
も
あ
り
、
衆
生
に
内
在
す
る
覚
性
と
も
読
め
る
。
ま
た
、「
如
来
性
を
修
行
し
て
三
」
な
ど
、
大
本
で
の
「
秘
密
蔵
」
と
同
様
に
教
え
や
法
蔵
と
し
て
使
用
し
て
い
る
様
に
思
え
る
用
例
も
確
認
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
六
巻
本
に
お
け
る
「
如
来
性
」
の
使
わ
れ
方
は
、
大
本
の
も
の
に
比
べ
て
汎
用
性
が
高
い
と
言
え
る
が
、
そ
の
使
用
基
準
が
曖
昧
で
あ
る
と
言
え
る
。 
 
ま
た
六
巻
本
の
如
来
性
品
冒
頭
で
は
、「
如
来
性
」
は
「
真
実
の
我
」
で
あ
り
、
衆
生
に
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
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る
。
こ
れ
を
大
本
で
は
「
秘
密
蔵
」
と
そ
の
内
容
で
あ
る
「
仏
性
」
と
し
て
お
り
、
教
え
と
そ
の
内
容
と
を
分
け
て
い
る
。
し
か
し
、
六
巻
本
で
は
「
如
来
性
」
と
い
う
如
来
の
在
り
方
が
、
衆
生
に
存
在
す
る
と
も
読
め
る
の
で
あ
る
。
以
降
の
如
来
性
品
の
四
つ
の
譬
喩
で
も
、
衆
生
に
内
在
す
る
覚
性
は
「
如
来
性
」
で
あ
っ
て
、
大
本
の
様
に
「
仏
性
」
の
語
句
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
月
喩
品
で
は
、
大
本
が
如
来
の
常
住
と
い
う
在
り
方
に
対
し
て
「
如
来
性
」
を
使
用
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
六
巻
本
で
は
「
如
来
の
法
身
」
と
表
現
し
て
お
り
「
如
来
性
」
の
語
句
の
使
用
を
避
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
如
来
性
品
に
お
い
て
、
衆
生
に
内
在
す
る
も
の
と
し
て
使
用
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
以
降
、
一
切
大
衆
所
問
品
で
の
最
後
の
用
例
に
至
る
ま
で
、
如
来
の
在
り
方
と
し
て
は
「
如
来
性
」
の
語
句
を
殆
ど
使
用
し
て
お
ら
ず
、
大
本
の
「
仏
性
」
と
同
様
に
主
に
衆
生
に
対
し
て
使
用
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。 
 
以
上
の
こ
と
か
ら
理
解
で
き
る
の
は
、
六
巻
本
に
お
け
る
「
如
来
性
」
は
、
先
に
も
述
べ
た
様
に
、
使
用
さ
れ
る
基
準
が
大
本
に
比
べ
曖
昧
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
秘
密
蔵
」
を
導
入
し
た
大
本
は
、「
秘
密
蔵
」「
仏
性
」「
如
来
性
」
の
三
つ
の
語
句
を
適
宜
使
用
す
る
傾
向
が
あ
り
、『
涅
槃
経
』
や
そ
の
教
え
に
「
秘
密
蔵
」
を
、
衆
生
に
内
在
す
る
覚
性
に
「
仏
性
」
を
、
如
来
の
在
り
方
に
「
如
来
性
」
を
使
用
し
て
、
読
み
手
に
何
を
表
わ
す
の
か
を
明
確
に
し
て
い
る
の
だ
と
考
え
る
。
し
か
し
六
巻
本
で
は
、
如
来
性
品
に
な
る
と
衆
生
に
対
す
る
文
脈
に
お
い
て
「
如
来
性
」
の
語
句
が
付
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
常
住
で
あ
る
如
来
の
性
質
な
ど
を
指
し
て
は
使
用
さ
れ
な
く
な
る
。
こ
れ
は
、
一
つ
使
用
基
準
が
で
き
た
と
考
え
る
べ
き
だ
が
、
大
本
に
比
べ
る
と
い
ま
一
つ
使
用
す
る
意
図
が
分
か
り
難
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。 
  
小
結 
  
以
上
の
こ
と
か
ら
六
巻
本
で
は
、
大
本
と
同
様
に
大
乗
『
涅
槃
経
』
の
主
要
な
思
想
を
説
い
て
い
る
が
、「
如
来
常
住
」
か
ら
派
生
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す
る
思
想
的
展
開
に
乏
し
い
大
乗
『
涅
槃
経
』
で
あ
る
と
言
え
る
。
六
巻
本
は
大
乗
『
涅
槃
経
』
の
教
理
を
説
く
が
、
そ
こ
に
は
大
本
の
様
な
後
に
説
く
教
説
を
見
越
し
た
記
述
が
少
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
様
な
、
後
の
教
説
の
伏
線
と
な
る
記
述
は
、
大
本
に
見
ら
れ
る
増
広
箇
所
で
多
く
確
認
で
き
る
。
そ
の
た
め
六
巻
本
に
そ
の
様
な
記
述
を
求
め
る
こ
と
は
難
し
い
と
言
え
る
。
ま
た
そ
の
増
広
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
「
秘
密
蔵
」
の
導
入
も
、
仏
身
観
な
ど
の
展
開
や
後
の
教
説
を
示
唆
す
る
役
割
な
ど
を
果
た
し
て
お
り
、
更
に
大
本
で
は
「
仏
性
・
如
来
性
」
の
使
用
の
さ
れ
方
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
特
に
「
仏
性
・
如
来
性
」
の
使
い
分
け
に
は
、
衆
生
に
は
「
仏
性
」
を
、
如
来
に
は
「
如
来
性
」
を
配
す
る
と
い
う
、
経
典
の
姿
勢
の
異
な
り
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
姿
勢
の
異
な
り
と
は
、「
二
種
施
食
」
か
ら
既
に
見
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
河
村
［
一
九
六
九
］
で
は
、
大
本
の
「
二
種
施
食
」
に
関
し
て
の
特
異
点
と
し
て
、
衆
生
か
ら
見
た
視
点
と
如
来
か
ら
見
た
視
点
の
二
つ
を
挙
げ
て
い
る
四
。
こ
の
二
つ
の
視
点
が
大
本
の
純
陀
品
以
降
、
比
丘
衆
か
ら
見
た
「
如
来
常
住
」
思
想
と
い
う
「
秘
密
蔵
」
の
導
入
に
も
関
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
そ
う
な
ら
ば
、
大
本
は
経
典
の
序
盤
か
ら
衆
生
視
点
と
如
来
視
点
と
い
う
二
つ
の
視
点
が
多
く
の
増
広
を
生
み
だ
し
て
お
り
、
更
に
は
「
仏
性
・
如
来
性
」
の
用
例
な
ど
教
説
の
明
確
化
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
と
言
え
る
。
対
す
る
六
巻
本
に
は
ま
っ
た
く
二
つ
の
視
点
が
無
い
と
は
言
え
な
い
が
、「
二
種
施
食
」
の
増
広
や
「
波
斯
匿
王
」
の
挿
話
な
ど
の
、
衆
生
寄
り
の
視
点
が
乏
し
い
た
め
、
衆
生
か
ら
の
視
点
を
大
本
ほ
ど
に
は
重
視
し
て
い
な
い
と
言
え
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
六
巻
本
は
、「
悉
有
仏
性
」
思
想
を
意
識
し
つ
つ
も
、
大
本
の
様
に
「
如
来
常
住
」
か
ら
「
悉
有
仏
性
」
へ
と
展
開
す
る
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
「
如
来
常
住
」
思
想
を
主
と
し
て
説
く
経
典
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。 
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第
四
章 
注
                                        
          
 
一 
【
大
本
】「
爾
の
時
、
文
殊
師
利
、
仏
に
白
し
て
言
く
、
〈
世
尊
よ
、
今
此
の
純
陀
に
猶
お
疑
心
有
り
。
唯
だ
願
わ
く
ば
如
来
よ
、
重
ね
て
分
別
を
為
し
て
除
断
す
る
こ
と
を
得
せ
し
め
た
ま
え
〉
と
」（
大
正
十
二
、
四
二
二
ｃ
、
六
行
‐
七
行
）。
以
上
の
様
に
、
「
本
有
今
無
偈
」
は
文
殊
師
利
が
対
告
衆
な
の
で
あ
る
が
、
純
陀
の
「
疑
心
」
と
い
う
不
明
を
口
実
と
し
て
釈
尊
に
説
法
を
請
う
て
い
る
の
で
あ
る
。 
二 
大
本
で
は
「
積
聚
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。【
六
巻
本
】「
積
と
は
聚
積
の
義
に
し
て
、
受
取
、
増
益
の
義
な
り
。
蔵
と
は
庫
蔵
の
義
に
し
て
、
蔵
し
て
受
く
る
所
有
り
。
故
に
蔵
積
と
曰
う
」（
大
正
十
二
、
八
七
二
ｂ
、
二
二
行
‐
二
四
行
）。【
大
本
】
「
夫
れ
積
聚
と
は
名
づ
け
て
財
宝
と
曰
う
」（
大
正
十
二
、
三
九
一
ｂ
、
一
一
行
‐
一
二
行
）。 
三 
【
六
巻
本
】「
若
し
復
、
如
来
性
を
修
行
し
て
」（
大
正
十
二
、
八
八
三
ａ
、
八
行
）。 
四 
河
村
［
一
九
六
九
］
で
は
「
こ
こ
で
仏
身
に
関
し
て
若
干
の
特
異
点
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
ま
ず
仏
身
に
つ
い
て
二
つ
の
立
場
か
ら
の
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
つ
は
衆
生
か
ら
の
観
察
で
あ
り
、
一
つ
は
仏
陀
か
ら
の
そ
れ
で
あ
る
。
純
陀
の
い
う
よ
う
に
、
仏
身
に
雑
食
身
と
法
身
の
二
種
を
あ
げ
る
こ
と
は
、
こ
れ
は
純
陀
、
す
な
わ
ち
衆
生
か
ら
の
仏
身
観
の
考
察
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
、
す
で
に
無
数
億
の
む
か
し
に
お
い
て
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
え
て
雑
食
身
を
捨
し
て
煩
悩
身
な
し
と
す
る
の
は
仏
陀
よ
り
み
た
る
仏
身
観
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
」（
二
六
頁
）
と
の
指
摘
を
行
な
っ
て
い
る
。 
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結
論 
 
各
章
の
概
要 
  
第
一
章 
 
第
一
章
で
は
、
先
行
研
究
を
手
掛
か
り
に
、『
涅
槃
経
』
の
中
で
大
本
に
の
み
導
入
さ
れ
て
い
る
「
秘
密
蔵
」
の
初
出
箇
所
を
確
認
し
、
そ
の
端
緒
と
な
る
「
如
来
常
住
」
思
想
や
「
秘
密
蔵
」
に
関
連
す
る
増
広
箇
所
を
確
認
し
た
。
こ
れ
は
先
行
研
究
の
多
く
で
は
、
あ
ま
り
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
「
秘
密
蔵
」
が
、
大
本
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。 第
一
章
で
は
、「
秘
密
蔵
」
と
は
何
か
、
と
い
う
こ
と
に
重
点
を
置
い
た
た
め
に
、
経
典
内
で
説
か
れ
る
順
序
を
無
視
す
る
形
で
「
秘
密
蔵
」
の
初
出
箇
所
か
ら
紹
介
し
た
。
そ
れ
ら
を
経
典
で
説
か
れ
る
順
序
に
整
理
し
て
、
大
本
に
増
広
さ
れ
た
教
説
の
役
割
を
確
認
す
る
と
、 
①
釈
尊
の
入
滅
の
宣
言 
②
二
種
施
食 
③
如
来
常
住
（
純
陀
と
文
殊
師
利
の
論
争
） 
④
偏
教
文
殊
（
秘
密
蔵
） 
⑤
伊
字
三
点
（
哀
歎
品
の
も
の
） 
⑥
常
楽
我
浄 
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と
な
り
、
お
よ
そ
哀
歎
品
ま
で
の
範
囲
で
整
理
す
る
と
、
大
本
で
は
「
秘
密
蔵
」
に
関
わ
っ
て
三
つ
の
増
広
（
②
、
④
、
⑤
）
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
こ
れ
等
の
増
広
は
ど
の
様
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
か
を
振
り
返
っ
て
み
る
。
す
る
と
、「
二
種
施
食
」
の
存
在
は
、
経
典
内
で
の
「
法
身
」
を
前
提
と
し
た
「
如
来
常
住
」
と
い
う
仏
身
観
を
、
六
巻
本
よ
り
も
強
く
印
象
付
け
よ
う
と
し
て
い
た
。
次
に
「
偏
教
文
殊
」
は
、「
如
来
常
住
」
思
想
を
「
秘
密
蔵
」
の
名
称
で
呼
び
始
め
る
増
広
で
あ
り
、
大
本
内
に
新
た
な
術
語
を
導
入
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
た
。
次
に
「
伊
字
三
点
」
は
、「
偏
教
文
殊
」
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
「
秘
密
蔵
」
の
内
容
と
し
て
開
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、「
如
来
常
住
」
と
い
う
如
来
の
在
り
方
と
「
大
般
涅
槃
」
を
表
し
て
い
た
。
ま
た
、
大
本
で
は
「
伊
字
三
点
」
と
い
う
仏
身
観
の
展
開
上
に
「
常
楽
我
浄
」
が
説
か
れ
て
お
り
、
こ
の
「
常
楽
我
浄
」
も
「
秘
密
蔵
」
に
包
摂
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。 
 
以
上
の
こ
と
か
ら
、
大
本
の
多
く
の
増
広
に
お
い
て
「
秘
密
蔵
」
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
ま
た
大
本
に
導
入
さ
れ
た
こ
の
「
秘
密
蔵
」
は
、「
如
来
常
住
」
や
「
伊
字
三
点
」
で
あ
る
「
解
脱
・
如
来
身
（
四
相
品
で
は
涅
槃
）・
摩
訶
般
若
」
等
の
教
義
を
内
包
す
る
も
の
で
あ
り
、『
涅
槃
経
』
の
思
想
を
納
め
て
い
る
「
法
蔵
」
と
い
う
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
た
。 
  
第
二
章 
 
第
二
章
で
は
、
六
巻
本
に
は
確
認
で
き
な
い
大
本
で
の
「
秘
密
蔵
」
の
用
例
と
、
そ
の
「
秘
密
蔵
」
の
導
入
の
影
響
を
受
け
て
増
広
し
た
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
や
、
同
様
の
理
由
で
他
の
経
典
な
ど
か
ら
引
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
を
、
先
行
研
究
を
参
照
し
つ
つ
確
認
を
行
っ
た
。 
「
秘
密
蔵
」
の
導
入
の
直
接
的
な
影
響
と
し
て
、
大
本
の
四
相
品
の
後
半
と
も
と
れ
る
箇
所
の
冒
頭
部
分
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
109 
 
箇
所
は
大
本
・
六
巻
本
を
比
較
す
る
と
、
大
本
に
増
広
が
確
認
で
き
る
箇
所
で
あ
る
。
次
に
他
経
典
か
ら
の
引
用
、
も
し
く
は
共
通
す
る
素
材
を
使
用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
が
あ
る
。
そ
の
箇
所
も
大
本
の
増
広
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
波
斯
匿
王
」
の
挿
話
で
あ
り
、「
摩
訶
波
闍
波
提
憍
曇
弥
」
の
挿
話
で
あ
っ
た
。
ま
た
そ
れ
等
の
挿
話
と
同
じ
素
材
を
持
つ
経
典
と
の
比
較
を
行
い
、『
涅
槃
経
』
に
お
け
る
挿
話
の
役
割
を
確
認
し
た
。 
 
ま
ず
四
相
品
の
後
半
冒
頭
部
で
、「
秘
密
蔵
」
導
入
が
大
本
の
増
広
に
影
響
を
与
え
た
と
言
え
る
理
由
と
は
、
何
で
あ
っ
た
か
。
大
本
・
六
巻
本
と
も
に
、『
涅
槃
経
』
の
教
理
が
今
ま
で
説
か
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
秘
匿
で
は
な
い
か
と
迦
葉
菩
薩
が
問
う
こ
と
か
ら
、
如
来
は
教
え
を
秘
匿
す
る
こ
と
は
な
い
こ
と
を
説
く
流
れ
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
、
秘
匿
を
意
味
す
る
語
句
が
両
本
で
は
異
な
り
、
大
本
で
は
「
秘
密
蔵
」
の
「
蔵
」
を
使
用
し
て
い
た
。
こ
の
「
蔵
」
の
語
句
を
使
用
す
る
こ
と
が
、
大
本
が
強
く
「
秘
密
蔵
」
を
意
識
し
て
い
る
証
左
で
あ
り
、
こ
の
「
秘
密
蔵
」
の
教
え
の
秘
匿
性
を
強
く
否
定
す
る
た
め
に
増
広
し
た
と
の
結
論
に
至
っ
た
。
ま
た
「
蔵
」
の
語
の
秘
匿
性
に
関
し
て
は
、
冒
頭
の
増
広
に
続
く
「
長
者
教
子
の
譬
喩
」
に
ま
で
影
響
を
与
え
て
お
り
、
こ
の
譬
喩
に
よ
っ
て
『
涅
槃
経
』
の
教
理
を
今
ま
で
説
か
な
か
っ
た
理
由
が
、
対
機
説
法
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 
 
次
に
「
波
斯
匿
王
」
の
挿
話
で
あ
る
が
、
そ
の
本
来
の
主
旨
は
波
斯
匿
王
に
対
し
て
「
無
常
」
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
大
本
に
お
い
て
は
従
来
の
教
え
で
あ
る
「
無
常
」
の
教
え
が
矛
盾
し
て
い
る
と
い
う
疑
義
か
ら
説
か
れ
始
め
て
お
り
、「
如
来
常
住
」
思
想
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
こ
と
を
加
味
す
れ
ば
、
大
本
の
「
波
斯
匿
王
」
の
挿
話
は
、
常
と
無
常
と
を
中
心
に
し
て
改
め
て
説
き
直
し
て
い
る
の
で
あ
り
、「
長
者
教
子
の
譬
喩
」
と
同
じ
く
衆
生
に
合
わ
せ
て
教
え
を
説
い
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
「
如
来
常
住
」
思
想
に
関
連
す
る
増
広
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
、
四
相
品
後
半
冒
頭
か
ら
の
大
本
の
増
広
を
踏
ま
え
れ
ば
、
や
は
り
「
秘
密
蔵
」
の
影
響
に
よ
っ
て
挿
入
さ
れ
た
も
の
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。 
 
次
に
確
認
し
た
「
摩
訶
波
闍
波
提
憍
曇
弥
」
の
挿
話
は
、
間
接
的
に
「
秘
密
蔵
」
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
間
接
的
に
と
い
う
の
は
、
大
本
の
「
秘
密
蔵
」
の
内
容
と
し
て
開
示
さ
れ
た
「
伊
字
三
点
」
が
影
響
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。「
摩
訶
波
闍
波
提
憍
曇
弥
」
の
挿
話
前
後
の
増
広
で
は
、
大
乗
『
涅
槃
経
』
に
お
け
る
解
脱
が
説
か
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
増
広
箇
所
で
は
如
来
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の
説
法
の
説
き
方
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
中
で
は
大
乗
『
涅
槃
経
』
が
説
く
如
来
の
在
り
方
を
「
一
義
」
に
包
括
で
き
る
と
説
き
、
こ
れ
は
「
伊
字
三
点
」
が
「
秘
密
蔵
」
か
ら
展
開
し
、
そ
の
三
徳
を
備
え
た
も
の
が
「
大
般
涅
槃
」
で
あ
る
と
い
う
、「
伊
字
三
点
」
の
説
き
方
を
踏
襲
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
増
広
箇
所
で
は
三
帰
依
を
例
に
挙
げ
て
展
開
し
て
お
り
、「
摩
訶
波
闍
波
提
憍
曇
弥
」
の
挿
話
も
三
帰
依
に
関
す
る
例
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
こ
の
増
広
箇
所
で
は
、
如
来
の
説
法
の
在
り
方
は
「
如
来
は
或
る
時
、
一
を
説
き
て
三
為
し
、
三
を
説
き
て
一
と
為
す
」
と
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
長
寿
品
で
明
か
さ
れ
た
三
宝
常
住
や
、
挿
話
が
示
す
三
宝
各
別
を
示
し
、
如
来
性
品
で
説
か
れ
る
こ
と
に
な
る
三
宝
一
体
の
一
帰
依
処
の
説
示
な
ど
を
表
わ
す
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
様
に
大
本
の
中
で
三
帰
依
が
「
常
住
」
↓
「
各
別
」
↓
「
一
体
」
へ
と
展
開
す
る
こ
と
を
示
唆
す
る
役
割
を
、「
摩
訶
波
闍
波
提
憍
曇
弥
」
の
挿
話
前
後
の
増
広
が
果
た
し
て
い
る
。
こ
れ
が
、「
伊
字
三
点
」
と
同
様
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
考
え
る
。「
伊
字
三
点
」
の
標
識
的
な
役
割
と
は
、
哀
歎
品
の
「
解
脱
・
如
来
身
・
摩
訶
般
若
」
を
開
示
し
た
後
に
、
長
寿
品
や
金
剛
身
品
で
「
法
性
」「
法
身
」
を
説
い
て
お
り
、
四
相
品
の
「
解
脱
・
涅
槃
・
摩
訶
般
若
」
の
開
示
後
に
は
、
大
乗
『
涅
槃
経
』
に
お
け
る
「
解
脱
」
が
説
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
取
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
摩
訶
波
闍
波
提
憍
曇
弥
」
の
挿
話
を
含
め
た
前
後
の
増
広
は
、
大
乗
『
涅
槃
経
』
の
教
義
の
在
り
方
を
説
く
と
共
に
、
三
帰
依
の
展
開
を
示
唆
す
る
も
の
と
言
え
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、「
摩
訶
波
闍
波
提
憍
曇
弥
」
の
挿
話
は
「
伊
字
三
点
」
の
関
係
や
役
割
を
踏
襲
し
て
お
り
、
間
接
的
に
「
秘
密
蔵
」
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
言
え
る
。 以
上
の
様
に
、「
秘
密
蔵
」
の
秘
匿
性
の
否
定
箇
所
で
は
、
直
接
的
に
そ
の
導
入
に
よ
る
影
響
を
受
け
て
増
広
で
あ
る
と
言
え
る
。
ま
た
二
つ
の
挿
話
の
内
、「
波
斯
匿
王
」
の
挿
話
は
先
行
し
て
存
在
し
た
素
材
を
引
用
し
て
、「
秘
密
蔵
」
に
含
ま
れ
る
「
如
来
常
住
」
の
教
理
に
合
せ
て
編
集
し
直
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
次
に
「
摩
訶
波
闍
波
提
憍
曇
弥
」
の
挿
話
は
「
伊
字
三
点
」
の
経
典
内
で
の
在
り
方
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
等
の
増
広
や
挿
話
を
経
典
内
に
引
用
す
る
き
っ
か
け
と
な
る
の
は
、
や
は
り
「
秘
密
蔵
」
導
入
や
「
伊
字
三
点
」
の
影
響
で
あ
る
と
考
え
る
。 
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第
三
章 
 
第
一
章
で
「
秘
密
蔵
」
の
存
在
を
確
認
し
、
第
二
章
で
は
「
秘
密
蔵
」
の
影
響
に
よ
る
大
本
の
増
広
箇
所
を
確
認
し
た
。
第
三
章
で
は
、
大
本
は
「
秘
密
蔵
」
の
語
句
に
類
似
す
る
語
句
を
、「
秘
密
蔵
」
と
し
て
使
用
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
次
に
、「
秘
密
蔵
」
の
導
入
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
、『
涅
槃
経
』
中
に
見
ら
れ
る
大
本
に
お
け
る
「
仏
性
・
如
来
性
」
の
語
句
の
用
例
に
関
す
る
特
徴
に
対
し
て
の
指
摘
を
試
み
た
。 
大
本
に
お
け
る
「
秘
密
蔵
」
の
語
句
は
、
大
乗
『
涅
槃
経
』
前
半
部
の
様
々
な
思
想
を
内
包
す
る
語
句
で
あ
る
こ
と
が
、
第
一
章
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
の
様
な
「
秘
密
蔵
」
に
は
、
多
く
の
類
似
す
る
語
句
が
大
本
に
は
存
在
す
る
が
、
全
て
「
秘
密
蔵
」
の
異
称
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
秘
密
蔵
」
と
、
六
巻
本
の
「
如
来
性
」
と
が
相
応
す
る
事
例
が
四
諦
品
に
存
在
し
、
そ
の
箇
所
で
は
六
巻
本
は
「
如
来
常
住
」
や
如
来
の
在
り
方
を
表
わ
す
も
の
と
し
て
「
如
来
性
」
を
使
用
し
て
い
た
。
そ
の
際
、
一
箇
所
に
如
来
蔵
思
想
を
想
起
さ
せ
る
「
如
来
蔵
」
の
語
句
を
使
用
し
て
い
た
が
、
同
箇
所
の
他
の
全
て
の
用
例
は
「
秘
密
蔵
」
の
異
称
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
秘
密
蔵
」
の
異
称
で
あ
る
と
仮
定
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
如
来
性
品
で
の
「
我
と
は
即
ち
是
れ
如
来
蔵
の
義
な
り
。
一
切
衆
生
に
悉
く
仏
性
有
り
」
な
ど
の
用
例
を
踏
ま
え
て
、「
如
来
蔵
」
を
「
仏
性
」
等
を
内
包
す
る
「
秘
密
蔵
」
と
し
て
読
む
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。 
 
以
上
の
様
に
、
大
本
で
は
「
秘
密
蔵
」
を
介
在
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
仏
性
・
如
来
性
」
を
使
用
す
る
場
面
で
は
、
六
巻
本
に
比
べ
て
、
場
面
に
合
わ
せ
て
の
使
い
分
け
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
大
本
に
お
け
る
「
秘
密
蔵
」
の
概
念
は
、「
仏
性
・
如
来
性
」
に
も
影
響
を
与
え
る
六
巻
本
に
は
な
い
特
徴
で
あ
る
と
言
え
る
。
こ
れ
は
大
本
と
六
巻
本
と
が
、
単
な
る
同
本
異
訳
と
い
う
関
係
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 
 
以
上
の
様
に
大
本
は
「
秘
密
蔵
」
を
介
在
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
仏
性
・
如
来
性
」
の
語
句
を
適
宜
に
配
し
て
い
る
。
ま
た
大
本
は
「
如
来
常
住
」
開
示
以
前
に
「
仏
性
」
の
語
句
を
使
用
す
る
等
、
大
乗
『
涅
槃
経
』
の
教
説
を
本
格
的
に
開
示
す
る
に
先
ん
じ
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て
示
唆
す
る
姿
勢
も
見
せ
て
い
る
。
こ
れ
等
を
踏
ま
え
て
考
え
る
な
ら
ば
、
大
本
の
原
本
が
大
乗
『
涅
槃
経
』
の
中
で
も
か
な
り
終
盤
に
成
立
し
た
と
い
う
可
能
性
や
、
大
本
を
翻
訳
す
る
際
に
曇
無
讖
等
が
意
図
的
に
増
広
し
た
可
能
性
な
ど
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 
  
第
四
章 
 
第
四
章
で
は
、
第
一
章
と
第
二
章
で
の
大
本
の
増
広
と
、
第
三
章
で
の
大
本
・
六
巻
本
と
で
の
「
仏
性
・
如
来
性
」
の
用
例
の
異
な
り
か
ら
、
法
顕
訳
で
あ
る
六
巻
本
の
経
説
に
対
す
る
考
察
を
試
み
た
。
具
体
的
に
は
、
本
論
文
で
挙
げ
た
大
本
の
増
広
や
術
語
の
使
用
の
異
な
り
な
ど
を
手
掛
か
り
に
し
て
、
大
本
で
増
広
さ
れ
た
教
義
が
な
い
六
巻
本
が
、
ど
の
様
に
展
開
し
て
い
る
の
か
を
確
認
し
た
も
の
で
あ
る
。 
六
巻
本
で
は
大
本
と
同
様
に
大
乗
『
涅
槃
経
』
の
主
要
な
思
想
を
説
い
て
い
る
が
、「
如
来
常
住
」
か
ら
派
生
す
る
思
想
的
展
開
に
乏
し
く
、
大
本
の
様
に
後
に
説
く
教
説
を
見
越
し
た
記
述
が
少
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
大
本
で
は
、
こ
れ
等
を
経
典
内
に
も
た
ら
す
役
割
を
、
多
く
の
事
例
で
は
「
秘
密
蔵
」
が
担
っ
て
い
た
。
特
に
第
三
章
で
確
認
し
た
、「
仏
性
・
如
来
性
」
を
衆
生
と
如
来
に
関
連
す
る
も
の
に
よ
っ
て
使
い
分
け
る
姿
勢
は
、
六
巻
本
に
は
無
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
衆
生
視
点
と
如
来
視
点
と
の
二
つ
の
視
点
か
ら
教
説
を
説
く
姿
勢
は
、
大
本
の
「
秘
密
蔵
」
の
初
出
箇
所
以
前
の
増
広
で
あ
る
「
二
種
施
食
」
か
ら
も
確
認
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
。
六
巻
本
に
は
こ
の
様
な
二
つ
の
視
点
が
無
い
訳
で
は
な
い
が
、「
二
種
施
食
」
の
増
広
や
「
波
斯
匿
王
」
の
挿
話
な
ど
の
衆
生
寄
り
の
視
点
が
無
い
た
め
、
衆
生
か
ら
の
視
点
を
あ
ま
り
意
識
し
て
い
な
い
と
言
え
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
六
巻
本
は
「
如
来
常
住
」
思
想
か
ら
「
悉
有
仏
性
」
思
想
へ
の
展
開
が
見
ら
れ
る
が
、
あ
く
ま
で
も
「
如
来
常
住
」
思
想
を
主
と
し
て
説
く
経
典
で
あ
る
と
言
え
る
と
の
結
論
に
至
っ
た
。 
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ま
と
め 
  
以
上
の
四
章
に
お
け
る
考
察
か
ら
得
ら
れ
た
結
果
を
ま
と
め
る
と
、
大
本
に
お
け
る
「
秘
密
蔵
」
の
導
入
は
、
大
本
・
六
巻
本
間
に
お
け
る
異
な
り
を
生
ん
で
い
る
と
言
え
よ
う
。 
 
大
本
に
「
秘
密
蔵
」
が
導
入
さ
れ
た
当
初
、「
秘
密
蔵
」
は
大
乗
『
涅
槃
経
』
の
根
本
的
な
思
想
で
あ
る
「
如
来
常
住
」
思
想
を
表
わ
す
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
「
秘
密
蔵
」
の
内
容
と
し
て
「
伊
字
三
点
」
が
開
示
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
「
伊
字
三
点
」
は
常
住
で
あ
る
如
来
の
在
り
方
と
い
う
仏
身
観
の
展
開
で
あ
り
、
衆
生
教
化
の
た
め
の
方
便
と
し
て
の
涅
槃
で
あ
る
「
大
般
涅
槃
」
を
表
わ
す
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
様
な
、
大
本
の
「
秘
密
蔵
」
や
「
伊
字
三
点
」
を
含
む
展
開
は
六
巻
本
に
は
確
認
で
き
な
い
が
、
六
巻
本
で
も
「
如
来
常
住
」
の
開
示
か
ら
「
大
般
泥
洹
」
の
提
示
と
い
う
流
れ
は
存
在
す
る
。
し
か
し
、
大
本
の
「
伊
字
三
点
」
が
六
巻
本
に
は
存
在
し
な
い
た
め
、「
伊
字
三
点
」
の
「
解
脱
・
如
来
身
・
摩
訶
般
若
」
と
い
う
大
般
涅
槃
の
在
り
方
を
六
巻
本
で
は
説
か
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
様
な
「
伊
字
三
点
」
の
在
り
方
が
、
多
く
の
先
行
研
究
で
の
大
本
の
「
秘
密
蔵
」
に
対
す
る
関
心
を
逸
ら
し
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。
し
か
し
、「
秘
密
蔵
」
と
は
、「
伊
字
三
点
」
の
開
示
に
の
み
使
用
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、「
伊
字
三
点
」
の
開
示
以
降
に
も
使
用
さ
れ
続
け
て
い
る
。
そ
の
使
用
の
さ
れ
方
は
、「
秘
密
蔵
」
が
直
接
的
に
影
響
し
た
増
広
箇
所
で
あ
り
、
他
の
経
典
と
の
共
通
す
る
素
材
を
持
つ
挿
話
の
挿
入
、
ま
た
六
巻
本
に
は
見
ら
れ
な
い
教
説
を
説
く
端
緒
と
も
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
等
の
「
秘
密
蔵
」
の
影
響
は
、
そ
の
呼
称
の
元
と
な
っ
た
「
如
来
常
住
」
思
想
に
関
わ
る
も
の
と
言
え
る
。
つ
ま
り
、「
秘
密
蔵
」
の
語
句
は
「
如
来
常
住
」
を
主
と
し
て
、
そ
こ
か
ら
派
生
す
る
「
伊
字
三
点
」
や
「
常
楽
我
浄
」
等
の
教
義
を
包
摂
す
る
大
本
の
中
で
の
「
法
蔵
」
と
言
え
る
の
で
あ
る
。 
 
ま
た
、「
如
来
常
住
」
思
想
と
並
ん
で
、
大
乗
『
涅
槃
経
』
の
主
要
な
教
理
で
あ
る
「
悉
有
仏
性
」
思
想
の
説
示
の
仕
方
に
も
「
秘
密
蔵
」
は
影
響
を
与
え
て
い
た
。
そ
れ
は
大
本
に
見
ら
れ
る
「
仏
性
・
如
来
性
」
の
使
い
分
け
で
あ
る
。
大
本
で
は
「
秘
密
蔵
」
を
介
在
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
大
乗
『
涅
槃
経
』
の
教
理
を
指
す
場
合
に
は
「
秘
密
蔵
」
の
語
句
を
使
用
し
、
如
来
の
在
り
方
に
対
し
114 
 
て
は
「
如
来
性
」
を
配
し
、
衆
生
に
内
在
す
る
覚
性
に
は
「
仏
性
」
を
適
宜
に
配
し
て
い
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、
六
巻
本
で
は
そ
の
使
用
基
準
が
曖
昧
で
あ
り
、
如
来
性
品
以
降
か
ら
よ
う
や
く
、
衆
生
に
対
し
て
「
如
来
性
」
を
使
用
す
る
傾
向
が
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
様
に
、
六
巻
本
で
は
不
統
一
で
あ
っ
た
「
仏
性
・
如
来
性
」
の
用
法
は
、
大
本
で
は
明
確
な
意
図
を
持
っ
て
使
い
分
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 
 
以
上
の
様
に
、
六
巻
本
に
導
入
さ
れ
て
い
な
い
大
本
の
「
秘
密
蔵
」
は
、
単
純
に
「
今
ま
で
説
か
れ
て
い
な
か
っ
た
教
え
」
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
大
本
の
前
半
十
巻
分
に
お
い
て
、「
如
来
常
住
」
思
想
や
「
悉
有
仏
性
」
思
想
の
展
開
に
影
響
を
与
え
る
重
要
な
語
句
で
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。 
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経
と
浄
土
教
‐
仏
の
願
力
と
成
仏
の
信
‐
』（
平
楽
寺
書
店
） 
［
一
九
八
一
］
ｂ
『
涅
槃
経
‐
如
来
常
住
と
悉
有
仏
性
‐
』（
平
楽
寺
書
店
） 
・
岡
宏 ［
一
九
九
九
］「『
涅
槃
経
』
に
お
け
る
戒
律
説
の
一
考
察
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
四
十
七
巻
第
二
号
） 
・
岡
田
真
美
子
（
真
水
） 
［
二
〇
一
七
］「
捨
身
聞
偈
書
写
説
話
‐
善
説
を
書
き
残
す
大
乗
菩
薩
の
物
語
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』（
第
六
十
六
巻
第
一
号
） 
・
小
川
一
乗 
［
二
〇
〇
一
］『
新
国
訳
大
蔵
経 
央
堀
魔
羅
経
・
勝
鬘
経
・
如
来
蔵
経
・
不
増
不
減
経
』（
大
蔵
出
版
） 
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・
奥
野
光
賢 
［
一
九
九
九
］「『
涅
槃
経
』
を
め
ぐ
る
最
近
の
研
究
に
つ
い
て
‐
一
闡
提
論
を
中
心
と
し
て
‐
」（『
駒
沢
短
期
大
学
仏
教
論
集
』
第
五
号
） 
・
尾
崎
勤 
［
二
〇
一
三
］「『
涅
槃
経
』
の
北
本
南
伝
と
南
本
編
纂
の
時
期
」（『
佛
教
史
學
研
究
』
第
五
六
巻
第
一
号
） 
・
織
田
顕
祐 
［
二
〇
〇
九
］「
大
乗
『
大
般
涅
槃
経
』
の
構
造
に
つ
い
て
」（『
仏
教
学
セ
ミ
ナ
ー
』
第
八
十
九
号
） 
［
二
〇
一
〇
］『
大
般
涅
槃
経
序
説
』（
東
本
願
寺
出
版
部
） 
［
二
〇
一
二
］「
涅
槃
経
に
お
け
る
無
我
と
我
の
教
説
」（『
日
本
佛
教
學
會
年
報
』
第
七
十
七
号
） 
［
二
〇
一
六
］「「
因
中
果
説
」
と
「
因
中
有
果
」
の
違
い
‐
『
起
信
論
』
理
解
の
中
心
点
‐
」（『
東
ア
ジ
ア
仏
教
学
術
論
集
』
第
４
号
） 
・
加
治
洋
一 
［
一
九
八
四
］「
大
乗
涅
槃
経
の
一
考
察
‐
純
陀
品
を
中
心
と
し
て
‐
」（『
大
谷
学
報
』
第
六
十
四
巻
第
二
号
） 
・
河
村
孝
照 
［
一
九
六
九
］「
大
乗
涅
槃
経
に
お
け
る
法
身
思
想
の
一
考
察
」（『
東
洋
学
研
究
』
第
三
号
） 
［
一
九
七
〇
］「
大
乗
大
般
涅
槃
経
に
お
け
る
大
般
泥
洹
経
と
大
般
涅
槃
経
と
の
比
較
研
究
」（『
東
洋
学
研
究
』
第
四
号
） 
［
一
九
七
一
］「
大
乗
涅
槃
経
と
華
厳
経
」（『
東
洋
学
研
究
』
第
五
号
） 
［
一
九
七
二
］
ａ
「
大
般
涅
槃
経
所
引
の
経
典
に
つ
い
て
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
二
十
巻
二
号
） 
［
一
九
七
二
］
ｂ
「
大
乗
涅
槃
経
に
も
ら
れ
た
諸
部
派
の
思
想
」（『
宗
敎
研
究
』
第
四
十
五
巻
第
三
輯
） 
［
一
九
七
四
］「
大
乗
涅
槃
経
に
お
け
る
説
話
の
素
材
に
つ
い
て
の
一
考
察
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
二
十
二
巻
二
号
） 
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［
一
九
八
一
］「
大
乗
涅
槃
経
と
婆
沙
論
‐
二
種
施
食
の
果
報
無
差
別
を
め
ぐ
っ
て
‐
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
二
十
九
巻
第
二
号
） 
［
一
九
八
二
］
ａ
「Ⅲ
 
仏
性
・
一
闡
提
」（『
講
座
・
大
乗
仏
教 
６
‐
如
来
蔵
思
想 
編
集
＝
平
川
彰
・
梶
山
雄
一
・
高
崎
直
道
』
春
秋
社
） 
［
一
九
八
二
］
ｂ
「
涅
槃
経
の
大
乗
行
修
」（『
宗
敎
研
究
』
第
五
十
五
巻
第
三
輯
） 
［
一
九
九
〇
］「
涅
槃
経
に
お
い
て
常
住
法
身
を
得
る
条
件
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
三
十
八
巻
二
号
） 
・
菅
野
博
史 
［
一
九
八
六
］「『
大
般
涅
槃
経
集
解
』
の
基
礎
的
研
究
」（『
東
洋
文
化
』
第
六
六
号 
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
） 
・
屈
大
成 
［
一
九
九
四
］『
大
乘
《
大
般
涅
槃
經
》
研
究
』（
文
津
出
版
社
有
限
公
司
） 
・
雲
井
昭
善 
［
一
九
九
六
］『
和
訳 
大
般
涅
槃
経 
法
顕
訳
‐
ブ
ッ
ダ
最
後
の
旅
路
』（
東
京
美
術
） 
・
佐
藤
直
美 
［
二
〇
一
二
］「
大
乗
『
大
般
涅
槃
経
』
重
訳
‐
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
の
有
用
性
‐
」（『
日
本
佛
教
學
會
年
報
』
第
七
十
七
号
） 
［
二
〇
一
三
］「『
大
般
涅
槃
経
』
に
お
け
る
仏
弟
子
チ
ュ
ン
ダ
と
そ
の
供
養
」（『
日
本
佛
教
學
會
年
報
』
第
七
十
八
号
） 
・
下
田
正
弘 
［
一
九
九
一
］「
常
楽
我
浄
‐
仏
教
に
お
け
る
ア
ー
ト
マ
ン
受
容
の
一
通
路
‐
」(
『
仏
教
学
』
第
三
十
一
号)  
 
［
一
九
九
三
］『
蔵
文
和
訳
『
大
乗
涅
槃
経
』（Ⅰ
）』（
山
喜
房
佛
書
林
） 
［
一
九
九
六
］「
仏
塔
信
仰
と
如
来
蔵
思
想
」（『
今
西
順
吉
教
授
還
暦
記
念
論
集 
イ
ン
ド
思
想
と
仏
教
文
化
』
春
秋
社
） 
［
一
九
九
七
］
ａ
『
涅
槃
経
の
研
究
‐
大
乗
経
典
の
研
究
試
論
』（
春
秋
社
） 
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［
一
九
九
七
］
ｂ
「
東
ア
ジ
ア
に
流
布
し
た
『
涅
槃
経
』
‐
仏
性
の
背
景
に
あ
る
世
界
‐
」（『
シ
リ
ー
ズ
・
東
ア
ジ
ア
仏
教
２ 
仏
教
の
東
漸
‐
東
ア
ジ
ア
の
仏
教
思
想Ⅰ
』
春
秋
社
） 
［
二
〇
一
四
］「
如
来
蔵
・
仏
性
思
想
の
あ
ら
た
な
理
解
に
向
け
て
」（『
如
来
蔵
と
仏
性 
シ
リ
ー
ズ
大
乗
仏
教
第
八
巻
』
春
秋
社
） 
・
高
崎
直
道 
［
一
九
八
〇
］『
大
乗
仏
典
第
十
二
巻 
如
来
蔵
系
経
典
』（
中
公
文
庫
） 
［
一
九
八
五
］『
仏
性
と
は
何
か
』（
法
蔵
館
） 
［
二
〇
〇
九
］
ａ
『
如
来
蔵
思
想
の
形
成Ⅰ
 
高
崎
直
道
著
作
集
第
四
巻
』（［
一
九
七
四
］『
如
来
蔵
思
想
の
形
成
‐
イ
ン
ド
大
乗
仏
教
思
想
研
究
‐
』
春
秋
社
）（
春
秋
社
） 
［
二
〇
〇
九
］
ｂ
『
如
来
蔵
思
想
の
形
成
Ⅱ 
高
崎
直
道
著
作
集
第
五
巻
』（［
一
九
七
四
］『
如
来
蔵
思
想
の
形
成
‐
イ
ン
ド
大
乗
仏
教
思
想
研
究
‐
』
春
秋
社
）（
春
秋
社
） 
［
二
〇
一
四
］「『
涅
槃
経
』
を
読
む
」（
岩
波
現
代
文
庫
） 
・
田
上
太
秀 
［
一
九
七
三
］「
大
乗
涅
槃
経
に
お
け
る
仏
性
・
菩
提
心
・
一
闡
提
」（『
宗
教
学
論
集
』
第
六
輯
、
駒
沢
大
学
宗
教
学
研
究
会
） 
［
一
九
九
〇
］『
菩
提
心
の
研
究
』（
東
京
書
籍
） 
［
一
九
九
六
‐
七
］『
ブ
ッ
ダ
臨
終
の
説
法
‐
完
訳 
大
般
涅
槃
経
』
全
４
巻
（
大
蔵
出
版
） 
［
二
〇
〇
三
］『
仏
性
と
は
な
に
か 
『
涅
槃
経
』
を
解
き
明
か
す
』（
大
蔵
出
版
） 
［
二
〇
〇
四
］『
涅
槃
経
を
読
む 
ブ
ッ
ダ
臨
終
の
説
法
』（
講
談
社
学
術
文
庫
） 
・
武
田
浩
学 
［
二
〇
〇
五
］「
北
本
『
涅
槃
經
』
前
分
十
卷
の
思
想
‐
經
文
の
付
加
と
改
變
の
意
圖
‐
」（『
東
洋
の
思
想
と
宗
教
』
第
二
十
二
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号
） 
・
田
村
芳
朗 
［
一
九
六
六
］『
現
代
人
の
仏
教
７ 
人
間
性
の
発
見
・
涅
槃
経
』（
筑
摩
書
房
） 
・
田
村
晃
祐 
［
一
九
八
八
］「Ⅲ
東
ア
ジ
ア
仏
教
思
想
の
特
質 
２
仏
性
論
争
」（『
岩
波
講
座 
東
洋
思
想
第
十
二
巻 
東
ア
ジ
ア
の
仏
教
』
岩
波
書
店
） 
・
塚
本
啓
祥
・
磯
田
煕
文
（
校
注
） 
［
二
〇
〇
八
］『
大
般
涅
槃
経
（
南
本
）Ⅰ
』（『
新
国
訳
大
蔵
経
』
涅
槃
部
１
、
大
蔵
出
版
） 
・
常
盤
大
定 
［
一
九
七
三
］『
仏
性
の
研
究
』（［
一
九
三
〇
］『
仏
性
の
研
究
』
丙
午
出
版
社
）（
国
書
刊
行
会
） 
・
中
川
和
也 
［
一
九
八
八
］「
大
乗
涅
槃
経
に
お
け
る
s
a
ṃ
d
h
ā
-v
a
c
a
n
a
に
つ
い
て
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
三
十
六
巻
第
二
号
） 
・
中
村 
元 
［
一
九
八
〇
］『
ブ
ッ
ダ
最
後
の
旅
‐
大
パ
リ
ニ
ッ
バ
ー
ナ
教
‐
』（
岩
波
文
庫
） 
・
中
村 
裕 
［
二
〇
〇
八
］「
大
乗
涅
槃
経
の
常
楽
我
浄
及
び
そ
の
反
対
概
念
の
用
例
に
つ
い
て
」（『
大
正
大
学
大
学
院
研
究
論
集
』
第
三
十
二
号
） 
・
長
谷
川
滋 
［
一
九
七
四
］「
大
般
涅
槃
経
の
研
究
」（『
密
教
文
化
』
一
〇
五
号
） 
・
幅
田
裕
美 
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［
一
九
八
九
］「
大
乗
〈
涅
槃
経
〉
と
『
象
跡
喩
経
』」（『
印
度
哲
学
仏
教
学
』
第
四
号
） 
［
一
九
九
〇
］「
大
乗
〈
涅
槃
経
〉
に
お
け
る
ア
ー
ト
マ
ン
論
」（『
印
度
哲
学
仏
教
学
』
第
五
号 
印
度
哲
学
仏
教
学
会
） 
［
一
九
九
二
］
ａ
「
大
乗
〈
涅
槃
経
〉
に
お
け
る
身
体
観
の
問
題
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
四
十
巻
第
二
号
） 
［
一
九
九
二
］
ｂ
「
大
乗
〈
涅
槃
経
〉
と
『
集
一
切
福
徳
三
昧
経
』
‐
仏
身
の
内
在
化
と
護
法
の
構
造
‐
」（『
印
度
哲
学
仏
教
学
』
第
七
号
） 
［
一
九
九
三
］「
大
乗
〈
涅
槃
経
〉
の
未
比
定
の
梵
文
断
片
に
つ
い
て
（
１
）」（『
印
度
哲
学
仏
教
学
』
第
八
号
） 
［
一
九
九
四
］「
大
経 
(m
a
h
ā
s
ū
tr
a
)
と
し
て
の
大
乗
〈
涅
槃
経
〉」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
四
十
三
巻
第
一
号
） 
［
一
九
九
六
］「
大
乗
〈
涅
槃
経
〉
に
お
け
る
阿
含
の
引
用
に
つ
い
て
」（『
印
度
哲
学
仏
教
学
』
第
十
一
号 
） 
［
二
〇
〇
七
］D
ie
 
z
e
n
tra
la
s
ia
tis
ch
e
n
 
S
a
n
s
k
rit
‐F
ra
g
m
e
n
te
 
d
e
s 
M
a
h
ā
p
a
rin
irv
ā
ṇ
a
‐m
a
h
ā
sū
tra
. 
K
ritisc
h
e
 
A
u
sg
a
b
e
 
d
e
s 
S
a
n
sk
ritte
x
te
s 
u
n
d
 
se
in
e
r 
tib
e
tisc
h
e
n
 
Ü
b
e
rtra
g
u
n
g
 
im
 
V
e
rg
le
ic
h
 
m
it 
d
e
n
 
c
h
in
e
sisc
h
e
n
 
Ü
b
e
rse
tzu
n
g
e
n
.(M
a
rb
u
rg
:In
d
ic
a
 e
t T
ib
e
tic
a
 5
1
) 
［
二
〇
一
四
］「
仏
性
の
宣
言
‐
涅
槃
経
」（『
如
来
蔵
と
仏
性 
シ
リ
ー
ズ
大
乗
仏
教
第
八
巻
』
春
秋
社
） 
・
平
岡
聡 
［
二
〇
一
五
］「
大
乗
涅
槃
経
と
説
一
切
有
部
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
六
十
四
巻
第
一
号
） 
・
藤
井
教
公 
［
一
九
八
三
］「『
涅
槃
経
』
に
お
け
る
我
」（『
仏
教
学
』
第
十
六
号
） 
［
一
九
九
一
］
ａ
「
一
闡
提
に
つ
い
て
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
三
十
九
巻
第
二
号
） 
［
一
九
九
一
］
ｂ
「『
涅
槃
経
』
と
ア
ー
ト
マ
ン
」（『
前
田
専
学
博
士
還
暦
記
念
論
集
〈
我
〉
の
思
想
』
春
秋
社
） 
［
一
九
九
二
］「
六
巻
泥
洹
経
に
お
け
る
一
闡
提
の
諸
相
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
四
十
巻
第
二
号
） 
［
二
〇
一
四
］「
涅
槃
経
と
東
ア
ジ
ア
世
界
」（『
如
来
蔵
と
仏
性 
シ
リ
ー
ズ
大
乗
仏
教
第
八
巻
』
春
秋
社
） 
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・
藤
谷
信
道 
［
一
九
八
五
］「
六
巻
泥
洹
経
の
研
究
‐
四
十
巻
涅
槃
経
と
の
比
較
‐
」（『
大
谷
大
学
大
学
院
研
究
紀
要
』
第
二
号
） 
［
一
九
八
六
］「
六
巻
泥
洹
経
に
お
け
る
一
闡
提
成
仏
の
芽
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
三
十
四
巻
第
二
号
） 
［
一
九
九
二
］「
一
闡
提
に
つ
い
て
‐
特
に
そ
の
本
質
に
つ
い
て
‐
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
四
十
巻
第
二
号
） 
・
布
施
浩
岳 
［
一
九
七
三
］『
涅
槃
宗
の
研
究 
前
篇 
復
刻
版
』（［
一
九
四
二
］『
涅
槃
宗
之
研
究 
前
篇
』
叢
文
閣
）（
国
書
刊
行
会
） 
・
古
田
和
弘 
［
一
九
八
六
］「
涅
槃
経
の
護
法
思
想
」（『
大
谷
学
報
』
第
六
十
五
巻
三
号
） 
・
松
田
和
信 
［
一
九
八
八
］『
中
央
ア
ジ
ア
出
土
大
乗
涅
槃
経
梵
文
断
簡
集 
: 
ス
タ
イ
ン
・
ヘ
ル
ン
レ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 
: 
イ
ン
ド
省
図
書
館
所
蔵
』（
東
洋
文
庫
） 
・
松
本
史
朗 
［
一
九
九
一
］「
大
乗
『
涅
槃
経
』
に
お
け
る
ア
ー
ト
マ
ン
説
」（『
前
田
専
学
博
士
還
暦
記
念
論
集
〈
我
〉
の
思
想
』
春
秋
社
） 
・
水
谷
幸
正 
［
一
九
五
六
］「
佛
性
に
つ
い
て
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
四
巻
第
二
号
） 
［
一
九
六
一
］「
一
闡
提
攷
」（『
佛
教
大
学
研
究
紀
要
』
第
四
十
号
） 
［
一
九
六
三
］「
涅
槃
経
の
成
立
史
的
問
題
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
十
一
巻
第
二
号
） 
・
向
井
亮 
［
一
九
八
七
］「〈
四
依
の
教
説
と
そ
の
背
景
〉」（『
印
度
哲
学
仏
教
学
』
第
二
号
） 
・
望
月
良
晃 
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［
一
九
八
八
］『
大
乗
涅
槃
経
の
研
究
‐
教
団
史
的
研
究
』（
春
秋
社
） 
［
一
九
八
九
］「
一
闡
提
再
考
‐
「
分
別
邪
正
品
を
中
心
に
」
‐
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
三
十
七
巻
第
二
号
） 
［
一
九
九
六
］「『
大
乗
涅
槃
経
』・
分
別
邪
正
品
の
解
明
」（『
勝
呂
信
靜
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
』
山
喜
房
佛
書
林
） 
［
一
九
九
八
］『
大
乗
涅
槃
経
入
門
』（
春
秋
社
） 
［
一
九
九
九
］（
校
注
）『
大
般
泥
洹
経
・
大
般
涅
槃
経
後
分
』（『
新
国
訳
大
蔵
経
』
涅
槃
部
５
、
大
蔵
出
版
） 
・
森
章
司 
［
二
〇
〇
六
］「
コ
ー
サ
ラ
国
波
斯
匿
王
と
仏
教
‐
そ
の
仏
教
帰
信
年
を
中
心
に
‐
」（『
印
度
哲
学
仏
教
学
』
第
二
一
号
） 
・
吉
川
忠
夫
・
船
山
徹 
訳 
［
二
〇
〇
九
］
慧
皎
著
『
高
僧
伝
（
一
）
‐
（
四
）』（
岩
波
書
店
） 
  
尚
、
本
論
文
の
初
出
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
以
下
の
論
文
を
基
に
、
大
幅
な
増
補
と
訂
正
を
加
え
た
も
の
が
本
論
文
で
あ
る
。 
［
二
〇
一
五
］「『
涅
槃
経
』
と
「
無
常
偈
」」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
六
十
四
巻
第
一
号
） 
［
二
〇
一
六
］「
大
乗
『
涅
槃
経
』
の
思
想
的
発
展
‐
四
相
品
に
見
ら
れ
る
説
話
を
中
心
に
‐
」（『
大
谷
大
学
大
学
院
研
究
紀
要
』
第
三
十
三
号
） 
［
二
〇
一
七
］「
曇
無
讖
訳
『
涅
槃
経
』
に
お
け
る
「
秘
密
蔵
」」（『
仏
教
学
セ
ミ
ナ
ー
』
第
一
〇
六
号
） 
